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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　博士と怪物の境域






　東南アジアの某国某所。

　海面上昇に次つぐ紛争地化に見舞われ、終息後も無む法ほう者ものの楽園となった街がある。

　多彩な殺傷魔術が奏でられ、溶解魔術に掛けられた死体の香りが漂う、マフィア経済の最前線、非合法商品の大動脈となる街だった。

　時刻は夜や半はん、水運会社という名の海賊が船を並べる夜の港に、一台の車が急停車する。

「しっかりしろ新入り！　ちょっと上半身と下半身が泣き別れしただけだ！」

「いや、ちょっとって……てか、なんで生きてんの俺？」

　禁酒法時代のようなスーツマフィアが二人、若い男を半分ずつ担かついで運ぶ。

　抗争で切断力のある魔術でも食らったのか、若い男は腹の上下が別居していた。極めて稀まれだが、この状態で患部が潰つぶれるなどしていると、出血が防がれて意外と長生きする。

「安心しろ、この街には死にたくても死なせてくれねぇクソ名医がいる！」

　その名医の診療所は、不可解なことに、波は止と場ばで海に面していた。

『フランケンシュタイン・クリニック──支払い方法・現金から人体まで応相談』

　シャッターを叩たたく同僚の背中越しに看板を見て、若い男は泣いた。

「殺して……せめて土に埋めて……」

「大丈夫だ！　気持ちは分かるけどあれユーモアだから！」

「売るんでしょ？　もう死ぬだけだから新鮮なうちに金に換えようってんでしょ？」

「うちの組そこまで鬼畜じゃないから！」

　そうしているうちにシャッターが開いて、内部から照明が溢あふれ出でる。

「こちらです、お急ぎください」

　逆光の中から現れたのは、長い黒髪の看護師だった。

　肌は作り物のように清い白さ、なぜか目を閉じている顔は息を吞のむほど美人。上半身は長なが袖そでの白衣に包まれており、清らかな服にも豊かな胸が浮いていた。

「天使……」

「しっかりしろ！　俺の声を聞け！　おい！」

　担架ストレツチヤーに乗せられた男が呟つぶやくと、誤解した同僚が必死に呼びかける。

　コトトトト──と、看護師の足元から、細いヒールの立てるような足音が聞こえた。

　看護師なのにピンヒール？　と疑問に思った若い男は、横目に看護師の足を見る。

　馬体のように後ろへ伸びた下半身から、なんとも細い脚線が六本も伸びていた。最近はそういうのが流は行やっているのか、黒い甲殻に包まれて、踵かかとのない先端を床に立てている。

　つまるところ、白衣の天使の下半身は、六本足を伸ばす──蜘く蛛もだった。

「悪魔ぁーっ!!」

「暴れるな！　侶りよ魔まだ！　蜘蛛亜人型の妖よう魔まだ！　妖魔差別・駄目・絶対！」

　重傷にも構わず泣きわめいた男に、先輩マフィアが職業に似合わぬことを訴えた。

「先生、急患です。二十代男性、腹部から上下に分断、石化魔術での止血済み」

　そうする間にも、蜘蛛女は患者の容体を確認、幻影通信で連絡を入れている。

　助手らしき白衣の男女が部屋の左右から現れて、患部の服を開いたり点滴を繫つないだりと、ピットインした競走車のタイヤでも交換するように素早く応急処置を施ほどこす。

「ここからは私が」

　蜘蛛の看護師が壁のスイッチを押すと、入口とは反対側の壁が左右に開いていく。

　その先にあるのは、深夜の暗い海と、赤十字の旗を掲げる──病院船だった。

「もう大丈夫ですよ」

　蜘蛛の看護師は道を確認して、若い男に優しく微笑ほほえむ。

　すると、瞑めい目もくした美女の額に、四つの赤い目玉が見開かれた。

「ママぁーっ!!」

　悲鳴を上げた男の首に注射器をぶっ刺して強制的に宥なだめた蜘蛛女は、担架の後ろへ回り、搬送用の取っ手を摑つかむ。

　ゴドドドドドド！　と、六本脚が疾走、渡り桟さん橋ばしを凄すさまじい速度で駆け上がる。

　甲板で急カーブした蜘蛛女が船内に駆け込むと、中央廊下を抜けた先には集中治療室。男の悲鳴と蜘蛛女を吸い込んだ扉が自動で閉じ、上に『手術中』とランプが点ともった。

　蜘蛛女は手術台の横で止まると、爪つめと指の間から魔力光の糸を伸ばす。

　糸はいつの間にか男の体に巻き付いており、それが男を持ち上げて手術台へ運んだ。

「神様助けてもう二度と悪いことしませんごめんなさい足洗います田舎帰って爺じいちゃんの仕事手伝いながら毎週日曜ミサ行きますヘルプヘルプヘルプヘルプ！」

　患部以外を繭まゆ状にされた男が、心身ともに絶体絶命となったとき、

「その状態でそれだけ話せるとは、見上げた生命力だね」

　そう言って現れたのは、白衣に袖そでを通した美丈夫だ。

　医者にしては長身で上半身が分厚く、髪は一筋ごとに色が変わる派手な異色髪だった。

　整った顔には露骨な縫ほう合ごう痕こん、頭にはボルト型の触媒が角のように突き刺さっている。

　腕は四本あり、厚い両肩から二本の袖が分かれ、肌の色が異なる手を動かしていた。

　そうした四本腕の先では、回転鋸のこぎりや鋏はさみに針と糸といったものが血を垂らす。

「おやおや、脱水中の洗濯機のように震えているね。もう大丈夫だよ？」

　凶器を背後に捨てた四腕医者は、蜘く蛛も女の差し出したゴム手袋を四枚、装着した。

「こと継つぎ接はぎすることに関して、私に勝る外科医はいない。上下真っ二つの人体を接合するどころかオプションで腹に口とか付けてオペラ歌手にするのも朝飯前だ」

　医師が四腕を左右に広げると、形成魔術で虚空に手術器具が作り出される。

　念力で宙に整列したメス・剪刀はさみ・鉗かん子し・針や糸といったものが、患者へ先端を向けた。

「先生、患者の情報を参照したところ崖がけっぷち零細マフィアです。治療費の支払いは期待できませんが、解体と治療、どちらにいたしますか？」

　手術台の反対側で、蜘蛛女が両手の間に糸を張り、キリキリと音を鳴らす。

「フロレンス、僕らは医者だよ？　人命第一だよ？　野や暮ぼなこと言いっこなしさ」

　無む影えい灯とうの角度を調整した四腕医者は、縫合痕を歪ゆがめて茶目っ気のある笑顔を描いた。

「命を買う金がないなら、臓器や手足で支払ってもらえばいいじゃない」

「流石さすがです先生」

　直後、四腕医者と蜘蛛女の両手が格闘技のように激しく動き、浮遊していた手術器具が蜂はちのように患者へ殺到、外科手術とは思えぬ音と血ち飛沫しぶきと苦く悶もんの声が、治療室に広がる。

「ところで先生、麻ま酔すいをお忘れです」

「あ」

　少ししてから、そんな会話が聞こえた。

　五分後──放心状態となった若い男が、車くるま椅い子すで甲板に運ばれてきた。

「完治しました」

　車椅子を押している蜘蛛女はどこか誇らしげに微笑ほほえんでいるが、お空の星を数えている若い男は、一命をとりとめた代わりに何かを失ったようにも見える。

「ほ、本当に、あれを縫合したのか……」

　啞あ然ぜんとするマフィアに、四本腕の医者は、夜風に白衣を揺らしながら息を吐つく。

「魔獣戦争の頃、カナディアン・パシフィック戦線の軍病院で『お裁縫』を習ったのさ。物量作戦で南下してくる魔獣にあちこち食いちぎられた兵士へ、殉じゆん職しよく者しやの『余り』をせっせと縫合してた身としては、パーツの足りてる患者など怪け我がのうちに入らんよ」

　二本の腕は白衣のポケットへ、また二本の腕は肩を竦すくめ、医者は笑う。

「……噓うそ吐つけ、魔獣戦争のカナディアン戦線とか何十年前だと思ってんだ」

「若く見えるだろう？　最近お肌を新調したのさ」

　マフィアは目を丸くした。

　てっきり四腕という風ふう貌ぼうの亜人型妖よう魔まかと思いきや、あれは人体改造の成果らしい。

「何者だ……いや、そもそも人間か？」

　イカれた人間はいくらでも見てきたマフィアでも、そう問わずにはいられなかった。

「レオ」

　四本腕の医者は、特に隠すこともなく名乗る。

「レオ・フランケンシュタイン──医療魔術師さ」

　博士の方か、怪物の方か、それが問題だった。

「それでは、報酬をいただこうか。それなりの大手術だったので、このくらいになるが」

　フランケンシュタインが宙を撫なでると、幻影画面が灯ともり、金額が表示された。

「っ、おいおい、足元見すぎじゃねえか？」

「値段は応相談、天然のパーツを幾いくつかいただければ大きく割引しよう」

　こちらの手足を見る異色瞳オツドアイに、マフィアの悪あつ漢かんは乙女のような嫌悪感に襲われる。

　いつの間にか、甲板には病院船の看護師たちが現れており、白衣には似合わぬ黒塗りの銃器を構えて、マフィアたちを包囲していた。












「人造人間か……」

　看護師たちの瞳ひとみに人間らしい感情の欠如を見たマフィアが言うと、フランケンシュタインは「軍人崩れかな？」と微笑で肯定する。

「さあ、指先から目玉まで、命以外の全すべてを対象に、値段交渉させてもらおうか」

　彼はその夜、自分の各部位にどの程度の値打ちがあるかを知る羽は目めになった。

　そうして客を見送った後、医療船の甲板が、夜明けの光を浴びる。

「フロレンス」

「はい、先生」

　フランケンシュタインが呼ぶと、蜘く蛛も女・フロレンスが応じる。

「船を出す。赤あか枝し宮みやへ行くぞ」

　赤枝宮？　と、フロレンスは瞑めい目もくしたまま小首を傾かしげた。

「支援者を通じて興味深い話が届いた。至急、真偽を確かめる必要がある」

「先生がそう仰おつしやるならお供いたしますが、赤枝宮といえば〈大図書館の主あるじ〉の縄張り……私たちが赴おもむくには危険かと存じます。理由をお伺いしてもよろしいでしょうか？」

　船首に立ったフランケンシュタインの広い背を見ながら、フロレンスは尋ねた。

　フランケンシュタインは晴れた笑顔で振り返り、理由を口にしてみせる。

「赤枝宮で──新たな〈王〉が現れたそうだ」

　日が昇りきる頃、二人の姿は病院船ごと、忽こつ然ぜんと消えていたという。






第一話　鬼も出れば蛇も出るが






　時刻は深夜。場所は赤枝宮北部にある、鬼き柳りゆう家の豪ごう儀ぎな武家屋敷、その一室だ。

「昨日〈王〉になった。今日から戦争だ」

　怜れ生おはいま、第二の父である鬼柳烈れつ火かに、そう告げていた。

「そうかい。燈あかりから聞いてはおったが、数奇なもんじゃのう」

　仁王像めいた強こわ面もての老人が、作さ務む衣えに袖そでを通した腕を組み、息を吐つく。

　鬼柳烈火──傭よう兵へい結社を営む鬼柳家の当主だ。

「つまり、隣の娘さんが──」

　烈火が目を向けたのは、怜生の隣にいる少女、花か蓮れんだ。

　一見して、赤い長髪と魅力的な曲線を持つ少女だが、その正体は龍りゆう神じん──創世の権能を司つかさどる妖よう魔ま界の神霊であり、怜生の侶りよ魔まだ。

　いまは怜生の隣に正座して、夫の父親を前にカチコチに緊張している。

「ああ、改めて紹介するよ……俺の嫁になった、花蓮だ」

〈王〉と神霊は婚姻契約を結ぶ。人間社会の戸籍とは別だが、ひとまずそう紹介した。

「拝はい啓けい！　柿かきの実が色づきはじめましたが、益ます々ますご清せい栄えいのこととお慶よろこび申し上げます！」

「落ち着け花蓮、それは手紙の挨あい拶さつだぞ？」

　背筋をピンと正して挨拶した花蓮を、怜生は微苦笑して宥なだめた。

「つきましては、息子さんのムスコを私にください！」

「考えうる限り最悪のご挨あい拶さつだな！」

「かしこ！」

「終わりかよ！」

　怜れ生おと花か蓮れんが思わぬ夫婦めおと漫まん才ざいを演じる羽は目めになると、烈れつ火かの笑しよう声せいが響く。

「あのちっこい蛇がとんだ別べつ嬪ぴんさんになったもんじゃのう。怜生の養父、鬼き柳りゆう烈火じゃ。不肖の息子とそのムスコをよろしく頼む」

「いや待て義父オヤツさん、真面目まじめくさった顔で頭下げてるけどなんかおかしい」

「はいお義と父うさま！　息子さんのムスコは私が幸せにします！」

「お前ら気が合うのか!?」

　嫁入りの挨拶として明らかに間違ったやりとりに、怜生は声を上げる。

「父上、失礼いたします」

　そのとき、怜生の背後にある襖ふすまの向こうから、壮年男性の声がした。

　現れたのは四人の男女、烈火の子息と子女たち、つまり怜生の義兄と義姉たちだ。

「長ちよう兄けい・灯とう矢や、並びに弟妹たち、馳はせ参さんじました」

　先頭は、洒落しやれたスーツに袖そでを通した四十前後の美丈夫で、長兄・鬼柳灯矢。

「はぁい♪　怜生くん、お疲れさま」

　続いては長姉・燈あかり、こちらは怜生にとって、同居している親しい義姉だ。

「ったくどうなってんだ？　戦地から戻れば実家が鉄火場とか笑える冗談じゃねえか」

　三人目は、次じ兄けい・炯あき人と。

　粗そ野やな風ふう貌ぼうの壮年で、ジャケットに袖を通した屈強な体格は、いかにも歴戦の傭よう兵へいだ。怜生と花蓮を一いち瞥べつすると、興味深そうに口角を引く。

「ねーむーいー、徹夜で修理させるか爆睡させるかどっちかにしてよー」

　最後に、次じ姉し・螢けい。汚れた作業服姿で、欠伸あくびを嚙かみ殺ころしている。

　燈とよく似た、実年齢より若々しい豊満な美女だが、色気とは程遠い性分のようだ。

「まぁ座れ」

　烈火は集まった息子と娘たち四人を座らせる。

　上座の烈火と怜生が向き合い、間の左右に四兄妹きようだいが腰を下ろす。

　正確に言えば灯矢と燈が双子の兄妹、螢と炯人が双子の姉弟きようだいだ。ややこしいようだが、男女の双子を立て続けに授かったという点では、子宝に恵まれた家庭だった。

（怜生さん、この人たちって……）

（知ってるだろ？　俺の兄貴と姉貴たち、傭兵結社〈鬼き神しん会かい〉の四天王だよ）

　隣の花蓮が、念ねん声せいで聞いてきたので、怜生も同様に口を動かさず返す。

　養子の怜生を除き、彼ら鬼柳家は妖よう魔ま界の鬼に由来するという妖よう精せい人じんだ。

「怜生の結婚はめでたいが、まずは各々報告せい」

　当主の烈火が促すと、〈鬼神会〉の経営責任者である長兄・灯矢から口を開く。

「〈水葬の王〉の魔術師団は撤退、無愛想な文言で戦闘継続の意思はないと伝えられた。警察には武装集団に対処したというこちらの立場を説明済みだが、警察は慣例通り〈王〉の抗争に口を挟まず、我々も停戦協定により〈ミズチ〉の名は出せん」

　警察は〈王〉の抗争に関与しない。戦力的・政治的に対処できないからだ。

　結社が抗争に市民を巻き込まない限り黙もつ過かされるのが、暗黙の了解となっている。

「その分〈ミズチ〉からは、相応の賠償金をむしり取れるでしょう」

　続いて燈あかりが報告する。交渉の類は彼女が得手とするところだ。

「怜れ生おくんの交渉に応じて、〈大図書館の主あるじ〉一いち文もん字じ卿きようが仲介役に乗り出してくれました。鳴なる海み卿も、大御所の面子めんつを潰つぶしてまで再び攻めてはこないかと」

「こちらの被害はどうじゃ？」

「自動銃座タレツトや無人機ドローンは壊滅。炯あき人とたち海外組の到着がもう少し遅かったら危なかったわ」

　烈れつ火かの問いに答えた螢けいは、作業着を見ての通り、整備課を担当している。

「その代わりといっちゃ何だが、死傷者は少ない。まあ、うちの連中は他の魔術師よりもタフだからな。それがホームで守りに徹してりゃ当然か」

　受け継ぐ形で、炯人。彼は実働部隊を預かり現場指揮を行っている。

「ただ、急に戦力を搔かき集あつめられたおかげで仕事先はガラ空きだ。問題が起きる前に戻りたいところだが、本家が〈王〉を敵に回してるとあっちゃそうもいかねぇか」

　現場の人間である炯人は、突然の招集に対する不満を、割と露骨に付け足した。

「勝って兜かぶとの緒を締めよと言うにもまだ早い。〈水葬の王〉が集めた兵を解散させるまで隙すきを作らんことじゃ」

　烈火が命じると、四兄弟も無言で了解する。

　傭よう兵へい結社〈鬼き神しん会かい〉──政情不安定な国の政府、企業、団体に雇われる、武力の企業。時に異国の反乱軍を壊滅させ、時に革命軍を勝利に導く、業界屈指の猛も者さたち。

　これまで積極的に関かかわらなかった家業の頼もしさと恐ろしさに、怜生は息を吞のむ。

「さて、概おおむねのことは燈から聞いたが」

　息子たちの報告に頷うなずいた烈火が、改めて怜生に顔を向ける。

「いま一度、何が起きたのか説明してもらおうか」

「ああ、長い話になる」

　怜生も顔を引き締めて、自分の人生を一変させた一日を語り始める。

　大魔学院での遭遇戦による怜生の死、それが〈王〉として生き返り、同じ〈王〉である鳴海滝たき徳のりとの抗争を経て、辛くも勝利を収めるまでを。

　それを聞いた義父と兄姉たちの反応は、それぞれ異なる面持ちでの沈黙だった。

「なんつうか……火の粉を被かぶせちまってすまない」

　怜生は、正直いつ怒ど鳴なられるかという臆おく病びよう心を隠しながら、間を置いて詫わびる。

「元を辿たどれば〈ミズチ〉が〈鬼神会〉の警備する大魔学院で無法に及び、お前や燦さんと燐りんに危害を加えたのが原因だ。つまり始めから〈ミズチ〉が〈鬼神会〉に売った喧けん嘩かだ」

　長ちよう兄けい・灯とう矢やが不愉快そうに鼻を鳴らす。

「そうね、仮に怜れ生おくんが〈王〉にならなくても、鬼き柳りゆう家は〈ミズチ〉をただではおかなかったでしょう。というか、その件も賠償交渉できっちり搾り取っておかないとね♪」

　燈あかりも笑顔で言うが、怒りを晴らす方法はやはり腹黒かった。

「まあその辺は腹黒担当に任せるとしてだ」

　次じ兄けい・炯あき人とは、そう言って怜生に目を向ける。

「怜生、お前はどうするつもりだ？」

「〈王〉になる」

　怜生は即答してみせた。

　尋ねた炯人や、他の面子めんつも、彼の宣言に耳を傾ける。

「俺はもう〈王〉の力を手に入れちまった。腹を括くくるか首を括るしかないなら腹を括る。だから俺は、〈王〉になって、花か蓮れんの力を魔術として広める」

　言い切る怜生に花蓮が見み惚ほれていたが、怜生は気付かず、養父・烈れつ火かを見み据すえた。

「きっと、今回のことのように、鬼柳家も無関係ではいられない」

　その点も、鬼柳家の面々には分かりきったことだ。

　怜生が〈王〉となった以上、今日から戦争だという言葉は何ら大げさではない。

「だからオヤっさん──鬼柳家当主の座を、俺に譲ってくれ」

　部屋に響いた言葉に、その場の面々は異なる反応を示した。

　長兄・灯矢は目を眇すがめ、長姉・燈は「あら」と微笑ほほえみ、次じ姉し・螢けいは面倒な事態を察して苦い顔、次兄・炯人は少し凶悪に口角を引いた。花蓮は発言の重大さを分かっていない。

　最後に、いま『その座を降りろ』と言われた当主の烈火が、凄すごみを宿して笑う。

「ふむ……確かに、強あながちおかしな構図でもなかろう」

　烈火の肯定的な言葉に、長兄・灯矢が鋭い目を向けたが、烈火は構わず続ける。

「二年前になるかのう、怜生、俺がお前に傭よう兵へいの才はないと断じたんは──鬼柳家の技をお前はよぉ吞のみ込こんだ。じゃが傭兵とするには鬼気がなく二流、情に流されやすく三流、将来は堅気寄りの保安魔術師か、鬼柳家お抱えの医療魔術師かと思っちょった」

　養父の言葉を、怜生は否定しない。怜生自身、そういう進路を見据えていた。

「とはいえ〈水葬の王〉鳴なる海み滝たき徳のりを単身打破してみせた以上その認識も改めざるをえん。荒くれ者を率いるに分かりやすい強さが要るっちゅうんなら、怜生は誰より強い」

　誰より強いと聞いて、次兄・炯人の眉まゆが動く。

「じゃけえ怜生を当主に据えて、お前ら四人がそれを支える──俺の隠居プランの中じゃ大穴じゃったが、いまとなっちゃそれが最も手堅い。人生分からんもんじゃのう」

　思ったより積極的に肯定されたことに、怜生は内心驚きながら養父を見る。

「じゃが〈ミズチ〉というでかい敵に睨にらまれて、同じような相手が続々と現れるじゃろう今後を思えば身内でゴタつくわけにもいかん──お前ら四人で決を採れい。否決されたんなら、当主の座は次の機会まで俺が居座る」

　と、烈れつ火かは息子と娘たちに票を預けた。

　そして再びの沈黙。四兄弟が顔を見合わせ、花か蓮れんも空気を読んで口を閉じている。

「燈あかり、怜れ生おに甘いお前は賛成なのだろう？」

　やがて長ちよう兄けい・灯とう矢やから、向かいの燈に問い掛けた。

「ええ、賛成よ。弟が可愛かわいいことは別にしても、概おおむねお父様と同じ意見」

　燈の賛成票に花蓮が喜色を浮かべるが、怜生はさほど驚かない。

「私も以前は兄さんが当主だろうと思っていたけど、怜生くんが〈王〉となった以上は、もう鬼き柳りゆう家は『傭よう兵へい結社』ではなく『王の結社』なの。〈王〉が長おさでなければ組織構造の欠陥にしかならないでしょう？」

　花蓮はよく考えもせず強く頷うなずき、怜生は考えた末に首肯する。

　怜生の意思に関かかわらず、〈王〉のいる結社は〈王〉が中心でなければおかしい。

「お父様が相談役、兄さんが経営、螢けいが整備、炯あき人とは現場、いままで通りじゃない」

「そしてお前は、王子を傀かい儡らいにして実権を握る悪女の役か」

「子供の頃から夢だったの♪」

　怜生を含めた兄弟たちは呆あきれ、烈火は「育て方を間違ったかのぉ」と呟つぶやく。

「螢はどうかしら？」

「あー、アタシは始めから、こういうときの答えは準備してあるの」

　燈が隣を向くと、螢は座布団の上で胡坐あぐらを搔かいたまま片手を上げる。

「姉さんが言った通り、アタシはもう骨の髄ずいまで機械弄いじり専門だから、当主なんて誰よりありえない。だからぶっちゃけ自分以外なら誰でもいい──だから条件、私以外の全員が支持するなら賛成、一人でも反対がいたら反対一票よ」

　条件を聞いた怜生たちは目を瞬しばたたき、意図を理解した順に、呆れや失笑を示す。

「え？　え？　どういうことですか怜生さん」

「満場一致以外は認めない。四人中に反対者が一人でもいれば螢義ね姉えさんも反対だから、二対二で引き分け。二人が反対なら三対一の反対多数だ」

「意外と意い地じ悪わるな！」

　怜生が花蓮に答えると、花蓮は思わず声を上げた。

「ごめんねー、家族想おもいのお姉さんとしちゃ、兄弟姉妹の跡目争いなんて見たくないの。だから遺い恨こんがないようにこの条件。頑張って全員賛成させてね？」

　頭を搔いて笑う螢だったが、彼女は条件を覆さないだろうと、義弟の怜生には分かる。

「兄貴はどうする？」

　炯人が、長兄・灯矢を横目に見た。

「そうだな……」

　本来なら当主になるべき長兄だ、普通に考えれば反対票。仮に残る炯人が賛成しても、螢の条件で二対二の引き分け、決議は延期となる。

「やれ、炯人」「おう」

　一瞬の出来事──灯とう矢やの命を受けた炯あき人とが、怜れ生おの顔面を殴り飛ばした。

　剛腕から念力を爆発させ、大砲のような威力で、怜生を打球のように飛ばしたのだ。

　怜生は座敷の襖ふすまを破り、縁側を越えて植木を折り、庭の壁に激突して土煙を立てる。

　庭で警備に当たっていた鬼き柳りゆう家の傭よう兵へいたちが、目を丸くして身構えた。

「怜生さーん!?」

　花か蓮れんが慌てて怜生を追い、宙を飛んでいく。

　怜生が消えた部屋では、螢けいが「あーあ」と呆あきれ、烈れつ火かは小さく笑う。

「兄さん？」

　そして燈あかりは、いつの間にか立ち上がり、拳けん銃じゆうを灯矢に突き付けていた。

「賛成するとでも思ったのか？　笑わせるな。何より銃を向ける相手は俺でいいのか？」

　指摘された燈は、庭の方へと鋭い目を向ける。

「まあそういうこった怜生、生あい憎にくとお兄ちゃんは猛反対でな」

　縁側でジャケットを翻ひるがえした炯人が、牙きばを剝むくような笑みで指を鳴らしていた。

「怜生さんお怪け我がは!?」

「平気だ、自分で後ろに跳んで受け流した……念力で全身丸ごと吹っ飛ばされたけどな」

　ガードした腕を軽く振りながら、怜生は花蓮に答える。

「相変わらず、上の兄貴には忠実なんだな……」

　足の震えを追い払う時間を得るため、怜生は少しばかり嫌いや味みを口にした。

「お前には分からんだろうが、俺や部下は兄貴の判断に全幅の信頼を置いてんだよ」

　炯人はそう言ってジャケットを脱ぎ捨て、筋骨が浮いたシャツと野太い両腕を晒さらす。

「だいたい考えてもみろ怜生、ただ王様ですってだけで頭こうべを垂れる傭兵結社ならとっくに他の〈王〉の結社に吸収されてると思わねえか？　だが俺らは仕事を受けることはあっても尻尾しつぽを振ったことだけはねぇんだよ」

　炯人は軽く体を屈かがめて見下ろし、怜生の盲点をついた。

　集まってきた炯人の部下たちも、口は挟まなかったが、肯定する気配がある。

「腹を括くくるか首を括るかどちらかしかない、と言ったな？」

　続いて灯矢が、縁側に歩み出てスーツの裾すそを翻す。

「俺たちからすればこうも言える──お前が首を括れば八方丸く収まるではないか」

　怜生は目を剝き、兵たちは当惑気味に顔を見合わせた。

「なにを驚いている？　〈王〉たちの闘争に巻き込まれないために、血の繫つながらない弟を一人殺す──目覚めは悪いが、安い取引だろう」

　怜生の甘さを侮ぶ蔑べつするように、灯矢は宣告する。

　燈が引き金の指に力を込めるのを、怜生は冷や汗を搔かきながら手振りで宥なだめた。

「肉親に刺されることも警戒せず〈王〉になろうとしていたのか。笑わせ──」

「下がれ兄貴」

　炯人が兄の台詞せりふを遮って、後ろ手に体を押して下がらせる。

　すると、赤い大蛇の尾が振り抜かれ、炯あき人との体を豪快に叩たたき飛ばした。

「おおおおおおおおおっ!?」

　ガードした炯人だが、予想以上の威力に声を上げて、後ろへ打ち上げられる。

　縁側から室内へと飛んだ体は壁と天井を突き破り、邸宅の敷地外まで消えていった。

「私の旦だん那なになにするんですか！　いくらお兄さんといえど許しませんよ!?　お尻に槍やりを突っ込んでぺんぺんしますよ!?」

　飛ばしたのはやはり、半人半蛇の姿となった花か蓮れんだった。

「いま、俺の血を分けた息子がギャグ漫画みとぉにホームランされたんじゃが」

「まー、炯人なら死にゃしないでしょ」

　天井に開いた穴を見上げて、烈れつ火かと螢けいが言葉を交わし、花蓮に目を戻す。

「それが神霊としての姿か、頭の中は小娘のようだが」

　灯とう矢やはそう言いながらも、縁側から降りて怜れ生おへと近付く。

　怜生はその豪胆さに舌を巻いた──灯矢は経営者で戦士ではないし、もし殴り合いになれば怜生に勝てない。しかも怜生の隣には、牙きばを剝むく龍りゆうの化身までいる。

　その眼前に立つ灯矢の姿は、傭よう兵へい結社の長おさとなるに十分な胆力を示していた。

「弟に引き下ろされそうになった兄がキレている、などと勘違いされては堪たまらんからな。聞いてやろう怜生、お前は当主となって、我ら〈鬼き神しん会かい〉をどうする気だ？」

　灯矢の詰きつ問もんで、傭兵たちも怜生に注目した。

「民間警備会社〈鬼神会〉は、魔術時代が幕を開けてすぐ、世の犯罪者どもに魔術という凶器が渡った頃、亡き祖父とその戦友たちが興おこした」

　社員の中でも古参の者が、自分の時代に言及されて聞き入る。

「少なくない殉じゆん職しよく者しやを出しながらも、いまでは一国家での反乱を阻止し、数多くの人間を暴力から守れるほどになった」

　灯矢の雄弁に、壮年の兵が聞き入り始める。

「世間からはしばしば鬼だ戦争屋だと謗そしられるものだが、装甲車の上から銃器を乱射してゲラゲラ笑うような阿あ呆ほうなど我が社には一人もいない！　無力な人間を理不尽な暴力から守るという古典的な英雄像──青臭い言葉で言うなら、ヒーローになることに本気で命を懸かけている者たちだ。そんな奴やつらに相応ふさわしい仕事を用意してやるのが、俺の仕事だ」

　若い兵が、灯矢に熱い眼まな差ざしを向けて頷うなずいていた。

「そして怜生、お前はその〈鬼神会〉を変えんとしている──〈鬼神会〉が、お前という〈王〉の結社になれば、兵士たちは無む辜この民ではなくお前を守るための魔術師団となる。無法から人を守る英雄ではなく、〈王〉の金かね儲もうけと企業闘争で戦う私兵におちぶれる」

　違うとは言えない。再び鳴なる海みのような敵が現れたときのために、怜生は鬼き柳りゆう家を頼っているのだから。

「〈鬼神会〉が掲げてきた理念と誇りを、お前という〈王〉は別物に変える。たとえお前の生み出す魔術が莫ばく大だいな富を生むのだとしても、それだけは、断じて許さん……！」

　怒りを押し殺すような声に、怜れ生おは衝撃を覚えた。

　この感覚には覚えがある。自分が〈王〉であるがために、誰かを踏ふみにじってしまう、この感覚。小こ沼ぬま地ち氷ひ魚おが、涙しながら怜生を恨んだ、あの瞬間に感じたものだ。

　しかも今度は家族から──と、怜生の心を悔かい恨こんが襲う。

「……もしかして、このために炯あき人とをけしかけたの？」

「でしょうね」

　室内では、螢けいと燈あかりが言葉を交わしていた。

「炯人をけしかけて騒動を起こし、部下たちを呼び集めて、臨時の討論会を開く。そこで怜生くんを言い負かせば兄さんは社員の支持を集め、怜生くんは支持を失う。兄さんときたら、怜生くんが二度と当主の座を口にできないようにするつもりね」

　怜生はその意図に気付かず、灯とう矢やの熱弁を真に受けてしまっている。

「助け舟出してあげないの？」

「螢は怜生くんを甘く見すぎ」

　尋ねた螢に、燈は余裕の表情で答えてみせた。

「確かに、あないな手ぇ打つ灯矢の方が、実は追い詰められとるんじゃが」

　烈れつ火かの言葉は事実だ。怜生が〈王〉になった以上、状況は怜生を立てた方が合理的だと言っている。その点に触れず情に訴える論に出た灯矢の方が、実は劣勢なのだ。

「とはいえ、合理的なだけが人間でもなし、プロもなんだかんだ言いながら感情で動く。結局のところ、怜生が兵たちの心を摑つかめるかどうかじゃ」

　そして──花か蓮れんは困惑していた。

　炯人のように暴力や武力で来るなら、花蓮には誰にも負けない自信があった。

　しかしこれは政治、鬼き柳りゆう家という小規模な社会ながら、その統治者を定める場だ。

　龍りゆう神じんの持つ大魔力など、この場ではクーデターにしか役に立たない。

　従ってこの窮地は、怜生だけの頭と力で乗り越えなければならなかった。

「っは」

　やがて、怜生の口が動く。

「ヒーローだって？　笑わせんなよ。お前らそんなヒーローごっこで満足してたのか」

　口にされたのは、予想外にも嘲ちよう笑しようの声だった。

　傭よう兵へいたちが眉まゆ根ねを寄せる。灯矢さえも、ここで敵意を集める怜生に怪け訝げんな顔となる。

　怜生はそれを更に煽あおるように、有機魔術で槍やりを作り出す。蛇を模した緋ひ色いろの二ふた叉また槍やりが、怜生の手中で回転、石突が庭の石材を砕き、派手な音を鳴らした。

「ただ悪者をやっつけるだけのヒーローに何ができる!!」

　一喝が響き渡り、武器に手を掛けていた傭兵たちが動きを止める。

「そいつらは確かに劇的で格かつ好こよく見えるかもしれない！　でもそいつらにできることはその実あまりに小さい！　どこへ行っても溢あふれてる怪け我が人にんや病人を治せない、食糧問題も解決できない、十億単位の貧者に食い物も仕事も医薬品も与えてやれない！」

　怜れ生おの怒声に、炯あき人とや傭よう兵へいたちは異論を挟めなかった。

「強くて格かつ好こいいだけの英雄さんは、その実、大半の人間にはなんの役にも立たねぇよ」

　その手の屈強な英雄が役立つのは、対暴力の場面だけだ。

　だが、人の世の苦しさは暴力だけではない。病、飢え、窮きゆう乏ぼう、多くの人の命を奪うのはそういう、剣や銃をどれだけ振り回しても解決しないものばかりだ。

「坊ちゃん……そいつはちと口が過ぎるんじゃないですかい？」

　聴衆となっていた傭兵の一人が、顔を険しくしながら前に出た。

「なら聞くが、アンタが助けてやった人たちは、その後どうなった？」

　怜生は傭兵に矛先を向けて、逆に問い掛ける。

「病気にはならなかったのか？　仕事を失って飢えたりは？　お前たちの手が届かないところで事故や事件に見舞われて命を落としたりは？」

「……それは、警備会社が責任を負うことでは」

「つまりそこが、単なる英雄の限界だ。俺はその先の話をしている」

　抗議しようとしていた傭兵が、怜生の眼光と台詞せりふで動きを止める。

「ほんの一時、悪党を追っ払ったくらいで満足するなよ。二桁けた三桁の人間に感謝されたらご満悦とは随分と低いハードルじゃねえか。どうせやるならもっと上を目指してみろよ。それこそ、全人類の揺ゆり籠かごから墓場まで行き届くようなことをだ！」

　物の見方を広げろと、怜生は傭兵たちを一喝する。

「俺には、そういう道を開いてやることができる。ただの傭兵や英雄なら他にもいるが、その更に上を行くことは、俺たちにしかできない！」

　ここで『俺たち』と口にしたのは、故意にか自然にか。

　いずれにせよその言葉は、耳にした者たちの心を、怜生と同じ視点に引き込んでいた。

「そのために、お前らの力を俺に貸せ！」

　声を上げた怜生の全身を、感情の高ぶりからか緋ひ色いろの魔力光が彩る。

「英雄のその先まで、連れて行ってやる」

　局所的なヒーローに留とどまらず、その先へと、〈王〉が兵たちを誘う。

　剣けん林りん弾だん雨うの事態で閉じていた傭兵の世界観が、いま盛大に割り開かれていた。

（こいつ……本当に、あの臆おく病びような怜生か？）

　間近で目の当たりにした灯とう矢やが、背筋を寒くする。

　緋色の槍やりを手に、半人半蛇の魔神を従え、秋月を背に兵へ号令を下す、〈王〉の姿に。

「っくっくっくっく」

　屋内から聞こえた笑い声は、烈れつ火かのものだった。

「俺ら〈鬼き神しん会かい〉は、顧客のため、理不尽な暴力に対たい峙じすることを誇りにしちょったが、お前は、万民のため、世界の病み辛つらみに対峙しようっちゅうんか」

　鬼き柳りゆう怜生という男が見み据すえているものを知り、烈火は驚きよう嘆たん混じりの笑みを表す。

「そんなお前……医者や英雄は愚おろか、救世主じゃろうが」

　螢けいは冷や汗混じりに笑い、燈あかりも驚きを隠せない。

　凡人が言うなら慈善家にでもなればいい。だが〈王〉が言うとなると話は変わる。

　自分たちの前にはいま、そういう道が開かれているのだと、傭よう兵へいたちは理解した。

「……気の大きくなったガキが仏心に目覚めたからどうしたという。ご高説は結構だが、そこまで言うなら最低限のビジネスプランを出してもらおうか」

　立ち直った灯とう矢やは、今度は経営の角度からねじ伏せに掛かった。

「まずは治癒魔術だ」

　怜れ生おはむしろ、我が意を得たりとばかりに即答する。

　植木に激突したときに切っていた手の甲に、火のような魔力光が生じて、傷を癒いやす。

　怜生が〈王〉として編み出した最初の魔術、治癒の魔術だ。

「術式は〈大図書館の主あるじ〉一いち文もん字じ史し紀きと共同開発、効力は俺の体で実証済み。臨床試験で問題なければ、早い段階で実用化できる」

「足りんな。生傷の絶えない業種には助かるだろうが、それだけだ」

　過不足なく言って歴史に残る治癒魔術を、灯矢は『足りない』と断じた。

「国や地域の治安にもよるが、病院を訪れる患者のうち外科を受診するのは一割前後だ。一大事業ではあるが、〈王〉たちの経済闘争を勝ち抜くには乏しい手札だ」

「兄貴は花か蓮れんの力を過小評価してる」

　怜生は花蓮を顎あごで示す。

「花蓮の力は『治癒』じゃなく『造物』だ。形成外科魔術はその一端でしかない」

　こうですか？　と、花蓮が手品師のように花や鳩はとを作り出していた。

「だから医薬品や食料品の生産にも手を伸ばせる。花蓮が俺を蘇そ生せいするときに作った巨大樹には、鉱物や有機燃料まで含まれていたそうだ。常盤ときわ霊園の戦いで花蓮が作った槍やりも、まだ形を保ったまま、〈大図書館〉で分析中だ」

　押し黙った灯矢が振り返ると、燈が「事実よ」と勝ち誇るように頷うなずいた。

「あらゆる魔術研究者の悲願だった『生産魔術』を、花蓮は生み出せる」

「一番生産したいのは怜生さんの赤ちゃんなんですけどー、いえなんでもありません」

　注目された花蓮が要らぬ惚気のろけを挟んだが、灯矢たちの緊張は解けない。

「もしそれが上う手まく行けば──」

　堪たまらず、技術者である螢が口を挟む。

「そのための触媒に魔力を支払えば必要なものを入手できる。経済苦の病人に薬が届き、食い詰め者が武器を取る必要も薄れる」

　螢が語ったのは、怜生の武器──病と飢えと窮きゆう乏ぼうに対する、生産技術という剣だった。

「経済闘争にしたって、他の〈王〉たちと張り合えるなんてもんじゃない。なるほどね、〈水葬の王〉が一族もろとも殺しに来るわけだわ。下手すりゃ国が建つでしょうよ」

　その未来図は、経営者である灯矢の方がよく見えていただろう。

「だが……っ」

「よせよ兄貴、見苦しい」

　食い下がろうとした灯とう矢やを止めたのは、屋根の上に腰掛けた炯あき人とだった。

「いつの間に。てか怪け我がもしてねぇのかよ」

　怜れ生おは炯人の無事な姿に、呆あきれ笑いを浮かべていた。

「阿あ呆ほう、すぐに戻って聞いてたっての。まあ二〇〇メートルくらい飛ばされたけどなぁ」

　炯人は屋根から飛び降りて、灯矢の隣に、そして怜生の前に立つ。

「さて、随分と吹かしたじゃねぇか末まつ弟てい、だがお兄ちゃんたちにも意地があってな。何もケジメ付けずに上を譲ってやる気はねぇ」

「……つまり？」

　炯人の提案を半ば予想しつつ、怜生は苦い笑みで促した。

「傭よう兵へい結社〈鬼き神しん会かい〉社則第三条十二項──社員は相互間の切せつ磋さ琢たく磨まや遺い恨こんの解消を目的として、現場指揮者の許可と立ち会いの下で、決闘を取り行うことを認めるものとする。補則三項、この決闘は当事者間の同意に基づき、代闘を許可するものとする」

　代闘とは、代理で決闘を行うということだ。

「次期当主の座を懸かけて決闘しろ、怜生。相手は兄貴、その代理である俺。もちろん命を懸けてな」

　怜生は即答できなかった。傭兵たちもどよめいており、灯矢も苦い顔となっている。

　炯人が、爽そう快かいな口ぶりに反して、鬼の看板を背負うに足る男だと知っているからだ。

「この場合の現場指揮者は、あー兄貴は一応決闘の当事者だから、オヤジになるのか」

「超許可する」

　好みの展開だとばかりに応じた烈れつ火かが、燈あかりに鋭く睨にらまれていた。

「脳筋って思ってるかもしれねぇが、俺らは傭兵だ。上に担かつぐ相手なら、同じ男として、同じ兵として認めるところがねぇとな──どうする？　断るか？」

　怜生は歯は嚙がみして、花か蓮れんは困惑気味に両者を見比べる。

　室内では燈が割と必死な顔で腕を交差させ「断れ」と訴えていた。

　逆に鬼き柳りゆう家の兵たちには、怜生の力を直接見ておきたいという思いが見て取れた。

「……二年ぶりだな、兄貴とやるのは」

「あー、中坊のお前を稽けい古こで半殺しにして以来か。どんだけ化けてるか期待してんぞ」

　渾こん身しんの虚勢で笑みを作った怜生に、炯人は陽炎かげろうのような鬼気を立ち上らせる。

「よかろう！」

　そこで、縁側に歩み出た烈火が、銃声のように手を鳴らす。

「鬼柳家当主・鬼柳烈火が、次じ兄けい・炯人と、末弟・怜生の決闘を認める！　決行は明朝！　それまでに諸もろ々もろの仕事を片付けておけい。その勝者が、後の大将じゃ」

　現当主の豪快な声に、傭兵たちの歓声が続いた。

　その騒動の中心で、矛先を交えることになった兄弟は、視線を衝突させていた。




「よし花か蓮れん、旅行に行こう。山さん紫し水すい明めいな山奥の湖から来世に旅立とう」

「落ち着いてください怜れ生おさん！　そんな情緒ある最期を迎えるにはまだ早いです！」

　怜生は花蓮の手を握って妄言を口走っていた。

　場所は鬼き柳りゆう家の敷地にある医療施設だ。職業柄、小規模な病院ほどの設備がある。

　かつては怜生の父親も、ここでカルテを手にしていたそうだ。

「ったくもー、なんで決闘なんか受けちゃったのかなーおじさんは」

「そうですよ。あれは炯あき人とおじさまの最後の悪あがきなんですから、適当に断っておけば〈王〉であるという事実だけで押し切れたのに」

　呆あきれた様子で言うのは、怜生にとって歳としの近い姪めいっ子こたち、燦さんと燐りんだ。

「断れば現場の兵士が離れちまう。こういう男くさいケジメは避けて通れないんだよ」

　そうねぇ──と、怜生と同じく双子の見舞いに来ていた燈あかりが同意した。

「普通のビジネスライクな傭よう兵へいなら〈王〉ってだけで尻尾しつぽ振ってくれるんだけど……」

「うちの連中はヒーロー願望に命懸かけた馬鹿兵団だからねー」

　燈に続いた声は螢けいのものだ。

「というか、燦さんちゃんと燐りんちゃんが入ってるそれ、なんですか？」

　そこで花蓮が尋ねたのは、燦さんと燐りんが寝ているカプセルベッドだ。

「最近流は行やりのエステにでも見える？」「呪じゆ症しよう治療用のカプセルベッドですよ」

　二人が答えるように、これは患者の霊体に作用するための、寝台型の医療魔術触媒だ。

「氷ひ魚おとの戦いで無む茶ちやさせちまったらしいな……すまない」

　カプセルベッドから出られない燦さんと燐りんに、怜生は表情を暗くする。

「だめー死んじゃうー、この傷は甘いお菓子がないと治らないー」

「うぅ、甘くて美お味いしいマフィンさえあればこんな傷なんてっ！」

「今度もってくるから、安静にしててくれ」

　さも苦しげな顔をしてみせた燦さんと燐りんに、怜生は微笑して約束した。

「ったく、ジャックとウィルを融合憑ひよう依いさせるとか無茶するわ。見た目野菜でも亜あ神しん級の鬼火なのよ？　皮下霊体の火傷やけどで済むのはアンタたちくらいよ」

　と、螢が姪っ子たちを叱しかりつける。雑に見えて、意外と心配性な女性なのだ。

「怜生さん、亜神って？」

「持ってる魔力だけなら神霊寸前って意味の上位妖よう魔まだ。魔法則アルスマグナは司つかさどってないけどな」

　怜生はそう言って、近くに浮遊するカボチャ男爵とカブ老婆を見た。

『こう見えても昔は、妖魔界の稲いな妻ずま樹海で鬼火たちを統すべる老賢者を気取っておった』

『まあその故郷も天変地異で滅んじまったんだがね。集められるだけの同族を〈箱舟〉に乗せてもらって、この人間界に逃げてきたってわけさね』

　複数異界の崩壊に際して作られた〈箱舟〉に、この鬼火たちも乗船した。

　つまりこの老夫婦は、今世紀初頭の妖よう精せい大移動以前から──妖魔界と人間界を渡る形で生きている、ちょっとした歴史の証人なのだった。

「故郷、なくなっちゃったんですか？」

『なぁに、滅びを迎える遥はるか昔から分かっていたことじゃよ』

『連れてきた同族も、いまじゃこの鬼き柳りゆう家で妖よう精せい人じんや侶りよ魔まになって、相変わらずやんちゃしてるさね。こと鬼って付く妖よう魔まはそういうブァカばっかりだよ！』

　阿か々かと笑う逞たくましい鬼火たちだった。

「昔話もいいけどさー」「いま重要なのは明日の決闘では？」

　燦さんと燐りんの指摘で、怜れ生おは明日に迫った決闘を思い出す。

「そうだった……どうしよう、俺死んだかも、いや絶対死んだぞこれ……」

「だ、大丈夫ですよ怜生さん！　体が粉こな微み塵じんになっても私が蘇そ生せいできますからたぶん！　あ、ついでに下半身も蛇にしましょう！　お揃そろいですよ？」

　落ち込み始めた怜生を、花か蓮れんの励ましが追い詰める。

「まあ今回に関しては、怜生くんが怖おじ気けづく気持ちも分からないではないけど」

　燈あかりが携帯端末を手に嘆息する。画面には炯あき人との戦闘記録があった。

「怜生さん、あのお義に兄いさんってそんなに強いんですか？」

「下の兄貴は知っての通り歴戦の傭よう兵へいだ。魔術化された兵士が戦車や戦闘機すら粉砕するこの歩兵最強論時代で〈双角〉なんて二つ名が付く程度には」

「でも、鳴なる海みさんと違って〈王〉じゃないんですよね？」

「むしろ鳴海は実戦経験が乏しい方だ。逆に兄貴は魔術戦のプロ、これも相当怖い」

　怜生の言葉に、燈が画面を見ながら片頰ほおに手を添えた。

「ちなみに戦績だけど、当人の申告によると、撃破した戦車数・たぶん五十台、撃墜した戦闘機・十二機くらい、撃滅した魔動甲かつ冑ちゆう・百から先は覚えてない、撃退した兵士の数は閻えん魔ま様に聞けボケ、落とした女性の数・奥さん一名──」

「正に悪鬼！　でも一いち途ず！」

　驚く花蓮に「離婚したけどね」と燈は付け足した。

「脛すねに傷持つろくでなしが多い〈鬼き神しん会かい〉がしっかり統率されているのも、炯人の爽さわやか恐怖政治による再教育あってこそなのよねー」

　螢けいが機器の操作盤に指を走らせながら補足した。

「ついでに侮れないのは、そんな炯人を従えてる兄さん、鬼柳灯とう矢やよ」

　燈はそこで灯矢についても言及する。

「あの人の経営手腕は本物よ。年々増加する同業他社との競争を制し、国際政治を読んで顧客を選び策も練れる彼を、炯人や部下たちは総司令官として立てているの」

　傭兵は有能な指揮官の他にも優秀な経営者を求める。灯矢と炯人はそれだ。

「だからこそあの二人に認められなければ、〈鬼神会〉の兵士たちも怜生くんを当主とは認めない。いえ、二人がただ怜生くんを認めても、現場は〈鬼神会〉の急激な方針転換に戸惑うでしょうから、どちらにせよ兵たちの前での決闘は必要だったのかしらね」

「……結局のところ、俺が勝つしかないわけか」

　分かり切った結論に至り、怜れ生おは肩を落とす。

「まー仮に負けたとしても、おじさんが〈王〉らしい風格とかを示せれば『坊ちゃん』に甘い連中は支持してくれんじゃない？」

「駄目だよお姉ちゃん、相手が炯あき人とおじさまなんだから、負けるときは火葬完了だよ？」

　燦さんと燐りんに不安を煽あおられ、怜生の全身を陰いん鬱うつな影が覆おおう。

「まあ、私のスタンスは投票の場で言った通りだから、どっちの味方とも言えないけど、整備担当として、生体触媒の調整くらいはしてあげるわよ」

　螢けいが操作していた機器は、怜生にコードを繫つなげていた。

　コードは怜生の胸に接着されており、上着を開いた怜生は椅い子すに座って結果を待つ。

「とはいえ夜明けまでにできることって言ったら、元々あった術式を競技用から実戦用に換えて、鬼き柳りゆう家の先せん達だつが残した戦術記録を高速学習するくらいね」

　螢の言う戦術記録とは、記録魔術で保管された、傭よう兵へいたちの戦闘体験だ。

　これを使うと、若手に熟練の経験を追体験させて、技術を習得させられる。

　怜生や燦さんと燐りんが、十代半ばでプロ級の戦闘技術を持っているのもそのためだ。

　記憶の情報化とその活用、〈大図書館の主あるじ〉一いち文もん字じ史し紀きの記録魔術の真価はこれだ。

「んじゃ、せめてギリギリまで練習しておくよ……」

「怜生さんしっかり！　そっちは出口じゃなくて窓ですよ!?」

　青い顔で席を立った怜生は、花か蓮れんと共に病室を出て行った。

『あれで大丈夫かのう？』

『ブァカだね！　〈水葬の王〉を倒したってのにヘタレのまんまじゃないか！』

　カボチャとカブがそう見送ったが、燦さんと燐りんは小さく笑って、シートに背を預ける。

「へーきへーき、なんとかするっしょ」

「あら、根拠は？」

　大おお雑ざつ把ぱに保証した燦さんに、燈あかりが面白そうに問う。

「どんだけビビって泣き言を並べても」

「逃げたり投げたりすることだけは、一度もないんだよねぇ」

　燦さんと燐りんはそう微笑ほほえんで、療養をいいことに休日を満喫し始めるのだった。




「では、〈鬼き神しん会かい〉の名の下に決闘を執り行う！」

　鬼柳烈れつ火かの声が、市街から離れた運動場に響き渡る。

　海面上昇の水没寸前地域にあり価値が暴落した物件を、鬼柳家が買い取ったものだ。

「東ひがし方かた！　鬼柳灯とう矢や！　代闘・鬼柳炯人！」

　中央に立った烈火が片手を上げ、野戦服を着た炯人を示す。

　炯人の両腕には、旋棍トンフアー型の魔術触媒が握られていた。

　棍こん棒ぼうの側面に垂直な取っ手が伸びる独特な形状の武器で、端たん部ぶに砲口が見て取れる。

　そんな炯人の傍かたわらには、代闘を立てたとはいえ本来の決闘人である灯矢が並ぶ。

「西にし方かた！　鬼き柳りゆう怜れ生お！」

　烈れつ火かが反対側を示すと、赤い二ふた叉また槍やりを手にした怜生の姿がある。

「尋常な一騎打ちとして、第三者と侶りよ魔まの助すけ太だ刀ちを禁じる！　そして決闘の勝者にはこの鬼柳烈火が当主の座を引き継がせるものとする！　この場の全員が証人だ！」

　観衆として集まった傭よう兵へいたちが、野太い歓声を上げた。

「怜生さ～ん！　がんばってーっ！」

　観客の中には、どこからかポンポンを持ち出して上下に振っている花か蓮れんや、溜ため息いきを吐つく燈あかりと螢けい、まだカプセルベッドで治療中の燦さんと燐りんも幻影画面で観戦していた。

「侶魔なしか。別に龍りゆう神じんちゃんを相手にしてもよかったんだがな」

「アイツはまだ手加減を知らないからな」

　炯あき人とと怜生が言葉を交わす。やはり炯人には余裕があり、怜生には緊張があった。

「怜生」

　続いて灯とう矢やが、炯人の横から進み出て、長身から怜生を見下ろす。

「この決闘は、俺の意地だ。ただ〈王〉となっただけの貴様に、長年の戦いと功績を吞のみ込こまれようとしている、俺たちの意地から生じた決闘だ」

　不愉快そうな灯矢の言葉に、怜生は目を瞬しばたたいた。

「従わせたければ、有無を言わさぬほど勝ってみせろ」

　そう言い捨てて、灯矢は観衆の中へ戻り、怜生と炯人だけが残された。

（上の兄貴が言うことももっともだ。俺が〈鬼き神しん会かい〉に要求してるのは、単に協力してくれとかそういうもんじゃない）

　怜生は槍を構え、姿勢を整える。

　対して炯人は、両腕を気軽に下ろした自然体だが、眼光は凶悪に輝いている。

（これまで義父オヤツさんや兄貴たちが重ねてきた傭兵結社としての歴史、犠牲になった仲間、立ててきた名声、描いてきた未来、そういうのを全部、俺が〈王〉になるための踏ふみ台にさせろって……俺は、そう言ったんだ）

　それでも〈王〉となる以上、怜生はこの鬼柳家という領土を得なければならない。

（だったら──せめてアンタらが一番納得のいく形で、勝ち取る！）

　怜生の眼光と闘志が、炯人に見劣りしない領域にまで燃え上がる。

「始め！」

　烈火が合図した直後──炯人は旋棍トンフアー短部の砲口から熱線をぶっ放した。

（熱線、焼しよう夷い魔術か！）

　焼夷魔術は〈火葬の王〉が生み出した魔術で、軍用魔術の代表作だ。

　壁に着弾した熱線は、魔力光が染み込んだ部分を音速以上の速度で燃焼、爆発させる。

　その熱線とすれ違った怜生は、爆発音を背に、炯人の眼前まで迫っていた。

　炯人の左手が持つ旋棍が念力で回転、ワイパーのように回った棍こんが怜生の槍を払う。

　続いて炯人はもう一本の旋棍を、右フックのように振るう。

　槍やりの間合いにいた怜れ生おには届かない動きだ。それでも怜生は、大きく後ろへ跳んだ。

　すると、旋棍トンフアーの長端から稲いな妻ずまが放出される。

　怜生は直前に槍を手放し、槍を地面に突き立てて避雷針にすることで、感電を免れた。

（長い方からは放電魔術か……っ！）

　電光魔術の開祖とされる〈雷神総統〉の魔術だ。

「おいおい怜生ちゃんよ」

　冷や汗を流す間も与えず、炯あき人とは焼しよう夷い魔術の熱線を撃つ。

　横に跳んだ怜生の足元で、焼夷魔術が火柱を上げて地面を爆破。反撃で、怜生が片手を置いた地表から樹木の杭くいが伸び、枝分かれした先端が多数の穂先となる。

　炯人は片手の旋棍を振るい、棍こんから生じた念力の打撃で、樹木を粉砕した。

「曲りなりにも〈水葬の王〉から勝ちをもぎ取ったんだ、他にもなんかあんだろ？」

　期待する炯人の方へ、今度は複数の『種』が飛来した。

　種は発光して樹木の蛇に変化するが、これも炯人の熱線と打撃に粉砕されていく。

「つうか、植物使いって中ボスっぽくね？」

「異議あり！」

　生体甲かつ冑ちゆうに身を包んだ怜生が、新しく作った槍を振り下ろす。

　剛ごう槍そうを両腕の旋棍で受けた炯人が、足を地面に沈めた。

　そこから打ち合うこと十合目、怜生の横薙なぎが、炯人の体を轟ごう音おんと共に弾はじき飛ばす。

「有機魔術による骨肉の補強に、高性能血球や神経伝達物質の生成、生体甲冑で外からも補強して更に念力、オヤジが教えた多重魔術か。確かに馬力だけなら合格点だ」

　炯人は品定めしながら、怜生の追撃を際どく防ぎ続ける。

「ま、俺にもできるけどな」

　距離が開くと、炯人の体が怜生と同じ生体甲冑に覆おおわれた。

　先ほどまでは流しきれなかった怜生の剛槍が、今度は旋棍トンフアー一本で止められる。

「はいグロ注意」

　炯人は防御姿勢から少し腕を動かして、焼夷魔術を放つ。

　右手の旋棍が怜生の槍を持つ腕を撃ち抜き、槍を防いでいた旋棍は角度を変えて片膝ひざを砲撃する。怜生の手足は半ばから爆発四散、続けて放電魔術に襲われて全身が硬直する。そして仕上げのスピンキックで、蹴球サツカーのように軽々と蹴け飛とばされた。

　川原の石が水を切って跳ねるように、怜生の体が地面を跳ねて、落下する。

「怜生くん！」「蹴りで内臓も逝ったわね」

　観衆の中で、燈あかりが血相を変え、螢けいは苦い顔で診断する。

　花か蓮れんは両頰ほおを押さえて、著名な絵画のように絶望的な顔色となっていた。

「おいおい当然だろ。鬼き柳りゆう家の魔術でお前にできて俺にできねぇもんはねぇよ。俺たちが期待してんのは新しい魔術を生み出す〈王〉の力だぜ？」

　足を下ろした炯人が、呆あきれ顔がおで怜生に語り掛ける。

「例えば、ご自慢の治癒魔術とかな」

　炯あき人とが付け足すと、怜れ生おの負傷部に赤しやつ光こうが生じる。

　内臓が修復、感電で溶けていた眼球も再生、体内外の出血は別途魔術で分解される。

　血を吐いて起き上がった怜生に、傭よう兵へいたちは驚きよう嘆たんした。普通なら集中治療室に直行だ。

「よーしだいたい分かった」

　額に手傘を作って怜生を観察していた炯人は、得意げな笑みを表す。

「お前の治癒魔術の起点は、霊れい髄ずい──人体を頭から股またまで脊せき髄ずいのように通る霊体の中枢、魔術師の心臓だ。お前の治癒魔術はそこから体を治す。頭潰つぶれても胴体に残った霊髄から修復して、首だけになっても頭に残った霊髄から復活する。人間プラナリアだな」

　炯人は短時間の攻防で、怜生の治癒魔術を分析していた。

「つまりお前をぶち殺す方法は、急所を部分的に潰すんじゃなく、全身を丸ごと焼いたり砕いたりすりゃいいだけだ。なんだ、意外と雑ざ魚こだなお前」

　話す間にも、炯人は熱線を怜生に放つ。

　怜生は樹木を丸太柵さくのように立てて遮しや蔽へい物ぶつにしつつ、炯人の分析力に舌を巻いた。

「別に驚くこたぁねえだろ。俺らの業界じゃ、不死身の怪物なんざゴロゴロいるもんだ」

　魔術が軍事利用された戦場を知る炯人は、怜生の再生力に失笑すら見せる。

「しかし衛生兵としては最高だが前衛としては半端だ。治す云うん々ぬんの前に負傷してる時点で間抜けなんだよ。攻撃は避よけろ、でなきゃ防げ、つうか攻撃される前に倒せやボケ」

「確かにっ、治療よりも予防だよな……」

　怜生は戦士としての未熟さを認めつつ、治癒魔術の連発で消耗した顔を上げる。

「じゃあ──こいつは予防できたか？」

　あん？　と訝いぶかしんだ炯人は、目を見開いて、視線を足元へ。

　その直後──運動場のほぼ全域に、森が生えた。

　爆撃かと紛まがうばかりの地響きと、視界に舞い上がる地面に、観衆が揃そろって身を引く。

　地中から亜音速で伸びた木々が、枝を広げ、戦場を立体的に串くし刺ざしにしたのだ。

「……地中に根を這はわせた後、逃げ場のない密度で森へ急成長させて、真下から串刺しにするか百も舌ずの早はや贄にえにする大規模魔術、か」

　観客席から、灯とう矢やが啞あ然ぜんとした声を零こぼす。

「いつ地中に仕込んだのよ？」「あれよ」

　螢けいの疑問には、燈あかりが密林の一角に目を向けて答えた。

　怜生の槍やりが、密林の地表に埋まっている。いや埋まっているというより、槍の穂先から大量の『根』が枝分かれして渦巻き、密林の土台となっていた。

「あの時点からか……！」

　序盤で怜生が避雷針に使った槍だと気付き、灯矢が目を剝むいた。

「ポプラってのは変わった木でな、一本の幹が広げた根っこからまた新しい幹を伸ばして単体のまま『森』を作るんだ。ユタ州のパンドで検索してみろたまげるぞ」

　怜れ生おはその起点となった一本の槍やりを、根の丘から引き抜いた。

「高速で伸びる幹と枝の立体槍やり衾ぶすまだ。どんな武芸の達人でも多少は刺さるだろ？」

　見上げた怜生の頭上から爆発音、炯あき人との焼しよう夷い魔術が枝の群を焼き払う音だ。

　先に落ちてきた血の滴を追って、満まん身しん創そう痍いの炯人が着地した。

「クソガキが、やりゃできるじゃねぇか……」

　笑う顔の眼球は、枝に刺されたのだろう、片方が赤く潰つぶれている。

　頭部、肩や背中、脇腹や太ふと腿ももにも、大小の裂れつ傷しようや刺し傷があった。

　特に右腕は折れた枝が肘ひじを内側から貫いている。枝が内部で梢こずえに分枝したため引き抜くことができない。右脇腹に刺さった枝も同様なら、内臓も危険だ。

「あらまあ」「大逆転」

「きゃー♪　怜生さーん！」

　燈あかりと螢けいが驚きを口にして、花か蓮れんは『ＲＥＯ』と刺し繡しゆうされた大きな旗を左右に振る。

「っ、社長！」「あれは危険です！」

　傭よう兵へいたちの何人かが、灯とう矢やに訴えた。

「若のカリスマは今後の〈鬼き神しん会かい〉に不可欠です！　失うわけには──っ!?」

　年配の社員が進言すると、その眼前を掠かすめて、炯人の熱線が貫いた。

「コルァ！　なぁに余計なことしてんだテメェは！」

　威力は絞っていたようだが、観衆に向けて発砲した炯人に全員が目を剝むく。

「そうだよ〈王〉ってのはこういうんだろ。俺ら平民の経験やら修練やらをいとも簡単に踏ふみにじる圧倒的な魔力と物量！　このくらいの大魔術がねぇと〈王〉とは言えねぇよ」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべた炯人は、手負いになって逆に火が点ついたらしい。

「これでようやく〈王〉と死合いができる」

　炯人が表した狂喜の笑みを、新たな生体甲かつ冑ちゆうが包んでいく。

　顔には角を生やした鬼面、頭部には日本の伝統芸能を思い出させる赤い蓬ほう髪はつが作られ、炯人の姿を巨きよ軀くの鬼へと変へん貌ぼうさせていった。

「おい、ちょっと待て兄貴、まさかアンタ……」

「過去俺を負かした奴やつは全員が〈王〉かその眷けん属ぞくだった。ちっとくらい私情挟ませろよ」

　灯矢が、痛恨の失念だったと言いたげに片手で顔を覆おおう。

　炯人を負かした〈王〉や眷属が誰なのかは知らないが、少なくともあの義兄は、負けを取り返さない男ではない。そんな炯人の前で、弟の怜生が〈王〉となってしまったのだ。

「お前が〈王〉なら俺に倒されろよ」

　魔力を過剰供給された生体甲冑や旋棍トンフアーが、紫電を上げる。

「お前が〈王〉なら俺を倒してみせろよ」

　肉食獣に相対するようなプレッシャーを全方位に放って、鬼面の炯人が足場を固める。

「止よせよ兄貴、ここは命を大事に行こうぜ……」

「おう、ガンガンくたばれブラザー」

　言葉が終わらぬうちに、炯あき人との全身がその場から放たれた。

　樹きの根が絡む大地を踏ふみ砕き、競争車両のような速度で巨きよ軀くが走る。

　左腕が振り抜かれて、怜れ生おが横に避よける。旋棍トンフアーが密林の一本を殴打すると、零距離から放たれた焼しよう夷い魔術が幹の反対側まで粉砕した。

　何かのスイッチが入ったのか、重傷を負っているというのに以前より攻勢が激しい。

「いかん、馬鹿が発作を起こした！　どちらか死ぬ前に止やめさせろ！」

　観客席で、灯とう矢やが部下へ中断を命じる。

　ここで当主の座よりも弟たちの命を優先したのが、鬼き柳りゆう灯矢という男だった。

「止めるな阿あ呆ほう」

　しかしそんな灯矢の『甘さ』を、現当主である烈れつ火かが更に上から撤回する。

「しかし父上！」

「花か蓮れんさん」

　食い下がろうとする灯矢から目を外して、烈火は花蓮に向き直る。

「アンタは止めるんか？」

「……っ、止めません！　怜生さんは勝ちます！」

　試すような烈火の問いに、花蓮は一瞬の躊躇ためらいこそあれ、果断に答えて見せた。

「ちゅうわけじゃ。それにのう──」

　烈火はその返答を満足そうに受け取って、改めて戦場に視線を戻す。

　炯人の焼夷魔術と放電魔術が連発され、密林の樹き々ぎが次々と傾いていく。森が深いため直接は見えないが、根元の方では戦いが続いているのだと分かる。

「どうした怜生！　槍やりが二、三本刺さったくらいで鬼が死ぬと思ったかよ！」

　上がる雷鳴と爆発音に、炯人の怒声が混ざる。

「だぁもうこの脳筋が！　根性見せるにしても立ち往生くらいにしておけよ！」

　絶え間ない炯人の猛攻に、怜生は治癒魔術の連発で生き延びていた。

「ボケが、啖たん呵かを切った男が何をビビってやがる！　それともなんだ、いまだにこの怖いお兄ちゃんには足が震えるかぁ!?　ええ怜生ぉ!!」

　出血が激しく息も荒い炯人の声で、怜生もついに逃げ足を止める。

　そこで、観客席の烈火が、先ほど切っていた台詞せりふを口にした。

「ありゃもう跡目争いとはいわん。ただの武士もののふの死合い……いや、兄弟喧げん嘩かじゃ」

　かくして、再び怜生と炯人が激突する。

　怜生が槍を地面に突き立てて雄お叫たけびを上げると、全身から赤い光と血が弾はじける。

　それを代償に起きたのは、立ち並ぶ木々たちの一斉変化だ。

　樹の幹を割って一角獣が飛び出した、折れ曲がった巨樹が蛇竜となった、ありったけの根が槍となって伸び、背後からは樹木で編まれた上半身のみの巨人が腕を掲げる。

　全すべての猛威が、〈王〉の突撃命令を受けて、炯人に襲い掛かった。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　炯あき人とは焼しよう夷い魔術で一角獣を焼き払い、折れた腕を念力で動かして大蛇を撲殺する。根の槍やりからは急所だけ庇かばって強引に突き抜ける。最後に覆おおい被かぶさってきた巨人の手は、両足で地面を削りながら受け止めて、焼夷魔術により砕くと、また猛進する。

　鬼気、あれぞ鬼気だと、怜れ生おは目を奪われた。

　先日、〈王〉となる直前──燦さんと燐りんを氷刃の群から守り通そうと槍を振り回したときの自分も、ああいう姿をしていただろう。

　なんだ、似ているところもあるんじゃないか──と、心の片隅で、怜生は笑った。

　そして、両手は槍を握り込み、炯人の胸を、生体甲かつ冑ちゆうごと貫いていた。

　炯人の突進に対して果断に飛び込み、伸ばした槍の石突を地面において、つっかえ棒にするような形での、カウンターだった。顔の半分と肩を焼かれたが、治癒魔術で治る。

「……てめぇ、わざと心臓外したな」

　炯人が苦く悶もんの声音を発して、怜生の槍が意図的に心臓を外したことを責める。

「代わりに麻ま酔すい薬を絶賛分泌中だ。何よりその傷、確実に治してやれんのは俺だけだ」

　怜生の返答は、生殺与奪を握ったぞ、という勝利宣言だ。

　すると、炯人の生体甲冑や鬼面が消えて、元の好こう漢かんが素顔を現した。

「甘ちゃんが……まあ、しゃあねえな。付き合ってやるよ、王子様」

　炯人は怜生の頭を軽く小突いて、麻酔により倒れていく。

　怜生は炯人の体を受け止め、槍の形成を解くと、胸の傷に治癒魔術を掛けた。

「……決闘当事者として、代闘者の敗北を認める」

　灯とう矢やが歯は嚙がみしながら宣言すると、観客席から歓声が上がった。

「怜生さ～ん！」

　そして、花か蓮れんが半蛇の尾を揺らしながら怜生へと飛びかかり、そのまま巻き付く。

「惚ほれ直しました怜生さん！　これで私たちの恋路を阻はばむ人は誰もいませんね！」

「いやそういう趣旨の決闘じゃねぇけど、つうか待て巻き付くな捻ねじれる捻れる体が徐々に捻ひねられて腰から危険な音がげぁっふ!?」

　怜生が枝を折るような音と共に吐血すると、魔術が解けて周囲の森が霧散していく。

「若！」「隊長！」「炯人！」

　炯人の方を見ると、三人の部下たちが駆け寄っていた。炯人がその声で目を開く。

「起きてくだせぇ若！　この戦いが終わったら別れた奥さんと再婚するはずでしょう！」

「いや、そんな死亡フラグ立てたっけか？」

「隊長！　死んじゃダメだ！　まだアンタには戦わなきゃいけない理由があるはずだ！」

「死なねぇよ。だから折れた腕を全力で握ってんじゃねえよ殺すぞ」

「起きろ炯人！　俺との決着はまだ付いてないんだぞ！　勝ち逃げなんて認めねぇぞ！」

「死ねってか!?　むしろ空気を読んで死ねと言いたいのかこのクソ部下どもは!!」

　義兄にも愉快な仲間たちがいるようで何よりだった。

「総員、傾注！」

　鬼き柳りゆう烈れつ火かが声を張り上げる。

「この決闘、鬼柳怜れ生おを勝者と認める！　またその勝利をもって、現当主・鬼柳烈火は、鬼柳怜生を次期当主に指名するものとする！　この決に異議ある者は社章を捨てよ！」

　怜生の視界が晴れると、鬼柳烈火を中心に整列する傭よう兵へいたちの姿があった。

「そして勝者の栄誉を称たたえんとする者は祝砲を上げよ！」

　傭兵たちは一斉に武器を構え、真上に火系の魔術を放ち、空を火の粉で彩る。

「この瞬間より、我ら〈鬼き神しん会かい〉、この赤あか枝し宮みやから〈王〉の世界に戦を仕掛けるぞぉ!!」

　新たなる道を宣言された兵士たちが雄お叫たけびを上げ、怜生を包み込んだ。

　怜生は、当初の目的が叶かなったにも拘かかわらず口の端を引き攣つらせ、明後日あさつての方を向く。

「……誰か、胃薬持ってる？」





　　　◆






　東部太平洋上空の景色に、白い立方体が浮いている。

　有名なキューブ型パズルのような造形だが、問題はその大きさ。

　立方体の一辺、およそ三〇キロメートル以上──小惑星のような超巨大構造物だった。

　周囲に数々の浮遊島があり、都市が築かれている。浮遊都市は橋や柱状エレベーターで結ばれ、飛行船を往来させており、そこに人の生活があることを明示していた。

　しかも上層にある浮遊島からは、果ての見えない星間エレベーターが天へ伸びている。先にある宇宙基地は広大で、さながら地球が小さな傘を差したかのようだった。

　これが〈箱舟〉──今世紀初頭に現れた、妖よう魔ま界からの移民船だ。

「〈大図書館の主あるじ〉一いち文もん字じ史し紀き、並びに〈天に書き留とめる者〉詩し乃の、馳はせ参さんじました」

　一文字史紀と詩乃は、〈箱舟〉内部の広大な空間で、片膝ひざをついていた。

　相手は彫刻だ──正確には、女神が彫刻された巨大な『扉』だ。

　船も通れそうな扉が、色違いで三つ、史紀と詩乃を半ば囲むように閉じられている。

『赤枝宮に龍りゆう神じんの化身が顕現したとの報しらせ、耳に届いております』

　中央、白い女神像を中心に動植物が広がる彫刻扉が、史紀と詩乃に語る。

　彫刻の凹おう凸とつには虹にじ色の光が通っており、何らかの魔術が作用していると見えた。

　察するに、彫刻像という形を取った、大おお仰ぎような受話器だ。昔の日本では帝みかどに拝謁する際、尊い方の顔が見えぬよう御み簾す越しに謁えつ見けんしたというが、それと似たような形式だろう。

『まずは、その場に立ち会い、人となりに触れた両人に、率直な所感を問いましょう』

「は──尊き化身の通称は花か蓮れん、伴はん侶りよとなる〈王〉の名は鬼柳怜生」

　史紀はいま、その二人について、この三女神に問とい質ただされていた。

「傭兵結社〈鬼神会〉に育てられた身の上ながら、人品は純粋で実直な善男善女、龍神の化身には幼さもありますが愚おろかしさはなく、伴侶の少年は〈王〉の使命を受け止め、世の幸福と秩序を重んじる意志を示しております」

　史し紀きは噓うそ偽いつわりも腹芸もなく、怜れ生おと花か蓮れんの心証について伝える。

「それぞれ、夫への愛情や〈王〉としての理想に逸はやるところもございますが、これも若さゆえと言える範囲のこと。然しかるべき保護と教導があれば、災いを招くことはないかと」

　史紀の報告に、女神像たちは頷うなずくような沈黙を返した。

『野心や危険思想を持っていない人間であったのは幸いだ。張り合いはないがな』

　史紀から見て右手の女神像──漆黒の扉に描かれた像が、冷笑的な声を発した。

　扉は車輪のような輪が多数彫られており、運命を司つかさどっているかのような印象を受ける。

『だが、我らへの報しらせが少々遅すぎる。よもや貴様ら、件くだんの龍りゆう神じんが己の手元へ現れたのをいいことに、いらぬ刷り込みを試みたのではあるまいな？』

　黒の女神像は、どこか意い地じ悪わるな口く調ちようで、史紀と詩し乃のに疑いを掛けた。

「滅相もございません。ですが、お耳に届けるのが遅れましたことは、謹んでお詫わび申し上げます。なにぶん突発的な事態だったため、情報の精査と封鎖を優先せざるをえず」

　史紀は、黒の女神像による戯たわむれにも慣れた様子で答え、こう続ける。

「まして我ら〈王〉の中でも最初にして最上の方々、〈三人の女王〉にご報告するとなりますれば、万が一にも間違いがあってはなりませんので」

　自分の前に並ぶ女神像を、史紀は〈三人の女王〉と称した。

　三女帝や三女神とも異称される、天変地異に際して妖よう魔またちを〈箱舟〉に乗せて地球に現れた者たち。地球から見て妖魔界の代表者、妖よう精せい都市連盟で最大の権威を持つ三人だ。

　英国人にとっての王室、日本人にとっての皇室に相当する場所、妖よう精せい人じんの発祥地である〈箱舟〉の中央神殿で、史紀はいま彼女らと会っているのだ。

『まあ、人の世で生きる以上、利を得ねばなるまい。新米の〈王〉に近付いて、主導権を握ろうとするのも、俗世では当然の戦略なのだろうよ』

　黒の女神像は鼻で笑うような声を発した。史紀としては至って図星だ。

「お言葉ですが、〈聖賢なる方〉──」

　詩乃が、夫への揶や揄ゆに腹を立ててか、黒の女神像に物申そうとする。

『────────』

　それを遮る形で、無音の大音声が、黄金の女神像から吹き荒れた。

　扉の意匠は女神を中心に光を表す線が放射されるという単純明快なもので、この女神の権能を描いたものらしい。その一端は、いま室内に放射された『意念』で示された。

　物理的には光も熱も音も魔力も生じていない。強いて言うなら『気配』だ。何も言わず顔色を変えた程度のアクションに過ぎない。少なくとも当人にとっては。

　だが史紀と詩乃は、重力が急増したかのように、小さく眉まゆ根ねを寄せる。

『……〈渡り〉の、さぞ猫ねこ撫なで声ごえになるよう努めたのだろうが、貴様はやることなすこと出力が大きすぎる。己が巨神だと弁わきまえてものを言え、このデカ女が』

『これ〈聖賢〉、言葉を選びなさい。〈行き渡らせる方〉も気にしているのですよ？』

　黒の女神像に続き、白の女神像が再び声を発した。

『何より「無駄話せず本題に入れ」という先の意念、至極もっともです』

　他の女王のやり取りを聞くに、黄金の女神像は話を本題に戻したかったようだ。

『件くだんの龍りゆう神じんと伴はん侶りよについて、よく分かりました。危うい立場に置かれたその夫妻、直ただちに保護し、導かねばなりません。そのための手配を急がせましょう』

　白の女神像は〈三人の女王〉を代表して、鬼き柳りゆう怜れ生おを保護する意向を示した。

『貴方あなたたちは、この新たな〈王〉たちを引き続き後見し、悪心の徒から遠ざけるように』

　白い女神像の命令に、史し紀きと詩し乃のは「は」と了解を示した。

『その龍りゆう王おう、早急にこの〈聖賢〉の元へ連れてこい。英知神の本能が疼うずいて堪たまらぬ』

　黒い女神像はそう命じて、彫刻に走る発光を消した。

　意思を伝える機能が停止したのだろう。見れば黄金の女神像も同様に光を消していた。

『謁えつ見けんはここまで、以降は私事となります。面を上げなさい』

　白い女神像だけが残り、史紀と詩乃に顔を上げさせた。

『あの子に……私の手元を離れた〈因果の針はり子こ〉に気を付けなさい』

　哀あい切せつな感情が滲にじむ声に、史紀と詩乃は深く問とい質たださない。理由は分かっている。

『あの子はいまでも、蘇よみがえらぬ者を蘇らせようとして、誤った道をひた走っている。龍神の化身について耳にすれば、手段を問わず奪おうとするでしょう。警戒、怠おこたらぬよう』

　そう言い残して、白の女神像も光を失い、史紀と詩乃だけが残る。

　鬼柳怜生が〈緋あけの龍りゆう王おう〉という二つ名を与えられるのは、この数日後のことだった。






幕まく間あい






　極彩色の月が複数浮かぶ夜空の下、赤あか枝し宮みやの某所。

　レオ・フランケンシュタインが、無む影えい灯とうに照らされた手術台で、目を覚ました。

「おはようございます、先生」

　蜘く蛛も女・フロレンスが、手術台の横から楚そ々そとした口く調ちようで呼ぶ。

　瞑めい目もくした黒髪美女は、手にしていた服をフランケンシュタインに差し出した。

「ああ、フロレンスか。ここは赤枝宮かな？」

　フランケンシュタインが起き上がると、四本腕の上半身が照明を浴びる。

　肩から分かれて二本ずつの腕を伸ばす上半身は、細面に反して常人の倍は分厚く、体に浮かぶ筋骨も、普通の人間より複雑な模様を描いていた。

「はい。当初の計画通り、先生を一度分解した後、遺体として正規ルートで搬送、ここで組み立てさせていただきました。お体の具合はいかがでしょうか？」

　何一つ勿もつ体たいぶることのない平素の声音で、フロレンスは狂気の沙さ汰たを口にする。

　問われたフランケンシュタインは、四本腕を指先から肩かた肘ひじまで動かし、機械職人めいた面持ちで駆動を確かめる。さほど派手な動きでもないのに、四本腕のせいで巨大な昆虫が動いているように見えた。

「完かん璧ぺきだ。やはり私の体を任せられるのは、君をおいて他にいないね」

「恐縮です」

　どこか刺激的なフランケンシュタインの台詞せりふを聞いて、フロレンスの額に四眼が開き、少し視線を泳がせた後、閉じられる。

「現在位置は赤あか枝し宮みや・底そこ足あ立だち区くのセーフハウスです。現段階で追跡を受けた様子はありませんが、残してきた船は、先ほど赤枝宮の保安魔術師に制圧された模様です」

「構わんよ。ここが一いち文もん字じ卿きようの縄張りである以上、我々が悠長に船で帰れることなどまずありえない。〈青の医術師団〉と〈大図書館〉は積年の仇きゆう敵てきだしね」

　服を身にまとったフランケンシュタインは、仕上げに特注の白衣に袖そでを通す。

「早急に噂うわさの〈王〉を問診しよう。それさえ叶かなえば、この体が生きて帰る必要はない」

　目の形を不自然に歪ゆがめた笑顔で、フランケンシュタインはそう言った。

　白衣を翻ひるがえして歩く怪人を、蜘く蛛も女の足音が追っていく。

　二人の姿は無む影えい灯とうに照らされていた手術台から壁際に近づく。フランケンシュタインの四本腕が一つ動くと、照明の装置に触れ、部屋の明かりを灯ともす。

　多数のカプセルベッドが、広い地下室に並んでいた。

　その全すべてに、彼と同じ、四本腕と異色髪に異色瞳オツドアイという怪人が眠っている。

「予備の体なら、いくらでもある」

　そう口にしたフランケンシュタインと、カプセルで眠るフランケンシュタインたちが、まったく同時に、口の端を邪悪な笑みにつり上げた。






第二話　王道険しく騎士麗しく






　長大な塔の内部を、本棚が埋め尽くしていた。

　塔は半ばの高さで渡り廊下が交差しており、そこで四人の顔がテーブルを囲む。

「──というわけで、鬼き柳りゆうくんの存在は非公式ながら〈三人の女王〉が与あずかり知しるところとなり、非公式ながら、新たな〈王〉として要人登録する準備が進んでいる」

「女王陛下たちが……」

　史し紀きの報告で、怜れ生おは〈三人の女王〉の名が出たことに目を見開いた。

「怜生さん!?　なんですか女王様って！　そういうのがお好きなら私だって鞭むちくらい！」

「お前いま妖よう精せい人じんを全て敵に回す暴言吐いたからな？」

　怜生の隣では、人型となって椅い子すに座る花か蓮れんが血相を変えていた。

「え？　怜生さんくらいになると女王様が一人じゃ足りないって話じゃないんですか？」

「俺どんだけ変態だよ。まあ、お前に教えとかなかった俺の落ち度か……」

　知るべきことでもあるので、怜生はきちんと教えることにした。

「簡単に言うと、妖精都市連盟で一番偉い人たちだ」

　連盟の政治的な代表者は別にいて、女王たちが統治しているわけではない。もし連盟が正式な国家として国際社会に認められれば、立憲君主制と分類されるだろう。

「それと同時に、陛下たちは、世界で最初の魔術開発者でもあるのです」

　花か蓮れんの家庭教師役を自負する詩し乃のが、楽しげに講釈を始めた。

「結合の魔法則アルスマグナを司つかさどり、妖よう魔ま界と人間界の間に『道』を結ばれ、契約魔術・形成魔術など全すべての魔術の基礎となるものを編み出された──〈結ばれた方〉。

　英知の魔法則アルスマグナを司り、妖魔界で〈箱舟〉を建造され、魔術の根幹を成す術式理論を作り出され、いまも数多くの秘法を織り成される──〈聖賢なる方〉。

　伝導の魔法則アルスマグナを司り、妖魔界から人間界へ〈箱舟〉を運ばれ、魔力が諸物質に影響するために不可欠な力系魔術を生み出された──〈行き渡らせる方〉」

　詩乃の口から、女王たちの偉業が挙げられる。

「つまり〈三人の女王〉とは、魔法技術テクノマギアそのものの開発者と言うべきでしょう」

「じゃあ、もしその女王様たちがいなかったら……」

　花蓮の疑問には、怜れ生おが肩を竦すくめて答えた。

「契約魔術がなければ俺とお前は契約できてないし、陛下たちがいなかったら〈箱舟〉が人間界に来ることもなかったから、妖よう精せい人じんの俺は生まれもしなかっただろうな」

「女王を讃たたえよーっ！」

　あっさり信者となった花蓮だが、妖精人たちも同じ理由で女王を畏い敬けいしている。

「付け加えると、その女王陛下たちの結社は〈箱舟〉だ。魔法技術と妖精人種の発祥地であり、国家相当の機能を持つ〈箱舟〉こそ、世界最大の魔術結社だと言える」

　史し紀きが補足するように、〈箱舟〉とは三女王の合議で回る結社でもある。

「そして、そんな陛下たちが鬼き柳りゆうくんを認知した以上、鳴なる海みくんを始め他の〈王〉たちも鬼柳くんを直接殺あやめるような真ま似ねはできなくなった。逆に言えば先日の抗争は、鳴海くんにとって、鬼柳くんを暗殺できる最初で最後の機会だったわけだ」

　史紀は鳴海側から見て、先の抗争を振り返った。

「しかし、まだ安全とまでは言えない。例えば人類各国──連盟の魔術経済に侵食されている地球の列強国も警戒しなければならない」

　史紀の告げた脅威に、怜生は背筋を寒くする。

「新たな〈王〉による魔術革新は、連盟の経済戦略を更に加速させる。列強国はこれ以上魔術経済に搾取を受けないよう、君の奪取・排除・暗殺を計画するだろう」

　それはむしろ、企業であった〈ミズチ〉より、遥はるかに強大な敵だった。

「またお金のために怜生さんを狙ねらう人が!?　もーっ、もっとラブアンドピースに生きられないんですか!?　私みたいに！」

「人間は自分の命を金で買い支える生き物なのですよ」

　愛情表現で夫を捕食する花蓮に、詩乃は人類を皮肉ることで答えた。

「億単位の生活を預かる国家というものは、そのために最も合理的な選択をしなければならない。為政者はその責任ゆえに、時として陰謀や横暴を強いられ、圧力や不平等を他に向けることを選択させられる。善いか悪いかは二の次だ」

　史紀の言葉は、鳴海との戦いを経た怜生には、重い金きん言げんだ。

「故ゆえに列強国は君に手を伸ばす。そして君がそれに身を差し出す理由はない。いざという時は躊ちゆう躇ちよしないように……などというのは、傭よう兵へい結社の御ご子し息そくには要らぬ説教かな？」

「いいえ、肝に銘じます」

　強敵は〈王〉だけではない。人類各国の元首も、より歴史ある『王』たちなのだ。

「もちろん、私は怜れ生おさんのためなら、世界中を敵に回す準備万端ですよ？　もー月とか火星とか転がして地球に雪だるま作っちゃうんですから！」

「邪神か？　人類を太陽系ごと滅ぼす気か？」

　得意気な顔で腕組みしながら言い切る花か蓮れんに、怜生は人類滅亡のシナリオを見た。

「さて、そんな宇宙規模の話もいいが、次はもう少しスケールの小さな話をしよう」

　史し紀きは口く調ちようを和らげ、話題を変える。

「以前話した、〈王〉になるための学科を覚えているかね？」

「神霊学部、ですね。両親が通っていたという……」

「そうだ。鬼き柳りゆうくんには、そこへ編入することを勧めたい」

　目を瞬しばたたく怜生に、史紀は幻影画面で公開情報を表示する。

「え？　でも、怜生さんはもう〈王〉なんですよね？」

「確かに、神霊学部の命題は〈王〉を生み出すこと。そうした意味で御夫君は目標を達しておられる。ですが、人の世で〈王〉となるに当たって学んでおくべきことは数多い」

　花蓮が首を傾かしげると、詩し乃のがもっともなことを言い、史紀が頷うなずいて続ける。

「だがここで厄介なのは、君が〈王〉であることを隠さなければならないことだ。よって君は〈王〉ではなくそれを志す生徒として入学する。しかし失礼なようだが、鬼柳くんの成績は、入学要件を満たせるものではない」

　怜生も割と優等生の部類だが、神霊学部には落第だ。それほどの難関なのだ。

「だが幸い君には、花蓮さんという奥方がいる」

　そこで史紀は花蓮に言及し、花蓮は自分を指差して小首を傾げる。

「神霊学部に限らず、魔術師の評価は侶りよ魔まによって上下する。そこで花蓮さんを『神霊に至りうる侶魔』として推薦状を書き、学部長に受理してもらおう」

「そもそも〈王〉を生み出すことを目的とした神霊学部が〈王〉である卿けいを篩ふるいに掛けては本末転倒であろう」

　詩乃にそう言われ、怜生も真剣に考える。間を置いて、史紀が申し訳なさそうに、

「学院の誰も真実を知らない。彼らの目から見れば君は、〈大図書館の主あるじ〉一いち文もん字じ史紀が、何を耄もう碌ろくしてか捻ねじ込こんできた裏口入学者とも解釈されるだろう。それでも──」

「行きます」

　史紀の警告を遮る形で、怜生は決断を口にした。

「それに怖おじ気けづいているようでは、〈王〉だなんて名乗れませんから」

　怜生は、少々自信がなさそうではあるものの、笑みを浮かべてそう言った。

「そうか。では、学部長には私から伝えておこう。追って鬼柳家に案内が届くだろう」

　史し紀きに「お願いします」と会釈した怜れ生おは、耳のカフス型触媒に手を触れる。

「では、今日はこのへんで」

「ああ、次は幻影空間ではなく生身で会おう」

　史紀はそう言って、詩し乃のと共に、幻影魔術による仮想空間から姿を消した。

　怜生も幻影通信を切る。すると螺ら旋せん図書館の光景が消え、鬼き柳りゆう家の和室が現れた。

（……いまだに、〈大図書館の主あるじ〉と通信会談してる自分が信じられない）

　畳敷きに対応した足のない座ざ椅い子すの上で、怜生は背もたれに寄りかかる。

　むにゅ──と、後頭部にえらく柔らかいものが触れた。

「やん♪」

　怜生の背後で半人半蛇に実体化した、花か蓮れんの胸だった。

「ぬおっ！　花蓮お前、なに人の後頭部にエロ地雷設置してんだよ！」

「嫁のおっぱいを地雷とはなんですか！　怜生さんのお疲れを癒いやす魅惑の乳ちち枕まくらですよ!?　肩や首の凝りに効こう果か覿てき面めんなんですよ!?」

「なんだその新手の通販かセミ風俗みたいな売り文句は……おいくら？」

「財布を取り出した！」

　怜生はハッとして首を振り煩悩を払うが、花蓮は嬉き々きとして怜生を抱き寄せる。

「もちろん怜生さん限定で年中無休、無料でご進呈ですよ～。うりうり♪」

「まあ、この極楽浄土はありがたく頂ちよう戴だいしたいとこなんだが……」












　怜れ生おも健全な男の子の端くれとして、花か蓮れんのような美少女が豊かな胸を枕まくらにしてくれるなら、昨日まで使っていた枕を焼却炉へぶち込むことに一切の躊躇ためらいはない。だが──

「蛇の尻尾しつぽが頭から吞のみ込こみに来るのは考えものだよなぁ……！」

「っは、無意識に！」

　いつの間にか、花蓮の蛇体が座ざ椅い子すごと怜生に巻き付き、食虫植物のような先端を開き怜生の頭部を襲っていた。怜生の手が花蓮の尾を摑つかんで止めている。

「にしても、神霊学部かぁ。とりあえず普通科からの編入手続きをして……」

　怜生は実生活のことを考え始めると、言葉を切って陰いん鬱うつな顔色になる。

「ああ、ダメだぁ……〈王〉とか当主とか神霊学部とか、もはや一週間前の生活が原形を留とどめてねぇ。部活と夕飯の献立だけに頭悩ませてた頃に戻りてぇ……」

　怜生のストレスが沸点を超え、口から弱音が吐き出された。

「大丈夫ですよ～。どんなに変わっても、私は一緒にいますからね～」

　いまこそ妻の出番だというように、花蓮は怜生の頭を胸に抱き寄せて髪を撫なでる。

（なんだかんだ言いつつ、俺ってこいつに甘えてんな……）

　自分の情けなさを感じながらも、怜生は花蓮の腕を解ほどかない。

　この距離感は、魔術師と侶りよ魔まだからという域を、既に超えているかもしれない──

「というか、神霊学部に行ったら行ったで、お前も勉強しなきゃいけなくなるぞ？」

「二人で逃げましょう怜生さん！　誰も知らないところまで！」

「よーし今日から受験勉強な？」

　怜生は頭に浮かんだ考えを誤ご魔ま化かしつつ、逃げようとした花蓮の尻尾を摑むのだった。





　　　◆






　九月下旬──怜生は神霊学部の校舎に登校する。

（ここが神霊学部、世界中の麒き麟りん児じを集めて、〈王〉を生み出すための場所か）

　秋晴れの日差しを反射するミラービルディングに、同じ制服の生徒が入っていく。

　通学する生徒の年齢は高校生から大学生ほど、髪や肌の色を見るに、妖よう精せい人じんから各国の地球人まで幅広く集められている。制服は普通科と同じだが、生徒数はそう多くない。

「ふしゅるるるるる、きしゃーっ！」

　そして怜生の背後では、花蓮が半人半蛇の姿で唸うなっていた。

「花蓮、お前なんで四方八方を威嚇してんだよ？」

「怜生さんを守ってるんです！　こう転校してきたばかりの主人公にありがちなチンピラ男子とか、色気付いた女学生とかから！　しゃーっ！」

　罪のない少年少女に牙きばを剝むく花蓮の肩を、怜生は「やめい」と引っ張る。

「悪目立ちするから霊体になってろ。休み時間には相手してやっから」

　どうにか花蓮を納得させて姿を消してもらい、怜生は学長室へ向かう。

「──特別扱いはない。当学部の評価基準で成績を付ける」

　学部長は、怜れ生おと自己紹介を交わすなり断言した。

　初老の黒人男性で、身にまとう空気は裁判官のように厳粛だ。

「一般企業向けの魔術師を生産する魔術学部と違い、ここ神霊学部は〈王〉を、もしくはその眷けん属ぞくや配下に足る者を作り出す場だ。素材となる生徒には一流の品質が要求される」

　生産、素材、品質と、学部長は生徒を製品のように語った。

　さながら、教育という第四次産業の『職人』とでもいった風情だ。

「当学部が君を特待生として迎えたのは、侶りよ魔まが神霊であるというその一点のみ。対して君の性能は落第だ。霊脈の強度は少しマシだが、これでは神霊の大魔力を行使しただけで体が破裂するだろう。君自身の器は〈王〉の水準にない」

　図星だ。怜生は霊脈破裂を治癒魔術で塞ふさげるが、自壊する時点で器が足りていない。

「これらを鑑かんがみて、神霊学部は君を第五学級に編入する──最も成績評価の低い学級だ。君がこの評価を覆し、新たな〈王〉ここにありと豪語できる日を期待する」

　そんな情け容赦のない『通知表』を受け取って、怜生は学長室を出た。

　校舎内を歩くこと数分後、怜生は必修科目が行われる講義室に到着する。

　入ると、階段状になった座席に、数十人の生徒たちが腰を下ろしていた。

「見ない顔だな」「ほら、例の……」「裏口って噂うわさの？」「一いち文もん字じ卿きようの肝きも煎いりか」

　生徒数人が声を交わすと、自然と周囲に広がり、怜生に耳目が集まる。

「……おい」

　横を通った席から、男子生徒が一人立ち上がり、怜生に剣けん吞のんな声を掛ける。

　青年は怜生の胸倉を摑つかんで、怜生の背を窓枠に押し付けようとしたが、その前に怜生が相手の手首を取り、胸倉を摑まれるだけに済ませた。

「変わった握手だな。それとも第二ボタンが欲しいのか？」

　怜生は仏頂面をキープしながら問い掛けた。

　本心では「いきなり絡まれた！　こえー」と半泣きなのだが、顔には出さない。

「いいか赤毛、お前がどんな手て管くだを使ったか知らないが、ここはその手の輩やからが生き残れるような場所じゃない。歓迎会で摑みのジョークを披露できるなんて思うなよ？」

「そいつはよかった、冗談は苦手でね」

　傍はたから見る限り余よ裕ゆう綽しやく々しやくな怜生に、青年の苛いら立だちが増す。

「ラシード……落ち着いて、後ろを振り返ってみなよ」

　近くにいた女子生徒が、ラシードというらしい青年に、親切心から助言する。

　ラシード青年が振り返ると──暗赤色の炎をまとった半人半蛇がそこにいた。

「止よせ、花か蓮れん。こっちに来い」

　いまにもラシード青年を八つ裂きにしそうな花蓮を、怜生は自分の隣へ呼び込む。

「しゃーっ！　誰ですかあなたは！　怜生さんをイジメようってんならただじゃおきませんよ!?　頭くり抜いてお茶とお花の練習に使いますからね!?」

　腕を振って可愛かわいらしく怒る花か蓮れんだが、脅し内容が並みではない。

　燦さんや燐りんあたりに悪い影響を受けたかな……と、怜れ生おは侶りよ魔まの養育環境を自省した。

「侶魔か」「亜あ神しん級だな……」

　突如現れた半人半蛇の姿は、ラシード青年の行いよりも教室を驚かせた。

　魔術師が連れている侶魔は、大抵は小型のものだ。絶対の基準ではないが、体が大きいほど魔力量があり、人語を解して人型に近いほど優れた侶魔と見なされる。

「よく我慢したな。偉いぞ」

　怜生は、ラシード青年に暴行しなかった花蓮の自制心を褒めた。頭を撫なでられた花蓮は不満そうながら、禍まが々まがしいオーラは引っ込める。

　そしてこれ以上剣けん吞のんになる前に、怜生がラシード青年に声を掛けようとすると──

「おっはよー諸君！　君らのヒーロー武む藤とう直なお正まさただいま登校!!　ってうお!?　なんだこの険悪な空気は!?　身に覚えはないけどなんかすんません!?」

　えらく騒がしい少年が、講義室に現れた。

　平均より小柄で、髪は染めた茶髪、八重歯が覗のぞいた顔立ちに愛あい嬌きようを感じる男子だ。

（アイツ、どこかで……）

　怜生は、武藤直正なる少年に見覚えと聞き覚えを感じた。直正も怜生を見て目を瞬しばたたく。

「あれ？　鬼き柳りゆう怜生じゃね？　赤あか枝し宮みや校の」

「……千葉魔術学校の武藤直正か？」

　一拍の間を置いて、二人は互いの素性を思い出す。

「おー、やっぱり鬼柳怜生かぁ！　中学大会で俺がボコボコにされて以来だなぁ。テメェこんにゃろう表出ろ！」

　当人が腕をまくって言うように、別に友達というわけではない。

「……武藤の知り合いか？」

「おう、魔剣闘技の大会で激闘を演じたライバルだ！」

　ラシード青年が尋ねると、直正は誇らしげに答えた。花蓮がハッとして直正を指差す。

「そうです思い出しました！　怜生さんが試合で勝ったボロ雑ぞう巾きんさんです！」

「傷に塩をありがとう！　そしてこの個性的な美少女は何者か！　名乗れ！」

「妻の花蓮です。主人がお世話になっております」

「予想を遥はるかに超える名乗りだった！」

　楚そ々そとした笑みで一礼した花蓮に、直正が目を丸くした。

　妻や主人という単語に、怜生は一瞬慌てたが、周囲の生徒は単なる色ボケと解釈した。

「つうかラシードお前えらくピリってんな？　どした？」

　首を傾かしげる直正に、周囲の級友たちが溜ため息いきを吐ついた。

「先ほどまで、ラシードが編入生に絡んで一触即発の様相だったのだよ」

　すると、教室の一角からやってきた男が、直正に説明する。

　艶つややかな黒髪を持つ褐色の肌の美丈夫で、自信と気品を併せ持つ美声がよく響く。

「なんだよエド、お前見てたなら止めろよ」

「審判者の権能もいまや昔、輪りん廻ねの向こうに置いてきてしまった。もはや私に正邪を断じ裁く資格は残されていない」

「つまり揉もめ事ごとに首を突っ込まなかったと」

　額に片手の指を添えた貴公子の変に気取った言い回しを、直なお正まさが呆あきれ顔がおで要約する。

「エドァルド・マルチネスだ。呼びにくければエドで構わんよ」

　エドァルドは怜れ生おを見て名乗り、怜生も「ああ」とだけ返す。

「つうかラシード、新入りに絡んでたのか？　おいおいイジメっ子かよ」

　直正の指摘で、ラシード青年はバツが悪そうに鼻を鳴らす。

「まあ待ちたまえ」

　エドァルドが片腕を振り上げると、袖そでが生地を打ち合わせて音を立てる。

「確かに、鬼き柳りゆう怜生に絡んだことはラシード青年の非が大きい。とはいえ、諸君も気にはなっているはずだ。この少年と麗しい侶りよ魔ま、果たして何者なのだろうかと」

　なぜお前が仕切る……という疑問を抱かせつつ、エドァルドは級友の想おもいを代弁した。

「ここ大魔学院・神霊学部は、新たな王座に至らんとする者、既存の王冠を受け継ごうとする者、その眷けん属ぞくとして忠誠を誓わんとする者たちの学まなび舎やだ」

　講義室の生徒たちは、ひとまず異論を挟まない。

「ここで会う学友たちは、切せつ磋さ琢たく磨まする同胞であり、未来の強敵であり、或あるいは〈王〉と眷属として、跪ひざまずき跪かせる宿命にある。皆一様に興趣が尽きぬのだよ──」

　台詞せりふの後半で振り返ったエドァルドに、怜生は動きの『起こり』を見た。

　不意を打つ攻撃動作、その予兆を見抜いて警戒した怜生だったが、それは来なかった。

「──君は、どの程度のものかと」

　気が付けば、エドァルドの体は怜生の間近にあった。

　鳥肌の立つ例えだが恋人めいた距離で、エドァルドの長身が怜生を覗のぞき込む。

（っ、目を抜かれた!?）

　耳元で囁ささやかれるような至近距離から、怜生は恥を忍ぶ思いで大きく飛とび退のく。

　鋭い予備動作に注目させ、相手の目を引きつけると同時に、視界と意識の外へ体を入れる。エドァルドがしたのはそういう、手品師の技を全身でするような妙技だ。

「そこで提案しよう！」

　エドァルドは怜生の驚きに構わず、主演役者として舞台の進行を握り続ける。

「彼に一いち文もん字じ卿きようの手引きで裏口入学をしてきたなどという汚名を晴らす機会を与えたい。仮に抜け道を通ってきたのだとしても、相応の力量さえあればこの学院では正義だ」

「……何をさせたいんだ？」

　怜生が溜ため息いき混じりに尋ねると、エドは楽しげな顔を向けて、こう告げた。

「親善試合を行おう。腕は立つだろう？」




　ところで、怜れ生おが去った魔術学部・普通科では──燦さんと燐りんがむくれていた。

「「ぶ～」」

　場所は校舎裏の非常階段脇で、在校生からはアウトローの溜たまり場ばと見なされている。

「ええと、燦さん、燐りん？」

　そこにやってきたのは、眼鏡を掛けた一見地味な女子生徒、小こ沼ぬま地ち氷ひ魚おだ。

「「な～に～？」」

「うん、虫の居所が悪いことは一目で分かるんだけど、とりあえず真まつ昼ぴる間まの学校で生徒を逆さ吊づりにするのはやめようよ？　というかどんな経緯でこうなったの!?」

　燦さんと燐りんの近くには、鎖で簀す巻まきにされた生徒が吊るされていた。

　鎖を非常階段の欄干に引っ掛ける形で吊るされており、その下には剣玉型ハンマーが、穂先を上に向けて立てられている。落下すれば頭から串くし刺ざしだ。

「べーつにー、おじさんがいなくなった途端に調子こいてたチンピラＡＢＣで暇ひま潰つぶしー」

「学院警備を担当する鬼き柳りゆう家の一員としては、校内警備にも貢献しないとね♪」

　柄の悪そうな生徒を、燐りんが剣玉型ハンマーで突つついて揺らした。

　猿さる轡ぐつわを嚙かまされた男子はくぐもった悲鳴を上げており、涙を額の方へ流している。

「ああ、強こわ面もてなだけだった怜生先輩がいなくなったら、今度は本物の番長が……というかＡＢＣって言ったけど三人いたの？　残り二人はどこへ消えたの!?」

『知らぬが仏じゃと思うがのう』

『ブァカだね！　怜生坊が構ってくれなくてすっかり臍へそ曲げちまってるよこの子らは！』

　共に武器形態となっているカボチャとカブが、燦さんと燐りんを揶や揄ゆするように笑う。

「はぁ？　だーれがお臍を曲げてるってのよ意味分かんないんだけどー？」

「むしろ口くち煩うるさい人がいなくなってこの世の春を満喫中ですよーだ」

　燦さんはカブの口を左右に引っ張り、燐りんはそっぽを向いて口を尖とがらせた。

「えっと、もうすぐ昼休みも終わるし、解放してあげたら？」

　氷魚が取りなすと、燦さんは「それもそっか」と、ペンシル型の携帯端末を操作する。

　ワンコールで駆け付けたのは、数人の男子生徒だった。

「押オ忍ス！　お呼びですか姐あねさん！」

「お疲れさまー。そいつも生活指導のとこに連れてって」

「容疑は校舎裏でこっそり喫煙です」

「了解っす！　アニキから受け継いだシマは俺らが守ってみせます！」

　小柄な男子が威勢よく言って、被疑者の不良生徒を連行していった。

「……いまの活いきがいい人たちは？」

「おじさんの舎弟」「自称ですけどね」

　見送ってから問う氷魚に、燦さんと燐りんは端的な答えを返した。

「この統率力は流石さすがというかなんというか、強敵だなぁ……」

　今後も〈鬼き神しん会かい〉で才能を発揮していくだろう燦さんと燐りんに、氷魚は末恐ろしさを覚えた。

「学生エージェントしてるヒオが言う？」「今日はそのお仕事ですか？」

　燦さんと燐りんは、そもそも氷ひ魚おがここに来た本題を促した。

「まあ、世間話くらいのね」

　一見地味なこの小こ沼ぬま地ち氷魚、実は〈水葬の王〉の眷けん属ぞくにして〈ミズチ〉のエージェントという愉快な裏の顔を持っている。

『まあ、お主の目的が抗争の回避にある限り儂わしらも無む下げにはせんよ』

『ブァカだね！　アンタは若い娘こに甘いだけじゃないか！』

　武器形態から小人形態に戻ったカボチャとカブが言葉を交わす。

「怜れ生お先輩、〈鬼き神しん会かい〉を統率できたみたいだね」

「そりゃあ見張ってるわよねー。まあ〈ミズチ〉に比べりゃ猫の額みたいな領土よ」

「ヒオちゃんの方は大丈夫なの？」

　燦さんが気軽に答えると、燐りんが氷魚の方にも近況報告を求めた。

「こっちは大荒れ。嫌いや味みじゃないけど、やっぱり閣下の負けが大きかったみたい。再戦を求める武闘派や、改革に反対する経営陣を、閣下が説得してるとこ」

　自分の属する結社の現状に、氷魚は溜ため息いきを隠せなかった。

「大所帯だと大変ねー。もっとやれ♪」

「でも、武闘派なる方々の規模は気になるところですね。敵の内乱は大きい方が……」

　歯に衣きぬ着せず敵陣営の混乱を望む燦さんと燐りんだった。

「幸か不幸か再戦を訴える勢力は少数だよ。やっぱり乙おと姫ひめ様が敗れたのが大きいみたい」

　氷魚の言うように、〈王〉の抗争において最大の切り札は、神霊だ。

　神霊は魔術の源泉──その一片を扱うことに四苦八苦する魔術師では、どう足あ搔がいても勝ち目はない。自分たちの守護神が相手の神霊に敗れたなら、それは完敗なのだ。

「いまや一いち文もん字じ卿きようどころか三女王まで睨にらみを利かせてるから搦からめ手ても難しい──ここまで勝ち目の薄い抗争に社運は賭かけられないっていうのが、こないだの緊急総会で出た結論」

　氷魚は〈ミズチ〉の考えを明かした後、神妙な面持ちとなる。

「それでも、やっぱり現場の魔術師は遣やる瀬せないんだよ。特に、招集はされたけど戦いに間に合わなかった人たちは」

　鳴なる海みは怜生との戦いで、各地の支社から兵を集めた。だが怜生の殴り込みにより最短で決着が付き、駆け付けた頃には負けていたという無念の戦力が発生してしまったのだ。

「決起しそうなの？」

「無む茶ちやはしないと思いたいけど、敵対結社から扇動するような動きもあるみたい。いざとなったらこっちで止めるけど、一応そっちでも警戒しておいてね？」

　燦さんの確認に、氷魚は表情を殺すように答えた。

「私たちに言われてもなー」

「いまやすっかり蚊か帳やの外ですし」

　燦さんと燐りんの拗すねたような返答を聞いて、氷魚は意外そうな顔をする。

「あれ？　……もしかして、怜れ生お先輩から、関かかわるなって言われた、とか？」

「ええそうよ文句ある!?　あのクソオジキ、人がせっかく助けてあげたのに！」

「この期に及んで『危ないから引っ込んでろ』とか言うし！　もう最低なんですよ!?」

　燦さんと燐りんは氷ひ魚おの両肩を摑つかんで前後に揺する。二人がかりのため氷魚の揺れは激しい。

「ごごごごめんっ、てっきり二人も何か役目があるのかとばっかり──」

「あーそー悪かったわねー、なーんも頼りにされてなくてー」

「もー過保護なおじさまのおかげですっかり窓際族でー」

　失言した氷魚の口は、燦さんと燐りんにより左右に引っ張られることになった。

　怜生が〈王〉で、鬼き柳りゆう家が新生結社となっても、燦さんと燐りんはあくまで堅気であり学生だということらしい。学生ながら眷けん属ぞくをしている氷魚の早とちりだった。

「しかもおじさんは神霊学部に行っちゃうし！」

「勉強とか修行とか蛇の世話ばっかりでお菓子作ってくれないし！」

「今頃あのスケベラミアが独り占めしてんのよーっ！」

「おじさまだって内心デレデレしてるに違いないんですよーっ！」

　涙目になって駄だ々だっ子のように手を振る双子に、氷魚は困り果てる。

　弟や妹ができて相手にされる時間が減った子供が癇かん癪しやくを起こすのにも似ていた。

「そ、それなら、例えば二人も神霊学部に編入してみるとかは？」

「できるわけないでしょ！　あそこがどんだけ難関だと思ってんのよ！」












「落第待ちの予備校生ですら普通の学校じゃ首席相当なんですよっ!?」

　決して無才ではないこの双子にして、神霊学部の門は狭かった。

「そ、そっか、やっぱり普通はそうなんだ……」

「ていうか、氷ひ魚おっておじさんを見張る役だったんじゃないの？」

「おじさまが神霊学部に行っちゃったら、動向を監視しにくくなるんじゃないですか？」

　指摘を受けた氷魚は、言い難にくそうに、

「あ、うん。だから私も、閣下に推薦状を書いてもらって、学期末に編入する、かも？」

　曖あい昧まいに笑って小首を傾かしげた氷魚に、燦さんと燐りんは目を点にした。

「ジャック」「ウィル」

「え、ちょ、ちょっと待って!?　そのジャイアント剣玉ちょっと待って!?　だってほら、私も一応〈水葬の王〉の眷属だし、これを期に本格的に勉強してこいって閣下が──」

「自慢かこのやろう！」「チートは撲滅です！」

「うわこの双子殺やる気だ！　だ、誰かっ、だれかーっ！」

　目を尖とがらせて鬼火鉄てつ槌ついを振り回す双子から、氷魚は昼飯抜きで逃げ回る羽は目めになった。




　その頃、神霊学部の屋外運動場に、怜れ生おと花か蓮れんはいた。

「いまこそ雪辱を晴らすとき！　準備はいいか鬼き柳りゆう怜生！」

　という武む藤とう直なお正まさは、制服の上着を脱いで、首や腰に競技用の防護触媒を装着している。

　エドァルドが提案した親善試合、その相手に立候補したのはやはり直正だった。

「ルールは公式剣闘技、武器あり、侶りよ魔まあり、防護魔術への部位負荷で『一本』の判定。負けたら昼飯おごり、だろ？」

　薄く笑う怜生の傍かたわらには、花蓮も「しゃーおらー！」と拳こぶしを突き上げていた。

「一本負けしたら飲み物も付けろ」

　直正はそう言って、ロッカーから持ち出してきた杖つえ型の魔術触媒を振るう。

　杖と言っても形状は木刀や棍こん棒ぼうに近く、警官や保安魔術師を中心に普及している。

　直正の持ち出したものは大ぶりで、野球バットを一回り膨らませた程度のものだ。

「武器を変えたのか？」

「公式試合じゃ規定で使えなかった伝家の宝刀だ。非公式試合だし、別にいいだろ？」

　どうやら直正は、野良試合をいいことに、競技用より強力な触媒を持ち出したようだ。

　そんな直正と怜生の対たい峙じを、観客席から生徒たちが見ている。

　立案者であるエドァルドも、椅い子すに足を組んで腰掛け、試合開始を待っていた。

『またバカ騒ぎを始めたみたいね、第五学級は』

　そんなエドァルドの傍そばに幻影画面が現れ、少女の声が呆あきれたように語り掛けた。

「アリス・カステラか。情報魔術師は耳が早いね」

　エドァルドが応じた通信相手は、アリス・カステラというらしい。

　端末で応じる前に通信が始まったことから、ちょっとした不正介入があったようだ。

『情報は黄金、それを知らないバカは神霊学部にいない。編入生が来るなら素性くらいは誰でも調べるし、その編入生の情報に加工の痕こん跡せきがあることくらい気付くわよ』

「やはりそうか。いやはや〈サイバー・アリス〉の異名も伊達ではないらしい」

『それダサくて嫌いだから止やめなさい。何より肝心要かなめの加工前が手に入らない。アイツ、かなり腕の立つ情報魔術師に保護されてるわよ』

　アリスの断言に、エドァルドは異論を挟まない。

　エドァルドも事前に怜れ生おについて調べ、同じ結論に辿たどり着いていた。

「だが鬼き柳りゆう怜生が出した『ボロ』にまでは保護者も責任を持てまい。ラシード青年はそれを期待した誰かに焚たき付つけられたのだろうね」

『で、私やアンタを含め観客席は大盛況。編入生には是非とも期待に応こたえて欲しいわね』

　アリスが呆あきれ半分に言うように、余興に等しい野良試合にしては観客が多かった。

（どいつもこいつも露骨にジロジロと……花か蓮れんの力は使わない方がよさそうだな）

　怜生も観客席を見回して、自分の立場を察した。

「行くぞ好敵手！　出いでよ相棒！」

　ただ一人、裏事情をまったく知らない武む藤とう直なお正まさが、侶りよ魔まを呼び出す。

　金色の体毛を生やす、手に乗りそうなほど小型の三頭犬が、足元に現れた。

　また可愛かわいらしい地獄の番犬だと思いきや、三頭犬は黄色い魔力光を帯びて大型犬ほどに巨大化、凛り々りしい面長の三頭犬となって着地し、直正の隣から三重の唸うなり声ごえを上げた。

「行け三さ武ぶ郎ろう！　十万馬力だ！」

　三武郎というらしい侶魔が、怜生を目指して飛び掛かったが、

「きゃー♪」

　音速で宙を飛んだ花蓮によって、逆方向へ連れ去られた。

「怜生さん見て見てー、ワンちゃんですよ!?　おっきなワンちゃん！　やっぱり飼うならこういうおっきな犬がいいですね！　もふもふ～」

　三頭犬は、花蓮の尻尾しつぽに巻かれて空中に拘束され、三つ首から悲鳴を上げる。

「三武郎ぉーっ!?」

「よーしいいぞ花蓮、そのまま禿はげるまでモフモフしてやれ」

「はーい♪　おお、なんだか電気がビリビリ出てますよこのワンちゃん！」

　帯電能力もあるらしい三頭犬だが、花蓮にはまるで通じていなかった。

「うそーん……」

　呆ぼう然ぜんと見上げていた直正に、怜生は攻撃を仕掛けた。

　怜生は瞬時に槍やりと生体甲かつ冑ちゆうを作り出し、念力格闘ＰＫＣで突進する。伸長する槍の高速突きを直正は「ぬお!?」と棍こん棒ぼうで払うが、槍の伸縮を活いかした怜生の連続突きが始まる。

「っと、よっ、たっ、はっ！」

　直正は小気味のよい声と共に、怜生の槍を避よけ、弾はじいていく。だが怜生の突きが直正の重心を誘導、左右どちらにも避けられない姿勢にさせ、棍棒を迂う回かいした槍が喉のどを突く。

「ふんぬ！」

　直なお正まさはリンボーダンスのように体を反そらし、怜生の突きを眼前で空振りさせた。

　だが怜れ生おの槍やりが変形。二ふた叉またの穂先が片方を横に向けて鎌かま槍やりの形状を取り、柄つかが捩ねじれる。

　柄が捻ねじれたことで、横向きになった穂先が回転、仰のけ反ぞった直正の喉のどを搔かきに行く。

　目を剝むいた直正は、仰のけ反ぞった姿勢から後方宙返り、片足で槍の柄を蹴けり上げた。

　穂先を逃れた直正は、宙返りから両手で床を摑つかみ、両足をカポエラのように振り回す。

　怜生が蹴り足を石突で防ぐと、直正は反動で遠ざかり、縦横に回転してから着地した。

「相変わらずの猿っぷりだ」

「お前の槍の蛇っぷりもな」

　距離を開けた怜生と直正が言葉を交わし、口角を引く。

　上空では花蓮が歓声を上げており、観客席からも純粋な感嘆の声が生じた。

「ぁ我流剣！」

　直正は念力格闘ＰＫＣでの踏ふみ込みから棍こん棒ぼうを薙なぎ払はらう。

　怜生は槍の柄で防ぎながら、返す刃やいばで足払い。直正はこれを飛び越え怜生の頭上へ。

「っよ！　渦巻き旋せん風ぷうぅ脚きやく！」

　空中で直正の体が旋回、棍棒・蹴り・踵かかと落おとしの三連撃が怜生を襲う。

　頭上からの攻撃だが、感知魔術を使えば頭上は死角にならない。怜生は直正の三連撃を穂先・柄・石突で受け流し、着地したところを狙ねらって薙ぎ払う。

「必殺──」

　直正が急に速度を上げて跳とび退のき、槍を空振りさせると、再び怜生へ迫る。

「高速移動でボコるの陣！」

　宣言通り、直正は怜生に高速のヒットアンドアウェイを仕掛けた。

（こいつの戦法は変わってない、基本は念力格闘ＰＫＣによる高速移動とアクロバット──）

　怜生は四方八方から来る棍棒を、槍で慎重に防いでいく。

　──武む藤とう直正は念力格闘ＰＫＣのスペシャリストだ。

　念力は触媒無しでも使いやすい魔術で、子供の玩具おもちやから老人の自助まで幅広く親しまれるが、武芸者がこれを使うと、まるで格闘ゲームのように理不尽な動きを披露する。

（武器は大きめの念力警棒、流派は日系魔ま杖じよう術じゆつの亜流）

　杖つえと聞くと貧弱に聞こえるかもしれないが、杖を用いた武術は古今東西に見て取れる。例えば、警官が警棒で犯人を取り押さえる逮捕術も、杖じよう術じゆつの一種と言える。

　そこに魔術を加えたのが魔杖術だ。

　念力の扱いに特化した警棒は、障壁を張って凶弾を防ぎ、不可視の念力で銃器を奪い、犯人を無血で捕縛する。この伝統武術と魔法技術テクノマギアの融合は、いまや魔術師の嗜たしなみだった。

（つまり、概おおむね定番だ）

　それゆえ、怜生は一撃も食らっていない。

　槍を演舞のように取り回して、振り回される棍棒を最小限の動きで逸そらしていく。

「ぜはぁ……！」

　息継ぎのために止まった直なお正まさに、狙ねらい澄ました一突き。穂先が脇腹の障壁を削った。

『テクニカルヒット』

　虚空に幻影画面が表示され、審判ＡＩが技ありを宣言する。

「……お前、なんかあったろ？　レベル上がりすぎ」

「まあ、色々な」

　泰然と槍やりを構える怜れ生おに、直正は冷や汗混じりの苦笑を向けた。

「んじゃあ、俺も新必殺技と行くか──三さ武ぶ郎ろう！　来い！」

　直正は棍こん棒ぼうを上段に構えると、花か蓮れんに捕らわれた三頭犬を呼ぶ。

　三頭犬の体が実体を失い、不意を打たれた花蓮の尾を脱出、金色の稲いな妻ずまとなって直正に飛び込む。直正の掲げた棍棒が、避雷針のように金色の稲妻を受け止めた。

（侶りよ魔まを憑ひよう依いさせた……！）

　怜生は気を引き締めなおす。

　稲光に包まれた直正の髪が金色に染まって伸び、耳が獣毛を生やして横に突き出る。

　獣人──もしくは人じん狼ろうめいたその姿は、金こん色じき三頭犬が憑依したことの表れだろう。

　直正は棍棒を両手で摑つかみ、頭上に掲げた。

　全身の魔力光が立ち上り、棍棒の内部へ蓄積され、棍棒内部から光線が迸ほとばしる。

　すると棍棒の先端部が縦に割れ、金色の魔力光が、巨大な光剣として放出される。

　全長一〇メートル以上の、プラズマと思おぼしき巨大な光剣を見上げて、怜生はもちろん、隣に降りてきた花蓮も口を半開きにした。

「奥義！　なんかすごく光る剣っ!!」

　ネーミングセンスに反して、振り下ろされた光剣の威力は絶大だった。

　轟ごう音おんと衝撃が吹き荒れ、光剣が落ちた床の切断面から、石材が左右へ飛び散る。

　閃せん光こうと爆発音を撒まき散ちらした光剣が消えると、大量の土煙と耳鳴りだけが残された。

　怜生はといえば、花蓮と共に、どうにかその圏外へと離脱していた。

「あ…………っ、アイツ馬鹿だ！　真性の馬鹿だ!!」

　怜生は我を忘れて叫び、振り下ろした姿勢で立っている直正を槍で指し示す。

「怜生さんっ、なんですかいまの!?」

「軍用の電磁魔術、魔力で作られたプラズマジェットだ……」

　直前に自分を抱えて脱出してくれた花蓮に、怜生は愕がく然ぜんとした顔色で言う。

「奴やつが持ってるのは棍棒じゃねえ、軍の魔動甲かつ冑ちゆうが大型魔獣に使う魔術兵器の『柄つか』だ！　あの野郎、ロボットアニメのビームサーベルを生身で振り回してやがる!!」

　複数の死線を潜くぐり抜ぬけてきた怜生ですら、本気で腰を抜かしかけた。

（冗談、だろ？　ここから先、あれを振り回すってのか？　兄貴より危険じゃねぇか！）

　金色の髪と獣耳を伸ばし、雷光の巨剣を振り回す直正の姿は、もはや立派な怪物だ。

　そんな直正が、怜生の方へ野獣のような眼光を向けると──

「ぐへ」

　力尽きたように、前へ倒れた。

　呆あつ気けに取られた怜れ生おと花か蓮れんの見る先で、直なお正まさの長髪や獣耳が魔力光に霧散していく。

『選手・武む藤とう直正、障壁・意識、共に喪失──勝者・鬼き柳りゆう怜生』

　競技用触媒が、怜生の眼前に画面を開いて勝利を宣言した。

「「……え？」」

　怜生と花蓮は、同時に声を出し、そして怜生はようやく気付く。

「もしかして……一発撃ったら燃料切れになる、のか？」

　一様に肩を竦すくめて微苦笑する同級生たちが、怜生の疑問を肯定していた。

『得るものはなかったわね。鬼柳怜生はボロを出さず、かといって大きな才覚も示さず、ただ腕っ節が強いと明らかになっただけ。結果として、評価は裏口入学生のまま』

　エドァルドに告げられたアリスの言葉に、他の観戦者たちも同意しただろう。

「さて、どうかな……」

『なにか分かったの？』

「情報は黄金なのだろう？　たまには登校したまえ。直接会えば分かることもあろう」

　エドァルドはそう言って通話を切り、席を立つ。

　ひとまず、親善試合の立案者として、怜生と直正の奮闘を労ねぎらわねばならない。観客席を出たエドァルドは、運動場へ続く狭い廊下に入り、人目がないのを確認して口を開いた。

「見ていたか、アドリアナ」

「無論じゃ、我が君」

　エドァルドが呼んだのは侶りよ魔まの名で、その侶魔は艶あでやかな女性の声と共に現れた。

　骨の透けて見える、褐色の美女が浮遊していた。

　瘦せすぎで骨が浮いているという意味ではなく、手足の肉が透明化しているのだ。

　マヤ文明を思わせる衣装に包まれた体は健康的な色香に満ちている。だが手足は胴から離れるにつれて小麦色を失い、肘ひじや膝ひざのあたりから、青白く輝く人骨へと変へん貌ぼうしていく。

　瑞みず々みずしい肢体と、サファイアブルーの美しい骨──溢あふれかえるような生命力に骨という死の記号を内包した、半人半骨の妖よう女じよがそこにいた。

「武藤直正の剣が、鬼柳怜生に振り下ろされるその直前、あの愛らしい蛇女が割り込んで雷剣を防いでおった。それも片手での」

「その後、契約者を運んで共に離脱する、か……君にはできるかね？」

「愛いとしい契約者のためとあらばやろう。じゃが玉の肌に傷が付くのう」

　アドリアナは尺しやつ骨こつと橈とう骨こつの透けた腕を上げ、手しゆ根こん骨こつ、中ちゆう手しゆ骨こつ、指し骨こつの透く手を動かす。

「冥めい界かい軍の将たる亜あ神しんの君より、耐久力や抵抗力で上ということか？」

「恐らくは竜種じゃろう、豊潤な生命力を感じた」

　アドリアナは骨の透く片手を頰ほおに当てて、期待の声音で花蓮を語る。

「我ら〈奈な落らくの玉座〉の情報力でも、ここ半月ほどの情報を加工された彼の『正体』は、ついぞ見抜けなかった。もしこの隠いん蔽ぺいが一いち文もん字じ卿きようの手によるものなら、詮せん索さくは危険だな」

　エドァルドはそう口角を引くと、何食わぬ顔で、怜れ生おと直なお正まさの元へ向かう。

「……どうやら、黄金以上の価値がありそうだ」




　そうして、当校初日の授業が終わった。

　気さくな直正は怜生を寄り道に誘ったが、まだ鬼き柳りゆう家や〈ミズチ〉を巡って忙しい身の怜生は断り、神霊学部の敷地を出口へと向かう。鬼柳家の送迎車が来ているはずだ。

　しかし怜生はその前に、人ひと気けのない木陰を探して、幹に手をつき体を支える。

「無理だ……なんだこの激辛学校、鳴なる海みはここを卒業したのかよマジ尊敬するわ……」

「はーい、よく我慢しましたねー。ご褒美にパフパフしてあげますよー♪」

　花か蓮れんが半人半蛇の姿で現れると、後ろから怜生の頭を抱き、後頭部を胸で包んだ。

「ありえねぇ、授業の難易度といい競争の激しさといい軍学校かここは。あー来るんじゃなかったー。強こわ面もてとボッチだけを気にすりゃよかった普通科に帰りてぇ……」

「気付かれない!?　いま私の女のプライドに盛大な傷が！」

　怜生は青少年にあるまじきことに、胸の感触にも気付かぬ様子で愚痴を続ける。

「えいっ、正面から！」

　前に回った花蓮は、怜生の顔を自慢の谷間に埋うずめたが、それでも怜生はもごもごと何か言い連ねる。花蓮は息の感触に悩ましい声を上げ、周囲の人目を気にして声を堪こらえた。

「さー帰らなきゃー、帰ったら灯とう矢や義に兄いさんの説教を聞きながら燈あかり義ね姉えさんの肩を揉もんで義父オヤツさんの稽けい古こで吐血しつつ燦さんと燐りんにスイートポテト作らなきゃ……」

「怜生さん端末貸してください！　すぐに『夫、鬱うつ』で検索しますから！」

　やつれた顔で歩く怜生に、花蓮が涙目で訴えると、その携帯端末から着信音が鳴る。

『先輩！　突然すみません、至急安全を確保してください！』

「氷ひ魚お？」

　応対するなり幻影画面に映し出されたのは、血相を変えた小こ沼ぬま地ち氷魚だった。

『先ほど〈ミズチ〉魔術師団の一部勢力が、連名で閣下に決別状を送りつけました！』

　疲労のせいか、氷魚の言わんとすることに、怜生はすぐ気づけなかった。

『彼らは、先輩たちと我々の和平に納得しない……敗北したことを受け入れられなかった一派です。決別状には、「果たせなかった役目を果たす」とありました。つまり──』

　ふと、花蓮が顔を上げ、額の前に星型の第三眼を出現させる。

　そして二つの方向を見比べると、通話中の怜生に声を掛けていいかどうか迷う。

『彼らは独断で、怜生先輩の暗殺に動いています！』

「怜生さん、後ろに誰かいますよ？」

　花蓮の報しらせで、怜生の背筋が凍り付く。しかし体は硬直させず、振り返る。

　──銀髪の死神が、大おお鎌がまを振り被かぶっていた。

　巨大な三日月形の刃やいばと、メタリックシルバーの柄つかが夕日に輝く。

　手にしているのは、中性的で整った顔立ちと、起伏ある曲線の、長身の美人。

　長い銀髪を靡なびかせ、ロングスカートの衣装に鎧よろいと膝ひざ当あてを付けた、美び貌ぼうの死女神だ。

　真後ろに現れたその死女神は──怜れ生おの知る人間だった。

「失礼いたします」

　死女神は、ヴィオラに弓を引くような声で言うと、大鎌を振り抜いて──怜生の頭部に飛来していた狙撃銃の弾を、大鎌で払い落とした。

　彼女が片手で掲げた大鎌は怜生の向こう側に入り込み、鎌の側面で狙そ撃げきを受け止めて、最小限の角度を加えて命中軌道から逸そらしたのだ。楽器のような音が鎌から響く。

　そして死女神は、バレリーナのように軽やかな足取りで怜生の横を抜け、射線を塞ふさぐ。

　──狙撃手は連射を選んだ。

　しかしその弾丸は、彼女の美貌へ近付くと、微細な『花弁』に包まれる。

　すると弾丸は、それこそ彼女の額から三十センチという距離で──反射された。

　狙撃手はスコープ越しにそれを見た。

　それは、ガラス細工のような白はく皙せきの美貌が光の花弁に包まれると、不意に己の額に衝撃を覚えて、夕焼けの街並みが血の色に沈んでいくという光景だった。

　彼女が用いたのは、障壁魔術だ。微細かつ大量の障壁が弾たまを反転させ、その背を障壁で瞬間・多重に弾はじき、ほぼ同じ速度で射手へと送り返したのだ。

　障壁魔術──敢あえて呼ぶなら『バリア』の技、守る力による絶技だった。

「狙撃手の排除を確認」

　夕焼け空に枯れ葉が舞う様を背景に、死女神が振り返る。

「襲撃者らしき魔術師三十八名、全て排除いたしました。そのため予定より二分の遅ち参さんとなりましたことをお詫わび申し上げます」

　怜生は、彼女が何を言っていて、何をしてきたのかを理解するのに、数秒を掛けた。

　三十八人を排除してきたと──つまり、学校の一教室に相当する人間を死傷させてきたところだと、顔色一つ変えず、彼女は報告していた。

「護衛結社〈切きり花ばな〉が近衛このえ騎士、切花白しら羽は、字あざなは鋭えい華か──」

　性別の垣根を失わせるような中性的美び貌ぼうを上げて、彼女、切花白羽は怜生に伝える。

「本日より、御おん身みの近衛を務めるべく参りました。何なに卒とぞ、よろしくお願いいたします」

　名乗られるまでもなく、怜生は彼女を知っていたし、覚えていた。

　後ろで見ていた花か蓮れんも、記憶に引っ掛かりを覚えたように小首を傾かしげている。

「切花、先輩……」

　やがて怜生の唇が、彼女の名前を呟つぶやいた。

　それは鬼き柳りゆう怜生にとって、生きた知人の中で誰よりも──『嫌い』な女性の名だった。






幕まく間あい






『では、心とはなんなのですか？』

『臓器です』

　心理魔術の開祖〈心眼の君〉は、かつて記者の質問にそう答えたという。

『必ずしも美しくはなく、時におぞましく思う瞬間もありますが、それは人が生きていく上で必要不可欠な己の一部。体と同じように大事にしなければいけません。自分のものも、そして言葉を交わす相手のものも』

　という続きの言葉は、すぐには浸透しなかった。

　つまり〈心眼の君〉は、これまでダイレクトな観測ができなかった『心』というものをレントゲン写真のように観測し、治療を施ほどこし、磨き上げるための技術を生み出したのだ。

　切きり花ばな白しら羽はが最も得意とする魔術とは、実は障壁でも大おお鎌がまでもなく、それだった。

「出で稽げい古こ期間も今日が最終日。修練の集大成となる戦いを期待します。来なさい」

　一年前──白羽は鬼き柳りゆう怜れ生おにそう促していた。

　当時彼は、切花家が得意とする植物槍そう術じゆつを学ぶため、家同士の縁で出稽古に来ていた。

　そしてこの日も、怜生は果敢に姉弟子へ挑み、完敗した。

「……これは、師弟関係が終わったから問うことなのですが」

　怜生が切花の門下を去る直前、礼儀として見送りに出た白羽は、彼に尋ねる。

「鬼柳くんの姿勢は実直で模範的でしたが、不可解な隔意を感じました」

　直言された怜生が目を瞬しばたたくと、白羽は言葉を付け足す。

「失礼、答え難にくいことを聞きました。それというのも、私は近しい者から『不気味の谷間』と皮肉られるほど愛想を知らぬ性分なので。今後〈切花〉の魔術師として務めるに当たり、顧客との関係構築を妨げぬよう改善に務めているところなのです」

　不気味の谷間とは、人形などが人間に似すぎると、かえって気味悪く感じることだ。

「何か、私に好ましからぬところが？」

「ええ、正直ちょっと気になることが」

　言いにくそうにしながらも、怜生は彼女のためと思って心中を明かす。

「先輩、心理魔術で情緒抑えてますよね？　それも日常的に。例えば……恐怖心とかも」

　指摘を受けた白羽は、眉まゆ一つ動かさず、怜生の指摘を吟味する。

「それは……何か問題があるのでしょうか？」

　そして、さぞ生き真面目まじめな自己分析をしたのだろう沈黙の末に、そう聞き返すのだった。

「俺に言わせれば、最悪です」

　怜生は言葉を選んだ上で断言し、白羽の前から立ち去った。

　同じ学院の生徒として会う機会はあったが、二人は実質ここで決別したのだ。

　その再会は一年後、お互いにとって予想もしない形で訪れる。

　即すなわち鬼柳怜生は〈王〉として、そして切花白羽は、〈王〉の近衛このえ騎士として。






第三話　サイボーグコンプレックス






「みきゃーっ!?」

　花か蓮れんの悲鳴と大きな物音で、怜れ生おはベッドの上から飛び起きた。

「どうした花蓮！」

　寝巻きのままで駆け付けると、半人半蛇の実体に怜生のワイシャツだけを着た花蓮が、キッチンに座り込んでいた。

「怜生さんこれ不良品ですよ！　せっかく私が旦だん那な様にモーニングコーヒー入れたげようとしたのに自爆テロしましたよ!?」

　花蓮は、挽ひき豆を散らして煙を立てる魔力式のコーヒーメーカーを指さした。

「花蓮……」

　物騒な事態でなかったことに安あん堵どしつつ、怜生は額に血管を浮かせて、

「魔力製品に神霊の大魔力ぶち込むなって教えたろうが！　魔ま石せきで動かすんだよ！」

「あうあうあうあう、すみません～」

　怜生は叱しかり付けながら、花蓮の顔や髪をタオルで拭ぬぐう。

「ふぁ～、おはよ～。なーにおじさんまた夫婦喧げん嘩か？　鈍器とか包丁とかいる？」

「ふぁ～、おはようございますおじさま。離婚届ならそちらの棚に……」

　騒ぎを聞きつけてやってきたのは、燦さんと燐りんだった。

　着き包ぐるみのような寝間着で現れた双子は、眼めを擦こすりながら事態を深刻化させようとする。

　いつもと変わらぬ朝に溜ため息いきを吐ついて、怜生は花蓮と双子に身支度させるのだった。

「久しぶりにマンションに戻ったのが昨日、花嫁修業を始めた我が家の大怪獣花蓮による被害報告。はい燐りんちゃん」

「蛇口・洗濯機・シャワーノズル小破。掃除機・ソファー・戸棚中破。お皿・八、カップ・六、窓ガラス・三、夫・一が大破──たった一日で当家の被害は甚大ですね」

「おい待て最後の家具扱いかよ？」

「わざとじゃないんです！　わざとじゃないんです～っ！」

　人型の幽体で正座した花蓮が訴えた。

「あー、駄目だわーこれ、お嫁さん検定マイナス一〇〇点満点だわ」

「もうそんじょそこらのＤＶ妻じゃ歯が立たないご活躍ですね♪」

「すーてーなーいーでーっ!!」

　燦さんと燐りんの意い地じ悪わるで、とうとう花蓮は怜生に縋すがりついて泣き出した。

「ちょっとずつ覚えてきゃいいさ」

　怜生は花蓮を宥なだめると、手早く台所を片付けて、朝食を仕上げる。

　怜生にとって料理は没頭できる趣味だ。多忙な日々だからこそ人任せにできない。

「──皆、荷物はきちんと送ったわね。今日から帰る先はこの部屋じゃなくなるわよ」

　朝食の席で、燈あかりが怜生たちに確認した。












「怜れ生おさんのご実家で、皆で暮らすんですよね？」

「ああ、このマンションの警備も優秀だけど、あの屋敷の方が防衛力あるからな」

　幽体料理を食べる花か蓮れんに、怜生が頷うなずいた。

「いま屋敷には鬼う柳ちの兵だけじゃなく〈切きり花ばな〉の魔術師もいて、ちょっとした要よう塞さいね」

　燈あかりが口にした〈切花〉で、怜生は先日の切花白しら羽はを思い出す。

「そうだよ……なんでよりにもよって切花先輩を……」

「あら、むしろ選よりすぐりよ？　護衛結社〈切花〉の名は怜生くんも知ってるでしょ？」

　もちろん怜生は知っているが、花蓮は当然知らない。

「凄すごいんですか？」

『要人警護を専門とする魔術師の結社じゃ。実績と実力は世界で五指に入るという』

『質の高い仕事をするためごく少数の依頼しか請け負わないっていうケチな連中さね』

　カボチャ男爵とカブ老婆が、幽体野菜のサラダを食べながら説明する。

「〈切花〉なら、おじさん出で稽げい古こに行ってなかった？」

「たしかあの変形槍そう術じゆつは〈切花〉に学んだんですよね？」

　燦さんと燐りんの声に、怜生は「まあな」と過日を振り返る。

「護衛結社〈切花〉は、妖よう精せい都市連盟に『いまこの人だけは絶対に死なせてはならない』と判断された人間を護衛しているの。国賓とか、重要案件の外交特使とかね」

　連盟から仕事を任されるほど、信頼が厚い結社ということだ。

「ひとまず今月末、怜れ生おくんが評議会に〈王〉と認められ要人保護法が適用されるまで、怜生くんを護衛してもらう契約になってるわ」

　一いち文もん字じ史し紀きが人脈を使い、鬼き柳りゆう家に〈切きり花ばな〉を紹介してくれたそうだ。

「白しら羽はさんはまだ学生ながら、切花家の魔術を全すべて修めている才さい媛えんよ。既に幾いくつか実績も上げているし、同じ学生なら学院内にも同行しやすいでしょ？」

　もちろん、彼女以外にも〈切花〉の魔術師がチームを組んで警護に当たる。

「その……〈切花〉を疑うわけじゃないんだが、鬼う柳ちの兵士たちじゃ駄目なのか？」

「んー、〈鬼き神しん会かい〉って町や施設の対テロ警備が基本で、要人警護となると〈切花〉には劣るのよね。一文字卿きようの紹介は断りにくいし、昨日の件で実力も証明されちゃったし」

　確かに、白羽が来なければ怜生は危ないところだった。

　頭を狙そ撃げきされて治癒魔術を使ったら〈王〉だと露見したかもしれない、という意味で。

「そりゃ〈切花〉の仕事ぶりに不満はないさ。ただ、同じ〈切花〉でもあの人とは──」

「合わない？」

「正直」

　燈あかりの言葉に怜生は即答した。花か蓮れん・燦さん・燐りんが、揃そろって珍しげに眺める。

「合わないってなにが？」「体の相性がとか言ったらドツき回しますよ？」

「いや、死生観が」

　燦さんと燐りんへ答えた怜生に、花蓮は意味が摑つかめない様子だが、燈は漠然と察して微笑ほほえんだ。

「生あい憎にくと風俗じゃないから、チェンジはできないわよ？」

「そういう意味ではノーチェンジなんだが……」

「怜生さん？」

「健けな気げで可愛かわいい嫁さんがいるから間に合ってる」

　笑顔のまま背景に炎を広げた花蓮に、怜生は言葉を足して九死に一生を得るのだった。




「おはようございます、鬼柳様」

　切花白羽は、鬼柳家の送迎車の前で待っていた。

　大魔学院の制服姿で、短めの銀髪がシャープな印象を与える。

「おー、黒塗りの送迎車と美人の護衛さんだー」

「なんだかＶＩＰになった気がしますね♪」

　白羽がドアを開いた車内へ、燦さんと燐りんが嬉き々きとして乗り込んでいった。

「世話になります、先輩。あと、鬼柳様は止やめましょう。出で稽げい古この頃と同じで」

　出稽古のときは気まずい別れになったが、姉弟子という比較的身近な存在だった相手に様付けで呼ばれることを、怜生は好まなかった。

「では、失礼ながら『鬼柳くん』と」

　白羽は怜生の胸中をそつなく察して呼び方を改めると、花蓮にも挨あい拶さつする。

　その振る舞いは迎げい賓ひん館かん職員のように気品と礼節を保っており、非の打ち所がない。

「まずは、先日の失態をお詫わび致します。襲撃者への対処が遅れ、護衛対象の前に凶弾を届かせるなど、護衛結社にあるまじきことでした」

　動き出した車内で、白しら羽はは几き帳ちよう面めんに陳ちん謝しやした。

「聞けば襲撃は〈切きり花ばな〉が護衛依頼を受けた直後で、〈鬼き神しん会かい〉との情報共有も不十分な段階に起きたとか。少なくとも、先輩は自分の役目を完かん璧ぺきに果たしたと思います」

　怜れ生おはそうフォローしておいた。

　話す間に車は動き出し、地上をしばらく走った後、力系魔術の誘導路である光線道路に沿って上空に舞い上がる。赤あか枝し宮みやの景観と、同じような飛行車が車窓に見えた。

「そういえば切花さん、髪切っちゃったんですか？　綺き麗れいだったのに」

「いえ、これは元々の長さです」

　白羽は、花か蓮れんに指摘された銀髪に軽く触れる。

　昨日、怜生を守ったときは腰まで届く長さだった銀髪は、いまは首筋までしかない。

「明めい仙せん」

　白羽が呼ぶと、花の妖よう魔まが空中に姿を現す。

　半人半花──鈴すず蘭らんのような白色の花弁をスカートにした、小人型の侶りよ魔まだった。

「うわっ、可愛かわいい～」

　花蓮に続いて、燦さんと燐りんも興味を示す。その横ではカボチャ男爵が姿を現すと、対抗するように愛くるしいポーズを取り、隣のカブ老婆にステッキで頭を叩たたかれていた。

「私の侶魔、名は明仙と申します。魔術戦の際は頭髪に憑ひよう依いさせ、ウィッグのような形となります。奥様がご覧になったのは、その時の姿でしょう」

「やだもう奥様だなんてそんなぁ、もう百回！」

　奥様と呼ばれてご満悦となった花蓮だが、燦さんと燐りんは白羽に挑むような笑みを向ける。

「でもさー、こんな『きゃわいい♪』な侶魔で大丈夫なの？」

「炎属性としては、植物系に強さを感じられないんですよね」

「そりゃ俺への当てつけか？」

　怜生が微苦笑しながら尋ねたが、双子の露骨な侮りは隠せない。

「護衛結社〈切花〉の名に懸かけて、依頼主の期待に応こたえましょう」

　白羽は、酔すい漢かんを相手取る熟練の接客業さながら、顔色一つ変えず答えてみせた。

「その〈切花〉の腕前がいまいち伝わんないのよねー。強いて言えば、出で稽げい古こに行ってたおじさんがあんま強くないことくらい？」

「後は昨日、おじさまへの襲撃を未然に防げなかったことくらいですね。やっぱり相手が〈王〉の結社となると、世界屈指の護衛結社も抗しきれないんでしょうか？」

　燦さんと燐りんは立て続けに煽あおる。花蓮が剣けん吞のんな気配を察して、白羽と双子を見比べた。

「私が若輩ゆえご不安を招いているかもしれませんが、〈切花〉は有形無形を問わぬ最大の力をもって依頼者をお守りいたします。ご安心ください」

　揺るぎなく答えた白羽に、燦さんと燐りんが期待した反応は表れなかった。

『〈切きり花ばな〉の妖よう精せい人じんは、妖よう魔ま界の宝石樹界に住む〈近衛このえの花〉という妖魔に由来する』

　怜れ生おが双子を叱しかる前に、カボチャ男爵が厳かに語り始める。

『鋼の木々が宝石の花を咲かす典てん雅がな世界に生まれた〈近衛の花〉は、身を守る術すべがない弱き妖魔に寄生して栄養を得る代わり、刃やいばのように鋭い花弁で外敵から守るという生態を持っておった。その美しさと鋭さを買われ、〈王〉の身を飾ることさえあったという』

『ブァカだね！　うちの小僧にはもったいないくらいさね！』

　カブ老婆も続き、燦さんと燐りんが凍らせかけた車内の空気を変えた。

　白しら羽はも「そのようなことは」と、鬼火たちの世辞に謙けん遜そんする。

「間もなく到着ですね」

　白羽がそう言ってすぐ、飛行車が走る光線道路が降下していき、大魔学院の立体駐車場屋上へと着地して、一階の降車場に到着してから扉を開く。

　白羽が先に降り、几き帳ちよう面めんに安全を確認してから、怜生たちに降車を促した。

「じゃあ、こっからは別だな。お前らも一応周りに気を付けろよ？」

「「はーい」」

　怜生に続いて燦さんと燐りんが降りる。怜生が神霊学部に編入したので、ここから別行動だ。

「あ、そうだおじさん。これなんだけど」

　燦さんがふと思い出したように鞄かばんへ手を入れ、怜生を呼び止める。

　怜生が振り返ると、燦の引き抜いた拳銃が、白羽の手によって摑み取られた。

「僭せん越えつながら、ご冗談が過ぎるかと」

　燦さんの凶行と白羽の早業に、怜生と花か蓮れんは目を瞬しばたたいた。

「……ま、腕が確かならいっか」

　燦さんが拳けん銃じゆうを上に向けて引き金を絞ると、銃口から花の妖魔が飛び出しケタケタと笑う。幻術を使った玩具おもちやだ。それを確認した上で、白羽が燦さんの手を離す。

「燦さん！」

「はいはい。じゃあねおじさん、次は知り合いに銃向けられても固まっちゃダメだよ？」

「私も失礼します。おじさまのことお願いしますね、サイボーグさん♪」

　燦さんが怜生の声を聞き流して歩き去り、燐りんは白羽に目を細めた笑みを残していった。

　サイボーグ？　と花蓮が白羽を見る。額の前に第三眼が現れて観察するが、白羽の体に機械のパーツは感知できず「どこに？」と首を傾かしげた。

「……うちの姪めいっ子こがモンスターですんません」

「いいえ、突然現れた私を警戒するのは、ごく当然かと」

　怜生が詫わびると、白羽は気にした風もなく微笑した。

　そういうところが原因なのだと、怜生はいまさら指摘しなかった。




　さて、先日は手荒い歓迎を受けた怜生だったが、得るものはあった。

　武む藤とう直なお正まさとエドァルドという級友だ。

「おっはよー怜れ生お！　おおう、なんかえらい別べつ嬪ぴんさん連れてるな」

「見目麗しさもさることながら、腕が立つと一目で分かる。護衛かね？」

　直なお正まさは昨日の親善試合から、怜生のことを名前で呼んでいた。

「護衛の切きり花ばな白しら羽はと申します。依頼を受け、鬼き柳りゆう様の身辺警護を預かる者です」

　白羽はそんな二人に向けて一礼した。花か蓮れんは既に霊体化して姿を消している。

「護衛？　怜生ってそういう坊ちゃんだっけ？」

「実家が傭よう兵へい結社でな、まあ悪いことしてるわけじゃないが、恨みは買う」

「んでちゃっかり美人のガードを注文したと。ズルいぞ！　誰か俺に脅迫状を送れ！」

　直正は嫉しつ妬とを隠さなかったが、怜生はむしろ感心する。

　怜生の説明は、危険を感じて距離を置かれても仕方のない発言だったからだ。

「切花とは、かの護衛結社〈切花〉の嫡流ということでいいのかね？」

「はい──〈切花〉の保安魔術師となる前の『研修』を兼ねて、親交のあった鬼柳家からお話をいただき、近衛このえの任を務めさせていただいております」

　エドァルドが軽い驚きを示すと、白羽は予あらかじめ決めたマニュアル通りに説明する。

「護衛結社かぁ、暗殺結社のエドとは逆だな」

「暗殺結社？」

　直正の口にした穏やかならぬ単語で、怜生は思わずエドァルドを凝視する。

「〈奈な落らくの玉座〉──人質救出などの特殊作戦を専門とする保安魔術結社だ」

「ああ、なるほど、確かにうちと同業だな」

　護衛結社や傭兵結社とは特技に応じた呼び分けで、どれも分類上は保安魔術結社だ。

「〈奈落の玉座〉といえば、特殊作戦行動を多く成功させていると仄そく聞ぶんします。その手の作戦はスマートに行うほど暗殺者めいていくため、暗殺結社と呼ばれるのでしょう」

　今度は白羽が、エドァルドの方に感心の目を向けていた。

　彼の結社は、いわゆる『特殊部隊』の仕事を民間でやっているらしい。

「にしても〈奈落の玉座〉とは仰々しい社名だな」

「〈箱舟〉で妖よう魔ま界を逃れる前は冥めい界かいの王族だったそうだ。いまとなっては歴史と由来が取り柄で、個人の武勇しか売りにできず、連盟に端はした金がねで飼い慣らされている番犬さ」

　どこか悲劇ぶった口く調ちようで語るエドァルドに、怜生は反応に困る。

　確かに〈箱舟〉での大移動後、妖魔界では大国の住人だった者たちが零れい落らくしたり、辺境異界の妖よう精せい人じんたちが隆りゆう盛せいしたりといった、妖精人同士の下克上が起きたと聞く。

「ちなみにガチだぞ？　こいつたまーに包帯とか眼帯とかこれみよがしに付けてくるけどどんな死闘があったのかは教えてくれねーんだ」

「連盟の闇やみに関かかわる仕事ばかりだ、知らぬ方がよい。さあ、遅刻する前に行くとしよう」

　直正が気楽に語ると、エドァルドは詮せん索さくを避けるように校舎へ進む。

「……いまのは、そういう『設定』ってわけじゃないよな？」

　怜生はそんなエドァルドに、十四歳前後に患う「あの病」の気配を感じて確認する。

「そうそれ、曰いわく深しん遠えんなる冥めい府ふの王族の末まつ裔えいだとか、曰く十三柱の亜あ神しんたちを受け継いでいるとか、そういうあれな設定が全部ガチなのがアイツの厄介なとこだ」

「俺が言えたことじゃねぇけど、濃い面子めんつが揃そろってんな、神霊学部……」

　そんな話をしているうちに、怜れ生おたちは校舎のエントランスに到着した。

「鬼き柳りゆうくん」

　唐突に、しかし自然な足取りで、白しら羽はが前に出て怜生の歩みを制止する。

　直後、白羽の眼前に魔力光が火花のように一瞬散る。何かの魔術が交錯したのだ。

「情報魔術による端末への不正介入です。付近に情報魔術師がいます」

　いわゆるハッキングを仕掛けられ、白羽がそれを防いだのだと、怜生は理解した。

「あら、いい防壁持ってるじゃない」

　そして、情報魔術師は自ら姿を現した。

　可か憐れんな金髪の少女だ。初等部を卒業した程度の背丈だが、整った顔立ちと長い手足は、十人が振り返る美女となることを保証している。

　特徴的なのは周囲に浮かぶ多数のカードだ。札状の発光体が延べ五十二枚、輪を描いて少女を囲んでいる。薄く浮かぶ絵柄は、定番のトランププレイングカードだった。

（幻影画面、じゃないな。札型の……『群』の侶りよ魔まか）

　侶魔には稀まれに『群』で一人の魔術師と契約するものがいる。彼女がその例だろう。

「お、アリスじゃん。登校してるとか珍しいな」

　直なお正まさが珍しげに見た少女はアリスというらしい。実に名前通りの容姿だ。

「まあ、最近一見に足る新顔が増えたみたいだし。そうでしょ？　裏口さん」

「鬼柳怜生だ。つうか出会い頭に人様の端末クラっておいて他に言うことねぇのか」

　怜生が眉まゆ根ねを寄せると、強こわ面もての圧力にアリスが気け圧おされるが、すぐに表情を取り繕う。

「ふ、ふんっ、甘いわね。こういうのは被害者か加害者どっちかの端末に証拠がなければ証拠不十分なのよ！　この私がそんなヘマするわけ──」

　アリスが強がるように胸を張ると、その手の端末が高い警報音を鳴らし始める。

「え？　噓うそっ!?　ちょっと待ってなにこの攻勢防壁!?　どこの変態が組んだのよこれ！　や、待って、せめてこの端末だけ！　本体は駄目っ、家の親機だけは許して！」

　端末からは多数の画面が投射され、その全すべてに赤い警告文が点滅していた。

「……あれは、切きり花ばな先輩が？」

「いえ、私は介入を防いだだけです。鬼柳家の防壁では？」

「あー、そういや螢けい義ね姉えさんに端末ごと改造されたんだった……」

　怜生の耳にあるカフス型端末は、曲がりなりにも警備会社である鬼柳家に加え、いまは〈切花〉と〈大図書館〉にまで守られている。下手に介入すればあの様ざまだ。

「ああもう！　クラブのＫキング！　遮断して！」

　アリスを囲んでいた札型侶魔の一枚が、稲いな妻ずまのように端末へ飛び込む。すると画面から警告文が消え、端末の警報音が止まった。どうやら被害を押おし止とどめたらしい。

（情報体の妖よう魔まか……）

　実体らしい実体を持たず、高い演算力などを誇る種類の妖魔だ。

「あ、危なかったぁ……もう！　なにしてくれんのよ！　危うくうちのサーバールームを自爆させるとこだったじゃない！」

「こっちの台詞せりふだよ。あと自爆機能付きの個人サーバー持ってるお前も相当おかしいよ」

　本格的な情報魔術師はそれをすると聞くが、だとしてもアリスの自業自得だ。

「さて……僭せん越えつながら、いまの逆介入で『証拠』は充分かと存じますが？」

　職務に忠実な白しら羽はは、冗談で流したりはせず、アリスを追及し始める。

　ハッとしたアリスは、なんと板状端末を口に放ほうり込み、音を立てて嚙かみ砕くだいた。

　そして、まるで嫌いな野菜を頑張って食べる子供のように咀そ嚼しやくした後、吞のみ込こむ。

「ぷはっ、どう？」

　金髪を払ってドヤ顔をするアリスに、怜れ生おはもちろん流石さすがの白羽も啞あ然ぜんとしている。

「いや待て、普通に考えて喉のどとか腹とかえらいことになるぞ？」

「心配は無用よ！　こんなこともあろうかと食べられる素材で作ってあるもの！　丸一年掛けて試行錯誤したから間違いないわ！　さーて、どこに証拠があるのかしら？」

「バカの証拠をしかと見た！」

　とんだポンコツハッカーとの出会いに、怜生は声を荒げた。

　その様子に、エドァルドが笑い声を零こぼし、改めて彼女を手で示す。

「紹介しよう。彼女はアリス・カステラ、幻影通信事業で知られた結社の子女であり、この神霊学部で『微妙な情報屋』として知られる才さい媛えんだ」

「うっさいわよ極貧暗殺結社、端末起爆するわよ？」

　エドァルドに紹介されたアリスは、怒りの矛先をそちらに向けた。

「一いち文もん字じ卿きようの肝きも煎いりである鬼き柳りゆうくんを探りに来たようです。秘密裏に排除しますか？」

　こっそり尋ねた白羽に、怜生は冷や汗を搔かいて断る。

「あー、何を調べたかったのかは知らんが、別にそう大したもんじゃないぞ、俺は」

　アリスの疑念を晴らすため、怜生はマニュアル通り編入の経緯を説明した。

「──つまり、アンタ自身じゃなく侶りよ魔まが評価されて、一文字卿から声が掛かったの？」

「オフクロがここの生徒だったらしくてな。神霊を目指して鍛えられてた花か蓮れんがつい最近急成長して、それが一文字さんの目に留とまったんだ。もう一度磨けば或あるいは、ってな」

　怜生が既に〈王〉であることは当然隠したが、アリスにはそれでも衝撃的だった。

「……それは、アンタは〈王〉になるためここに来たって解釈でいいのかしら？」

「まあ、目標としてはな。神霊学部ってそういう場所じゃないのか？」

　逆に問いかけると、アリスだけでなく、聞き耳を立てていた他の生徒も沈黙する。

　怜生が周囲を見回すと、直なお正まさだけは「言うじゃねえか」と痛快そうに笑っていた。

「……才能の残酷さを知らないのって、幸せよね」

　アリスがどこか同情気味に笑うと、周囲の生徒からも失笑や溜ため息いきが生じる。

（まあ、そこらのボンクラが〈王〉になるなんて言えば当然か）

　怜れ生お自身、実際〈王〉でなければ、エイプリルフールでも口走らなかっただろう。

　悪い空気を察した白しら羽はが、怜生に移動を促そうとする。

「偉大な意志の力なしに、偉大な才能などというものはない──だったか」

　そのとき、エントランスホールに厳かな声が響く。

「貴族気取りで暴飲暴食を重ね事業に失敗し、妻に多額の借金残してくたばったオノレ・ド・バルザックの言葉だ。卿けいら、私が何を言いたいか分かるか？」

　靴を鳴らして歩いてきた長身瘦そう軀くに、全員が驚きに目を見開いた。

「才能なんぞどんなクズでも大なり小なり持ち合わせているもので、どんな阿あ呆ほうでも賢さかしげに語ることができるということだ。重きを置いている時点で程度が知れる」

　長い銀髪を揺らして、洒落しやれたレディーススーツに身を包んで現れたのは──詩し乃のだ。

「詩乃様!?」「理事長！」「一いち文もん字じ卿きようの？」「大図書館の王妃か……」

　アリスの驚く声を皮切りに、ホールにいた生徒たちが騒然となる。

「理事長？」

「詩乃様は、一文字卿と共に記録魔術の開発を行う傍かたわら、大魔学院にご入学され瞬く間に複数の学位を取得、現在は学院の理事長を務めておいでです」

　目を丸くした怜生に、白羽がこっそり伝えた。

「王妃殿下、ご連絡くだされば案内に！」

　連絡を受けた職員が、慌てて駆け付けて、頭を下げる。

　そこからは騒然となった。学内から次々と重職が現れ、生徒の中から著名な結社の関係者が出てきて自己紹介をする。儀礼的な敬礼を行う生徒もいた。

　当の詩乃はと言えば、ぞんざいな口く調ちようながら応対はしている。

「な、なんだか凄すごいですね、詩乃さん……」

「神霊って言えば、ある意味〈王〉よりも目上だからな」

　幽体で姿を現した花か蓮れんが驚きよう嘆たんする。混雑で直なお正まさたちともはぐれてしまった。

　魔術師は〈王〉と神霊の化身へ信仰にも近い畏い敬けいの念を向ける。それは、数多あまたの異世界から民を搔かき集あつめられた妖よう精せい都市連盟を一丸とするため、企図して作られた精神文化だ。

「鬼き柳りゆうくん、王妃様からの言こと伝づてです。次の授業を公欠扱いとするので、話がしたいと」

　白羽が怜生に伝える。彼女の傍そばには〈大図書館〉の職員がいた。

　どうやら詩乃は、怜生と花蓮に何らかの用があって来たらしい。

（こんな電撃訪問してまで？　割と慌てて呼びに来たってことか……）

　そう察した怜生たちが案内されたのは──神霊学部の校舎にある一室だった。

　壁一面がグラフィックボードとなって、いまは水族館のように熱帯の海を映している。

「──〈青の医術師団〉が、赤あか枝し宮みやに潜入した」

　突然の『視察』を終えてきた詩乃のそんな発言に、怜生たちは異なる反応を示す。

　怜生は目を見開き、花蓮は疑問顔、白羽は表情を変えない。

「医術師団？　お医者さんなんですか？　ＮＧＯ的な？」

「一応、そういう活動もしてはいる……」

　花か蓮れんの問いを怜れ生おが肯定すると、詩し乃のが失笑しながら、生き字引ぶりを披露する。

「〈青の医術師団〉とは、医療技術は全世界に共有されるべきという大義を掲げながら、人造人間といった倫理禁きん呪じゆや各結社の術式盗用などを重ねる国際禁呪結社です。そして、私や夫の〈大図書館〉とは不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきでもあります」

　禁呪を保管し、野放図な技術の流通を防ぐ〈大図書館〉の逆を行く者たちだった。

　白しら羽はが口を開き、補足する。

「〈青の医術師団〉は世界各地に潜伏先を持っており、一部地域では違法結社とされずに堂々と看板を掲げて診療所を開いています。表向き禁呪結社として非難する人類各国も、国内での摘発に熱心ではなく、むしろ匿かくまっていることは、公然の秘密と言えるでしょう」

「なんで逮捕されないんですか？　賄わい賂ろとか？」

　花蓮は安易な発想を口にしたが、詩乃は皮肉げに笑った。

「ええ、かなり多額の。なにせ〈王〉や連盟による法外な術式特許の使用料を支払わず、また二次利用を防ぐ措置もされていない新鮮な魔術を無償で提供してくれるのですから。つまり、人類各国は連盟から魔術を盗む手段として〈青の医術師団〉を支援しています」

　よく連盟側から指摘され、人類各国では詳しく語られないことだ。

　詩乃が幻影画面を虚空に開き、事件の記事を表示させる。

「再生医療を目的とした人造人間の技術による人間爆弾、壊え死し細胞の再活性化を目指した有機魔術によるゾンビパニック、癌がんとの共生や老化の遅延を志した医療魔術から発生したミュータント騒動など、旧時代の絵空事めいたことは大概やらかしている連中です」

「結構ガチで悪の結社ですね！」

　ガチもガチ、半世紀の歴史を持つ大御所の禁呪結社だった。

「その〈青の医術師団〉が、いまこの時期に赤あか枝し宮みやを訪れるということは……」

「ほぼ確実に、卿けいの情報を摑つかんでのことだろう。情報経路は〈青の医術師団〉を支援する人類各国、今回は赤枝宮に最も近い日本国・京都内閣綜そう合ごう情報対策局からと思われる」

　詩乃は怜生の考えを肯定し、国家を容疑者に挙げた。

「日本は……というより人類各国は、既に俺が〈王〉だと？」

「もしや、という程度であろう。その確信を得るため〈青の医術師団〉を使う気だ」

　禁呪結社だけでなく国家が絡んできていると聞かされ、怜生は息を吞のむ。

「先日夫も言ったが、列強は卿を狙ねらう。これはその最初の一手だ」

「……そういえば、いま一いち文もん字じさんは」

「積年の宿敵である〈青の医術師団〉が、赤枝宮という自分の縄張りにやってきたのだ。らしくもなく自ら動き潜伏先をあぶり出している。代わりに、私が警告に来たわけだ」

　一文字史し紀きは、既に〈青の医術師団〉と情報戦を始めているらしい。

　中立姿勢の〈大図書館〉だが、相手が禁呪結社となれば話は変わるようだ。

「相手はまだ鬼き柳りゆうくんを〈王〉と断言しきれておりません。下手に確信させればそれだけ本腰を入れてきますが、確証を与えなければ踏ふみ切れないでしょう」

　白しら羽はがそこで人類各国の考えを読み、怜れ生おに微笑する。

「〈青の医術師団〉が現れれば、我々〈切きり花ばな〉と〈鬼き神しん会かい〉の魔術師が排除いたします」

　近衛このえ騎士として、白羽は怜生と花か蓮れんに断言してみせた。

「さて、ここからは余談になるが、卿けいらを急ぎ呼び出した理由は他にもある」

　詩し乃のが目を向けると、壁の一面が映像を映し出す。

　広い空間を見下ろす映像で、先日に燦さんと燐りんが入っていたようなカプセルベッドが多数、その周辺に神霊学部の生徒たちが見えた。

「あの設備は……」

　機械で作られた壮そう麗れいな卵型の玉座、といった風情の装置に、怜生たちが目を向けた。

「契約魔術の触媒だ。〈王〉を志す魔術師が、神霊との契約を試みるために使う」

　詩乃の説明で、怜生は映像に目を凝らした。

　直なお正まさやエドァルド、アリスの姿も見当たる。

「既に〈王〉である卿には無用のものだ。むしろあれを用いると『王以外にありえない』という測定結果が出てしまう。今回は私と共に見学という形にしてほしい」

　事情は理解したが、怜生は級友たちから目を離せない。

「あの卵みたいなのに入ると〈王〉になれるんですか？」

「あれは人間界から妖よう魔ま界へと魔力経路を伸ばし、何いずれかの神域を魔術師と侶りよ魔まに結びつけるための触媒です。〈王〉になれるか否いなかは、魔術師と侶魔次第」

　怜生の知る限り、自分を除けばここ数年は新たな〈王〉が現れていない。

「この契約は、魔術師と侶魔への魔力負荷も大きくなるため、段階を設けて行われる」

　妖魔界は、天変地異以降、宇宙規模の魔力が渦巻いているという。

　そこに契約という魔力の経路を結べば、針先の一滴ほどのつもりでも莫ばく大だいな魔力負荷が襲いかかる。その怖さは怜生も身をもって学んでいた。

「第一段階では、意識が人間界から脱して妖魔界を俯ふ瞰かんする。第二段階では特定の異界にたどり着く。そして第三段階で、いずれかの神格と接触する──」

　見ていた先では、直正やエドァルドたちが『玉座』に入っていく。

「その段階を全すべて踏破しても、〈王〉となれるかは神に委ゆだねられる。〈王〉を作るための方法論は実のところほとんど確立されていない。天恵のような才能、鬼神のような努力、誰にも真ま似ねできない特技などを兼ね備えても、選ばれない者は選ばれないのだ」

　才能でも、努力でも、一芸でも、その全てがあっても、〈王〉になれるわけではない。

　どれも足りなかった怜生が〈王〉となったのが、皮肉な証拠だった。

「そんな領域に人間を放ほうり込むのだから、やっていることは人ひと身み御ご供くうとさほど変わらん。ならせめて、王座に挑んでも死なぬ者を厳選するしかない。神霊学部とはつまりそういう場であり、あの装置も、危険を察知すれば中断させる『命綱』でしかないのだ」

　直なお正まさがカプセルから出て目を回しており、アリスが悔しげな顔でリタイヤしていた。

「あんなに頑張ってるのに……」

　花か蓮れんが素直な同情を口にして、怜れ生おは思わず目を逸そらした。

　彼らを自分が〈王〉として見下ろしていることに、怜生は吐き気すら覚える。

　白しら羽ははその様子に気付いたが、護衛の自分には口を挟めないものとして、控えていた。

「下を見て同情に顔を歪ゆがめてはならない。上を見て難関に歯を食いしばりたまえ。それが追い越した者たちへの誠意だ──と、夫から言こと伝づてを預かっている」

　怜生の胸中を予知していたような史し紀きの伝言に、怜生は驚いて顔を上げた。

「怜生さん？」

「ああ、大丈夫だ」

　心配していた花蓮の頭を撫なでた怜生に、詩し乃のは微笑する。

「話を戻すが、あの神霊契約は毎回全員の失敗で終わる。だが失敗するにしても、先ほど述べた段階をどの程度踏ふめるかで、魔術師としての性能は計れる」

　それゆえ神霊学部では、この実技の結果を重要な評価項目としているという。

「第一段階で逸材、第二段階に届けば〈王〉の眷けん属ぞくにも招かれる、第三段階ともなれば、世界中の分校を見渡しても数えるほどしかいないが、〈王〉になるかもしれない人間だ」

　気がつけば、生徒たちの中で契約魔術を継続しているのはただ一人。

　時間経過と共に段階が上がるなら、その一人こそ、この学部で最も優秀な生徒だろう。

「卿けいを除いた上で、この学院で最も王座に近いのは──」

　最も長く稼働していた玉座が開き、内部にいた生徒が降りてくる。

「あのエドァルド・マルチネスと、亜あ神しんアドリアナということになる」

　褐色の肌の美男美女が、周囲の注目を浴びながら、神妙な面持ちで息を吐ついていた。

「……首席だったのかよ」

　怜生は、どことなく納得が行かない顔で、思わず呟つぶやいた。




　詩乃と別れ、迎えた昼休み。怜生は直正・エドァルドと共に昼食を取る。

「鬼き柳りゆうくん、お弁当をご用意させていただきました」

「あ、それじゃあ私は『あーん』してあげます♪」

　白羽と花蓮が言うと、安物の蕎そ麦ばを食っていた直正が、箸はしを落として音を立てた。

「右手にスイートな赤毛の爆乳娘さん、左手には従者属性の銀髪美人、そして当然の如ごとく手作り弁当を振る舞われ、挙句の果てに公衆の面前ではいあーんテロに及ぶ──」

　直正は何やらオーラを立てながらゆらりと立ち上がり、怜生を指差す。

「そのリア充、爆死に値する!!」

「リア充ってなんだ？」

「知らん！　爺じいちゃんから聞いた！」

　直正も意味はよく分かっていないようだが、言わんとすることは伝わった。

「失礼いたしました。お邪魔にならぬよう控えさせていただきます」

「うぅ、怜れ生おさんをお友達から孤立させるわけには、我慢します！」

「いやいいよ！　俺が悪者になるくらいなら存分にイチャついてくれよ！」

　涙しながらヤケクソ気味に訴える直なお正まさだった。

　とりあえず怜生は『あーん』をしようとする花か蓮れんから箸はしを奪い返して、逆に花蓮の口へ幽体卵を運んでやる。花蓮もそれで手を打ち、美お味いしそうに頰ほおを押さえる。

　白しら羽ははと言えば、単に一服盛られることを防ぐため弁当を用意しただけで他意はない。出番がなければ居ることも意識させない従者の存在感で、怜生の傍そばに控える。

「んで、エドァルドが首席ってのは本当なのか？」

「一応、過分な評価を頂いている」

　さして誇らしくもなさそうに、エドァルドは怜生の確認に頷うなずいた。

　アドリアナの姿がないのは、先の神霊契約で疲れたからとのことだ。

「首席とは言っても、去年までいた首席が卒業したため、次席から繰り上がっただけだ。神霊契約の深度も第二段階まで、それ以上にはどうしても進めない。〈王〉には程遠い」

　第二段階に行っただけでも、魔術師としてはかなりのものであるはずだ。

「その口ぶりだと、エドァルドは〈王〉を目指してるのか？」

「使命だ。冥めい界かいの王族であった祖父は〈箱船〉でこの人間界に運ばれ、妖よう精せい人じんとなった。形けい而じ下かの体が人間となっても、霊的な血筋は私に受け継がれている」

　それを語るエドァルドの表情は、普段の気取ったものではなく、真剣だった。

「王族には役目がある。妖精人としてこの人間界に結社を築き、いまも〈箱船〉で眠りに就いている同郷の者たちを迎え入れ、喪うしなった『国』を復興させることだ」

　妖精人たちの作る結社とはそういうものだ。

　形而下の肉体が人間となっても、妖精人たちは霊的な『血』を受け継いでいる。それが絶えることは種としての絶滅であり、避けなければならない。

　それは妖精人たちの本能でもあり、地球人と妖精人を分ける最大の要素でもあった。

「同胞たちを人間界で暮らさせるには、確かな経済基盤が必要だ。結社がそれを得るには代表者が〈王〉となり魔術開発で財を得ることが最も望ましい。いま世界に名を轟とどろかせる〈王〉たちは皆、その使命を果たしている者たちだ」

　怜生は、鳴なる海み滝たき徳のりを思い出す。

　鳴海が身にまとっていた重い責任感と、〈ミズチ〉の固い同胞意識は、亡国の民たちが異郷で生きていくために必要なものだったのだ。区分では企業や団体であっても、彼らにとって結社とは、自分たちが安心して暮らせる場所、即すなわち『国』なのだ。

「私もその責を負っている。故ゆえに〈王〉となる、ならねばならぬ。いまは連盟に飼い殺されている〈奈な落らくの玉座〉に、かつての栄華を取り戻させることが、私の人生の命題だ」

　エドァルドは自然な口く調ちようで言い切った。

　自然と言い切れるほど、彼の心には王族の使命が深く刻まれているのだろう。

　怜れ生おが〈王〉として背負う結社は〈鬼き神しん会かい〉だ。それと同じ責任をエドァルドはもっと前から担っていた。そんな自分たちの皮肉な出会いについて、怜生は固く口を閉ざす。

「血筋のある奴やつは大変だなぁ。純然たる日本男児の俺には無縁の話だ」

　辛気くさい空気を追い払うように、直なお正まさが軽い口く調ちようで言う。

「まあ俺も妖よう精せい人じんとしては『雑種』だから似たようなもんだ──というか気になってたんだが、直正はどうして神霊学部に？」

　怜生はエドァルドに続いて、直正の背景も聞いておく。

「ああ、俺は別に〈王〉を目指してるってわけじゃねえよ。神霊学部を卒業すりゃ一流の魔術師だ。国連対魔獣軍の魔動甲かつ冑ちゆう部隊や大手保安魔術結社に推薦してもらえる。ガキの頃に掲げたヒーローの夢を叶かなえるべく、学部最下位で食らいついてんのさ」

　直正の口にした職業は、魔術世代の男の子なら一度は憧あこがれる英雄たちだ。

「というか、お前らそれぞれ首席と最下位なのか……」

「意外と馬が合うものだよ」

　怜生が二人を見比べると、エドァルドが楽しげに頷うなずき、直正も嫌いや味みなく鼻で笑う。

「んで、怜生が加われば、晴れて神霊学部の三銃士を名乗れるわけなんだが？」

「三馬鹿って呼ばれる未来しか見えねぇな」

　直正の提案に、怜生はそう返すが、トリオとなることは暗に同意していた。

　改めて思えばそれは、怜生の学校生活には不足していた、友人という関係だった。





　　　◆






　窮地に駆け付けるヒーローには、男女を問わず憧れを抱く。

　姫を守るナイトとか、間一髪のところで颯さつ爽そうと登場するタフガイとかいう類の絵図だ。

　しかし切きり花ばな白しら羽はは、そんな『鈍間のろま』に憧れない。

（では──〈青の医術師団〉を排除しましょう）

　白羽は、先ほど詩し乃のから受けた警告を同僚や〈鬼神会〉に伝えるなり、そう提案した。

　怜生は現在受講中で、白羽はいま控えの部屋で念ねん声せい通信を行っている。

　ブルジョアな生徒も通っている神霊学部では、護衛や従者の控え室も準備されていた。

『〈鬼神会〉も同じ意見よ。相手が怜生くんを狙ねらってるとは断言できないし、疑わしきは罰するという形になるけど、相手は国際指名手配済みだもの。遠慮は無用よね』

　燈あかりたち〈鬼神会〉と、白羽たち〈切花〉はいま、共同で怜生の護衛を行っている。その最さ中なかに〈青の医術師団〉という危険の芽が現れたなら、率先して摘み取るのは当然だ。

『〈切花〉の出番を奪ってしまうけど、潜伏先の制圧は〈鬼神会〉で行います』

（構いません。どのような脅威があろうと、護衛対象がそれを知る前に排除することこそ理想です。近衛このえである私が刃やいばを振るう状況になれば、それこそ我らの失態かと）

『〈切花〉は噂うわさ通りの完かん璧ぺき主義ね。頼もしいわ』

（恐縮です。そちらの方こそ、既に〈青の医術師団〉の潜伏先を把握しているとは……）

『都市での能動警備は〈鬼き神しん会かい〉の十八番おはこだもの。一時間後には突入できるわ』

　燈あかりたち〈鬼神会〉は、既に〈青の医術師団〉を排除する準備を整えていた。

『それと、怜れ生おくんには伝えないように。死傷者を治療するとか言って慌てて駆け付けるのが目に見えてるもの。先日〈ミズチ〉に殴り込んだのがその証拠』

（お優しい方です。今後進まれる道を考えれば、重んじるべき気質かと）

　溜ため息いき混じりに言う燈に、白しら羽はは如才なく返すが、社交辞令の印象も拭ぬぐえない。

『では、万が一のときは、不肖の義弟おとうとをお願いね？』

（かしこまりました。ご武運を）

　白羽は通信を切り、時間を確認する。怜生が講義を終えるまで、まだ数分ある。

　端末を起動して、診断魔術で自分のコンディションを確認する。

（心理魔術、定期検診を開始──精神状態・グリーン、ストレス値・微小、情動循環系、自我均衡、超自我構造、何いずれも異常なし）

　心理魔術による心霊体の検査だった。

　心とは体と同じように扱うものだ。選手や戦士が、地道な練習と反復で望ましい肉体の構造を完成させるように、心もまた、望ましい精神構造に完成させられる。

　別に気味の悪いことではない。人の心は、教育、信仰、社会風潮といったものにより、何を喜び何に怒るかを概おおむね定められる。それを自覚的に、緻ち密みつに行うだけだ。

　こうして完成させられた心は機械のように安定し、不調があれば把握して調律できる。

　すると一つの境地が訪れる。

　意識は己の心身から離隔して、己の感覚や感情はどこか離れた場所の出来事として見る超然とした視点が出来上がる。肉体はラジコンとなり、情緒はその内部の出来事となる。

（モード・デタッチメント、正常な機能を確認）

　detachmentデタツチメント──哲てつ人じんが時に辿たどり着く世俗からの超越、または、解離性障害の一種である離人症状が齎もたらす世界からの疎そ隔かく感だ。

　それを訓練によって獲得したのが、切きり花ばな白羽という少女だった。

　まるで機械のように、〈切花〉としてかくあるべしと定めた心に、今日も不具合はない。

（ああ、なるほど、それで『サイボーグ』ですか……）

　今朝、燦さんと燐りんにそう揶や揄ゆされたことを、白羽は何気なく思い出す。

　とはいえ、改める必要は感じられない。

　もし今日、この身が殉職するとしても、心静かでいられるために。




「おお～っ！」

　放課後──花か蓮れんが目を輝かせたのは、ゲームセンターだった。

　神霊学部での授業を終えた後、直なお正まさに誘われて、怜生たちはここを訪れていた。

「噂うわさに聞くゲーセンですね！　私こういうとこで遊ぶの初めてです！」

「俺もあまり来る方じゃなかったからな。ちなみに切きり花ばな先輩、こういうところは？」

「カジノであれば護衛の仕事で一度ありましたが、こういう若年層向けの遊技場は初めてです。同じ遊技場でも違った空気があるものですね」

　そんな白しら羽はを見て、エドァルドが興味深そうな顔をした。

「ふむ、切花嬢のその眼め、早速こういう場での仮想戦を始めているね？」

「はい。職業柄、いかなる場でも最適な立ち回りができるよう努めております」

「同感だ。例えば、立ち並ぶ筐きよう体たいは頑丈とは程遠いので、攻性魔術の盾には頼りないね」

「防音のため、窓を含めた出入り口が少ないのは気がかりです」

　騒音に混じって物騒な会話をする白羽とエドァルドに、直なお正まさが微妙な顔色となる。

「なんだろうなー、同じことを話してるのにまったく別の話をしてるようにも聞こえる」

「まあ、俺もそういう妄想をしたためしがないわけじゃない」

　議論を深める白羽とエドァルドに、怜れ生おも微苦笑していた。

　ちなみにアドリアナは肌に合わなかったようで、「騒々しい」と姿を消していた。

「あ、怜生さんあれ！　私このぬいぐるみが欲しいです！」

「この某人型ネズミか？　お前好きだったっけ？」

「はい！　どんな喉のど越ごしがするのかずっと知りたかったんです！」

「食うな蛇女。いやさも妥協したようにアヒルの方を指差すな食い物じゃねえからな!?」

　旧時代から愛され続けたキャラクター人形が青ざめているように見えた。

「ちなみに他のだったらどれがいい？　例えば、この蜂はち蜜みつ好きで有名な黄色い熊くまは？」

「なんか頼りなさそうです」

「じゃあこの……脂ぎった中年オヤジみたいで笑顔がスケベなカエル型のキッズアニメキャラクター『ワガマガ大名』は？」

「めっちゃ可愛かわいいじゃないですか！」

「世界中の女の子に人気で俺でも知ってるこの猫型キャラクターは？」

「なんか性格悪そうです」

「じゃあこの……割れた卵から瀕ひん死しの雛ひな鳥どりが三匹ばかり這はい出でてくる様がやたらと精巧な『三つ子のホビロンちゃん』は？」

「はわわわわ！　なんですかこの可愛い生き物は！　これ考えた人は私を萌もえ殺しにするつもりに違いありません！」

「よし分かった。とりあえず蛇の好物がストライクなんだな」

　より重大なセンスの偏りも見えた気はするが、いまは忘れることにする。

「あ、もちろん私が世界で一番可愛いと思うのは、怜生さんの寝顔ですよ？」

「違う意味で胸の高鳴る台詞せりふをありがとう！　すぐに身代わりの人形を準備しよう！」

　一度ならず捕食されかけている怜生は、必死に景品を物色し始める。

「っく、得点交換限定品か、現金ならすぐ出せたんだが……」

「そのへんの景品なら、一通りのゲームで自己ベスト出せば得点が溜たまるぞ？」

　直なお正まさの声に、怜れ生おは「そうなのか？」と目を瞬しばたたく。新規客を摑つかむための工夫らしい。

「なら、手あたり次第にやってみるか」

「しゃーっ！　とりあえずパンチングマシーンに尻尾しつぽビンタですよー♪」

「筐きよう体たい壊したら弁償できないから止やめてくれ」

　怜生と花か蓮れんの目的が定まったのを見て、直正たちも頷うなずき合う。

「そういうことなら、フィジカル系のランカーに名を連ねる俺に任せろ！」

「やむを得ん、クイズゲームで全国ランキングに名を馳はせた私の英知を披露しよう」

　遊技場における男のロマン、女の子のために景品を勝ち取るというイベントに、ここで神霊学部の男子たちが団結した。




　赤あか枝し宮みや・底そこ足あ立だち区く。

　名の通り水没前は東京都足立区だったここは、赤枝宮にしては平凡な住宅街だ。

「さて……私たち〈鬼き神しん会かい〉は、これより赤枝宮に潜入した〈青の医術師団〉を美お味いしいバーベキューにするのだけれど」

　住宅街に停車したワゴンの中で、燈あかりは額に血管を浮かせていた。

　車内には機器が並んでおり、報道社の車にも似ている。情報魔術の触媒を載せて指揮を送るための車両で、市街に潜伏する不穏分子の拠点制圧などに多く用いられる。

　白しら羽はとの通信を終えた燈は、鬼き柳りゆう家の部隊を率いて、作戦開始の準備を整えていた。

「その現場に、どうして学校をサボった娘たちが一番乗りしてるのかしら？」

『お家うちのお手伝いに来ましたー♪』

『こんな孝行娘を持ったお母様は幸せ者ですね♪』

　燈の前に映る幻影画面では、燦さんと燐りんが手を振っていた。

　武器化したジャック＆ウィルを手に、当然のように突入部隊に混ざっている。

「いくら怜生くんが花蓮さんに掛かりきりだからって、他に気の惹ひき方はあるでしょう」

『はぁ!?　いや違うし意味分かんないし！　ちょっと血の匂においが恋しいだけだし！』

『そうですお母様っ、私たちはただ〈鬼神会〉の一員としての純粋な闘争本能で！』

　画面に映る燦さんと燐りんは赤面するが、誤ご魔ま化かすようなその発言も半ば本気だった。

（まあ、いまは炯あき人とも海外で預かってた戦場を片付けに行ってるし、この子たちみたいな亜あ神しん級の戦力は、正直助かるのよね……）

　燈が胸中で呟つぶやくように、鬼柳家のエースである炯人は、いま赤枝宮にいない。

　鳴なる海みとの抗争で呼び戻してしまったが、炯人は元より〈鬼神会〉が請け負った外国での仕事を任されていた。怜生が〈王〉になったとはいえ、そちらを放ほうり出せはしない。

　早々に片付けて戻ってくると言ってはいたが、今回の作戦には参戦できなかった。

『あれが〈青の医術師団〉の〈継つぎ接はぎ公爵〉？』

『なんというか、色々手遅れなことが一目で分かる人ですねぇ』

　燦さんと燐りんが眺めているだろう姿は、燈の手元でも画面に映されていた。

　異色髪と四本腕の怪人が、この住宅街で平然と暮らしていた。

　場所は短期間の貸し部屋が並ぶ簡素な集合住宅で、既に〈鬼き神しん会かい〉が包囲済みだが、

『というか、ざっと見る限り集合住宅の全部屋にいるけど、どれが本物？』

『もしくは、全員本物なのだーってタイプの怪人さんかも』

　標的が二十人以上も同時に存在するという事態は、流石さすがに想定外だった。

　四本腕という、誰が見ても正気ではない男が、各部屋で生活していた。

　報道を見たりコーヒーを飲んだり四本腕で体操をしたりと、思い思いに振舞っている。

「〈青の医術師団〉は人造人間技術の悪用で知られているわ。恐らくそれによるダミー、一口に人造人間と言っても幾いくつか種類はあるけど、彼らの場合は名前通りよ」

　フランケンシュタインの怪物──メアリー・シェリーの小説だ。

　小説では博士がこの怪物の繁殖を恐れたとあるが、彼はそれを実現したらしい。

「あの怪人どもの真しん贋がんは置いておきましょう。重要なのは蜘く蛛も亜人型の侶りよ魔まフロレンス、場所は中央３０５号室。流石にあの姿の偽物を準備するのは難しいはずよ」

　画面には看護服の蜘蛛女・フロレンスの姿もあった。

　大量発生したフランケンシュタインたちのうち、一人だけが蜘蛛女と共にいる。

「あの侶魔を縄に掛ければ、魔力源を奪われた魔術師の方も実質無力化されるでしょう。突入部隊は侶魔フロレンスを。それ以外は狙そ撃げき術式、標的は全フランケンシュタイン」

　燈あかりの指令に〈鬼神会〉の兵たちは応じた。

　即すなわち──集合住宅の全部屋にいるフランケンシュタインを、同時に全すべて狙撃する。

　近隣住宅の屋根や屋上や窓で、杖つえ型や銃型の触媒を構えた兵が狙撃系魔術を放つ。

　形成魔術による弾丸や、焼しよう夷い魔術の光線、電磁魔術の熱線といったものが、集合住宅を四方八方から刺す。感知魔術を駆使して壁の先まで見通した狙撃は、屋根や壁面を貫いて各部屋のフランケンシュタインに命中する。

「おや？」

　フランケンシュタインのうち一人が吞のん気きな声を残して、頭部や心臓を砕かれた。

　多数による多数への一斉狙撃。命じる燈に呆あきれるべきか、応じて射い貫ぬいた〈鬼神会〉に驚くべきか、いずれにせよフランケンシュタインたちは全て倒れる。

　一人だけ狙撃を受けなかったフロレンスが、無言で窓の方を見る。

　彼女がコーヒーを差し出そうとしていたフランケンシュタインは、次の瞬間には頭部を醜い花火に変えていた。コーヒーカップの中に、飛び散った眼球が落ちて浮かぶ。

「「ピンポーン♪」」

　次の瞬間、窓を突き破って、燦さんと燐りんが部屋に突入してきた。

　近くの建物屋上から飛び込んだらしい双子は、炯けい眼がんを灯ともしながら火球剣玉を振るう。

　鉄てつ槌ついの先で燃え上がった二色の鬼火が、フロレンスに叩たたきつけられる直前、

「────」

　何も言わず、瞑めい目もくしていたフロレンスは、その全身を魔力糸で包み込む。

　蜘く蛛も女の巨体が一瞬で『繭まゆ』となったが、燦さんと燐りんは構わず火球剣玉を振り抜いた。

　双子の火球は繭を焼くと同時に混ざり合い、番つがい鬼火の相乗効果特性で大爆発。双子の飛び込んだ一室に炎が吹き荒れ、窓と玄関口から噴出する。

（消えた？）（どこかに隠れた？）

　燦さんと燐りんの得た手て応ごたえは空振り、焼き払われた繭の中に、フロレンスの姿はなかった。

『ふむ、少なくともこの部屋には居らぬようじゃ』

『ブァカだね！　居たら美お味いしく焼き上がってるさね！』

　カボチャ男爵とカブ老婆が言葉を交わすように、室内はちょっとした炉と化しており、姿を隠して潜伏したとしても焼かれるはずだ。

　だがその様子はない。かといって壁や床や天井に脱出したような痕こん跡せきは見当たらない。

　幻術などによる偽物という感じでもなかった。つまり──忽こつ然ぜんと消えたのだ。

「これって」「いわゆる……」

　燦さんと燐りんは顔を見合わせて、フロレンス消失のカラクリに仮説を立てた。

「「ワープ？」」




　同時刻──二人の異形が、赤あか枝し宮みやの往来を闊かつ歩ぽしていた。

「よい街だ。道行く者の健康状態でそれが分かる」

　異形の一人は、四本腕を伸ばし頭に螺ね子じ型触媒を刺した、フランケンシュタイン。

「〈切きり花ばな〉と〈鬼き神しん会かい〉が潜伏先を襲撃しました。お急ぎください」

　もう一人は、いつの間にかフランケンシュタインの隣を歩いていた、フロレンスだ。

　つい先ほどまで、遠く離れた底そこ足あ立だち区くで確認されたはずの二人は、何事もなかったかのように繁華街を進む。

　異形の二人に、すれ違う人々は注意を払わない。肉眼や機械に対しては透明化しつつ、人の無意識に干渉して障害物のように避よけさせるという高度な隠いん蔽ぺい魔術だった。

「では、〈青の医術師団〉を代表し、〈継つぎ接はぎ公爵〉が新たな〈王〉を見定めよう」

　目的地を視界に捉とらえたフランケンシュタインが、歩きながら四腕の一つを掲げる。

「情報によると彼は新たな治癒魔術を開発したらしい。まずはそれを確かめるため──」

　それを合図として、フロレンスが額に四つの眼めを開いた。

　フロレンスの細長い指先からは、宙に糸状の魔力光が伸びており、途中で見えなくなった白色の糸は遊技場の上空で再び可視化される。

　魔力糸は高速で伸び、曲がり、極めて巨大な『繭』を編み上げていく。

　そちらには隠蔽魔術が掛けられておらず、その巨大さゆえ、数多くの人間が目撃した。薄うっすらと輝く楕だ円えん形けいの繭は、神々の船が地上に降りてきたのかと思わせる。

「医者が匙さじを大遠投するくらい大おお怪け我がしてもらおう」

　フランケンシュタインが宣言した直後、それが起きる。

　遊技場の上空に、大型貨物船が出現した。

「……え？」

　目撃者の誰かが、思わず声を発して目を疑う。

　魔術時代の飛行船ではなく、旧時代式の洋上船だ。船の全長はおよそ二五〇メートル、横幅は三〇メートルほどで、赤い塗装の船底が、秋晴れの空で無駄に映える。

　空に作られた『繭まゆ』が一瞬で解けた途端、それが現れた。

　そして、真下の遊技場にいる怜れ生おたちを、建物ごと押し潰つぶすため、落下する。

　最上階にいた怜生たちが見たのは、天井を突き破ってくる巨大船舶のスクリューだ。

　あまりに唐突で、あまりに巨大な『奇襲』に、怜生たちは呆ぼう然ぜんとしていた。

　白しら羽はだけは怜生へと駆け寄ったが、狙そ撃げき銃じゆうを反射できる障壁魔術の使い手であっても、あの大質量の下敷きにされてはどうしようもない。

「よいしょっと」

　そして、花か蓮れんだけは、この奇想天外な事態に対応してみせた。

　つまり、半人半蛇に実体化して両手を上げ、落下してくる貨物船を、持ち上げたのだ。

　結果、景色に突如出現した船体の落下は、遊戯施設の屋上を砕くだけに留とどまっていた。

「もう！　誰ですかこんなのを空から落っことしたのは！　最近の通販はこういうのでも空輸してくれるんですか!?」

　花蓮は宙に浮き、なんと片手で船体を支え、片腕を振って『送り主』に抗議する。

　出で鱈たら目めな光景に、直なお正まさは放心、エドァルドも目を剝むいた。

「っ、外に出ろ！　急げ！」

　我に返った怜生が避難を訴えると、腰を抜かしていた利用客が、危機を理解した者から動き出し、どこかから上がった女学生の悲鳴を皮切りに、出口へと走り出す。

「お？　おお!?　なんだ!?　なにが始まってんだ!?」

「不明だが、先の大胆極まる『初手』が失敗に終わったなら──『二手』がくる」

　左右を見回す直正にエドァルドが警告すると、その『二手』が起きた。

　中空に、瞬く間に編み上げられた『繭』だ。

　繭は怜生たちを包囲する形で生じており、繭の中は虹にじ色の魔力光に満ちていた。

　その繭から、剣とも槍やりとも付かぬ刃物が、怜生だけを目掛けて一斉射出される。

　それを防いだのは、白羽が展開した障壁魔術だった。

（槍？　いや、でっかい針か？）

　白羽の障壁で逸そらされ、床に突き立ったのは、刺し繡しゆう針ばりを巨大化させたような物体だ。

「怜生さーん！　大丈夫ですかーっ!?」

「大丈夫だからお前は降りてくんな！　それキープしてろ！」

　頭上で船体を支えている花蓮が降りて来ようとしたので、怜生は必死に留まらせる。

「鬼き柳りゆうくん、警戒を──先の針、逸らすのが精一杯でした」

　白羽は息を吐つき、周辺に乱れ飛んだ針を、少し悔しげに見回す。

　エドァルドはそんな白羽と、続いて怜生を見て、後者に問いかけた。

「これらは君の客かね？」

「すまない、多分そうだ」

「詳細は終わってからでもよかろう。それより見よ、送り主のご到着じゃ」

　エドァルドの隣にアドリアナが姿を現し、遊技場の一角を示すと、新たな繭まゆがあった。

　今度の繭は、車を一台立てた程度の大きさがあり、左右に開いて虹にじ色の亜空間を晒さらす。

「手傷くらいは負わせられるかと思いましたが、お見事です」

　その中から現れたのは、黒髪と白衣の蜘く蛛も女・フロレンス。

　尖とがった六脚で床に降り立ったフロレンスは、両目を閉じた美び貌ぼうを怜れ生おに向けた。

　直なお正まさが、そんなフロレンスを指差して、隣のエドァルドに問う。

「……エド、これどういう状況？」

「どうもこうも、見たままだろう」

「やっぱり痴情の縺もつれか！　怜生め蛇女と蜘蛛女に二ふた股また掛けるとか業が深いな！」

「直正、その愉快なオツムが君の魅力なことは知っているが黙れカス」

　二人が無駄な漫才をしていると、遊技場に新たな繭が作られる。

「世界には時として、劇的なまでの偶然がある」

　扉のように開かれた繭の中から、革靴の爪つま先さきが歩み出た。

「人は思わずそこに『運命』という言葉を用いて、わけもなく感動を覚えたりもする」

　白衣に袖そでを通した四本腕の男が、声と共に現れた。

　色違いの四腕と頭の螺ね子じという『継つぎ接はぎ』の容よう貌ぼうに、一同が嫌悪を覚えた。

　怜生はあれが外科手術の産物だと気付いて言葉を失い、花か蓮れんは上空から見下ろしてすぐ邪悪さを感じた。エドァルドは目を眇すがめ、アドリアナは鼻を鳴らし、直正は「げ」と声に出す。白しら羽はだけは表情を変えず、しかし警戒心は最大に達する。

「私と君の間にあるのも、正にそういうものだろう」

　かくして彼は、いま鬼き柳りゆう怜生の前に、その異形を晒して、

「私の名はレオ──レオ・フランケンシュタインだ」

　運命というには呪のろわしい、怜生と同じ音の名前を口にするのだった。

「空間跳躍の生態魔術……」

　怜生を庇かばうため前に出た白羽が、フロレンスの能力を悟って淡々と口にした。

「鬼柳怜生、赤あか枝し宮みやに生まれし新たな〈王〉よ」

　フランケンシュタインの声で、花蓮と白羽を除く面々が、瞠どう目もくして怜生を見る。

「単刀直入に言おう。私の──」

　フランケンシュタインが言い切る前に──怜生は前進した。

「っ、鬼柳くん！」

　白羽が、彼女らしからぬ焦った声で怜生を呼び、引き止めようと手を伸ばす。

　そのまま怜生が攻撃していれば、手傷を与えて機先を制したかもしれなかったが、

「……む？」

　怜れ生おは、フランケンシュタインの横を素通りする。

　フランケンシュタインも、彼の前に出て迎撃せんとしていたフロレンスも、自分の横を駆け抜けた怜生の背中を、呆あつ気けに取られて見送った。

　彼らの虚を衝ついて怜生が駆け付けたのは、遊技場の一角、出口というわけでもなければ物陰というわけでもない、貨客船の落下で生じた瓦が礫れきがあるだけの場所だ。

　怜生はその瓦礫を一つ、持ち前の剛力に念力を合わせて横に放ほうり捨てる。

　瓦礫の下から現れたのは──頭から出血して倒れる少女だった。

　瓦礫の下敷きになったのだろう。視界に怜生を捉とらえた彼女は、小さく唇を動かす。

「ああ、すぐに助ける」

　喘ぜん鳴めいに等しい僅わずかな声を、怜生は確かに聞き取って、力強く宣言した。

　船に半ば天井を突き破られたとはいえ、まだ機能している筐きよう体たいが騒音を鳴らしており、何より四腕男と蜘く蛛も女という襲撃者が現れていたその最さ中なかに、怜生は聞き取った。

　助けて──という苦く悶もんの声が、瓦礫の下から確かに聞こえたのだ。

　直なお正まさがハッとして、怜生の後を追い、フランケンシュタインとフロレンスを迂う回かいして、怪け我が人にんの傍そばに駆けつける。そして得意の念力を使い、瓦礫の撤去に協力し始めた。

　白しら羽はもひとまず護衛対象の元へ駆け付け、エドァルドとアドリアナも続く。

「わ、私はどうすれば!?　だ、誰かこれ持ってーっ!?」

　そして上では、花か蓮れんが大型貨物船を掲げたまま右往左往していた。

「花蓮、川だ！　近くに川があるからそこに置いてこい！　どこにもぶつけるなよ!?」

「分かりました！」

　怜生が指示すると、花蓮は大型貨物船ごと空へ舞い上がる。

　赤あか枝し宮みやの区画は、水没した地域を反映している。上かみ江こう東とう区くとはかつての江東区、西には隅すみ田だ川がわが流れている。そこならあの船を降ろすこともできるだろう。

「直正とエドァルドは他の怪我人を連れて逃げろ。切きり花ばな先輩は守りを頼む」

「お、おう！」

「承知しました」

　怜生の指示を受け、直正は他の利用客の元へと駆けるが、エドァルドはその場に残る。

　白羽は怜生とフランケンシュタインの間に入り、臨戦態勢を整えた。

「無視……だ、と……？」

　口の端を引きつらせながら、フランケンシュタインが振り返る。

「ああそうだ、知らん」

　怜生は端末を使って女学生を診断してから、フランケンシュタインを一いち瞥べつする。

「お前がどこの誰で、どんな名前で、なにが目的で、腕が何本あろうが頭が何周捻ねじれていようが知るかボケが。治療の邪魔だすっこんでろマッド野郎……！」

　それだけ言って、怜生は少女の治療に戻る。

　そんな怜生を、フランケンシュタインは呆気に取られたような顔で見ていた。

　そして、戦士である前に医師であるという怜れ生おの姿勢は、縦たとえ名前が同じであっても、フランケンシュタインとはまったく別種の人間なのだと知らしめていた。

「っくっくっくく……っはっはっはっはっはっはっはっは！」

　その様子を見て、エドァルドが急に悪役めいた笑しよう声せいを上げる。

「怜生！　君は何者だ!?」

　両手を広げ、追及というよりは歓喜の声音で問う。

「半世紀以上に渡る歴史を持つ国際禁きん呪じゆ結社〈青の医術師団〉から、博士級の大物がこの赤あか枝し宮みやに潜入する危険を冒し、あろうことか『新たな王』と口走る！　何やら訳有りとは察していたが、いやはやこれは予想していなかった……！」

　エドァルドの全身から黒色の魔力光が立ち上り、横目がフランケンシュタインを見た。

　並大抵の魔術師ではないことを物語る現象を、フランケンシュタインも注視する。

「詳しく聞かせてもらうためには、あれが邪魔のようだ」

　エドァルドが前に出て、怜生と白しら羽はが目を見張る。

「そなたはその娘の治療に、切きり花ばなの騎士はそなたの守りに徹さねばなるまい。それならば攻め手は妾わらわたちが担おうぞ。なぁに、こちらも保安魔術結社の端くれじゃ、遠慮は無用」

　アドリアナが実体化して床に降り立ち、加勢を口にした。

「……切花先輩」

　怜生はエドァルドの助勢を複雑そうに受け入れ、白羽を見る。

「この子を治療して搬送する。それまで奴やつらに手出しさせないでくれ」

　怜生の命令に、白羽は一瞬だけ間を置いた。

　怜生の身を最優先に考えるなら、他の利用客を見捨てて連れ出すべきなのだが、

「置いて逃げろと説得するのは、時間の無駄のようです」

　何よりフランケンシュタインとフロレンスが逃がすはずもないと、白羽は納得する。

「〈切花〉の誇りに懸かけて、その務めを果たしましょう」

　白羽が宣誓すると、彼女の侶りよ魔ま・明めい仙せんが姿を現し、彼女の頭に乗る。

　小さな花の小人は、細い花弁を急激に伸ばし、白羽の全身をシャワーのように覆おおった。伸びた花弁は白羽の体に吸い込まれ、形を変えていく。

　白羽の銀髪は長く伸び、装いは甲かつ冑ちゆうとロングスカートを伸ばしたドレスアーマーに。

　同時に白羽の細い指が、伸びた銀髪を軽く梳くしけずる。

　すると、指に絡んだ銀髪一本が輝いて、長い柄つかと三日月形の刃やいばからなる大おお鎌がまの形状を取り、彼女の手に構えられる。

　華麗な戦装束を身にまとった死女神──切花白羽の臨戦態勢だった。

「悔かい恨こんせよ、懺ざん悔げせよ、浄罪せよ、冥めい府ふの門はここにあり」

　エドァルドが口元に手を添えると、髑髏されこうべの面具が口元を覆う。

　髑髏は食いしばった歯の隙すき間まから黒炎を呼気のように噴いており、単なる武装ではなく仮面型の妖よう魔まであると察せられた。

「右手に顕あらわれよ──〈杭くい打うちに処す者〉」

　続いて両手の指が鳴らされると、黒炎から二丁拳けん銃じゆうが現れる。

　そのうち右手に現れたのは、角を生やした牡お牛うしの頭ず蓋がい骨こつ、それを銃身として鉈なたの銃剣を伸ばす、禍まが々まがしい形状の大型拳銃だ。

「左手に顕れよ──〈石打ちに処す者〉」

　続いて左手には、湾曲した角を巻いた山や羊ぎの頭蓋骨と、鋸のこぎり刃はの銃剣を伸ばした拳銃。

　全身は黒外がい套とうに包まれ、多数のベルトが音を立ててエドァルドの四肢を締めた。

「暗殺結社〈奈な落らくの玉座〉代表、エドァルド・マルチネス」

「並びにその侶りよ魔ま・アドリアナ」

　冥めい府ふへの導き手を思わせる骸がい骨こつの銃士が、半人半骨の妖よう女じよを従えて名乗りを上げる。

「護衛結社〈切きり花ばな〉が近衛このえ騎士、切花白しら羽は、字あざなは鋭えい華か、侶魔の名は明めい仙せん」

　その隣では、白い死女神と化した少女が、花弁障壁の煌きらめきを纏まとって名乗りを上げる。

　黒い骸骨と白い死神、暗殺結社と護衛結社、攻勢の達人と守勢の達人、どこをとっても対照的な二人が、思わぬ奇縁で共同戦線を展開した。

「よもや〈切花〉と肩を並べて戦う日が来るとはね」

「無駄口は無用、襲撃者の排除を最優先に願います」

　怜れ生おは女学生の治療で動けず、花か蓮れんはまだ戻れず、燈あかりたち〈鬼き神しん会かい〉は間に合わない。

　結果、この戦場は、白羽とエドァルドに託された。

「……万難を排して訪れた先生を蔑ないがしろにしたばかりか、若輩の魔術師風情に相手を？」

　フロレンスが、額の四眼を大きく開いて、怜生を見み据すえた。

「いいや、むしろ気に入った」

　そんなフロレンスとは異なり、フランケンシュタインは狂喜の笑みを怜生に向ける。

　四腕が左右に広げられると、その先に繭まゆが作られ、フランケンシュタインの手が内部へ侵入する。そうして繭が解かれると、四つの自動拳銃が握られていた。

「医療結社〈青の医術師団〉三大博士、〈継つぎ接はぎ公爵〉レオ・フランケンシュタイン」

　フランケンシュタインの四本腕が奇怪に交差して、銃口を向ける。

「並びにその侶魔・フロレンス」

　フロレンスが名乗ると、六脚が伸びていたスカートから、更に二本の前脚が躍り出る。

　右前脚の先は鋸刃、左前脚の先は大おお鋏ばさみとなっていた。

　周囲には十本の巨大針ばりが現れて滞空、針は左右の指先と糸で結ばれている。

　両者とも戦闘態勢──半世紀に渡って連盟の追っ手を逃れ続けた実績を持つ禁きん呪じゆ結社の大物魔術師と侶魔が、鬼き柳りゆう怜生に狙ねらいを定める。

　緊張感が高まり、戦端が開かれるその直前、

「もはや〈王〉であるかどうかに拘かかわらず、君だけは、指一本も残さず連れて行こう」

　フランケンシュタインの顔が粘液のように歪ゆがんで笑みを刻み、そう宣言する。

　怜生は当然耳を貸さず、患者の治療に専念していた。






幕まく間あい






　今世紀初頭、地球の歴史は本来進むべき道から大きく逸それた。

　発端は、妖よう魔ま界の世界群で起きたという、複数世界の連鎖崩壊──砕け散った一世界が巡りに巡ってこの人間界へ流れ込んだことで、世界は天変地異に襲われる。

　異界の『海』が流れ込んだことで海面が急上昇し、異界の『大地』が新たな月を作って電波通信を妨げ、異界の『大気』が呪じゆ症しようを運び、そして『生物』は魔獣として跋ばつ扈こした。

『そんな時代に幕を引くため、諸君らはここにいる』

　西部太平洋に姿を現した〈箱舟〉の一角で、世界の才覚者はそう説かれた。

　人類各国と三女王による幾いくつかの条約締結で行われた技術協力、それによって生まれた新技術を体得し、運用できる人間を作るための学府──後の大魔学院だ。

　つまり彼は、技術開発者を除外すれば、世界で最初の魔術師となったのだ。

『三女王の実質代表者〈結ばれた方〉の魔術は多岐に渡るが、その核は名の通り「結ぶ」ことにある。彼我の意識を「結ぶ」テレパシー、魔術師と侶りよ魔まを「結ぶ」契約という魔力経路、魔力からの擬似物質を「結ぶ」ことでの形成魔術』

　彼が才覚を発揮したのはその分野だった。とりわけ──

『裂けた肉、分断された手足を「結ぶ」ことによる、外科医療魔術』

　医者の子であり、蜘く蛛も型の妖魔と契約を結んだ彼は、自然とその分野に傾倒した。

　行き先が戦場であることを承知で。

『天変地異以降、極地に発生した魔獣たちは、肥ひ沃よくな大地を求めて大陸を南下している。彼奴あいつらが求める大地は人類にとっての穀こく倉そう地ちだ。侵入を許せば、ただでさえ悪化している世界の食料事情は致命的な損害を被り、世界に飢き餓がが蔓まん延えんするだろう』

　そんな将校の訓示に迎えられ、彼は医療魔術師として軍病院を訪れた。

　カナディアン・パシフィック戦線──米大陸を南侵する魔獣の軍勢を撃退するために、大陸横断鉄道に沿って展開した戦線で、当該国は時代錯誤な総力戦を強いられていた。

『魔術化歩兵の活躍は見事だが、その力は外部装置ではなく、魔術師自身の肉体と技能に依存している。手足一本食い千切られた程度で退役させてやるわけにはいかない』

　戦場においては〈工こう廠しよう元帥〉の開発した魔動甲かつ冑ちゆうが、少年たちの憧あこがれとなっていたが、現場は至って凄せい惨さんなものだった。

『殉じゆん職しよく者しやの体に粘菌のような生態の妖魔を融合することで、移植時の拒絶反応を抑える。後はこれを負傷者に移植すればよい。ああ、君が言いたいことは分かる』

　今後、その縫合魔術の第一人者となる彼を、指揮官は当然、そう呼んだ。

『つまり君は、現代のフランケンシュタイン博士となるのだよ。怪物よりマシだろう？』

　全すべては半世紀以上も昔、後の世代が教材でしか知らない、魔獣戦争の頃。

　公式記録によると戦死するその日まで、彼は『博士』として戦線に従事したという。






第四話　フランケンシュタインのカルテ






　鳴なる海み滝たき徳のりと乙おと姫ひめは夫婦の仲だ。

　これは〈王〉と神霊の婚姻という魔術的な意味に留とどまらず、乙姫がきちんと侶りよ魔ま学級を卒業して『成人』した上で、役所に婚姻届を提出したという意味でもある。

「……乙姫、いい加減に機嫌を直せ」

　夫の隣で露骨にほっぺを膨らませて拗すねている姿は、とてもそうとは思えなかったが。

「だって、今日は久しぶりに二人でディナーの約束だったのに」

「すまない。だが〈ミズチ〉の現状を思えば、スケジュールの変更は仕方あるまい」

　赤あか枝し宮みやの上空を移動する飛行車の中で、鳴海は乙姫に仏頂面で詫わびる。

　なにやら夫婦の仲が冷え込みかけているように見えるが、結婚生活が二十年近くになるというのにこんな会話ができるなら、むしろ肉が焼けるくらいホットだろう。

　外見だけを見ると親子にしか見えないのが、解決不能な大問題ではあるが。

「なーによ、皆あの坊やと蛇女ごときに大騒ぎしちゃって。魔術開発をするにしたって、実際に〈王〉になってから市場に出るまで数年は掛かるじゃない」

「それが確実に起きるなら、明日起きるのと同じことだ。有機生産分野の利益が奴やつに流れるとして、それを補うため他の業種を伸ばすなら、数年という期間はむしろ短い」

　鬼き柳りゆう怜れ生おによる、有機生産魔術を中心とした技術革新、鳴海たちはこれに備えていた。早い段階で察知できたことを活いかせば、出遅れる同業社に相対的な優位を保てる。

「なにより、連盟の国際戦略を考えると、数年掛かるかどうかも怪しい」

　鳴海は、この赤枝宮を含む妖よう精せい都市連盟のことを口にする。

「あの小僧は、妖精都市連盟にとって、国際戦略上の大きな切り札になりうる」

　鳴海がそう口にすると、飛行車が上空で一時停止する。

　飛行車は、光線道路を結ぶ塔のような構造物で車線を変更する必要があり、そのための減速で一時的な空の渋滞が起きる。

「奴もそろそろ、敵の多さを痛感する頃だろう」

「ふんだ。あの蛇女ともども、せいぜい部屋にこもって震え上がるがいいわ」

　滞空する車内で、鳴海と乙姫は、怜生と花か蓮れんを軽く呪のろった。

　もっとも乙姫は、そんなことより隣の奥さんをケアせんかいと不満顔で訴えている。

　そんな乙姫に折れた鳴海が、仕方なく何かを口にしようとすると、

「すみませ～ん！　どいてくださ～い！」

　見覚えのある蛇女が、大型貨物船を両手で掲げ持ちながら、車の真横を通過した。

　花蓮だ。高層建築と光線道路の合間を縫って船を運び、隅すみ田だ川がわへと向かっていく。

　列車の如ごとく長々と車窓を過よぎった船体を、鳴海と乙姫が無言で見送った。

「……講和、見直した方がいいんじゃないかしら？」

「私も、一瞬頭を過ぎった」




　赤あか枝し宮みやに現れたフランケンシュタインと、侶りよ魔まフロレンス。

　対するは暗殺結社〈奈な落らくの玉座〉のエドァルドと、その侶魔アドリアナ。

　戦端を開いたのは、フロレンスが操る巨大針の突撃だった。

　フロレンスが片手を振るうと、指の糸を介して命令を受けてか、五つの針が突進する。

「察するにお主は……」

　乾いた音が多数響き、巨大針が叩たたき落おとされる。

　撃墜したのはアドリアナだった。

「混こん沌とん領域に住まう〈因果の針はり子こ〉が昇華した亜あ神しん、かの〈結ばれた方〉の系譜か」

　フロレンスの巨大針を叩き落としたのは、長い背骨のような、鞭むち。

　骨が透けた右手がいつの間にか握っていた、骨の鞭だ。

　骨の節ごとに鉤かぎ状の突起があり、肉を裂いて苦痛を与えるための構造をしている。

　ムカデのようにも見える骨こつ鞭べんは自ら身を捻ひねり、腕だけで振り回すより高速で動き回る。

「そういうあなたは冥めい界かい軍の将、鞭の尾と松明たいまつの手の、刑吏の亜神とお見受けします」

　フロレンスの額に開いた四眼は、アドリアナの鞭よりも、左手を見ていた。

　アドリアナの左手は、骨が巨大化して黒炎を燃やしていた。

　指の一本が女性の腕ほどにもなった巨人骨の左手は、巨大針を一本摑つかんで焼き払う。

「いささか不格好ではあるが、冥めい府ふの住人をそこらの侶魔と同列に思うでないぞ？」

　アドリアナが右手を振るうと、骨鞭がバネ仕掛けのような機敏さで薙なぎ払はらわれる。

　間合いにあったゲームの筐きよう体たいが上下に引き裂かれるが、フロレンスの姿がない。

　アドリアナが顔を上げると、天井にいた。蜘く蛛も女の脚で跳躍したフロレンスは、一瞬で天井部に舞い上がり、船体落下による破砕を免れた部分に足を突き刺す。

　上下逆さまになったフロレンスは、黒髪の中から、透明に近い魔力糸を振ふり撒まいた。

　糸は五指に絡み、五指は綾あや取とりか手話のように、或あるいは仏教の『印』のように動く。

「縫合」

　すると、アドリアナの腕が止まる。

　いつの間にか魔力糸が両腕に巻き付き、糸の端たん部ぶを床に埋めていた。

　アドリアナが亜神の剛力で引き千切ろうとするが、糸の埋まった床面が罅ひび割われて膨らむだけで、糸は切れない。

「お注射の時間です」

　動きを封じたところでフロレンスが攻める。

　六脚が天井を蹴けり、上下逆さまだった体を捻って正位置にしながら急降下。前脚二本の先にある鋸のこぎり刃はと大おお鋏ばさみが、アドリアナに切っ先を向ける。

「お医者さんごっこなら」

　アドリアナの左手が黒炎を広げ、腕を拘束する魔力糸を焼き払った。

「向こうの変態とやれい！」

　フロレンスの急降下槍そう撃げきを、アドリアナは上に跳んで回避する。そのまま空中で旋回、艶なまめかしい脚線美と骨の足が伸びて、フロレンスの背中に胴回し蹴げりを打ち込んだ。

　亜あ神しんの大魔力による念力格闘ＰＫＣの蹴りが、蜘く蛛も女の巨体を飛ばす。

「先生が相手ですと、少々過激になりますので」

「詳しく言わんでもよいぞ!?」

　蹴け飛とばされながらも頰ほおを染めるフロレンスに、アドリアナの声が届く。

　さておき、フロレンスが蹴り飛ばされた先には、フランケンシュタインがいる。

　契約者に激突する前に、フロレンスは魔力糸を広げて、進路に蜘蛛の巣状の網を作る。多脚でネットに着地すると同時に、十指を動かし巨大針をアドリアナの方へと連射した。追って、伸びたネットの復元力を使い、自身も突撃する。

　アドリアナはその場で回転、骨こつ鞭べんが新体操のリボンさながら旋回して針しん槍そうを弾はじき、弾き切れなかったものは肢体を曲げて避よけ、巨骨手が指の間で針槍を挟みとる。

　最後に、フロレンス自身の突撃を、宙返りで飛び越えた。

「警戒していたのは龍りゆう神じんと〈切きり花ばな〉でしたが、このような猛も者さが傍そばにいたとは……」

　フロレンスは前脚の鋸のこぎり刃はと大おお鋏ばさみを構え、十本の巨大針を周囲に滞空させる。

「手足以外の骨が何色なのか、たいへん興味深いです」

「そなたらほどの大罪人となると、鞭むちが壊れるまで使わねばならんかのう」

　半人半骨の冥めい府ふの刑吏と、六眼八脚の蜘蛛の看護師が、魔性の眼光で睨にらみ合あう。




　フランケンシュタインは、エドァルドと交戦していた。

「赤あか枝し宮みやには、連盟の飼い犬に落ちぶれた冥府の軍勢がいると聞くが、君がそれか」

　四腕が引き金を絞ると、魔力光を散らした銃口から弾丸が放たれる。

　弾丸はエメラルドのような半透明の物体で、内部に微細な魔力光が見て取れる。

　エドァルドが機敏に横へ跳ぶと、彼の背後で筐きよう体たいや壁面が被弾する。その箇所から炎や冷気が爆はぜたのを見て、エドァルドは予感が正解だったことを悟った。

「魔弾か！　コストを度外視した成金武装だ！」

　粒子のような呪じゆ文もん言語を包む魔ま石せき製の弾丸、俗称・魔弾。

　生産コストの高すぎる弾たまの一発が、専用の銃器よりも桁けたで二つ三つ高値になるという、あまりにも馬鹿げた兵装だ。しかし魔石製の弾丸が魔力源となり魔術を炸さく裂れつさせるため、撃つ人間は魔術師でなくともよく、連射すればかなりの制圧力になる。

「支援国が大盤振る舞いをしてくれた。どこぞの国の税金を存分に受け取りたまえ！」

　フランケンシュタインの台詞せりふに、四丁拳けん銃じゆうの銃声が混じる。

　四腕による魔弾の連射を、エドァルドは念力格闘ＰＫＣによる高速移動と、抜群の先読みで、辛くも避け続ける。筐体の陰に隠れ、曲芸のように回転し、各種魔術の炸裂を免れる。

「ならばこちらはメイド・イン・タルタロス」

　回避行動の最さ中なか、エドァルドはおどけた口く調ちようで、両手の骨銃に火を噴かせる。

　右手の〈杭くい打うちに処す者〉は杭を、左手の〈石打ちに処す者〉は礫つぶてを吐き出す。

　後者の散弾が魔弾と衝突して爆発、その炎を貫いて杭が迫り、フランケンシュタインの白衣を掠かすめてゲーム筐きよう体たいを貫通、壁に埋め込まれる。

「多重契約した侶りよ魔まを武器利用しているのか。魔術兵装の乏しかった時代によく見られた懐かしい戦法だ。呪じゆ症しようリスクが高いので、医者としてはお勧めしないがね」

　フランケンシュタインも遊技場内を走り、エドァルドの銃撃を避よけていく。

　散弾銃の方は距離を取れば大部分が外れ弾だまとなり、杭打ち銃の方は呆あきれたことに魔銃で撃ち落としている。

（弾丸を撃ち落とすということは……魔術による感知と高速思考によるもの。魔術使用のキャパシティを肉体強化に傾け、火力は魔銃で補う、か）

　分析しながら、エドァルドは一際大きな筐体の陰に滑り込んだ。

　遮しや蔽へい物ぶつは、偶然にもガンシューティングゲームの大画面だ。期せずプレイヤーとなったフランケンシュタインは、画面に映っていたゾンビを銃撃する。

　火と雷と溶解液と衝撃波が画面を砕くが、向こう側の標的に届いたかは不明だ。

「魔弾は着弾と同時に起爆するため、遮蔽物を貫通しにくいのが難点だ。弾倉を交換するまでは同じ種類の魔弾しか打てないため、戦っているうちに対策も講じられてしまう」

　語るエドァルドは煙の向こうから出てこない。それを訝いぶかったフランケンシュタインは、

「後ろかな？」

「そうだが？」

　四腕中の右一本を背後に向けると、魔術で透明化していたエドァルドが銃剣を振るう。

　牡お牛うしの銃身が伸ばす鉈なたは、骨に亀き裂れつも走らせない鋭さで、腕を切り落とした。

　しかしフランケンシュタインは何の痛つう痒ようも覚えていない様子で、残り三本の腕で連射、目を剝むいたエドァルドは横へ飛びのき、避けきれなかった一発に、両手の骨銃を交差させ盾とする。風圧弾の衝撃により、エドァルドが後方へ飛ばされる。

「っ！」

　壁に背中から衝突したエドァルドは追撃を警戒したが、幸いフランケンシュタインも、魔銃の弾が尽きていた。フランケンシュタインが白衣の裾すそを払うと、中から念力で弾倉が引っ張り出され、多腕を巧みに操ってリロードする。

「これだけ鋭利な断面だと、挫ざ滅めつが少なくて助かる」

　フランケンシュタインの足元で、切り落とされた腕が宙に浮かぶ。

　腕は断面から糸状の光を伸ばし、糸が縮むと断面が合わさる。フランケンシュタインがそこへ片手を向けると、魔力糸が断面の間を乱舞、創きずが閉じ、腕が完全に縫合された。

（結束魔術による超微小手術マイクロサージヤリー……なんという速さだ）

　医者ではないエドァルドでも啞あ然ぜんとする芸当だった。

　三女王の一人〈結ばれた方〉の編み出した結束魔術は、ああした縫合に優れているが、技量と速度が尋常ではない。

「それにしても困ったものだ、鬼き柳りゆう怜れ生おの問診だけで済むはずが、次から次へと魅力的な『素材』が見つかる。これも王者のカリスマが成せる業かな？」

　フランケンシュタインが、露骨な隙すきを承知で、目線を怜生へ。

　しかしその視線も、怜生の前に凛りん然ぜんと立つ切きり花ばな白しら羽はが防いでいる。

（敵魔術師の戦闘能力はさほどでもない。奥の手がなければマルチネス様が押し切る）

　必要なら援護できるよう構えつつ、白羽は怜生の護衛に徹して、戦局を分析。

　予想外だったのはエドァルドの強さだ。

　亜あ神しん級の侶りよ魔ま・アドリアナに加えて、多重契約で複数の侶魔を持つことで、総魔力量が非常に高い。優れた戦闘技術は、暗殺結社の戦闘記憶を継承しているからだろう。

（アドリアナ様と敵方の蜘く蛛も女は、共に亜神級で現状は互角──フランケンシュタインが倒れるか、花か蓮れん様が戻るか、援軍が到着するか、いずれか一つで趨すう勢せいは決する）

　状況はこちらに優勢だが、白羽の胸中に油断はない。

　あくまでも機械的に、今後のあらゆる展開を想定し、プログラムのように条件に応じて反応できるよう、肉体と思考を整えている。

　人の形をした防衛装置のように、白羽はただ護衛対象の前で壁となり続ける。




　その頃、武む藤とう直なお正まさも、陰ながら利用客の救助に当たっていた。

「おい、お前ら大丈夫か？　動けるんなら逃げるぞ！」

　侶魔・三さ武ぶ郎ろうが鼻を利かせて吠ほえた先に、逃げ遅れていた利用客を発見する。

　記念写真を撮る筐きよう体たいの中で身を隠していた女学生が二人、身を寄せ合って震えていた。

　頑丈ではない小型撮影室を安全地帯と思い込み、銃声や爆風が連発する店内に飛び出すことができなかった女学生たちは、直正に与えられた機会に頷うなずく。

「行けっ、走れっ、ついでに俺に惚ほれてけ！」

　直正は女学生らを出口へ導き、三武郎と共に戦闘の余波や流れ弾だまから庇かばう位置を取る。

　フランケンシュタインやフロレンスが、そんな直正たちを一いち瞥べつはしたが、雑ざ魚こに興味はないとばかりに無視してくれた。

（よーし、不ふ甲が斐いねぇけど、とりあえず仕事したぞー）

　気骨ある少年ではあるが、直正は凡人だ。あのような戦場に身は投じられない。

　ただこの事件が、自分の友人、鬼柳怜生を中心に起きていることは察している。

「色々あったとかいう次元かよ……」




　そして怜生は当然、一連の激闘にも、目を配っていなかった。

（よし、後は搬送だけだ）

　怜生は、瓦が礫れきの下敷きになっていた少女に応急処置を施ほどこしていた。

　最も危険だったのは瓦礫が頭に落ちたことによる頸けい部ぶ骨折だったが、いまは形成魔術で作られた固定具を装着され、その他の擦さつ過か傷しようや裂れつ傷しようにも治療が施されている。

（戦況は……っ！）

　怜れ生おはようやく周囲に目を配り、フランケンシュタインの姿を見て啞あ然ぜんとした。

「評判ほどの強さではなかったな」

　無傷に近いエドァルドが、満まん身しん創そう痍いのフランケンシュタインに骨銃を向けていた。

　四本腕は二本を失い、また一本も激しく出血、額に刺さっていた螺ね子じも一本が折れて、散弾銃に削られたらしい頭部の左側は、かなり凄せい惨さんなことになっていた。

「連盟の追っ手を半世紀以上も逃れ続けた〈青の医術師団〉にしては、乏しい手て応ごたえだ」

「はは、医者を相手に無む茶ちやな注文をするね……」

　立っていることが不思議な重傷で、フランケンシュタインは笑って見せる。

　結束魔術で血管を塞ふさぎ止血はしているようだが、怜生ほどの治癒魔術は持っていない。

「まあいい、頭さえ無事なら後は一いち文もん字じ卿きようが隅々まで調べるだろう」

　エドァルドは疑念を振り払うように、牡お牛うしと山や羊ぎの骨銃で心臓を狙ねらう。

「先生！」

「ぬおっ、すまぬ我が君！」

　フロレンスが強引な突進で、アドリアナごと、両者の間に割り込んだ。

　エドァルドは、アドリアナごと撃つこともできず、位置取りを変える。

　しかしその隙すきに、フランケンシュタインは怜生の方へと疾走していた。

「私を見ろ、鬼き柳りゆう怜生……！」

　銃を構えながら突撃してくるフランケンシュタインの形相に、怜生は悪寒を覚える。

「無論、通しはいたしません」

　白しら羽はは顔色を変えず、大おお鎌がまを構えた。

　フランケンシュタインが放つ魔弾を、白羽の花弁障壁が防いでいく。

　それでもフランケンシュタインは突進、白兵戦の間合いに踏ふみ込む。

　当然、白羽は長なが柄えの大鎌を振るう。

　大鎌の柄つかは、形成魔術の変化で自在に形を変え、先端を疑問符のように曲げる。

　それに従って大鎌も動き、長柄の先端に曲剣の一いつ閃せんが描かれ、フランケンシュタインの首を、防御に使われた魔銃ごと両断する。

「────」

　剣けん閃せんは一度に留とどまらず、静かな呼気と共に連続する。

　曲がった柄が直線に戻って捻ねじれ、鎌の位置を相手の背中に回し、腕が柄を引く。すると大鎌の内側が胴体を引き斬きる。立て続けに柄が変形、大鎌を上下左右前後へと躍らせた。

　柄の伸縮・曲直・捻ひねりに、腕の動きが加われば、刃やいばの軌道は立体的かつ無尽蔵となる。

　およそ半秒の間に、刃は五度も煌きらめいた。

　フランケンシュタインの体は、息を一つ吐つくほどの短い時間で、写真を鋏はさみで切り刻んだかのように分断され、水音を立てて床に落ちる。

　怜生の治癒魔術でも助けられるとは思えないほど、完膚なきまでの斬ざん殺さつだった。

「自己修復不能な損壊を確認」

　宣告したのは、白しら羽はではなく、たったいま契約者をバラバラにされたフロレンスだ。

　五指から伸びた糸がフランケンシュタインの残ざん骸がいに結ばれ、全すべて引き寄せられる。

「撤退します」

　そして拍子抜けするほどあっさりと、フロレンスは戦闘を放棄した。

　背後に魔力糸の繭まゆを作り上げ、内部の亜空間に背中から飛び込んでいく。

　我に返ったアドリアナが骨こつ鞭べんを薙ないだが、役目を終えた繭を散らすだけに終わった。

「今更ながら、空間跳躍の魔術を生で見たのは初めてだ……」

　武装を解いたエドァルドが、元の制服姿に戻る。

「あー、終わったー？　この後なんと巨大兵器が街を襲来！　とかないよな？」

　遊技場に静けさが生じると、出入り口から直なお正まさが顔を出す。

「怜れ生おさ～ん！」

　続いて上空から、隅すみ田だ川がわに貨物船を置いてきた花か蓮れんが帰還する。

　天井の穴から遊技場に降下してきた花蓮は、得意げな顔で拳こぶしを掲げた。

「ただいま戻りましたー。さあここから花蓮ちゃんの無双タイムが始まりますよー♪」

「ああ悪い、いま終わったとこだ」

「私のお仕事ゴミ出しだけ!?」

　出番のなかった花蓮だが、フロレンスも花蓮が戻ってきたことを察知して、早々に撤退したのだろう。亜あ神しんの魔力は脅威だが、神霊には劣る。

　それより、あのフランケンシュタインの呆あつ気けない死に様が、怜生には気掛かりだ。

「……相手の精神状態が不可解であったことを除けば、周囲に異常ありません。それより怪け我が人にんの搬送を優先しましょう」

　白羽の声が、怜生を我に返らせた。

「同意するが、我々への説明も忘れないでもらいたいな、怜生」

　エドァルドが、笑顔ではあるが鋭い声音で問い掛ける。

「……後で詳しく話す。それでいいか？」

　怜生はそう約束する。エドァルドはこの場で問い詰めたいようだったが、首にギプスを付けた女学生を見て、仕方なく息を吐つく。

　数分後、フランケンシュタインの残した血ち溜だまりだけが、怜生たちを見送った。




　警察や野や次じ馬うまが集まってきた現場から、怜生たちは早々に立ち去ろうとしていた。

　花蓮やアドリアナは霊体化して姿を隠し、怜生たちも鬼き柳りゆう家の車へ急ぐ。

「あ、あの！」

　それを呼び止めたのは、中学生ほどの少女たちだ。

「おお、嬢ちゃんたちか。大丈夫だったか？」

　警官に止められていた少女たちに、直正が嬉き々きとした声を発して近づく。

「はいっ、お兄さんたちのおかげで……」

「あのっ、すごくかっこ良かったです！」

「「本当に、ありがとうございました！」」

　頰ほおを赤らめてお辞儀されると、直なお正まさが照れくさそうに頭を搔かいた。

　どうやら、直正が避難させた客だったようだ。話すくらいはいいだろう、と怜れ生おが目線を送ると、白しら羽はが警官に頷うなずいて道を空けさせる。

「ふふーん、俺様に向けてかっこいいたぁ見る目があるな！」

「乙女の感謝は値千金、古今東西における何よりもの勲くん章しようだ」

　直正は照れ隠しがてら威張り、エドァルドも毒気を抜かれたように息を吐ついて気取る。

　彼女らは怜生が助けたわけではなく、巻き込んでしまった相手だ。

　なら、あの感謝の言葉を、自分に向けられたものだなどと勘違いしてはならない。

　胸の痛みを覚えた怜生の様子に、白羽は掛ける言葉に迷う。

　そんな怜生たちに向けて、先の少女たちが屈くつ託たくのない笑顔を向けて、

「「さよなら」」

　その表情のまま、起爆した。

　音よりも速く、目にした光景を脳が処理するより早く──衝撃が来た。

　無音に感じたのは、衝撃に伴う爆発音が、それ以外の全すべての音を消し飛ばしたからだ。

　視界が暗転したのは目が潰つぶれたからで、浮遊感があったのは実際に体が浮いたからだ。

　単語にするとひどく安っぽくなるそれは、即すなわち『爆発』だった。

「──さん！　怜生さん！」

　体に感じたのは火のような魔力光、怜生としては慣れてきた、花か蓮れんの治癒能力だ。

「……え？」

　起き上がった先の光景に、怜生の口から稚ち児ごのような声が出る。

　その光景は一瞬にして、鬼き柳りゆう怜生という少年の心を貫き、生涯消えぬ傷を焼き付けた。




　切きり花ばな白羽の意識は、こんなときでも平へい坦たんに保たれていた。

（……致命傷、ですね）

　直前の出来事を、白羽は思い出す。

（市民を装った人造人間による人間爆弾。奇襲に失敗したときの第二策として配置されていたのですね。爆発の直前、障壁で囲んで威力は減殺したものの……）

　白羽は、端的に言えば『写せない姿』になっていた。

　瀕ひん死しの重傷を察知した体内触媒が、鎮痛魔術を自動で起動し、白羽の思考力を支える。

「くそっ、くそっ、ふざけんなっ、ふざっけんなよ！　花蓮！　手を貸せ！」

　我を忘れて悪態を吐く怜生の声を、破れた鼓膜ではなく感知術式で聞く。

（護衛対象の生存を確認……）

　自分が職務を果たしたことを、白羽は確認する。

（自己診断魔術の結果は、存命不可能……規則に従い、安楽死術式の使用を許可……）

　白しら羽はの脳裏には、体内触媒が伝える選択があった。

（…………）

　迷わず選択しようとした白羽は、そうしていない自分に気付いて首を傾かしげた。

　自分は選ぶだろうと思っていた。

　自分は助からない。鎮痛が効いていてもここから先は死の恐怖しかない。それが十秒にせよ一秒にせよ、蘇そ生せいの可能性がないなら、短いに越したことはない。

　なのに、目の前にあるスイッチを押せないのはなぜなのか。

『嫌だよ』

　少女の声を聞いて、白羽は振り返った。

　銀髪の幼い少女──幼い頃の自分がそこにいた。

　既に意識だけの世界、夢の中に等しい状況だ、そのこと自体には驚かない。

『嫌だよ』

　いまの白羽からは想像も付かないことに、少女は泣きじゃくって、白羽の裾すそを引く。

　その幻視が、白羽に昔のことを思い出させる。

　──幼い頃は、白羽も平凡な少女だった。

　だが成長過程で生じる苦悩を持て余していた頃、白羽は心理魔術の存在を知る。

　これだ──と、当時の白羽は胸を高鳴らせた。

　切きり花ばな白羽は、心理魔術のメンタルトレーニングを徹底した。

　するとどうか、頭は冴さえ、無価値な不安や懊おう悩のうは去り、鍛錬は捗はかどり、普通はストレスで判断が狂うような場面でもクールに立ち回ることができるようになった。

　傍はたから見ればそれは機械のようだったが、白羽の主観からすれば、喜怒哀楽などという暴れ馬に難儀することのない、空を映し出す水面みなものように澄んだ心地だった。

『それに甘えるな、白羽。もし殻からを剝はがれたとき、お前は誰より弱くなる』

　師でもあった父は、珍しく神妙な顔でそう言った。

　でもこれでいい、これがいい──そう決めたとき、現在の切花白羽は完成した。

『やだよ……』

　そしていま、もう残ってないと思っていた繊細な自分が、幼い姿で縋すがっている。

『死んじゃうのは、やだよぉ』

　そう泣きじゃくる自分の一部が、白羽に死を躊躇ためらわせていた。

　死は恐ろしいのだ。自死が最適となる状況があっても、誰にも文句を言われなかったとしても、それでも人はいざとなれば、その瞬間、死にたくないと泣きじゃくるのだ。

　どんなに機械化した心でも、それを避けては通れなかったのだと、白羽は思い知る。

（誰か……）

　いつしか、成長した方の白羽も、頰ほおに涙を伝わせていた。

（助けて……）

　そう口にした頃には、幼い自分といまの自分が重なり合っていた。

　もちろん、そう願っても救われないのが、死に瀕ひんするということだ。

　この世から失われてきた死者の全すべては、そうした命の非情さを浴びていったのだ。

「切きり花ばな先輩！」

　だからこそ──鬼き柳りゆう怜れ生おは、命が救われることを、強く願っていた。

　白しら羽はの精神世界に赤い光が通り、業火にも濁流にも見える赤しやつ光こうの中から、赤毛の青年がこちらへ手を伸ばす。臨死の夢に現れた彼の姿は大きく、この手を摑つかんで引き上げる腕は男神のように力強く、慈父のように恐怖の中から抱き上げてくれた。

（…………ああ、そうか）

　怜生に対して護衛としてしか向き合ってなかった白羽は、いま痛感する。

（あなたは、このために……〈王〉となるのですね……）

　彼女は、いつしか自ら、彼の方へと手を伸ばす。

　その手がどこかへ届いたとき、白羽の意識は臨死の夢から覚めていった。




「っくっくっくっくっくっく、はははははは……っ!!」

　赤あか枝し宮みや某所の手術室に、フランケンシュタインの笑しよう声せいが木霊した。

「はっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは!!」

　彼が手術医の立場なら、まだマッドサイエンティストで済むのだが、呆あきれたことに彼が高笑いしているのは手術台の上、患者としてだった。

「先生、お気持ちはお察し致しますが、体を繫つなぎ終わる前に高笑いは自重してください」

　施術しているフロレンスが、首に鎮静剤をぶっ刺した。

　にも拘かかわらず、幻影画面に表示される彼のバイタルは、心拍数を表す電子音を騒々しく加速させる。その視界には、怜生を襲った爆発の結果が、幻影通信で映されていた。

「間違いない！　受肉だ！　あらゆる魔術師が追い求め神に祈ってきた〈王〉の魔術だ！　あの不可逆の死体を蘇よみがえらせる力が他にあるものか!!　あれこそ正にげぼぁは！」

「先生、まだ臓器の接合が完了しておりません」

　盛大に吐血したフランケンシュタインの体に、フロレンスの指先が這はう。

　まるで家族に料理を作る良妻賢母のような面持ちだが、その手が扱うのは食材ではなく人体──魔力糸で縫合されていく、人体の各部位だった。

「〈青の医術師団〉三大博士が一人、フランケンシュタインが告げる！」

　フランケンシュタインの異色瞳オツドアイが血走る。

「我々は赤枝宮に〈王〉を見たり！　我らの英知の全てを賭とすべき神秘を見たり！　命の業を極めんとする同志諸君は、万事を投げ捨てこの〈王〉を招くことに尽力されたし！」

　声は通信により、彼の属する結社に届けられる。

「ああ、これを運命と呼ばずして何と言おう。私たちはきっと、君に会うために今日まで生き延びてきたのだ。欲しい、欲しい、欲しい欲しい欲しい欲しい!!」

　甲かん高だかい声が途切れると、息を吐ついてまた始まる。

「鬼き柳りゆう怜れ生お！　尊き〈王〉よ、ああ待っていてくれたまえ。君に相応ふさわしい場所は赤あか枝し宮みやや妖よう精せい都市連盟などではない──我々こそが、君の玉座だ」

　万人の背筋を震えさせるような毒々しい声が、血ち腥なまぐさい手術室に溶けていった。




「────っ!!」

　白しら羽はは跳び起きた。

　病室、その寝台であると、すぐに理解する。

（窓の景色から見て、大魔学院の大学病院。心身霊体いずれも負傷、不調なし）

　むしろなぜ病院にいるのかというほどの健康体に、白羽は感嘆を堪こらえきれない。

「生きて、いる……」

　細身を抱くようにして、白羽は呟つぶやく。

（なんと愚おろかな。命を守り、守られるとは、こういうことだ。彼の力がそういうものだと知りながら、いままで何を見てきたのですか……っ！）

　死の恐怖と、生きていることの歓喜が、冷静沈着に凍っていた白羽の心を溶かす。

（あの方をお守りするとは即すなわち、今後世界に生じる幾いく十億の死傷者を守るのと同義だ）

　自分はそれを、ただ大きいだけの数字としか認識していなかったのだ。

「行かなければ」

　入院着で寝台を出た白羽は、まずは然しかるべき部署へ己の無事と目覚めを伝える。

　既に用意してあった着替えに袖そでを通せば、美び貌ぼうに銀髪の騎士が復活していた。

「お、いたいた。おーい」

　病室を出ると、廊下の長なが椅い子すに腰掛けていた武む藤とう直なお正まさが、白羽に向けて手を振った。

　隣でエドァルドが壁に寄りかかっており、白羽の無事を確認して微笑する。

「お二人とも、ご無事で何よりです」

「まー無事っつうか、そもそも何が起きたのかもよく覚えてねえんだけどな」

　直正が思い出そうとして思い出せずにいる。彼も爆破被害を受けたはずだ。

「心療術式による、心的外傷への一時忘却治療でしょう。思い出せないうちは、そのまま忘れておくのが賢明です」

　心理魔術に関して人より詳しい白羽は、直正にそう助言しておいた。

　記憶に手を加えるのではなく、心がその記憶を意識しないよう歯止めを掛ける魔術だ。

「私も似たようなものだが、何が起きたのかは把握している。とはいえ、まさか火傷やけど一つ残さないとは──〈青の医術師団〉が危険を承知で赤あか枝し宮みやに来るわけだ」

　エドァルドの口ぶりからして、彼と直正も、怜生の治癒魔術を受けたのだろう。

「ま、なんにせよ全員無事でよかった」

「そうと分かれば、後は詳しい話を聞きに行くだけだ」

　直正は至って前向きに捉とらえ、エドァルドは壁から背を離す。

「私も仕事に戻らねばなりません。行きましょう」

　白しら羽はは率先して歩き出し、エドァルドと直なお正まさが後を追う。

「切きり花ばなさん、なんか顔つき変わったな」

「……そうでしょうか？　形成外科魔術で、皮膚を作り直されたからかもしれません」

「んー、なんつうかこう、前より人間っぽい顔になったな！」

「親切心から申し上げますが、一般女性なら訴訟も辞さぬ発言ですよ？」

　あれ？　と、言いたいことを上う手まく言葉にできず、直正が首を傾かしげる。

「野生児の直感発言だ、気にすることはあるまい」

　エドァルドはそう口にしつつ白羽を見て、直正に同意するように微笑ほほえむのだった。





　　　◆






　怜れ生おと花か蓮れんは〈大図書館〉にいた。

　白羽らを大魔学院付属の大学病院へ搬送し、底そこ足あ立だち区くでフランケンシュタインの陽動を食らわされていた燈あかりたちの報告を受けて、すぐに一いち文もん字じ史し紀きに会いに向かった。

「奴やつらは、何者ですか」

　部屋で向かい合った史紀と詩し乃のへ、怜生は問う。

「彼の名はレオ・フランケンシュタイン。最も古い時代から活動している魔術師であり」

　赤あか枝し宮みやは彼の庭、爆破事件についても既に詳細を把握しているようだ。

「侶りよ魔まフロレンスに統率される、人造人間の大群だ」

「人造人間の、大群？」

　史紀の返答を聞いて、怜生は沈黙、花蓮は気味悪そうに再確認する。

「あの怪人は単体ではないのです。名の通り死体の縫合で蘇そ生せいされた体がいくつもあり、各軀く体たいの思考や記憶を魔術で結びあわせ、互いを分身のように見なし、群を成している。蜂はちや蟻ありのようなものを思い浮かべていただければいい、女王は蜘く蛛もですが」

　怜生はその構図を思い浮かべて目眩めまいを覚えた。

　大量のフランケンシュタイン、その頭を結ぶ魔術の経路が蜘蛛の巣を描いて、その上に蜘蛛女フロレンスが座す──悪魔の図解だ。

「分身……怜生さんがたくさん……ゴクリ」

「こっち見んな」

　花蓮はかなり別のイメージを膨らませているようだった。

「どうしてそんな、不合理なことを……」

　不合理、と怜生はその言葉を選んで呆あきれる。

　禁きん呪じゆであることを看過すれば、技術的には可能だ。だが、やる意味が分からない。

「かつて、レオ・ケルナーという医療魔術師がいた」

　怜生の困惑に答えた史紀は、怜生と同じ音の名前を出した。

「彼は世界でも最初期の魔術師だった。まだ私も〈王〉となってない頃、三女王の作った基礎的な魔術だけで、人類が魔獣と戦っていたとき、彼は縫合魔術を学び軍医となった」

　史し紀きは画面に映像や文書を表示させる。

　魔獣たちと魔動甲かつ冑ちゆうが激突する、学校教材で見た通りの『魔獣戦争』だ。

　この戦いは〈雷神総統〉や〈工こう廠しよう元帥〉など最古参の〈王〉の登場で、人類側の戦略的勝利に終わり、魔獣たちの生息域は極地・深海・砂漠などに押さえ込まれている。

「当時の戦線では、手足を失った兵に殉じゆん職しよく者しやの遺体を移植するという治療が頻繁に行われていた。しかし、倫理観を踏ふみ破る手法が問題視された上に、移植を受けた兵士の体が魔獣化するという後遺症が発覚すると、従事者のレオ・ケルナーは不幸な事故に遭った」

「要するに、追及を恐れた連盟と関係国が、魔獣の襲撃ということにして爆殺したのだ」

　史紀に続いて詩し乃のが、レオ・ケルナーの死を語った。

　同じ名前で医療魔術師だった人間の謀ぼう殺さつに、怜れ生おは心地の悪そうな顔をする。

「そして助手を務めていた侶りよ魔まフロレンスは契約者の蘇そ生せいを試みた。フロレンスはレオ・ケルナーの『残ざん骸がい』を別の遺体と繫つなぎ合わせ、あの怪人を作り上げた」

　爆殺された契約者を、恐らく半狂乱になって搔かき集あつめ縫い合わせる、美び貌ぼうの蜘く蛛も女──色んな意味で想像したくない絵図だった。

「当人たちの中では、死者の蘇生に成功したことになっているようだ」

　詩乃は特に同情を示さず、史紀は厳粛な表情を浮かべる。

「更に、連盟の追っ手を逃れる日々のどこかで、フランケンシュタインとフロレンスは、どうやらこう思ったようだ──体が一つでは足りない、と」

　多忙な人間がよく口にしそうな言葉が、怜生の背筋に悪寒を招く。

「彼らは『最初の一体』と同じ手法で、体の『予備』を作り始めた。当初は安全地帯から偽物を遠隔操作する程度だったが、後に登場していった〈王〉たちの魔術を取り入れて、形態を変えていった。特に私と詩乃さんの記録魔術は、重用されているようだ」

　そう口にする史紀の面持ちに、彼には珍しい険しさが宿る。

「彼らは記録魔術を用いて、異なる軀く体たいの記憶を一つに結んでいる。そして一つの軀体が死亡すると、その体の培った技術記憶や思い出記憶が別の軀体へ継承されていく。よって彼らは死んでいない──あくまで主観的には、だが」

　怜生の顔に、驚きや疑念、続いて呆あきれや義憤が過よぎる。

　死亡しても、その技術や記憶を分身が引き継ぐ──人間の記憶すら移し替え可能な情報とした〈大図書館の主あるじ〉の魔術なら、確かに可能だ。だが……

「間違ってる……」

「そう、記憶を受け継いだから死ななかったなどという発想は、極めて大きな間違いだ」

　思わず呟つぶやいた怜生に、史紀が、記録魔術の開祖である史紀が、断言した。

「記憶の継承により、いわゆる『精神転送』に近いことはできる。記憶を再現された側の人間は、自分の魂が新しい体で再出発したような心境となる。だが、それは錯覚だ」

　そう、別人の体に死者の記憶をコピー＆ペーストしても、それは再現ができただけで、コピー元が死んだ事実に変わりはない。蘇そ生せいでも、医療でもない。

「記憶はその人間を構成する重要な要素であり、失うことは悲劇だが、あくまで一部だ。記憶喪失や老人の物忘れを死とは言わないように、記憶継承を生存とは言えない。だが、彼らはその手法で技術や記憶を受け継ぎながら、個体群として存続している。察するに、フランケンシュタインの主観は、個々の肉体を『指』のように認識する境地にある」

　目を剝むいた怜れ生おは、唸うなるような声を微かすかに零こぼした。

　肉体云うん々ぬんの前に、精神的な境地が、人間の域を外れていた。

「彼がこのような『生態』を選んだ理由は、人造人間は長生きできないという技術的な壁にある。継つぎ接はぎ死体式も、有機魔術での擬似物質人体も、どれも異なる理由で平均寿命は十年以下。それゆえ、肉体交換と記憶継承で、主観的な生を維持していると思われる」

　そうしなければ死んでしまう──それがフランケンシュタインの答えだった。

　となると、怜生を狙ねらった理由も明白だ。

　怜生と花か蓮れんの治癒魔術だけでも盗めれば、彼の人造人間技術は飛躍的に成長する。

「もはや医術というより死霊術だ。契約者の死を受け入れられなかった亜あ神しんフロレンスによって作られ、後の〈王〉たちの魔術を取り入れ、自分を存続させるための医学に使う。そうして質を高め、人の死体を用いて増える──彼はそういう、魔法技術テクノマギアの怪物モンスターだ」

　史し紀きの言い回しに、怜生の背筋を凍えるような寒気が襲った。

「気付いたようだな。その通りだ──彼奴きやつは卿けいの悪あしき未来像でもある」

「詩し乃のさん!?」

　意味が分からず花蓮は声を荒らげたが、怜生が肩に手を置いて宥なだめる。

「過去に一度頭部の再生を果たしている卿と、別個体への記憶継承で存続しているフランケンシュタインは似ている。あくまで似ているだけで、同じ俎そ上じように乗せるかは別だが」

「怜生さんをあんな気味悪い人と一緒にしないでください！　ちっとも似てません！」

　激げき昂こうする花蓮に、詩乃は言葉を止めた。

「医学の発展、命の存続、そのためにあらゆる禁を破り人間性に拘こだわることを止やめたのが、あのフランケンシュタインだ」

　史紀も、怜生に対して多大な無礼となることを承知で、詩乃の言葉を受け継ぐ。

「詩乃さんの言う悪しき未来像とはそういう意味だ。甚だ失礼な物言いとなるが……」

「俺が道を踏ふみ外したら、あんな風になる、ですね」

　鬼き柳りゆう怜生とフランケンシュタインは、何よりそういう意味で似ていた。

　名前だけでなく、医療魔術師というだけでもなく、常人を外れるまでの経緯や、医学と命のために既成概念を踏み躙にじろうとするところまで、ひどく似ていた。

　むしろ〈王〉である怜生の方が、道を踏み外したとき世界へ齎もたらす悪影響は大きい。

「お言葉、深く胸に刻ませていただきます……俺も、ああはなりたくない」

　思わぬ形で『釘くぎ』を刺された怜生は、史紀にそう確約するのだった。

「そうか……無用な説教をして済まなかった」

　怜れ生おの意思を確認した史し紀きは、本題に戻る。

「あの〈継つぎ接はぎ公爵〉に、これ以上の暴挙を許す気はない。これは君たちだけでなく、神霊学部の生徒たちを預かる〈大図書館〉の問題でもある。再び現れるであろう彼らとの戦いに、君たちの力を貸してほしい」

「奴やつらがまた現れるというなら、撃退する他ありません。こちらからも、お願いします」

　二人の〈王〉は、もはや両名にとっての宿敵である〈継ぎ接ぎ公爵〉との戦いに、共闘を約束する。花か蓮れんはまだ不機嫌そうだったが、その方針に異論はなかった。

　すると、史紀の手元に幻影画面が開き、確認した史紀は、怜生に顔を向けた。

「ご家族とご友人が到着したようだ」




　白しら羽はたちは〈大図書館〉に到着していた。

　白羽、直なお正まさ、エドァルドの三人が、職員の案内に従う。アドリアナは霊体化していた。

　危険物探知機を兼ねた長い廊下を出ると、壁や天井部に空を投影した地下空間に出る。

「あれ？　切きり花ばな先輩じゃない？」

　職員の案内で廊下を進んでいた白羽たちは、背後から聞こえた声に振り返った。

「燦さん様に、燐りん様……」

　燦さんと燐りんだ。直正やエドァルドは初対面のため、ひとまず白羽に任せて様子を見る。

「なーんだ、爆殺されたって聞いたけど元気そうじゃん」

「切花先輩もおじさまに会いに？」

　燦さんと燐りんも爆破事件を聞いて、怜生の様子を見に来たようだ。

「はい──鬼き柳りゆうくんのおかげで、一命を取り留とめました」

　白羽の口く調ちようには、これまでの印象にはない『熱』が、微かすかに聞き取れた。

「「ふーん」」

　燦さんと燐りんはそれに気付くと目を瞬しばたたき、笑みを見せ、声を揃そろえて──

「「なんで生きてんの？」」

　瞬く間に出現させた火球剣玉を、白羽の頭部を左右から挟むように振り抜いた。

　白羽が目を見開いて頭を引くと、彼女の眼前で双子の鉄てつ槌ついが互いに衝突し、音を立てて火花を散らす。直正とエドァルドが目を丸くした。

「お、おい！　なんだよ急にお前らは！」

「鬼柳怜生の身内で鬼火使いということは、〈鬼き神しん会かい〉の魔術師と察するが」

　直正が指差して抗議し、エドァルドも一応は警戒するが、燦さんと燐りんは興味も向けない。

「なんだもへったくれもないのよ脇役ども、ったく本当に事態を分かってないわけ？」

「切花先輩？　先輩がついていながらこれはどういうことですか？」

　燦さんと燐りんは白羽を追及する。

「……申し開きのしようもございません。私の力不足です」

「だよねだよねー♪　世界屈指の護衛結社さんってば雑ざ魚こテロリストの自爆一つ防げずにおじさんに怪け我がさせちゃったもんねー。腹切れこのやろう♪」

「駄目だよお姉ちゃん切腹なんて！　切きり花ばな先輩はサムライじゃなくて近衛このえ騎士なんだから西洋風にギロチン一択だよ！　その後はお顔に落書きしてご実家に送ってあげないと！」

　容赦なく白しら羽はを追い詰める双子に、直なお正まさとエドァルドが気け圧おされる。

　双子の表情は笑顔で口く調ちようも冗談だが、滲にじみ出る悪意には、怜れ生おを危険に晒さらしたことへの怒りが感じられた。そして護衛であった白羽には抗弁できない。

「はい、二人ともそこまで。図書館ではお静かに」

　そこに現れたのは、スペンサースーツを着た婦人、鬼き柳りゆう燈あかりだ。

「怜生の義あ姉ね、鬼柳燈と申します。ひとまず皆さんご無事でなによりです」

　燈は白羽を責めず、初対面の相手に自己紹介をして、場の主導権を取る。

「まずは当家の次期当主のところへ。話はそれからとしましょう」

　燈の仕切りに応じて、〈大図書館〉の職員が「こちらです」と再び案内を始める。

　やがて辿たどり着いた応接間の前で、燈が扉をノックするも、返答はない。

　燈・燦さん・燐りんは、既に内部の様子に見当が付いた様子で溜ため息いきを吐つき、燈が扉を開いた。

「……そうだ、異世界に行こう」

「夫が駄目なこと言い出した！」

　呆ほうけた顔で呟つぶやく怜生と、慌てる花か蓮れんの姿があった。

「あー異世界に転生してぇ、もしくは旧時代にタイムスリップしてぇ。どっかの牧歌的な町とかでひっそりケーキ屋とか開いてスローライフ送りてぇ……」

「あ、それ夫婦でレストランな感じがしていいですね！　頑張って私と一〇八人の子供を作って世界を子孫で埋め尽くしましょう！」

「それぜってースローライフじゃねぇ……」

　背せ凭もたれに寄りかかって天井を仰ぐ怜生は、口から魂を吐き出すように嘆く。

「あー、別世界の誰か俺を召喚しろー、もう狙そ撃げき銃じゆうの弾たまとか人間爆弾とか爆殺死体とかに遭遇しなけりゃどこでもいい……」

「新婚旅行にいいかもしれませんね♪　私ちょっと試してみます！　乙おと姫ひめさんとの戦いで何か摑つかめた気がするので、もしかしたら別世界への道がポカッと開くかも！」

「止やめてくれ、お前が開いたゲートだと魔神とか邪神とか出てくる予感しかしない」

　やがて怜生が顔を上げると、直正たちに気付き、硬直した。

　沈黙が部屋を支配すること数秒後、怜生が顔を伏せて口を開く。

「…………見なかったことにしてくれ」

「お、おう！　ところで何か食いたいものあるか!?」

「そうだな、私もいい店を知ってるので紹介しよう！」

「鬼柳くん、僭せん越えつながらこの切花白羽、心療魔術には多少の心得が」

　直正・エドァルド・白羽から寄せられた同情の声が、怜生の胸を抉えぐる。

「とりあえず、一から説明する。質問はその後だ」

　気を取り直して、怜れ生おが語ったのは、今日に至るまでの出来事だった。

「──巻き込んじまって、すまなかった」

　怜生がそう頭を下げるが、直なお正まさもエドァルドも、既にそんなことに興味はない。

「怜生が〈王〉で、俺でも知ってる〈青の医術師団〉が狙ねらってて、かつそれが人類各国の盛大な陰謀って……話でけぇな」

　自分たちを爆殺しかけた事件の真相に、流石さすがの直正も気け圧おされていた。

「フランケンシュタインか……噂うわさには聞いていたが厄介だな」

　エドァルドが腕組みして、干かん戈かを交えたあの怪人を思い出す。

「一人や二人のフランケンシュタインを倒しても、世界各国の潜伏先にいる別の軀く体たいが、新しい体を作って数を補う。一つの戦場で彼奴あいつを倒しきることはできず、一体でも予備を隠していればまた増える。そして医学発展を大義に邪悪な発明を繰り返す。人類の癌がんだ」

「侶りよ魔まフロレンスも厄介極まる。追い詰めても空間跳躍で逃げられてしまう」

　幽体で浮かぶアドリアナが唸うなり、怜生たちも無言で同意する。

「奴やつら〈青の医術師団〉は、俺たち〈鬼き神しん会かい〉と〈大図書館〉でなんとかする。もうお前らも、学院の連中も巻き添えにはさせない」

　怜生の宣言には、溶岩のような熱と、そして冷たい隔意があった。

「だからお前らは一切関かかわるな──と、そう聞こえたのは気のせいか？　怜生」

　エドァルドが目付きを鋭くして確認すると、怜生も否定せず見返す。

「友達が危ない目に遭うのを放ほうっておけないかもしれないが、滅めつ多たなことは考えるなよ」

「そうか……滑こつ稽けいな話だ、編入生として迎えたあの日には、もう君は〈王〉だったのか。そうとは知らず先輩風を吹かす我らは、とんだ道化だったろうな」

「落ち着け、我が君」

「すまない……曲がりなりにも神霊学部で生き残り、己を追い込む思いで〈王〉になると口にしていたのだ。それが〈王〉の口から『役に立たぬ』と断じられ、流石にこたえた」

　嫌いや味みに等しい物言いながら、エドァルドは自尊心の傷を訴えた。

「まーまー、別に友達やめろって話じゃないんだし」

「そうです、戦闘方面は私たち〈鬼神会〉に任せて脇役さんたちは安全なところに」

　燦さんと燐りんが、気を遣ってか否いなか軽い口く調ちようで言うが、怜生はそちらにも硬い声音で言う。

「燦さんと燐りんも、引き続き前線には立たせないからな？」

「またそれ!?　いい加減に現実見なさいよ戦力不足でしょ!?」

「ひどいですおじさま！　私たちはただ金の卵を産む鵞が鳥ちようが心配なだけなのに！」

「治癒魔術もあるし、花か蓮れんもいる。今回は〈切きり花ばな〉や〈大図書館〉も味方だ。今月末には学院の課外研修で〈箱舟〉に行く、それに合わせて俺は正式に〈王〉として登録される。そうすれば連盟の要人保護法が適用されて、連盟警備隊の全面協力も得られる」

　好戦的な燦さんと燐りんを追い払う怜生だが、説得の論旨を聞いたエドァルドは顔色を変えた。

「怜れ生お、純然たる助言だが、連盟を頼るのは危険だ。彼奴あいつらは〈王〉が困れば猫ねこ撫なで声ごえで助けてくれようが、外せない首輪も付けていく。もし怜生の魔術開発が連盟の主導権下に置かれれば、君の力は評議会の悪魔どもに使われるものになる」

　警告するエドァルドの表情は真剣だった。

「手は講じる。お前らの気にすることじゃない──それから、切きり花ばな先輩」

「はい」

　怜生の目が白しら羽はに向く。護衛として口を挟まなかった白羽は背筋を正す。

「先輩を、俺の護衛から解任する」

　怜生の台詞せりふは、彼女の思考を一瞬止めた。

　予想以上に衝撃を受けている自分に驚きつつ、白羽は言葉を紡ぐ。

「今日の失態を理由に、でしょうか？」

　白羽からの問い掛けに、怜生は即答せず、代わって燈あかりが口を開く。

「切花さんは優秀でした。襲撃者を撃退し、負傷者の救助に尽力してくれました。また、人造人間の自爆を障壁で押さえなければ、より多くの被害者が生じていたことでしょう」

　先の戦いを振り返れば、白羽の働きは賞賛に値するが、

「ですが、そもそも人造人間爆弾を見抜けず対処が遅れ、護衛対象と友人に傷を負わせたことも事実です。起爆自体を防ぐべきでした」

　客観的に見て、白羽にはそういう失態があった。

「いや、あれは仕方ねぇだろ！　相手が──」

　声を上げた直なお正まさを、燈は鋭く見返した。

「保安魔術師には戦術責任があります。相手が狡こう猾かつであったことは免罪符になりません」

　続いて燐りんが、溜ため息いきを吐ついて口を開く。

「おじさまは皆さんに治癒魔術を使ったがために、〈青の医術師団〉や人類各国に自分が〈王〉だという確証を与えました。敵は今後、より本腰を入れてくると思います」

「だから言ったでしょ。『死んじゃえばよかったのに』って」

　燦さんが最初に会ったときの台詞を繰り返すと、直正たちも言葉に詰まる。

　怜生は自分たちを治療するために、秘匿すべきだった治癒魔術を使ったのだ。

「止よせ」

　いまや詮せんのない話を、怜生は手短に中断させた。白羽は呼吸を整えてから口を開く。

「護衛解任の件、弁明の余地もございません。ですが僭せん越えつながら」

「〈切花〉との契約は継続されます。ご心配なく」

　燈はそう保証したが、白羽の解任は変わらない。

「というのが、鬼き柳りゆう家としての公的な判断で、俺個人としての理由は別にある」

　怜生がそう言うと、白羽の目が微かすかな揺れをもって彼を見る。

「俺と先輩は、正直あまり仲のいい方じゃなかったが、それでも出で稽げい古こでは世話になった姉弟子で、大事な先輩だ──だから、護衛だと割り切って盾にはできない」

　怜れ生おが口にした理由は、純然たる情だった。

　意表を突かれたような顔をする白しら羽はに、他の面々は皮肉を見る。

　恐らく白羽は、仕事という域を超えて、怜生を守りたいと思っていたのではないかと、直なお正まさやエドァルド、花か蓮れんや燦さんと燐りんも、程度は異なれど察していた。

　だがその機会は、同じくらい純粋な怜生の想おもいで、閉ざされたのだ。

「友とも達だち甲が斐いのないことを言ってるのは百も承知だ」

　怜生はそこで、白羽から全員へと目を向ける。

「でも、俺はもう自分の知り合いが黒ずんだ肉にく塊かいになって転がる光景なんて見たくない。お前らがどんだけ勇敢で強くても、それは無理だ」

　苦痛を吐と露ろする怜生に、白羽やエドァルドが目を見開いた。

　怜生は見てしまったのだ。自分のせいで、つい先ほどまで一緒に寄り道をしていた友が無残な爆殺死体になる瞬間を。それは、人生を変えるには充分な光景だ。

「ん～む……」

　直正が唸うなり出す。難問を解こうとするような声に、一同が目を向けると、

「よし決めた！」

　急に立ち上がった直正は、怜生を指差すと、得意げな笑みでこう言った。

「怜生、俺をお前の眷けん属ぞくにしてくれ！」

　屈くつ託たくのない声音での頼みに、怜生は一瞬意味が分からず、分かると目を丸くした。

　それは他の面々も同じこと。燦さんと燐りんが目を瞬しばたたき、沈んでいた白羽や、眉まゆ根ねを寄せていたエドァルドなどが、呆あつ気けに取られたような顔で直正を見る。

「……いや、お前、話を聞いてたか？」

「おうよ！　要はあれだろ？　お前はいま戦力的にも精神的にも大ピンチってこった」

　怜生は再び言葉を失い、花蓮はそんな怜生を不安げに見る。

「だったら放ほうっておくわけにもいかんだろ。とはいえ、流石さすがに俺も杖じよう術じゆつと友達気分だけでやってける世界じゃねえってことは分かる。だから眷属だ──ん？　たしか〈王〉って、魔術師を眷属にしてパワーアップさせられんだよな？」

　周りに確認する直正に「まあ、な」と、エドァルドが啞あ然ぜんとしたまま答えた。

「だから……お前は、自分がなに口走ってるか分かってんのか……！」

　苛いら立だちを隠しきれず、怜生は腰を浮かせる。

「そりゃこっちの台詞せりふだ！　人が大人しく聞いてりゃ巻き込まねぇだの役に立たねぇだのモブ扱いしやがって！　俺らが怪け我がするとこ見たくねぇだ？　んなお前個人の弱音なんざ知るか！　こちとら友達が生きるか死ぬかの瀬戸際だ！　誰が引き下がるか！」

　一同は目を見開いたまま完全に絶句した。

「すごい、連盟一のお馬鹿さんを見た……」

「真っ当なこと言ってるようで、実は結構正気じゃないよね？」

　燦さんと燐りんですら啞然として、燈あかりは軽い溜ため息いきを吐つく。

「いいか怜れ生お、状況はむしろ単純なんだよ。迫る強大な敵、状況は不利、そして目の前にいるのは神霊学部で鍛えられた逸材つまり俺たち！　これ使わねえ手がどこにあんだよ？　〈青の医術師団〉？　人類各国？　上等じゃねぇか手伝わせろ！」

「そういう愛だの友情だのであっさり命懸かけてんじゃねぇ！　その絶世のバカが詰まった頭でよく考えろ！　お前の人生で大事なのは、俺だけじゃねぇだろうが……！」

　怜生は声を張るが、直なお正まさも怯ひるまない。

「否いな！　俺は自分の人生に命を懸けてる男だ！　むしろこんなでっけぇ話を取り逃がして何が男か！　何が武士もののふか！　黙ってそっちの世界に俺を連れてけ！」

　改めて怜生を指差した直正に、怜生は口の端を引き攣つらせながら震える。

　察するに直正なりの、そう豪語するだけの動機や背景があるのだろう。だがそれより、目の前の男が、人生で滅めつ多たに巡り会えない貴重な友人であると、理解してしまった。

「そうだな、その選択肢もあったか……」

　エドァルドが喉のどを鳴らすように笑い、決断したような顔を上げる。

「暗殺結社〈奈な落らくの玉座〉エドァルド・マルチネスも、立候補させてもらおう」

　エドァルドの発言に、怜生は目を剝むく。

「情に流されたわけではない。恥ずかしながら我が結社は、連盟に飼い殺された零細だ。君が今後作るだろう大波に、乗るか反るかと聞かれれば命懸けで乗るに決まっている」

　エドァルドは、むしろ〈王〉である怜生よりも、長おさとして結社を見ていた。

「家族の保護と、いずれ私が〈冥めい王おう〉の座に至った後の独立を確約してくれるなら、我ら〈奈落の玉座〉は君に臣従し、私と、アドリアナを含む冥めい界かい十三亜あ神しんが武勇を奮おう」

　エドァルドの選択は、確かに指導者の責任に基づく決断だった。

「本気かよ……」

「この好機を見逃す魔術結社がいれば、それこそ正気ではない」

　断言したエドァルドの言葉に本気を感じて、怜生は気け圧おされる。

「あー、ちょっとそこのお二人さん？」

「なにか重大な勘違いをしてません？」

　そこで燦さんと燐りんが口を開く。

「おじさんこと〈緋あけの龍りゆう王おう〉の筆頭眷けん属ぞくは、もう私と燐りんちゃんが予約済みなんだけど？」

「割り込みは困りますよ？　眷属になるというなら私たちの方が先輩です」

　胸を張った燦さんと燐りんに、燈あかりが額に手を置いて溜ため息いきを吐つき、怜生と花か蓮れんは目を見開く。

「ちょっと待て、お前らまでなに言ってんだ？」

「当たり前のこと言ってるに決まってんでしょ？　眷属とか魔術師なら大出世よ？」

「おじさまに何かあれば王座を継げる筆頭眷属の地位、他の方に譲るはずありません♪」

　燦さんと燐りんも本気だと、長い付き合いの怜生は一目で分かった。

　欲深い言葉も本気だろうが、その裏にある、怜生についていくという意志も、本気だ。

　その意志が、ただ闘争を求めているだけではないことも、この場の全員が見て取れた。

「……っ！」

　そして白しら羽はは、そんな彼らを見て、口を開きかけた。

　彼らは怜れ生おを押している。白羽が続けば、怜生の選択を覆せるかもしれない。

　だが彼女は──沈黙を選ぶ。

　いつもと違って手綱を握れなかった己の心に戸惑い、また不可解な胸中を言葉に変えることができず、何より今日まで組み立ててきた〈切きり花ばな〉としての心が、私情を妨げた。

　そんな白羽を一いち瞥べつして、燦さんと燐りんは舌打ちするような顔をする。

「はい、そこまで。胸に迫る友情だけど、この場で軽々しく決められることじゃないわ」

　燈あかりが手を叩たたいたことで、怜生も押し負けかけていた思考を立ち直らせた。

「そうだな……お前らの気骨は大したもんだが、誰を眷けん属ぞくにするかは、この先俺が決めることだ。頼んで眷属になれるほど魔術師業界は甘くねぇよ」

「我々は〈青の医術師団〉への対策を整えなければなりません。今日のところはこれで」

　燈がそう取り仕切ったことで、怜生たちは席を立つ。

「……悪いな、度量が小さくて」

　先に応接間を出た怜生は、直なお正まさたちにそう言い残していった。

　花か蓮れんは戸惑うように一度振り返りながら、燦さんと燐りんは不満顔で、怜生に続いた。

　直正たちも席を立ち、言葉を交わすことなく〈大図書館〉を出る。

　そうして地上、大魔学院の敷地内で別れ、怜生たちは鬼き柳りゆう家へ帰っていった。

　夕暮れ時の学院に、直正・エドァルド・白羽が残る。

「我らも帰るとしよう。各々、考えるべきことがあるだろう」

「ま、そうだな。ちょっと体動かしてから帰るさ」

　エドァルドと直正は、そう言って学院を出る。

「では、私は同僚への引き継ぎを済ませてまいります」

「ああ、その前に切花嬢に聞きたい」

　一礼して去ろうとした白羽を、エドァルドは呼び止める。

「なぜ、怜生の眷属に名乗りを上げなかったのかね？」

「……私に、その資格はございません」

「その『間』こそ、君の答えだと思うが──いや、これ以上は止やめておこう」

　エドァルドの微苦笑に、白羽は眉まゆを動かしたが、努めていつも通りの表情を保つ。

　失礼いたします──と一礼して去った白羽を、エドァルドは片手を上げて見送った。

「己の胸中に戸惑っておるのう。無む垢くで愛ういことよ」

　エドァルドの横に、アドリアナが姿を現して、白羽の背を眺めた。

「そういえば、君に相談もなく臣従を宣言してしまったな」

「異論はない。霊格で言えばあの龍りゆう神じんの娘は、我が主神たる冥めい府ふ神より格上じゃからの。妾わらわ個人としても、取り入り甲が斐いのある〈王〉と細君じゃ」

　アドリアナにとっても、怜生や花蓮は琴線に触れるものがあったらしい。

「して、当座の敵となる〈青の医術師団〉をどうするつもりじゃ？　鬼き柳りゆう怜れ生おからは袖そでにされ、連盟に仕事を依頼されてもない。しかも医術師団の背後には本腰を入れ始めた人類各国、知恵を利かせるなら、その嵐あらしが過ぎるのを待ち、改めて臣従を誓うが得策じゃが」

「そんな計算をしては、誰にも顔向けできん。何より──」

　エドァルドは沈む夕日を見ながら凶悪に微笑ほほえむ。

「眷けん属ぞく云うん々ぬんに関かかわらず、あの〈青の医術師団〉どもには、然しかるべき罰を与えねばならん」

　もののついでで殺されかけた屈辱を、エドァルドは忘れていなかった。

「今月末、鬼柳怜生が〈箱舟〉で正式に〈王〉となる前に、彼奴あいつらは必ず現れる」

　その一点だけは、関係者の全員が感じ取っていた。

　世界から血ち腥なまぐさい思惑が集つどっている赤あか枝し宮みやの空は、一段と深い緋ひ色いろに染まっていく。

　鬼柳怜生は仏頂面で鬼柳家に向かい、燦さんと燐りんはその手を左右から引いて、眷属にしろと訴える。花か蓮れんが対抗して怜生の首を抱くと、双子と口喧げん嘩かが始まり、燈あかりが嘆息する。

　切きり花ばな白しら羽はは〈切花〉へ連絡を済ませた後、落ち着かない心に戸惑って胸に手を触れる。

　武む藤とう直なお正まさはバッティングセンターで我が武む者しや羅らに体を動かし、エドァルドは訓練施設へと足を運んで、アドリアナがそんな契約者に小さく笑った。

　どこかでフランケンシュタインが邪悪に微笑み、フロレンスが付き従い、一いち文もん字じ史し紀きと詩し乃のが居場所を探り、人類各国の諜ちよう報ほう機関が外野から密ひそかに目を凝らす。

　数多あまたの勢力と思惑が〈緋あけの龍りゆう王おう〉を中心に渦巻き、夜の闇やみに隠れていった。






幕まく間あい






「蜘く蛛も、苦手なんだけどな……」

　初めて会った日にそう言った契約者には、とりあえず高貴な牙きばをお見舞いしておいた。

　振り返ってみれば、出会いはそんなもの。

　その日、彼女はレオ・ケルナーと契約を結び、世界で最初期の〈侶りよ魔ま〉となった。

「フロレンス、っていうのはどうかな？」

　人化するまでの乗り物くらいにしか思っていなかった契約者が、あるときそう言った。

「君は雌性体だし、いずれ人化するなら、人間の女性の名前がいいかなって」

　癒いやし手を志しているという、弱そうな人間は、そう微苦笑していた。

　なくても困らないがあっても困らないのでお好きに契約者、などと答えた気がする。

「軍病院に行こうと思うんだ。そこに、僕らが吞のん気きに勉強してる間、顔も名前も知らない『人類』のために戦ってた人たちがいる。僕らの医療技術を、必要としているから」

「契約者がそう仰おつしやるなら」

　その頃には蜘蛛少女といった姿になっていた彼女は、彼が医師になるのだと気付いて、

「正式に医師として赴任するなら……『先生』とお呼びしなければなりませんね」

　いまさら名前で呼ぶのが恥ずかしいなどとは、口が裂けても言えなかった。

　そして──

　フランケンシュタイン博士と呼ばれていた彼は『怪物』となった。

　怪物の方だと呼ばれていた彼女は『博士』となった。

「ごめんなさい、先生……っ、他に、他に、どうしたらいいか……っ！」

　両手の数では利かない人間の体を集めて作られた彼に、彼女は泣いて詫わびた。

　聡そう明めいな彼女は、自分が彼にどんな運命を強いてしまったのか、理解していたからだ。

　人種、性別、更には『鮮度』まで異なる体を継つぎ接はぎにされ、生前の姿など面影もない彼は、自分の手足を見た後に、フロレンスを眺めて──こう告げた。

「……君は悪くない」

　微笑ほほえむ彼の面持ちに、フロレンスは、生前と変わらぬものを見た。

　脳を大半欠損して記憶すらなく、目の前の蜘蛛女が誰なのかすら分かっていないはずの彼は、それでも、変わらぬ優しさからそう言ってくれたのだ。

　彼は、生きている──これが偶然でも、一時の奇跡だったとしても、フロレンスにそう確信させるには、充分な出来事だった。

　医学や哲学の答えなど知らぬ、彼は生きている。このまま存命していれば、いつか彼は全すべてを思い出し、自分の前に蘇よみがえる。妄想に等しいことを承知で、彼女はそう確信した。

　そして、なんとも間の抜けていることに──

　自分が、彼を愛しているのだと気づいたのは、この瞬間だったのだ。






第五話　緋ひ色いろの魔術師団






　赤あか枝し宮みや南部の空港から、大型飛行船が空に浮かび上がる。

　翼を広げた巨大な鯨といった外観だ。船体は船首側ほど大きくなり、集合住宅のように窓が並んでいる。背中には、甲羅のような楕だ円えん半球の屋根に包まれた甲板が見て取れた。

　修学旅行などに使われる、学院所有の客船が、航空魔術で赤枝宮を飛び立つ。

　九月末日──神霊学部の生徒たちが、魔術と妖よう精せい人じんの発祥地〈箱舟〉に向かうために。

「おーすげー、ただの課外研修だってのに護衛艦つきたぁ豪勢だなぁ」

　直なお正まさが窓を見て目を輝かせる。

　学院の鯨船に並ぶ形で、もう一隻の大型飛行船が飛んでいた。

　こちらは全長一〇〇メートル前後、船首側が大きく尖とがっており、三角形の両翼を左右に伸ばした、鮫さめのような警備船だ。船体には連盟航空警備隊の紋章が描かれている。

「先日の〈青の医術師団〉によるテロを警戒してのことだろう」

　隣席のエドァルドが、怜れ生おや自分たちの被害には触れずに言う。

　被害者の名は史し紀きによって伏せられ、禁きん呪じゆ結社の示威犯罪として報じられている。

「それにしても、少し厳重すぎじゃない？」

　客席の間を歩いてきたのは、情報魔術師の金髪少女・アリスだった。

「空域制圧に重点を置いた連盟警備隊の飛行戦艦に加え、こっちの船内には保安魔術師が定員限界まで乗船、公じゃないけど警備衛星まで動かされてるみたいね」

　アリスが指摘した通り、船内には保安魔術師が多く、廊下や扉に配置されている。

「それだけの調査力があって、なぜ本番になると弱いのだろうね、アリス嬢は」

「余計なお世話よ。そこの暗殺結社こそ、何か知ってるんじゃないの？」

「〈青の医術師団〉についてかね？　生あい憎にくと〈奈な落らくの玉座〉は連盟から仕事を命じられるだけの駒こまでね。今回は特に期待されていないようだ」

「まあ、歴史だけの零細結社ならそんなものでしょうね。相手が国際禁呪結社となると、むしろ〈鬼き神しん会かい〉の方が確かな筋かしら？　鬼き柳りゆう怜生はどこ？」

「よーしアリス、トランプしようぜ！　いまなら勝っても負けてもエドが脱ぎます！」

「いきなり何の変態イベント!?　そこは自分が脱ぐんじゃないの!?」

「では大富豪あたりから始めるとしよう」

「アンタもなに張り切ってんの!?」

　怜生を探そうとしたアリスは、直正とエドァルドから強引にトランプに誘われた。

「要するに、鬼柳は一人にしておけってこと？」

「あー、ほらあれだ、あいつはいま花か蓮れんちゃんと甲板にいるはずだから」

「馬に蹴けられる、という奴やつだよ。この場合は蛇女の尻尾しつぽに打たれるかもしれないが」

　直正とエドァルドの説明で、アリスも「ああ、なるほど」と呆あきれ半分に納得した。

　怜生の侶りよ魔ま・花蓮が、契約者にぞっこんなのは、もはや彼女も知るところだ。

「まあ何にせよ、この私にカードで挑むとはいい度胸してるわ。船尾側に談話室あるからそっちに行くわよ。もちろん、懐が暖かくなるルールでね♪」

　アリスにとってトランプは負けられないものだったらしく、受けて立つどころか椅い子すとテーブルがある場所と賭かけまで希望した。直なお正まさとエドァルドは軽く冷や汗を搔かく。

「直正にしては珍しく気を利かせたではないか」

　席を立ったエドァルドが言うと、直正もアリスに聞こえないよう声を潜める。

「まあ、いよいよ〈箱舟〉となりゃ、怜れ生おも緊張してるだろうしな」

　確かに……と、エドァルドは小さく笑う。

「今日を境に、以前の平凡な人生は完全に終わりを迎える。思うところもあるだろうさ」

　本日、正式に〈王〉となる鬼き柳りゆう怜生を、彼らはそっとしておくことにした。




　その頃──切きり花ばな白しら羽ははと言えば、大魔学院にいた。

　彼女も学生だ。大概の単位は幻影通信や記録魔術で取っているが、時間が許せば登校もする。その機会は稀まれなので、行動を共にする友人はいないに等しいのだが、

「それでは！」「切花先輩の失職を祝って！」

　今日に限っては、白羽の前で、燦さんと燐りんが飲み物を手にしていた。

「「かんぱーい!!」」

「失職ではなく、護衛を解任されただけなのですが」












　自販機で買った飲み物を掲げた双子に、白しら羽はは平へい坦たんな声音で返した。

「またまた強がっちゃってー」

「〈切きり花ばな〉から謹慎処分を言い渡されちゃったんですよね？　おじさまの希望とは別に」

　友人めいた口く調ちようで棘いばらの言葉を並べる双子に、白羽は飲み物を持つ手を止めた。

「ええ、先日の件は度し難い失態でした。これを機に一から修行し直せと」

　白羽は怜生の近衛このえだけではなく、〈切花〉の仕事全体から外されていた。

「もー、切花先輩ってば噓うそつき♪」

「そういう初心に還かえれ的な意味じゃなく、本当に一から修行し直さなきゃならなくなったんじゃないですか？　例えば──あの日以来、魔術戦闘の精度が異様に衰えたとか」

　燦さんと燐りんの迷い無い指摘を受けて、白羽は前に立つ二人を凝視した。

「「見れば分かる」」

　白羽がなぜと問う前に、燦さんと燐りんは白羽を覗のぞき込みながら声を揃そろえた。

「先輩、ちょっと体動かしてみない？　剣闘部の練習場で」

「……それは、模擬戦をしようという意味でしょうか？」

「もっちろん♪　私のストレス解消に付き合ってくれたら、治し方を教えてあげる」

「すみません先輩、お姉ちゃんもおじさまのせいで苛いら立だってるんです」

　白羽の返事を待たずに歩き出した燦さんと、手を合わせてお願いする燐りん。

　いたずらに刃やいばを振るう趣味はなかった白羽だが、迷った末に、その誘いを受けた。

　──赤あか枝し宮みや大魔学院・魔剣闘部の練習場。

　神霊学部へ行く前は怜れ生おも属していた、剣と魔法の異能バトルに青春を捧ささげる部活だ。

　その練習場に、文字通りの火花が散る。

「「ふぁいあぁぁぁぁぁ！」」

　燦さんと燐りんが放った砲撃が、舞台中央に立つ白羽を吞のみ込こみ、高い火柱を上げた。

　武器化したジャックとウィルによる混合砲弾だ。番つがいの火が混ざると火力が急上昇する特性が発揮され、戦車砲のような轟ごう音おんと衝撃が炸さく裂れつする。

　その爆炎から、武装した切花白羽の姿が飛び出し、靴底が地面を滑る。

（なぜ……）

　普段の落ち着きからは想像も付かないことに、白羽は疑念を顔に出す。

（おかしい。この双子の火力は見事なものですが、対処できない域ではないはず……！）

　白羽は花弁障壁で自分を半球状に包み、思考する時間を取る。

　彼女自身にとっても、想像以上の劣勢だった。

「せんぱーい、全方位防御はスタミナ奪うんじゃなーい？」

「魔力を浪費してくださるんなら、こちらも休ませてもらいますけど」

　白羽が全方位を塞ふさぐと、今度は燦さんと燐りんが攻撃を止とめて休む。やむなく障壁を解く。

（なぜ、私の障壁術が抜けられるのです……っ！）

　燐りんの火球を回避しながら、白羽は激しく自問する。

（障壁の強度、反応速度、全すべていつも通りのコンディションのはず。なのになぜ……っ）

　今までならこのような展開にはならなかった。

　偏りなく見て、先日までの切きり花ばな白しら羽はなら、絶対に防ぎきれる攻撃のはずだった。

「なんで私はこんな凡ミス連発してるんだって、思ってるでしょ？」

　燦さんが思考を読むように言う。

「……なるほど、認めます。これがお二人の言う『見れば分かる』ですか」

　この姉妹には見えているのだ、白羽が抱えた不調の正体が。

「恥を忍んで問います──なぜですか？　私の、この不調は、いったいどこから」

「「恐怖」」

　消耗を承知で全方位防御した白羽に、燦さんと燐りんは声を合わせた。

「恐怖……？」

　自分が？　という白羽の顔には、知らぬ間に冷や汗も伝っていた。

「私らの戦法は普通だよ？　顎あご狙ねらってればボディが開くとかそういうレベルの誘導」

「それに切花先輩が過剰反応してるだけですよ？」

　そうと知らされても、燦さんと燐りんの攻撃にいちいち反応してしまう。

　燦さんのフェイント一つに障壁を使い、燐りんの乱射する鬼おに火び弾だまに不要な厚さの障壁を浪費し、障壁で防げている攻撃に回避行動を取ろうとして重心がブレる。それら些さ細さいな過剰反応が重なり、やがて一つの隙すきを生む。攻撃が重なるほど、その頻度が増している。

（なぜ……なぜ体が勝手に……っ！）

　遂ついに白羽の顔が、動揺を隠せなくなる。

「いるのよねー、昨日まで怖いもの知らずだったんだけど、一回死にかけると急に臆おく病びようになっちゃう奴やつ。かーわいー♪」

「前の切花先輩は完かん璧ぺき気取りで面おも白しろ味みなかったですけど、いまは苛いじめ甲が斐いありますね♪」

　嗜し虐ぎやく的な笑みで説明する燦さんと燐りんだが、白羽は啞あ然ぜんとして己の手を見る。

　震えていた。『不気味の谷間』と呼ばれるようになってからは初めてのことだ。

「まさか……心療魔術の検診では、精神外傷は完治したと」

「傷は治っても恐怖した記憶は残る。体が、脳が、魂が覚えてんのよ」

「爆発物、でしたよね？　先輩に三さん途ずの川かわ旅行をさせたのは」

　そう、先日白羽を死の淵ふちに追いやったのは爆発だ。燦さんと燐りんはそこも攻めていたのだ。

「先輩ってあれでしょ？　実はすっごいチキンでしょ？」

「心理魔術で自分のメンタルを機械にすることで、恐怖心を感じないようにしても」

「本性は変わらない。私たちみたいなイジメっ子の眼力は誤ご魔ま化かせない」

「むしろ甘やかしてきた分、一ひと皮かわ剝むけばそこにあるのは繊細可か憐れんな乙女のような心だけ」

「だから言ったでしょ？　かーわいーって」

「もー、駄目ですよ先輩。普段は完璧超人ですって顔してる美人がそんな泣きそうな顔をしてたら、土下座するまで詰なじりたくなるじゃないですか♪」

　燦さんと燐りんは恐怖心を煽あおるように火球を飛ばす。

　いままでは虫けらほどにも恐ろしくなかった爆発という現象が、心胆を凍えさせる。

（どうして……こうならないために、心理魔術にも多くの魔力を費やして……）

　心理魔術を駆使して、サイボーグのように整えているはずの精神が、悲鳴を上げる。

　いや、『心』は冷静なのだ。だが、恐怖は心からのみ生じるものではないのだ。

　体が、脳が、魂が、本能が、心という主要な経路を迂う回かいして、恐怖を訴えている。

　恐怖を避けて通ってきた意志が、それに耐える強さを育んでいるはずがなかったのだ。

「おじさんは薄うっすら気付いてたと思うなー」

「あの人、相手の健康状態を見抜くことに関してはエスパー同然ですから」

「なのに、もう君が傷付く姿を見たくないんだー的な激甘発言しちゃって」

「まあ女の振り方が上う手まいわけないですよねー。素直に役立たずだって言えばいいのに」

　同時に砲撃。口撃と同時に行ってくるから性た質ちが悪い。

「役立た、ず？」

「一度恐怖に屈した戦士が他のなんなのよ？」

「そうなったらもう痛みに耐えて生まれ変わるしかないそうですよ？　うちの傭よう兵へい曰いわく」

　燦さんと燐りんが左右対称にハンマーを構え、先端の鬼火が大火球を吐く。

　二色の鬼火は混ざり合って更に巨大化、全力で防御した白しら羽はを吞のみ込こみ、ハロウィンの目口を描いたキノコ雲を立ち上げた。

（あれだけ連射していながら、まだこれほどの魔力が……？）

　煙が去ると、障壁を過剰展開した白羽が荒い息を吐ついていた。

『あー、お嬢ちゃん、言いにくいんじゃが』

『ブァカだね！　アンタがこれまで必死に防いでたのは、音と光だけの花火だよ！』

　白羽がすっかり消耗したところで、カボチャとカブが種を明かした。

「これで気付いたでしょ？」

「私たちにも追い詰められてるその有様じゃ、もう普通の護衛すら務まりませんよね？」

　燦さんに続く燐りんの台詞せりふで、白羽は愕がく然ぜんとする。

　自分はもう〈王〉の護衛は愚おろか、〈切きり花ばな〉の名すら背負えぬほど弱っていたのだ。

「あれ？　戦意喪失？　やり過ぎちゃった？　じゃ、今度は接近戦でフルボッコね♪」

「ね、ねえお姉ちゃん、もう止やめてあげよう？　先輩かわいそうだよぉ」

　笑顔で鉄てつ槌ついを構えた燦さんの裾すそを、燐りんが鳴き真ま似ねしながら引っ張っていた。

「それもそっか。先輩もう辞めちゃいなよ護衛とか。元から向いてなかったんだよ。早く降参してご実家にごめんなさいして普通の女の子にしてもらいなよ」

「私もそれがいいと思います。大丈夫っ、先輩ならきっと堅気でも素敵な女性になれるに違いありません！　あ、でもうちには面接に来ないでくださいね？」

　その武器を捨て、騎士の名を捨てよと、燦さんと燐りんは告げた。

　彼女にとってそれは人生なのだと知った上で、燦さんと燐りんの目は嗜し虐ぎやく的に輝く。

「あ、認められないなら代わりに言ってあげよっか？　あたしー、サイボーグ・シラハ♪でもそれは本当の私じゃないの～。実はとっても怖がりでよわーい女の子なの～。いつか素敵な王子様に守ってほしいな♪」

「駄目だよお姉ちゃんそんな意い地じ悪わる言っちゃ！　きっとあれはギャップ萌もえを狙ねらってたんだよ！　いざというとき男を落とすテクニックだったんだよ！　そうですよね先輩!?」

　身をくねらせながら言う燦さんと、あたかも弁護するように追撃する燐りん。

「黙りなさい……」

　白しら羽はは大おお鎌がまの柄つかを握り込み、声を震わせる。

「え？　なに？　聞こえなーい」「すみません負け犬先輩、遠とお吠ぼえはもっと大きな声で」

「黙りなさいと言っているんです!!」

　白羽自身ですら記憶にないほどの大声を、燦さんと燐りんに叩たたきつけた。

「ちょっとちょっとー、なーに怒ってんのよバカにされないとでも思ってたのその醜態。白羽ちゃんは悪くないよーとか言ってもらえると思ってたわけ？」

「僭せん越えつながら先輩、それこそいま私たちの言った『普通の女の子』がする期待ですよ？」

　感情を露あらわにした白羽に、燦さんと燐りんは挑発を止やめない。

「黙らせたかったらどうすんの？　メソメソ泣いてお願いするの？」

「そんな守ってあげたい系女子が、どうして〈王〉の近衛このえになんてなれるんですか？」

　武器を構え直した燦さんと燐りんに、白羽はふと気づく。

「なるほど、そうでしたか」

　詰めの甘い性た質ちではあるまい彼女たちが、露骨に時間を与えた理由を、いま悟った。

「『治し方を教える』『痛みに耐えて生まれ変わるしかない』──」

　燦さんと燐りんの言葉を口にして、白羽は溜ため息いきを吐ついた。

「発はつ破ぱを掛けていただき感謝します。地獄へ落ちなさい」

　彼女たちは約束を守り、白羽がスランプを脱する道を示していた。

　爆死というトラウマの克服、恐怖心を撥はね除のけるたった一つの解決策。

　即すなわち──誰よりも爆破攻撃を得意とする燦さんと燐りんを、この手で打破すること。

「やっと気付いた？」

「どこぞの臆おく病びようなおじさま曰いわく、『恐怖は乗りこなすもの』だそうですよ？」

　燐りんの伝えた怜れ生おの信念は、白羽の胸に響いた。

『──俺に言わせれば、最悪です』

　あのとき彼が、自分の何を軽けい蔑べつしていたのか、いまになって分かる。

　恐怖心は、逃げずに直面して力と賢さに変えるもの。

　それをせず、ただ無恐怖的な心を作って隠れた白羽は、彼にすれば不誠実だったのだ。

（ああ、そうだ……）

　彼に死の淵ふちから救われたとき、自分は誇りも冷静さもなく恐怖していた。

　あの恐怖を誤ご魔ま化かさず受け止めているからこそ、彼は救命に対して必死になれるのだ。

（私は、まだ……）

　思えばその後だ。彼の近衛このえ騎士になろうと決意したのは。

　初めてだったのだ。職務ではなく自分の意志で、誰かを守りたいと思ったのは。

（私はまだ、あの方に、感謝の言葉すら伝えていない！）

　自らを守っていた殻からを破り捨てるように、白しら羽はは目を見開いた。

「……術式停止」

　呟つぶやくと、冷淡だった緑の瞳ひとみに熱が宿り、白い美び貌ぼうに気が満ちる。

（メンタル安定させるための心理魔術を）（解除しましたね）

　燦さんと燐りんの目前で、白羽は精神安定のための恒常術式を止めていた。

　もう心に補助輪はない。恐怖や焦りを全すべて、自分で乗りこなさなければならない。

　そして彼女は、鎌かまを持っていなかったもう一本の手で髪を払う。

　銀糸の髪が指へ絡み、発光を伴って変形、二本目の大おお鎌がまとなって手に握られた。

　更に白羽の周囲を舞う花弁障壁が失われ、代わりに彼女の長身が白色の魔力光に輝く。

（大鎌の二刀流？）（障壁を減らして、魔力を念力格闘ＰＫＣに回した）

　攻めの姿勢だ──守りだけを考えていた彼女が、守りを捨てて攻めに来る。

「やっと再起動したじゃん。やっぱ人間も機械も叩たたいて直すに限るわー」

「あとは使い物になるかどうかの試験だけですね」

　白羽の変化を見た燦さんと燐りんは、それぞれ武器を構え直す。

「別にどっちでもいいのよ、あんたが腑ふ抜ぬけになろうと高潔な騎士様だろうと」

「ちょっと気味の悪いサイボーグでも味方なら玩具おもちやにしますし、味方じゃないなら手持ち無ぶ沙さ汰たなとき蹴け飛とばせばいいだけですし」

　白羽と初めて会った日は、燦さんと燐りんもその程度にしか思っていなかったのだろう。

「でもあんたおじさんに惚ほれちゃったでしょ？」

「そうなると、味方になって人生捧ささげてもらうしかないんですよねー。おじさまのことが好きなのに何の役にも立たないなら、もうそれ殺してほしいってことですよね？」

　燦さんと燐りんの口から語られた言葉に、白羽は軽い冷や汗を流す。

　惚れた、などと指摘されて慌てる想おもいもあったが、すぐにそれどころではなくなった。

「それはつまり……貴方あなたがたなりに、彼の助けになりたいのですか？」

「「もちろん♪」」

　左右対称の仕草と笑顔で、燦さんと燐りんは肯定した。

「あの金のなる木は私たちのなの。水と肥料はたーっぷりあげて可愛かわいがらないとね♪」

「敵も味方も全部栄養になってもらいます。連盟も人類各国もいい土です。そして実った林りん檎ごは私たちが美お味いしくいただきます」

「でも『番人』があの蛇だけじゃちょっと心もとないでしょ？」

「身も心も命も捧げてくれる忠実な騎士とかいてくれると、私たちも楽なんですよねー」

　白羽は沈黙して、燦さんと燐りんの真意を見計らった。

「王を傀かい儡らいにする魔女、というより、黄金の果実を独占する女神気取りですか……」

　怜れ生おに対する純粋な想おもいもある一方、その欲望もまた本気だった。

「私にも、貴方あなたがたのことが少し分かった気がします。花か蓮れん様とは違う意味で、お二人は彼のことを愛しているのですね──まるで獣のように」

　 白しら羽はは意趣返しを兼ねて、燦さんと燐りんの胸中へ踏ふみ込んだ。双子の眉まゆが動く。

「〈緋あけの龍りゆう王おう〉から寵ちよう愛あいと恩恵を得られさえすればいい。それが叶かなうなら、互いの関係は家族でも男女でも主従でも構わない。恩おん寵ちようがあれば形式などどうでもいい野生の心です」

　彼女たちの常人と異なる部分がそこだ。

　家族、友人、恋人、同僚、そのカテゴリに応じて思いの丈を変えるのが人の筋だ。

　彼女たちはそうではない。自分が生きていく上で最も恩恵ある相手を愛し、彼女たちの人生でその最たる相手が怜生なのだ。それを確保できればカテゴリはどうでもいいのだ。

「ならば眷けん属ぞくなどとおこがましいことを言わず、自ら首輪を付けて膝ひざに擦すり寄ればいい。どれでも同じなら、飼い主の手を舐なめて可愛かわいがってもらいなさい──このケダモノ」

　白羽は口角を引いて、人生でも滅めつ多たにしたことのない嘲ちよう笑しようを試みた。

　耳にした燦さんと燐りんは、笑顔をそのまま、目の色だけを変える。

「色々言っちゃったねー、切きり花ばな先輩」

「なんていうかこう、火が付いちゃいました」

　双子の全身から、橙だいだい色いろと青色の魔力光が立ち上り、カボチャとカブが嘆息した。

「「ご注文！　女体焼きいっちょーう♪」」

　燦さんが火球剣玉を振るって炎を撒まき、戦闘再開を告げた。

　燐りんは姉の後ろに回って火球剣玉を腰だめに構え、砲撃の姿勢を取る。

（距離を詰める！　心理魔術と障壁魔術に使っていた魔力を『眼め』と『脚』に！）

　白羽は達人の歩法と念力格闘ＰＫＣで、矢の如ごとく駆ける。

　燐りんは、その瞬間を見逃さないどころか先読みして、砲火した。

　榴りゆう弾だん砲のような鬼おに火び弾だまを、散弾銃のように放射して、機関銃のように連射する。

　前に立つ燦さんの背後から、青い光線が旭きよく日じつのように広がり、曲線軌道で白羽を襲う。

（臆おくし、足を緩めたら負ける）

　燐りんの砲撃は、姉の背を迂う回かいするため僅わずかに外側へ広がっている。

　故ゆえに白羽は真正面を駆け抜ける。青い火球が髪・耳・肩・腕・腿もも・踵かかとを掠かすめていくが、その弾雨を、白羽は見事に走破した。

（妹の砲撃に続くのは、姉の多段攻撃──）

　妹の誘導で正面から突っ込んでくる得物へ、燦さんはカボチャをバッティング。

　人体を丸まる吞のみにするサイズへ拡大したカボチャを、白羽は倒れるような低姿勢で潜くぐる。左右の大おお鎌がまを背中に回すと、刃やいばの両翼がカボチャを防いで火花を散らした。

（火球に続いて熱ねつ鎖さ、その先には鉄てつ槌つい、この三段構えの前で止まれば包囲攻撃される）

　続けて、カボチャと鉄槌を結んでいた熱鎖が荒れ狂う。

　白しら羽はは熱ねつ鎖さの網を最小限の軌道変化で避よけ、跨またぎ、絡みつきに来た鎖を大おお鎌がまで弾はじいた。鎖が鎌に絡みついたので、速度を落とさぬために手放す。

（これを突破しない限り、勝機はない！）

　武器を捨てた白羽は、燦さんの正面にまで迫った。

「上等！　首だけ便所にホールインワンしてやんよ！」

　間近に迫ってきた白羽の顔へ、燦さんは下段からハンマーを振り上げる。

　肉声ではなく『言霊』を吐き、一瞬で長文を相手に聞かせるという言語魔術まで使ったのは、相手の時間感覚をズラすための小技でもある。

　だが白羽は動じず、念力格闘ＰＫＣで跳躍。燦さんを飛び越え、その後ろにいた燐りんを見下ろす。

「駄目だよお姉ちゃん、その前に火傷やけどをお化粧してあげないと♪」

　白羽の跳躍に慌てることなく、燐りんは頭上へカブ型鬼火の砲口を向けた。

（左右への姿勢制御では散弾銃を避けられない、自由落下では遅すぎる、なら──っ！）

　白羽はそこで障壁魔術を展開した。ただし、身を守るためではない。

　白羽は障壁魔術を用いて、上空から自分の体を叩き落とした。

　 燐りんの対空砲火は、白羽の残した障壁の破片だけを撃ち抜く。

　 急降下を果たした白羽の手には、新たな大鎌。

　 落下と同時に髪を梳くしけずり、引き抜かれた銀髪を媒体に、白銀の大鎌が作り出される。

　 着地して振り抜いた先は──燦さんと燐りんの首だった。

「「「────」」」

　 白羽は両手と大鎌を広げて、燦さんと燐りんの首筋を薙なぎ払はらっていた。

　 防護魔術が火花のような魔力光を散らすと、競技用触媒が急所への負荷を感知して、

『鬼き柳りゆう　燦さん──致命傷判定クリテイカルヒツト、失格』

『鬼柳　燐りん──致命傷判定クリテイカルヒツト、失格』

　燦さんと燐りんの前に画面を表示──切きり花ばな白羽の勝利を宣言したかと思いきや、

『切花白羽──障壁維持不能シールドロスト、失格』

　白羽の魔力が規定値を下回り、ルール上の敗北が宣言された。三者同時の相打ちだ。

「魔力切れとは不覚──引き分けですね」

　白羽の言葉に、燦さんと燐りんが失笑した。

　白羽は魔力切れだが、燦さんと燐りんは首を斬きられたのだ。実戦なら引き分けにならない。

「まあ」「いいんじゃないですか」

　少し不満そうながら、燦さんと燐りんは構えを解いてそう口にするのだった。

　終わってみて振り返れば、ただの喧けん嘩か、意地と私情から生じた私闘だったが……

「ああ、いつ以来でしょう……こんなにも、勇気を振り絞ったのは」

　憑つき物ものが落ちたような顔で、白羽は秋空を見上げ、銀髪を風に靡なびかせた。

　それは、長い月日を蛹さなぎとして過ごした白羽の魂が、いま羽を広げたようにも見えた。

　燦さんと燐りんはそれを見て、ひとまず満足そうに息を吐つく。

「ん？　誰よこんなときに」

　そこで燦さんの携帯端末が鳴る。表示された名前は母の燈あかりだ。

「なぁにお母さん、私らいま──」

　燦さんの応答は途中で途切れた。どうやら燈がすぐさま用件を切り出したらしい。

　不穏な気配を察した燐りんや白しら羽はが目を向けると、燦さんは呆あきれたような声で、

「……ハイジャック？」

　という単語を口にするのだった。





　　　◆






　鬼き柳りゆう怜れ生おと花か蓮れんはそのとき、鯨船の甲板から空を眺めていた。

「っ、怜生さん！　あれ！」

　花蓮が指し示したのは、鯨船の横を飛ぶ、鮫さめのような護衛艦だ。

　護衛艦の背に『繭まゆ』が作られ、解けた内部から蜘く蛛も女・フロレンスが現れる。

　そして彼女は、額の四眼で怜生たちを一いち瞥べつすると、護衛艦が何らかの対処を始める前に、両手の指から魔力糸を大量に放出、全長一〇〇メートル前後の護衛艦を包む。

「おい、まさか……っ！」

　前回の貨物船のように、巨大な物体を放ほうり落としてくることなら想定していた。いざとなれば花蓮に対処させる気で甲板にいたが、フロレンスはそんな怜生の想定を超える。

　繭に包まれた護衛艦が、空間跳躍によって、入れ替えられた。

　現れたのは──巨大な航空戦艦だった。

　原子力空母が二隻連れ立っているような巨体は、全長約三二〇メートル、横幅は一五〇メートルといったところ。その迫力は、町が一つ大地から切り取られてきたかのようだ。

　船体は黒く、棺ひつぎのような形状の双胴を軸に、城のような中央司令塔と、各方向で指先のように伸びる砲塔に、後方でフォルムを広げる分厚い翼状推進器が目立つ。

　空母以上の構造物が空に浮く──旧時代からすれば、もうＳＦの宇宙船と変わらない。

「航空母艦だと!?」

　怜生の傍そばにいた保安魔術師の声は、航空母艦による砲撃でかき消された。

　鯨型飛行船が背負う展望台の壁が砕け、内部に衝撃波を撒まき散ちらす。怜生はその衝撃に障壁魔術で耐える。轟ごう音おんと衝撃は船内にも及び、転倒・昏こん倒とうする人間が続出した。

『突然の艦載砲、失礼いたします。こちらは〈青の医術師団〉所属の航空母艦・ナイチンゲール号です。真まことに唐突ではございますが、貴艦を制圧させていただきたく参りました』

　情報魔術により乗っ取られた船内放送が、フロレンスの楚そ々そとした声を響かせた。

　それと同時に、館内にも多数の繭が出現する。

　繭から現れたのは、白い装甲服に身を包んで、魔銃を構えた兵士たちだった。

　乗船していた保安魔術師たちは不意を打たれ、反撃した者も多勢の銃撃に晒さらされる。

『抵抗なき者の安全は保証いたしますが、抵抗あれば武力をもって鎮圧。また五分以内に総員の降伏が確認できなければ、不本意ながら艦載砲による船体への攻撃が実行されますことを、予あらかじめご了承ください』

　鯨船の操縦室が、別途脅迫を受けて停船すると、船の周囲に繭まゆが現れる。

　繭からは航空魔動甲かつ冑ちゆうが現れ、外側から客船へ銃器を向けている。

「怜れ生お様、こちらへ！」「脱出艇までお送ります！」

「やめとけ、いい的だ」

　怜生の護衛として同伴していた〈鬼き神しん会かい〉の兵が、すぐさま怜生を連れて逃げようとしたが、怜生自身が却下する。その間にも、甲板にまで繭が作られ、兵士が出現する。

（フロレンスの空間跳躍は警戒してたが、対象を入れ替えるなんてことができるのかよ！　あんな航空母艦を狙ねらった場所に一瞬で……しかも船内には兵士を直接投入っ、対抗術式が開発されてないから防げない。こんなもん分かってても機先を制される……！）

　フロレンスの生態魔術である空間跳躍は、逃げだけでなく攻めでも強大な力だった。

「れ、怜生さん!?　どうしますか!?　とりあえずビームでいいですか!?」

「だから止よせ！　もうこの船ごと人質に取られてんだよ」

　慌てて両手に赤しやつ光こうを集めた花か蓮れんを、怜生は悔かい恨こんの表情で制止する。

『ご明察だ、鬼き柳りゆう怜生』

　航空母艦から放送で聞こえた声は、フランケンシュタインの声だった。

　生きていた──そのことにはもう驚かないが、怜生は航空母艦を睨にらむ。

『そちらには〈青の医術師団〉謹製の人造人間兵団を送り込んだ。彼らは戦術プログラム通りに作戦を実行するので、命令通り降伏すれば危害は加えんよ』

　その人造兵団の一部は、保安魔術師との戦闘で青い血を流していたが、

『兵たちには生徒や乗員といった非戦闘員を片っ端から人質に取り、保安魔術師に降伏を促すよう命じてある。ふむ、徐々にその要求は通っているようだね。何よりだ』

　フランケンシュタインの実況通り、船内は急速に制圧されていった。

『倫理禁きん呪じゆである人造人間の兵隊利用だが、実は人を戦わせるより流血が少なくて済む。彼らは倫理規範に忠実で、自分や味方が殺されようと激怒することなく任務を全うする。見たまえ、終わってみれば死者は人造兵のみ、そちらは負傷者のみだ』

　やがて保安魔術師や生徒たちは、一人ずつ魔術師用の封印触媒を装着されていった。

「実に紳士的で、そして合理的だろう？　なぜ人造人間の兵器利用が禁呪扱いされているのか理解できないよ。むしろ戦場は全すべてそうなればいい。少なくとも人命の被害は減る」

　そして遂ついに、甲板に作られた繭からフランケンシュタインが姿を現した。

「花蓮様！　怜生様を連れて逃げてください！」

　怜生の左右から〈鬼神会〉の兵が、棍こん棒ぼう型触媒を抜いて砲火しようとした。

　怜生は制止の声を上げたが、他の誰よりも怜生だけは無事に帰せと厳命されている兵は応じず、フランケンシュタインを砲撃しようとして、

「お静かに願います」

　空間跳躍で現れたフロレンスが、十指から糸を伸ばし、その先にある巨大針を操る。

　一本ずつが槍やりとなり、亜あ神しんの大魔力が人間の障壁を容易に貫く。傭よう兵へい結社で鍛えられた魔術師たちでも、防御した武器を壊され、手足に傷を負って甲板に倒れた。

　通常の魔術師では、相手が亜神であるというだけで、圧倒的な地力の差に敗北する。

「っ、そこで大人しくしてろ……」

　怜れ生おは自分の左右に倒れた兵に手を向けて、治癒魔術を掛けた。

　逃げろと言われた花か蓮れんは、一瞬迷うも、怜生の選択に従った。

「ヒヤリとしたよ、逃げられれば我々はこの船を沈め、赤あか枝し宮みやに侵攻するしかなかった。やはり、一度お友達の爆殺死体を見せられると、見捨てにくくなったかな？」

　そういう狙ねらいがあった──という笑みを見せられ、怜生は怒りに奥歯を食いしばる。

「さて、警告した通りこの船はいつでも撃墜可能だ。いくら君の治癒魔術でも、船体ごと木端微み塵じんにされた百人の患者を同時に治療し、落下後の溺でき死しまで防ぐことはできまい？」

　フランケンシュタインの余裕はそれゆえだ。

「もちろん人造兵には自爆術式も記入済みだ。致命傷を負ったとき、私が遠隔操作したとき、その他の条件で盛大に爆はぜる。一斉起爆すればもちろん、この船は四散するだろう」

　同じことが、通信魔術で船内にも伝えられる。

「時間を稼げば、連盟警備隊や〈大図書館〉が、何か手を打ってくれると思っているかもしれないが、彼らの描く救出プランは、恐らく君の理想通りではない」

　フランケンシュタインは怜生の思考を読み、その先を行く。

「〈王〉である君の身は、この場にいる他の全員よりも優先される。一いち文もん字じ卿きようや連盟は、君が我々の手に落ちるくらいなら、君の意志を無視して強引に確保するだろう」

　そうではないと否定することは、怜生にもできなかった。

「連盟警備隊も同様の不等式に従う。〈鬼き神しん会かい〉は言うに及ばず。彼らが駆け付け戦況に火が付いたときは、まあせめて頭部が原形留とどめるよう頑張りたまえ。もし余裕があったら近くで死んだお友達と継つぎ接はぎしてあげよう。はーい皆いまのうちにペア組んでー」

　甲板にいた他の生徒たちが、四腕で手を叩たたくフランケンシュタインに戦せん慄りつする。

「もちろん私も惨事は御免だ。早々に決断してもらおう。来たまえ、君一人でだ。龍りゆう神じんもここに残ってもらう。もし龍神がこの船を離れ追って来れば、兵に虐殺を命じる」

「お断りします！」

　フランケンシュタインの条件に、花蓮は当然応じない。

「花蓮……」

「嫌です！　怜生さんを連れていかれるなんて！　頑張ってこの人たちやっつければいいじゃないですか！　二、三人くらい死んだって私たちのせいじゃ──」

「花蓮！」

　怜生は思わず声を荒げ、花蓮は身を竦すくませる。

「……この船の皆を守れ」

　怜れ生おは花か蓮れんの肩に手を置いて、ゆっくりと語り掛ける。

「兄貴たちや一いち文もん字じさんがすぐに来る。それまで、お前が皆を守るんだ」

　泣き始めた彼女の目元を指で拭ぬぐい、額を合わせるようにして語り掛ける。

「こいつらが何かしようとしたら防ぐ、怪け我が人にんが出たら治す。ここが大丈夫になったら、仲間を俺のところまで連れてくるんだ。それまで、一人も見捨てちゃ駄目だ」

　泣き出している花蓮に微笑して、怜生は彼女の目を見つめた。

「俺は大丈夫だ。俺も、お前ならここの皆を任せられる──頑張れるな？」

「……キスしてくれたら」

「お前な……まあ、終わったらな」

「約束ですよ！　いま言げん質ち取りましたからね!?　二十四時間耐久キッスですからね!?」

「そこは普通に二、三秒くらいでいいだろ!?」

「じゃあいましてください！」

　論議を始めた二人に、フランケンシュタインとフロレンスが顔を見合わせる。

「あー……おや見たまえフロレンス、あの雲など膵すい臓ぞうによく似ていると思わないかね？　ほら、あのあたりが小しよう網もう隆りゆう起きだ」

「はい先生、私も空気を読んで見て見ぬフリをします。まあなんて綺き麗れいな鈎かぎ状じよう突起」

「……とっとと連れてけよ」

　無駄に気を遣った誘拐犯たちに、怜生は苛いら立だちながら同行の意思を伝えた。

「ま、待てよ……」

　そこで聞こえた声は、甲板にいた生徒たちからだ。

　人造兵が出現すると同時に降伏させられていた彼らの中から、見覚えのある男子生徒、編入初日に怜生へ絡んだラシード青年が声を上げている。

「鬼き柳りゆう、お前……さっきの話は、本当に……お前が、〈王〉だって……」

　フランケンシュタインが自然と暴露していた、怜生が〈王〉であるという事実に、彼ら神霊学部の生徒はハイジャックよりも驚きよう愕がくしていた。

「……済まねぇな」

　怜生は、彼らと目を合わせていられず顔を逸そらし、フランケンシュタインの方へ歩く。

「では、ご招待しよう。フロレンス」

「はい、先生──それでは皆様、失礼いたします」

　フロレンスが答えると、フランケンシュタインとフロレンス、そして怜生、続いて巨大飛行戦艦の全体までもが、虚空から生じた繭まゆに包まれ──

「怜生さん！」

　思わず手を伸ばした花蓮を残して、その場から姿を消した。

　ラシードたち生徒が呆ぼう然ぜんとし、鬼柳家の魔術師は悔しげに甲板へ拳こぶしを落とし、人造兵は無言で銃を向け続けている。




　──その一部始終を、離れたところから見ている者たちがいた。




「怜れ生おの助けには入れなかったが、得たものは多い。相手の作戦と戦力の概要は摑つかめた」

　船尾側の談話室に、エドァルドの声が響く。

「ああ。妾わらわたちが足あし枷かせでなくなれば、花か蓮れん殿も御夫君の元へ駆け付けられるじゃろう」

　幻影画面に映し出された甲板での出来事を見て、アドリアナが方針を口にした。

「怜生だって、連れて行かれたとしても大人しくやられたりしないはずだ。時間はある」

　そして直なお正まさの声が、悔しげながらも反撃の意志があることを明示する。

　この部屋にはなぜか人造兵の姿はなく、直正たちも拘束されていない。

「ちょ……いまのどういうこと!?　き、鬼き柳りゆう怜生が〈王〉って！　え？　私っていままで閣下に？　あんな？　打ち首上等なことを!?」

　青ざめているのは、出会い頭の不正介入を思い出したアリスだ。

「アリスは落ち着くのを待つとしてだ。これ、本当に俺たちを隠せてるのか？」

　直正が見回した室内には、壁や天井の間近に、青白い光線の格子があった。

　格子は部屋の四隅にあるランプ形触媒から生じている。

「外部から見た者に、内部のものを『忘却』させる心理迷彩だ」

　答えるエドァルドは、学院の船が襲撃されてすぐに、これを設置していた。

「人間なら多少違和感を覚えられてしまうし、機械の探知は誤ご魔ま化かせないのだが、相手が人造人間で、アリス嬢が機器を騙だましてくれれば、この通り目を合わせても怪しまれんよ」

　船内を巡回する人造兵は、開いた扉からエドァルドたちに顔を向けたが、何もなかったかのように目線を外し、次の部屋を調べにいった。

「た、確かに監視装置には枝を付けたし、乗船記録からも私たちの名前消しといたから、当面怪しまれないと思うけど……あ、外部と連絡とっちゃ駄目よ!?　一発でバレるから」

　アリスは怯おびえながらも忙せわしなく端末を操作していた。

「アリス嬢がいてくれてよかった──次はこれを使ってくれるかね？」

　エドァルドはそう言って、爪つめほどの大きさしかないデータチップを摘つまんで差し出す。

「対ホムンクルス用の情報術式？　アンタまさか、船を奪還するからこれで隙すきを作れとか言うつもり!?　冗談でしょ!?　そういうのは妄想の中だけでやんなさいよ！」

　チップの内部を確認したアリスは、エドァルドに向けて目尻を釣り上げる。

「チャンスを作れるってことか？」

「あれだけの目に遭わされたのだ、備えくらいするさ」

　直正が持ち込んでいた棍こん棒ぼうを手に問うと、エドァルドは不敵に笑う。

「どれだけＡＩ技術が発達して、無人機ドローンや人造兵が自動化されても、人は兵器の手綱から手を離したりはしない。外部から命令を受ける機能がある以上、情報魔術で無力化したり操ったりすることも可能だ。兵士が全すべて人造人間にならないのは、倫理よりそれゆえさ」

　エドァルドは、窓から航空魔動甲かつ冑ちゆうを一いち瞥べつして続ける。

「人造兵団の自爆を防ぎつつ混線させて、同時に外部へこちらの状況と作戦を送信する。連盟警備隊が間抜けでなければ、動き出した事態に呼応するだろう」

　こういう事態の専門家である〈奈な落らくの玉座〉代表の保証に、アリスは迷う。

「で、でも、人造兵の防壁次第では即自爆だってありうるし、人質の皆が虐殺されるかもしれないのよ？　そんな、全学部生徒の命を使った賭かけを、私たちだけで勝手に……っ」

　震え始めたアリスの言葉で、黙って聞いていた直なお正まさも理解した。

　これは自分だけでなく、顔も名前も知っている同窓生たちの命を懸かけた作戦なのだ。

「大きな間違いだよ、アリス嬢。君が言う生徒たちを危険に晒さらしているのも、その命運を握っているのも、我々ではない。犯人側の脅迫でそう錯覚させられているだけで、実際は犯人側に全責任がある。この手の事件で肝要なのは、まずそこを勘違いしないことだ」

　極論、人質を危険に晒すことは気にするな──と、エドァルドは言っていた。

　こういう人質救出作戦では、どこかで必ず人質に命を懸けてもらわねばならないのだ。

「まあ、人命を優先しすぎる怜れ生おはまんまと引っ掛かったようだが」

　助けられた手前、それを愚おろかとまでは、エドァルドも言えなかった。

　怜生の名前を出されて、アリスの表情が揺れる。

　アリスも神霊学部生徒の端くれだ。怜生が〈王〉なら、それが〈青の医術師団〉に連れ去られたことの意味もよく分かっている。

『ひっく、えっぐ……怜生さぁん……』

　そのとき、画面から花か蓮れんの嗚咽おえつが聞こえて、全員の注目が集まる。

　甲板に残された花蓮は、しばらくすると、目尻を拭ぬぐって顔を上げた。

　その目は、怜生に言われた通り、この船の者たちを守るという意志を固めていた。

　そんな花蓮の健けな気げさに、アリスは咎とがめられたような顔をして唸うなった後、

「トランプナイツ！　オールカード！」

　侶りよ魔まを呼び出した。札型の群体妖よう魔まが五十二枚、アリスの周囲に出現し、旋回する。

　続いてアリスは、端末から多数の画面を投射して、指先で操作し始める。両腰に提げた鞄かばんほどの情報魔術触媒も発光し始め、周囲の札型侶魔と緑の光線で結ばれる。

　門外漢の直正でも、いまアリスとその侶魔が、一つのスパコンと化したことが分かる。

「ああもう知らない！　どうなっても知らないんだから！　術式命令群プログラムを受信ダウンロード、解凍！　うぅ、やっぱり課外研修なんて来るんじゃなかった、仮病使えばよかった。呪文書記系スペルスクリプトを最適化。ぐす、アタッカーＡＩ起動、〈帽子屋マツドハツター〉〈三月兎マーチヘア〉待機スタンバイ。おうち帰りたい……」

　アリスは涙目になりながら、虚空の画面を高速でタイピングしていく。

「よしっ、準備できたわよ！　あとはこの子たちに運ばせるだけ。自爆の術式を最優先でブロックして、ついでに思考停止させられる。ただし効果時間は約束できない」

「充分だ。私とアドリアナが出る。直正はアリス嬢を頼む」

　エドァルドとアドリアナが出口に近づき、直正は持ち込んでいた棍こん棒ぼう型触媒を構える。

「大丈夫、パパとママが組んだＡＩと情報妖よう魔まのこの子たちがいれば、幻影通信の世界で私は無敵、こっから先は私の王国……っ！」

　アリスは己を鼓舞しながら、端末に震えた指先を当てて、深呼吸。

「──不思議の国へようこそ、クソ野郎」

　アリスの指がボタンを押すと、周囲に滞空していた五十二枚の札型侶りよ魔まが放たれた。

　札型侶魔は光線となって部屋を飛び出し、船内にいる人造兵の頭部に突き刺さるとすぐ次の人造兵へ。鏡張りの部屋を光線が乱反射するように、情報体の騎士団が疾駆する。

　そんな情報魔術の刃やいばが、船内の人造兵たちを一時的に停止させた。

　すると──海中から上空へ、戦闘機が舞い上がった。

　戦闘機は真上に機銃を放ち、船を包囲していた航空魔動甲かつ冑ちゆうが射抜かれ、四散する。

「連盟の上下戦術機！」

　窓からそれを見た直なお正まさが、興奮気味に声を上げた。

　各種魔術により、潜航と航空の適宜切り替えを可能とした、空と海を渡る兵器だ。

　十二機の編隊で現れた戦の海鳥たちは、初撃で敵航空戦力を全滅させて、流れるように鯨船の周囲を旋回、うち一機が船に向けて通信を送る。

『こちら妖よう精せい都市連盟・航空第八移動警備隊。そちらからのメッセージは受領した。空の脅威は我々が排除する！　甲板に兵員を下ろすので中央を──』

　編隊の隊長機は、途中で言葉を切って甲板に見入る。

「あなたたちが……」

　花か蓮れんを中心に、甲板から赤い樹木が突き上がっていた。

　樹木は人造兵を真下から串くし刺ざしにしている。足を引っ掛けられたり、背から貫かれたりしているものはまだ幸運で、足の間から口まで幹が突き出ているものは正視に耐えない。

「あなたたちが、来なければ！」

　樹木はそのまま発火して、人造兵たちを燃やしていく。

　燃える樹きの中心で、緋ひ色いろの半人半蛇が怒りに目を燃やす姿に、警備隊すら気け圧おされる。

　直後──花蓮は額の第三眼で船内を睨にらむと、甲板を突き破って船内に突入した。

　窓に赤しやつ光こうが煌きらめき、一部の窓が砕ける。船内で赤い稲いな妻ずまが跳ね回っているような閃せん光こうは、船首側から船尾側へと移動していくと、最後に外壁をぶち破って空に躍り出た。

　船内から現れたのは、花蓮と、紙吹雪のように舞う白い装甲服たち。

　一瞬に等しい時間で、船内にいる人造兵を全すべてかき集めてきたらしい。

「手ぇぇぇかぁぁぁらぁぁぁ」

　花蓮は滞空すると、両手を腰の横で上下に向き合わせ、その間に赤光を集めた。

　赤光は燃え上がる小太陽の姿を取り、孵かえりかけた卵のように罅ひび割われ、眩まばゆい光を零こぼす。

「びぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃむ!!」

　花蓮が小太陽を前に突き出すと、解放された威力が斜め上へと放出される。

　人造兵たちを全て焼却した赤光は大空まで突き立ち、遠くの雲を吹き散らした。

「しゃーっ！　なんだかボーっとしてたようなので搔かき集あつめましたけどいいですよね!?　もう皆さん安全ですよね!?　むっ、なんですかこの戦闘機は！　敵の新手ですか!?」

　花か蓮れんは近くにいた警備隊の戦闘機に近寄って詰きつ問もんする。

　先の光景を間近で見ていた操縦士は、操縦席の前へと現れて「しゃーっ！」と威嚇する半人半蛇に青ざめ、必死に首を横へ振っていた。

　船内からは銃声が聞こえない。人造兵は花蓮によって全滅させられたようだ。

「もう大丈夫なんですね!?　きゃはーっ、これでキスに一歩近づきました！　じゅるり」

　手の甲で涎よだれを拭ぬぐっている花蓮を、船に空いた穴から、エドァルドが見上げていた。

　エドァルドの足元には人造兵の死体があり、アドリアナが穴から空へ蹴け落おとす。

「なんというか、まるで出る幕がなかったな……」

「神霊の夫に手を出すとああなるのじゃのう。そりゃ〈王〉が恐れられるわけじゃ……」

　もはや二人は遠くを見る目になっていた。

　そんな二人が、ふと西の空を見ると、高音を立てて一隻の飛行船が接近してくる。

　全長二十五メートルほどの、先鋭的な形状をした、黒い飛行船だった。

　飛行船は甲板へと下降して三脚を出し着地、尾を下ろすように後部ハッチを開くと、

「はぁい♪　花蓮さん。助けに来たけど遅刻しちゃったかしら？」

「お義ね姉えさん！」

　鬼き柳りゆう燈あかりが、〈鬼き神しん会かい〉の戦装束に身を包んで現れた。

　甲板へと戻ってきた花蓮は、事態を察知して来てくれた鬼柳家の兵たちに喜色を表す。

「もう一人のお義姉さんも来てるわよー」

　船内から、作業服の美女・螢けいが降りてきた。

「〈鬼神会〉虎とらの子戦術機、名は小こ烏がらす丸まる！　こんなときこそメカニックの出番でしょ！」

　螢が両の腰に手を置いてふんぞり返ると、その背後から燦さんと燐りんが顔を出す。

「いやー、おばさーん？　確かに性能はいいんだろうけどさー」

「このＳＦ映画で悪い宇宙人が乗ってそうなデザインはどうかと……」

　燦さんと燐りんの指摘に、螢は「分かってないなぁ！」と抗議していた。

　他にも〈鬼神会〉の兵たちが甲板に展開しており、隊長の炯あき人とが、連盟警備隊の隊員と言葉を交わしている。海外での仕事を片付けて帰国した傍そばからこの事態だった。

　エドァルドとアドリアナ、直なお正まさといった面々も甲板に上がってくる。

「花蓮様、鬼柳くんは……」

　そして、切きり花ばな白しら羽はが花蓮の前に歩み出た。

　燦さんと燐りんを介して、怜れ生おの乗る飛行船がハイジャックされたと聞いた彼女は、双子と共に鬼柳家を訪れ、強引に救出部隊へと加わったのだ。

「そうです！　怜生さんが連れていかれちゃったんです！　生徒の皆さんを人質に取られてっ！　皆が来たら追ってきてくれって私に！」

　怜生の所在を尋ねた白羽に、花蓮が訴える。

「ったく、あのガキちゃっかり慢心してやがんな。単独でケリ付ける気かよ」

　頭を搔かいた炯あき人とと、腰の旋棍トンフアー型触媒を見て、エドァルドが前に出る。

「部隊指揮官とお見受けした。その旋棍を見るに、〈双角〉の鬼き柳りゆう炯人殿か？」

「そういう物知りぶったお前は？」

「亡国結社〈奈な落らくの玉座〉代表、エドァルド・マルチネスだ」

　炯人はエドァルドのただならぬ気配を訝いぶかり、自己紹介の前半で納得した。

「怜れ生おの救出に向かうなら、我々も連れていってもらいたい」

　エドァルドが言うと、炯人は値ね踏ぶみの目を返す。

「彼が連れ去られる直前、結社を代表して〈緋あけの龍りゆう王おう〉に臣従することを願い出た。その言葉を翻ひるがえすわけにはいかない」

「同じく！　鬼柳怜生の眷けん属ぞく志望、立たち川かわ流魔ま杖じよう術じゆつ免許皆伝未満の武む藤とう直なお正まさだ！」

　エドァルドに続いて、直正も炯人の前に立ち胸を張る。

「……時間がねぇ。死んでも責任取らねぇぞ」

　それなりに腕と気骨を評価したらしく、炯人は同道を許可して背を向ける。

「む、おじさんの癖して友達できてるとか生意気」「その点、先輩はどうなんですか？」

　燦さんは理不尽なことを口走り、燐りんは白しら羽はへ問う。

「どう、とは？」

　白羽は質問の明確さを求めた。

「あっちの男子たちは友情でいいとしても」

「切きり花ばな先輩の場合、実らぬ恋に命を懸かけることになるんじゃないかなーって」

　ハッとした花か蓮れんが、牙きばを剝むきながら白羽の返答を待つ。

「くだらない」

　どこか誇らしげに、白羽は切って捨てる。

　花蓮や燦さんと燐りんは意外そうな顔となり、続く白羽の声を聴く。

「余人はどうにも、男女の愛こそ最も強く正当な感情であると勘違いをするようですが、それと同等に尊く気高い感情が、人間にはあるものです」

　切花白羽の面持ちは、恋心などと嘲あざ笑わらうようですらあった。

「世界中の色恋をここに束ねても、私の刃やいばが曇ることはございません」

　むしろ恋する乙女よりも熱く染まった瞳ひとみで、白羽は胸に手を添え断言してみせた。

　女ではなく、騎士として〈王〉に向ける熱い想おもいが、彼女の瞳を染めていた。

「はう……白羽さん、なんだか格かつ好こいい……」

　花蓮は目を輝かせる。アドリアナは色々と察して、難儀そうな顔で溜ため息いきを吐ついていた。

「……まあ、下心がないと言えば噓うそになりますが」

　誰にも聞こえないように、白羽はこっそり呟つぶやいていた。

「花蓮さん」

　そこで、燈あかりが花蓮に声を掛ける。

「〈青の医術師団〉の航空母艦は空間跳躍で逃げてしまって、居場所が摑つかめないの。侶りよ魔まである花か蓮れんさんだけが頼りよ。分かるかしら？」

「あっちです！」

　花蓮は迷わず、甲板から見える水平線の彼方かなたを指さした。

「北東か。ここからだとアリューシャン列島からベーリング海……極地の魔獣が南下することを防ぐ、国連対魔獣平和維持軍・北方師団が警戒する海域だ」

　エドァルドが脳内で地図と照らし合わせると、一同の表情が硬くなる。

　そこがどのような場所なのか、花蓮以外の全員が理解しているからだ。

「メアリー・シェリーの小説で、フランケンシュタインの怪物は北極海へと姿を消した」

　エドァルドが著名作に言及して失笑すると、飛行船に乗るため歩き出す。

　続いて直なお正まさが、燦さんと燐りんに白しら羽はが、炯あき人とや燈あかりたち〈鬼き神しん会かい〉の面々が飛行船に乗り込んでいく。花蓮は乗船せず、自らの力で空に舞い上がる。

「自分の命を終わらせるためにな」

　エドァルドの台詞せりふを残して、〈小こ烏がらす丸まる〉が甲板から浮上し、北東へ向けて飛び立った。





　　　◆






　フロレンスの繭まゆに包まれた怜れ生おは、虹にじ色の亜空間に囚とらわれた。

　浮遊感と酩めい酊てい感に襲われる時間は一瞬で過ぎ去り、繭から解放される。

　急激に視界が開ける。どこにワープさせられたにせよ敵地なのは確実なので身構える。

「「「「「──やあ──」」」」」

　十数体のフランケンシュタインが、全方位を取り囲んでいた。

　よく見ると二本腕だったりスーツ姿だったり髪の色が違ったりと差異があるが、彼らが一斉に構えた銃器を見れば、そんなことを気にしている場合ではない。

　フランケンシュタイン軍団が拳けん銃じゆう・機関銃・魔銃などを、両腕や多腕で構えて、撃つ。

（有機魔術で樹木！　全方位に丸太防壁！）

　集中砲火に対し、怜生は最大速度で『森』を作り出した。

　防壁が間に合わなかった攻撃が、怜生の四方八方から体を削っていった。

　怜生はその傷を片っ端から治していく。鎮痛を施ほどこし、患部の歪ゆがみを微細な念力で整え、埋まった弾丸や鉄片を念力で取り出してから、治癒魔術を掛ける。焼しよう夷い魔弾や凍結魔弾で熱崩壊した部位は溶解魔術などで破棄、新しく作り直した。

　それ以外の軽傷は後回しにして、生体甲かつ冑ちゆうと強化繊維外がい套とうを形成。

　結果──弾雨を浴びた鬼き柳りゆう怜生は、ほぼ無傷の状態で槍やりを構えていた。

『お見事、同時に多種多様の負傷に対処する技術は素直に感嘆できる』

　天井の放送機器からフランケンシュタインの声が聞こえた。

　怜生の魔術ではなく技術に、彼は医療魔術師として素直な賞賛を示していた。

（オヤジの診療記録と、義父オヤツさんの殺人稽げい古こに救われた……）

　怜れ生おの父は、傭よう兵へい結社に勤めている間に行った治療の数々を、記録魔術で情報化して、誰かが引き継げるように備えていた。怜生はそれを全すべて頭に入れている。

　なにせ魔術兵装が応酬する戦場を駆けてきた〈鬼き神しん会かい〉だ、傷の多様さもちょっとした図鑑のようで、治療法も化学兵器の中和から体内念力手術まで『経験』がある。

（場所は、屋内の倉庫？　航空母艦の貨物室か！）

　周囲を確認する間にも、急きゆう拵ごしらえの丸太柵さくが破られる。

　赤い木々の隙すき間まを突き破って現れたのは、犀さいのような姿をした機械の獣だった。

（無人戦闘機！　人類各国の武器供与か！）

　両脇に機銃を構えた、四足走行型のロボット兵器だ。

　怜生は槍やりを起点に円柱状の障壁を展開、機銃を逸そらし、同時に樹木を作り出す。

　無人機ドローンの真下から、丸太ほどある『蔦つた』が巨人の手さながら機体を摑つかみ上あげた。

（槍を変成──柄つかに霊体回路を編み上げて魔術触媒化！　生体触媒から圧縮術式を解凍、柄に記入、急げ、急げ急げ！）

　怜生は内心焦りながらも、素早く魔術を紡いでいく。

　槍が五ご鈷こ杵しよに変形すると、有機魔術触媒として作り替えられた柄が術式を走らせる。

（焼しよう夷い魔術と放電魔術を統合併発、鬼き柳りゆう家秘伝の雷火術式──これなら！）

　五鈷杵の中央に、紫電に包まれた灼しやく熱ねつ玉が生じ、前方に発射される。

　排球ほどの雷火球は、無人機の装甲を水面みなものように通過して内部で爆発、四散させた。

　公式大会では規定違反となる軍用の術式だ。炯あき人ととの決闘後、こういうときのためにと仕込まれていた術式を、怜生は連射する。

　無人機の開いた道から柵内に侵入しかけていたフランケンシュタインが、腹や手足から砕かれていく。酸鼻な光景に顔をしかめつつ、怜生は更なる攻勢に出る。

（周辺の樹木と接続！　術式を伝導……っ！）

　怜生は五鈷杵を床に突き立てる。

　床で絨じゆう毯たんとなっていた森の根が、五鈷杵と絡み合い、魔力光を循環させる。

　直後、怜生を囲む樹木防壁の枝や幹に、牙きばのような花が開き、花の中で雷火が迸ほとばしる。

　直後、大魔力を供給された森が、満開の花から焼夷魔術の熱線を発射した。

　周囲のフランケンシュタインたちが貫通され、壁が砕け天井が崩れ、床が抉えぐれていく。

　結果、広大な空間は灼熱地獄と化す。

　その中でも赤い樹木は屹きつ立りつしており、大輪の花には第二射を撃てそうな気配があった。

　それに加え、樹木の巨人や一角獣といった魔物が織り上げられていく。

　鬼柳怜生が得意とする、有機魔術による人造魔獣が、彼の親衛隊として現れた。

「……驚いたな」

　これらの光景を、別の場所から、やはり別のフランケンシュタインが見ていた。

　安全地帯に残した予備軀く体たいであり、先ほど放送で語り掛けていた軀体だ。

「治癒魔術を精査するため魔術は封じなかったが、流石さすがに侮り過ぎたようだ……」

　燃える森の中で、樹木の怪物たちを作り出し、槍やりを手に立つ彼の姿は、正しく──

「あれが──〈緋あけの龍りゆう王おう〉か」

　全すべての魔術師に畏い敬けいされる、〈王〉の威容だった。

「どうして俺が、のこのことついて来てやったと思う？」

　偶然か否いなか、怜れ生おの眼光が画面越しにフランケンシュタインを睨にらむ。

「お前が、俺の友達にふざけた真ま似ねしくさったあの時から……」

　樹きの防壁と人造魔獣の兵団で一夜城を築いた怜生は、声に怒気を宿す。

「こちとらとっくに、この手でお前らを叩たたき潰つぶすって決めてんだよ!!」

　白しら羽はたちを爆殺しかけたフランケンシュタインを、許す気はなかった。

　ここで抵抗すると人質が危険かもしれないが、一秒でも長く花か蓮れんを拘束したい彼らは、それをしない。怜生はその可能性に賭かける。

「優しいなぁ、君は」

　赤い木々の隙すき間まから、フランケンシュタインの声がした。

「意図的に急所を外したね？」「どの軀く体たいも五体満足ではないが」「医療魔術で存命できる程度の損傷だ」「君はやはりあれか」「絶対に人を殺せないタイプか」

　森の中に散らばるフランケンシュタインたちが、無事だった頭部で喋しやべり出す。

　片腕と片足がなかったり、上半身だけだったりと凄せい惨さんな姿だが、当人たちが言うようにどれも即死ではない。医療魔術を駆使すればギリギリ死なないラインの重傷だ。

「ああ誤解はしないでくれよ？　褒めているのだ」「それは人として正しい」「何より、私の体とその仕組みを知った上で『人命』として扱ってくれたことが素直に嬉うれしい」

　フランケンシュタインの声には、純粋な感動が聞き取れた。

「お前に褒められても気色悪いだけだ」

　怜生は吐き捨てる。フランケンシュタインが説いていいようなことではない。

「いつか〈王〉として人の命を奪う日が来るとしても、それはそのことを一生後悔できる相手にするべきだ。お前じゃ虫を潰した程度にも心痛まねぇよ」

　別に怜生は、倫理的な潔癖さから殺あやめなかったのではない。

　分かるのだ。もし人を殺めてしまったら、軟弱な自分の心はその事実に耐えられない。

　死は恐ろしいことなのだ。自分のものでも他人のものでも、人の死は怖いことなのだ。

　高潔さではなく臆おく病びようさゆえに、怜生は手を血で染められない。

「その心意気、同じ医療従事者として尊重しよう。故ゆえにこれだ」

　フランケンシュタインは四腕のうち二本で指を鳴らすと──自爆した。

「っ!?」

　喋っていたフランケンシュタインを含め、周囲にいた軀体が全て起爆した。

　森の木々が折れ、人造魔獣たちも砕かれる。怜生の築いた砦とりでは瞬く間に爆破された。

　宙を舞った怜生は、落下前に全身へ治癒魔術を掛け、着地する。

『君はまだ「我々」を正しく理解していないようだ。個体ごとの死は死ではない』

　再び放送でフランケンシュタインの声が響く。

『個体が死に絶えたとしても、その知恵と技は別の軀く体たいに引き継がれる。我々は、全滅しない限り、いや全滅してもフロレンスさえ無事であれば、新しい体で蘇よみがえり存続する！』

　声と共に、貨物室へ新たな無人機ドローンが現れた。

　蜘く蛛ものような多脚戦車を中心として次々と、各所の扉から現れ、機銃や大砲を放つ。

　怜れ生おは室内を全速で逃げ回り、雷火球を応射して、一機ずつ撃破していく。

『百人の学者が異論を挟もうと知ったことか！　私は生きている。レオ・ケルナーは生きている！　私がそう感じそう願う限り、それ以上の真実はこの世にない！』

　銃弾に生体甲かつ冑ちゆうを削られながら、怜生はフランケンシュタインの声に顔を顰しかめる。

（相手の言葉に耳を貸すな。殲せん滅めつしつつ脱出路を探す！）

　怜生は自らを叱しつ咤たしつつ、最後の蜘蛛型戦車に雷火球を叩たたき込む。

　急所を含め数十発は被弾したが、全すべて治癒した。最終的に無傷ならそれでよい。

（甲板か、もしくは貨物の搬入口から外に出られるはずだ！）

　フランケンシュタインを叩たたき潰つぶすとは言ったが脱出の目め処ども立てておかねばならない。怜生は広い貨物室から、通路の一つへと駆け込んだ。

「鬼き柳りゆう怜生、君は素晴らしい」

　通路上に、新たなフランケンシュタインが現れた。

　やはりというか、まだ何体もの軀体を、船内の各所に残しているようだ。

　四本腕が、形成魔術で作られた巨大なメスを握り、薙刀なぎなたのように構える。

　怜生は槍やりを構えて突進、しかしフランケンシュタインも慮外の剛力で受け止める。

　槍とメスが打ち合う。四腕で用いる巨大メスは驚くほど重く、そして持ち手をしきりに変えることで異様に多彩な角度を描く。白兵戦でも厄介な癖を持つ相手だった。

　しかし、怜生は槍から放電魔術を放ち、フランケンシュタインをメスから感電させる。

　倒れたフランケンシュタインを残して、怜生は船内の階段を駆け上った。

「君のことは調べたよ。ご両親のこともね。医者の端くれとして胸を打たれた」

　立て続けに、また新たなフランケンシュタインが道を阻はばむ。

　今度は両手に巨大な剪せん刀とう──血管などを摘つまむための鋏はさみを、形成魔術で作り出していた。

　四本腕による大おお鋏ばさみ二刀流という、これまた奇怪な武器が、怜生の槍を挟んで止める。

　怜生の足を止めさせたフランケンシュタインは、怜生に顔を寄せて語り掛けた。

「別に家族愛を説きたいわけではない。君がなぜ〈王〉になったのかを考えてみたまえ」

　怜生は応じず、片手を槍から離して、フランケンシュタインの脇腹を打つ。

　強化筋肉と生体甲冑の念力格闘ＰＫＣによる三重の剛力は、むしろ槍より凶悪な鉄てつ槌ついとなり、フランケンシュタインの内臓を破裂させた。吐血して倒れるが、彼なら死にはすまい。

「君が〈王〉となったその主因は、神霊学部で鍛え上げられたご母堂の霊れい髄ずいを、ご尊父が霊媒手術によって移植したことにある」

　その場を走り去るが、倒れたフランケンシュタインがまだ言葉を続けていた。

『ではこうも考えられないかね？』

　今度は艦内放送で、フランケンシュタインの声が先の台詞せりふを受け継ぐ。

『──君の霊髄を摘出して移植すれば、受授者は〈王〉になれたりしないだろうか？』

　フランケンシュタインが口にした仮説に、怜れ生おの背筋が凍った。

　まるで、脊せき髄ずいに並んで存在する怜生の霊れい髄ずいが震えて、仮説を肯定するかのようだった。

「っ!!」

　その悪寒から逃れるように、怜生は加速する。

（拙まずい……拙い拙いそれは拙い！）

　広い廊下で人造兵たちが待ち構えていたが、怜生は突撃した。

　雷火球を放ってバリケードを砕き、多少の被弾も構わず敵中に踏ふみ込む。

　穂先と石突だけでなく、拳こぶしや蹴けり、放電や熱線が振り回され、人造兵を殲せん滅めつする。

　表情は危機感に染まっているが、むしろそれを原動力とするように、人造兵の小部隊を瞬く間に全滅させていた。

（いかにもアイツらしい発想だが、俺がそうだった以上……上手く行くかもしれない!!）

　怜生が母の霊髄移植を受けられたのは、骨髄移植などと同じで、血縁があったからだ。フランケンシュタインに移植しても適合はしない。

　だが移植のスペシャリストである彼奴あいつなら、そして何より怜生の霊髄に流れる龍りゆう神じんの力なら、そのくらいの壁は突破しても不思議ではない。

「君を拘束、魔術を封じて治癒を防ぎ、霊髄を摘出しよう──げあは！」

　曲がり角から現れたフランケンシュタインに槍やりを投げつけ、引き抜いて走り抜ける。

「摘出した霊髄を、丈夫な霊脈を作った専用の軀く体たいに移植しよう──ごふっ！」

　部屋から出てきて魔銃を構えたフランケンシュタインの顔を、鉄てつ拳けんで陥没させる。

「もちろん脳も使おう。君の脳へと『我々』の記憶を継承させれば──ぐおっ！」

「君は精神的に我々と同一人物になり、我々と共に生きる他なくなる──がふっ！」

　前後からの挟撃に対しては、槍の両端から熱線と雷電を放ち同時に無力化した。

『君を我々に迎え入れよう』

　フランケンシュタインの声が興奮に粘つき、逆に怜生の表情は恐怖で冷えていく。

「君を分解して」「我々に分配しよう」

　廊下から見えた部屋で、二体のフランケンシュタインがコーヒーを飲みながら語る。

「もちろん脳も」「記憶も」「人格も」「君の全すべてを迎え入れよう」

　艦内食堂で料理を作るフランケンシュタインたちは、もはや怜生を追いもしない。

「我々の全ては君に捧ささげられ、君の全ては我々が受け取る」

　機関室では、煤すすけた作業着を着たフランケンシュタインがバルブを回していた。

『我々こそが、君の玉座だ』

　最後に放送のフランケンシュタインが、怜生の耳へ塗りたくるように告げた。

『皮肉なものだね。ご尊父が君を救った霊れい髄ずい移植の技術こそが、君から〈王〉の力を奪う唯一にして最良の手段なのだ』

　背後に種を蒔まいて防御柵さくを残しながら、怜れ生おは階段を駆け上る。

（無理、無理、やっぱり俺こいつ生理的に無理！）

　正直、フランケンシュタインはさほど強くない。四本腕は厄介だが、あくまで医者だ。無人機ドローンや人造兵を使い物量を頼らなければ、仮にも〈王〉である怜生と張り合えない。

　だが彼に対して生じるのはそういう暴力への恐怖ではない。例えるなら有毒な生き物や癌がん細胞などに抱く恐怖だった。

（とにかく外だ、最悪飛び降りてでも脱出だ！）

　雷火球で扉を砕いた怜生は、甲板から流れ込む光へと駆け込む。

「お待ちしておりました、龍りゆう王おう閣下」

　しかし、念願の青空に覆おおわれた飛行船の甲板に、蜘く蛛も女・フロレンスが待っていた。

（っ、そういやこいつがいたんだった……）

　傷付いた生体甲かつ冑ちゆうを修復しながら、怜生は周囲を確認する。

　怜生が出たのは、双胴型飛行船の中央部にある甲板だ。楕だ円えん半球の透明なドームが風を防いでおり、その中心でフロレンスが一礼していた。

「いや、替えの利かないアンタが投入されたってことは、追い詰められてるってことか」

　怜生は虚勢混じりに指摘する。

　フランケンシュタインの体にはいくらでも予備があるが、侶りよ魔まであるフロレンスだけは替えが利かない。彼女こそが〈継つぎ接はぎ公爵〉たちの急所なのだ。

『ご明察』

　フロレンスに代わり、通信魔術でフランケンシュタインの声が肯定した。

『だがフロレンスを外に配置したのは、別に君に倒されることを警戒したからではない』

　そのとき、怜生は南方の空から近づいてくる気配を察知する。

　フロレンスもそちらを見ており、瞑めい目もくした美女の額に四眼が見開かれる。

『必ず助けに来るだろう君の奥方を、出迎えてもらうためだ』





　　　◆






　時間を少し遡さかのぼる。

『連盟の監視衛星が、ベーリング海の洋上で、大規模な幻術の反応を検知した』

　鬼き柳りゆう家所有の突撃飛行船〈小こ烏がらす丸まる〉の中で、一いち文もん字じ史し紀きの声が響く。

　通信魔術で画面に顔を出した史紀は、情報方面で鬼柳家を支援していた。

『知っての通りこの海域は、北極を領土とする魔獣たちの南下を防ぐための戦略地帯だ。北方師団は、幻術について、そのようなものは確認されていないと返答している』

　船内の左右に座席が並び、そこに怜生救出部隊が腰掛けている。

「フランケンシュタインが怜れ生おを解剖し終えるまで、白を切る気だろうな」

「怜生くんの生み出す魔術を頂けるなら、そのくらいの無理は通すでしょうね」

　炯あき人とと燈あかりが、義弟に手を伸ばした人類各国について吐き捨てる。

「先方からすれば、航空母艦も誘拐された〈王〉も『居ない』のであり、このまま我々が領域に踏ふみ込めば、問答無用で撃墜されるでしょう」

　白しら羽はに続いてエドァルドが、腕組みしたまま画面の史し紀きを見た。

「一いち文もん字じ卿きよう、連盟警備隊は動かないのかね？」

『既に鬼き柳りゆうくんのことは総隊長殿に伝えた。彼は連盟の国益のため、最高速で現場に踏み込み、鬼柳くんを奪還する決意だ。無論、政治がそれに踏み切れればだが』

『先ほど評議会議長を脅しつけて合意を取り付けた』

　史紀に続いて詩し乃のが、画面を分割する形で映し出される。

『件くだんの航空母艦が客観的に確認できれば、連盟は航空警備隊たちを出陣させ、北方師団の領域へ踏み込んででも航空母艦を制圧する。卿けいらは〈王〉を奪還せよ』

　早い対応だ。史紀と詩乃はこうした事態に備えて、予あらかじめ根回しをしていたのだろう。

『首尾よく愚弟を奪還できた後のことも考えねばならない』

　通信画面に、長ちよう兄けい・灯とう矢やの顔が現れる。

『ただ愚弟を奪還しただけでは、連盟が北方師団に攻撃し国際秩序を乱した悪役となる。だが話に聞く巨大戦艦は〈青の医術師団〉と支援国に関する有力な証拠が満載だ。情報を確保すれば、支援者である人類各国の弱みを握れる』

　灯矢の強気な発言に、史紀は見どころを感じたような顔をしていた。

『端末を設置してくれれば、〈大図書館〉の情報魔術師がその役目を果たそう』

　史紀もそうした形での参戦を約束して、言葉を付け足す。

『人類各国もそのリスクを理解している。もし〈青の医術師団〉の航空母艦が白日の下に晒さらされれば、部隊を送り込み、関与の証拠を隠滅して、鬼柳くんの救助を行うだろう』

　その救助は、誘拐や暗殺と置き換えられる。

　そこまで聞いて、座席の片隅にいた直なお正まさが眉まゆ根ねを寄せ始めた。

「……誰か、カンペくんね？」

『要は借り物競争じゃ。巨大戦艦の姿が見えたらよーいドン、鬼柳怜生と情報を自分らの陣地に持ち帰ったチームの勝ちじゃよ』

「俺それ負けたことねぇわ」

　カボチャ男爵の要略をどこまで理解してか、自信満々に笑う直正だった。

『んで、その「よーいドン」の空砲は誰がどう鳴らすのさね？』

　カブ老婆はそう尋ねるが、答えが分かった上での問いであり、燦さんと燐りんが小さく笑った。

「誰ってそりゃあ、ねえ？」

「むしろフライングしなかったことを褒めてあげるべきですよね」

　燦さんと燐りんが微苦笑を交わすと、他の面々も頷うなずき、燈が通信魔術の触媒に手を触れる。

「待たせたわね、花か蓮れんさん。貴方あなたの出番よ」

　その花蓮は──〈小こ烏がらす丸まる〉の上を飛行していた。

（怜れ生おさんは、あっちに居る）

　怜生と自分を結ぶ婚姻契約を介して、花蓮には怜生の居場所が分かっていた。

（言われた通り、仲間を連れてきました！）

　燈あかりからゴーサインを受けた花蓮は、我慢を重ねていた激情を解き放つ。

「れ」

　花蓮は飛行船から離れ、彼らを一時だけ見送り、上昇する。

「お」

　半人半蛇の姿が太平洋上空に舞い上がると、尾の先が炎を溜ため込み、

「さぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん!!」

　火を噴いた尾を推進器として、花蓮の体が弾丸のように放たれた。

　速度は瞬く間に音速の五倍を超え、衝撃波を天に木霊させながら加速していく。

『花蓮様、恐らく北方師団の迎撃がありますが、相手にせず突破してください』

　真昼の赤い流星となった花蓮を、詩し乃のの声がナビゲートする。

　ベーリング海周辺を預かる北方師団がこれを感知、職務に従って阻止に動いた。

『洋上戦艦から対空ミサイル多数、回避してください──お召し物が汚れます』

　旧時代から世代交代を経て魔術化した戦艦から、白煙を噴いて弾頭が舞い上がった。

　統率された騎兵部隊のように上昇した弾頭は、高空に達した後、水平飛行にカーブして加速。魔力感知を可能とする弾頭は、全すべて花蓮を目指す。

「怜生さんのために練習していた──」

　花蓮は速度を落とさず、弾頭部隊に真っ向から突入して、

「腰の捻ひねり！」

　密集した弾頭の隙すき間まを、巧みな蛇行で潜くぐり抜ぬけた。

　腰から蛇身をくねらせることで、火を噴く尾先の推進方向を変えて、飛ひ燕えんよりも鋭角な立体カーブを連発。花蓮の華きや奢しやな肩幅が、超音速の世界で弾頭の大群とすれ違う。

　弾頭は近接起爆機能により、交差したものから炸さく裂れつしていく。

　秋晴れの青空に真紅の大輪が描かれるが、全ては花蓮が通過した後の出来事だ。

「しゃーっ！　どうですかこの腰使い！　いつか怜生さんを喘あえがせてやるんですから！」

　叫ぶ花蓮の背後では、誘爆を免れた弾頭がＵターンして、花蓮を追ってきた。

「んもーっ、人様に向けてミサイルとか！　私は特撮の怪獣か何かですかーっ！」

　上昇する花蓮を弾頭が追い、赤い流星と白い噴煙が絡み合う。

　双方の蛇行が交差すると火の花が咲き、それを置き去りにして半人半蛇が加速する。

　そして遂ついに、花蓮の座標がアリューシャン列島線を越えた。

「っ、いました！　あそこです！」

　花蓮が額の第三眼で空中を睨にらむ。

　人間には目視できなかったが、大規模な幻術で姿を隠した航空母艦がそこにある。

『中には旦だん那な様が乗っておられます。墜落しない程度の攻撃で幻術を剝はがしましょう』

　詩し乃のの助言を受け、花か蓮れんは手段を模索した。

「……怜れ生おさんが教えてくれました。魔力製品に私の魔力を流すと壊れるって」

　花蓮はそう口にして、右手を上に掲げる。

　すると彼女の手中から赤い稲光が生じ、空を赤く罅ひび割わらせるように広がる。

「怜生さんを──」

　花蓮が手を握り込むと、全方位に伸びていた赤い稲いな妻ずまが、槍やり条に束ねられた。

「返せぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　全長二〇メートル以上の雷らい槍そうが投げ落とされ、不可視の航空母艦へ突き立てられる。




　怜生の乗る航空母艦に、赤い稲妻が炸さく裂れつした。

　轟ごう音おんと衝撃で体が跳ねる中、船体を包む障壁と幻術が砕け散る様が見えた。

「怜生さ～ん！」

　そして花蓮が、先の落雷と変わらぬような速さで、怜生を目がけて降下してくる。

　涙目になった花蓮は両手を伸ばし、「んちゅ～」と唇を出していた。

　どうやらご褒美のキスをすぐに貰もらう気らしいが、音速超過でダイブしてくる半人半蛇と熱いベーゼを交わすのは、落下する隕いん石せきをヘディングシュートするのと同義ではないか。

『頼むぞ、フロレンス』

「お任せください、先生」

　怜生が避よけるまでもなく、フロレンスが宙に舞い上がり、花蓮を迎撃する。

　両手を広げた彼女の周囲に、大量の糸が竜巻のように発生した。

　糸の竜巻は斜め上に伸びていき、フロレンスと花蓮を包み込む。

「っ、花蓮！　避けろ！」

　怜生の忠告は間に合わず、繭まゆが完成する。

　怜生に向かって降下していた花蓮はフロレンスの繭へ吞のみ込こまれていき、繭が収縮すると、フロレンスもろとも消失した。

（空間跳躍で連れ去られた!?　あのバカ不用意に……っ！）

「流石さすがは私の助手だ。上う手まくやってくれたようだね」

　船内から甲板に上がってきたフランケンシュタインが一体、怜生に微笑ほほえむ。

　その手が銃を構えているのを見て、怜生は槍と障壁で防ごうとしたが、

「っ!?」

　全身から──武装が消えた。

　有機形成魔術で作られていた外がい套とうと甲かつ冑ちゆうと槍が、赤い魔力光へと霧散したのだ。

　直後、フランケンシュタインの四本腕が引き金を絞り、麻ま酔すい銃の注射器弾が怜生の体に複数突き刺さる。本来ならその程度撥はね除のけるはずの基礎障壁も、機能していない。

（なん、だ……っ!?　魔術が、急に……！）

　槍やりに障壁に生態甲かつ冑ちゆう、その他あらゆる魔術が、唐突に機能を停止していた。

「龍りゆう神じんが来たなら来たで対策はある。フロレンスであればむしろ戦況を好転させられる」

　フランケンシュタインの声が、麻ま酔すいで倒れた怜れ生おの脳裏に木霊する。




　フロレンスの繭まゆに吞のみ込こまれた花か蓮れんは、次の瞬間、戯画的な異界にいた。

「んちゅ～、ぶえは!?」

　怜生に飛びつきキッスをする予定だった花蓮が、顔面から墜落する。

　クレーターの中心に埋まった花蓮が頭を引き抜くと、周囲は奇怪なお花畑だった。

　例えば花畑の草花は、どこか意い地じ悪わるそうに笑う口を備えている。地面は空の島で、更に遠景から眺めると空の島は巨大な観覧車となり、樹木の骨組みを回転させていた。

　上空には、少し不気味な顔を描いた太陽や月。

　太陽がある方には、異なる種の動物が混ざった怪鳥や怪魚が飛んでいる。月がある方には、星を中継した光線が、混合獣や半人半魔をプラネタリウムのように描く。

　巨樹の観覧車から下を見ると、根から広大な浮遊大陸が広がっており、お伽とぎ噺ばなしめいたお城と城下町や、大陸の端に滝を作る海といった摩ま訶か不ふ思し議ぎな世界が広がっていた。

　稚ち児ごがクレヨンで描いた世界を、一流の画家が受け継いで鮮明にして、物好きな神様が新世界として仕上げてしまったような、そんな場所だった。

「あ！　これ知ってますよ！　神域ですね!?　あと一センチで初キスだったのに!!」

　しばし見回していた花蓮は、手を振り上げて抗議の声を上げた。

「ご慧けい眼がん、恐れ入ります」

　花蓮と同じ空の島に、蜘く蛛も女・フロレンスが舞い降りた。

「先日の非礼をお詫わびすると共に自己紹介を──私の名はフロレンス、〈継つぎ接はぎ公爵〉フランケンシュタインの侶りよ魔まにございます」

「あ、これはご丁寧にどうもー。鬼き柳りゆう怜生の妻で花蓮と申しますー」

　丁寧に一礼する蜘蛛女に、花蓮もぺこりとお辞儀して、

「至急おくたばりください！」

　容赦なく赤しやつ光こうをぶっぱなしたが、フロレンスは空間跳躍で回避した。

　繭を構築する手間を取らず、ノータイムで別の場所にワープしている。

　外れた花蓮の赤光は島を砕き空を焼くが、砕けた島は再生してむしろ前より緑を増し、焼かれた空では星や鳥の数が増していく。

　そこで花蓮は、そもそもフロレンスより怜生と会うのを優先すべきだと気付く。

（ここが神域なら、乙おと姫ひめさんのときと同じようにすれば──）

　花蓮は、乙姫との戦いで、彼女の神域を脱したときを思い出す。

　自分と怜生を結ぶ契約の回路を意識して、魔力を送り込む。それを起点に急造の世界へ罅ひびを走らせ、こじ開けて離脱する。そうすれば怜生を助けに行けるはずだ。

「開け、ゴマ！」

　古典的な呪じゆ文もんと共に天を指差し、花か蓮れんは魔力を放出した。

　世界そのものが、撥ばちで叩たたかれた太鼓の中身さながら震え、天地の輪郭が乱れる。

「あれ？」

　しかし、それだけだ。乙おと姫ひめの時と違って、神域はどこも罅ひび割われない。

（乙姫さんの時は上う手まくいったのに……あのときとは、何か違う？）

　ふと見回すと、神域の彩りが増していた。

　夜空の先に宇宙が描かれ、戯画的な銀河や土星のようなものが生じる。地上では大陸の面積が増し、新たな山河が形成される。『創世』と呼ぶべき現象が広がっていく。

「この神域は、あなたの魔力によって創世されております」

　花蓮の攻撃から逃げ回っていたフロレンスが、観覧車の軸に立つ。

「亜あ神しんに過ぎない私には、神域を作る力はございません。ですが、このフロレンスにも、〈結ばれた方〉の系譜であった身として、それなりの技がございます」

　フロレンスが挙げた片手からは、糸が虚空に揺れていた。

「あなた様とこの神域を結び、放出された力は神域の拡大に繫つながるよう整えました」

　空気を読まない花蓮は、話の途中に赤しやつ光こうを放つが、フロレンスも空間跳躍で避よける。

　ノータイムでの空間跳躍も、ここが彼女の手で作られた神域であるせいだろう。

「つまり、あなたが力を揮ふるえば揮うほど、この神域は拡大し、強固となっていくのです」

　花蓮の強大な力を逆手に取っているのだと、虚空に現れたフロレンスが告げる。

　花蓮の神格が『創造神』であることを考えれば、さほど不思議なことでもない。

「いまやあなたは車輪の中を走るネズミも同然、馬力での解決は望み薄かと」

　宙を泳ぐ虹にじの上に飛び乗って、フロレンスは手を口元に運び、くすりと笑った。

「むきゃーっ！　そういう七面倒な手口は止やめてください！　狡ずるいです！」

「はい、狡いです」

　言葉に反して優雅な口く調ちようで、フロレンスは肯定する。

「龍りゆう神じんであるあなたと真っ向勝負ができるのは、〈三人の女王〉と武神や軍神くらいのものでしょう。神ならぬ蜘く蛛もに過ぎぬ私が、足元を掬すくいに掛かるのは当然のことかと」

　語る間にも、肉弾戦に出た花蓮が突進。フロレンスは空間跳躍で逃げる。

　乙姫の轍てつを踏ふまぬよう、この神域に捕らえた後は、徹底的に逃げ回るつもりだ。

「我らは大望のために道を外れ、世界からの排斥と糾弾を是とした者──あなた方の愛と正義の鉄てつ鎚ついなど、幾いく百降り注ごうと躱かわしきってご覧にいれましょう」

　一つの芯しんが通った言葉が、花蓮の顔色を変えさせた。

（……挑発に乗っちゃ駄目、考えなきゃ）

　花蓮が攻撃を止めて考え始めると、フロレンスが虚空に張られた糸に着地した。

「ええっと、私の力はどんどん吸収されちゃうわけだから……え？　吸収？」

　頭を捻ひねり始めた花蓮は、ふと気付いて、冷や汗を流す。

「私から出た魔力が、全部ここに吸い取られちゃうってことは……怜れ生おさんは？」

　悪い予想に目を見開いた花か蓮れんに、フロレンスは六眼を歪ゆがめて邪悪に微笑ほほえんだ。

「はい──いま〈緋あけの龍りゆう王おう〉に、あなたの魔力は届いておりません」




　麻ま酔すい銃で倒れた怜生の周囲に、フランケンシュタインの足音が増える。

「いまフロレンスが」「君に届くべき魔力を」「盛大に『横取り』しているところだ」

　船内から続々と現れたフランケンシュタインが、うつ伏せに倒れた怜生を囲んだ。

「〈王〉やその眷けん属ぞくほど、侶りよ魔まの膨大な魔力に胡坐あぐらを搔かいている。それをこうして絞ってやると、大抵の者は狼ろう狽ばいして醜態を晒さらす」

　別のフランケンシュタインが鋏はさみを取り出し、怜生の上着を切り始める。

「神霊が現れたということは、連盟警備隊や君の仲間も駆けつけるだろうが、支援者から報告されたところあと数分は掛かるようだ」

　他のフランケンシュタインが形成魔術で手術台を作り、また別のフランケンシュタインは、医療用の障壁を展開して外気を遮断する。医療魔術師が時に作る、野外手術室だ。

「我々なら、一分あれば十分だ」

　手術台を囲んだフランケンシュタインたちが、四本腕で手術器具を取り出す。

　治癒魔術で傷が癒えることと、麻酔薬を分解することは別の問題だ。

　医学の大発明である麻酔は、怜生の意識を完全に奪い、抵抗する余地を与えなかった。




　一連の出来事を知って、北太平洋の空を〈小こ烏がらす丸まる〉が疾駆する。

「出力最大！　帰りのことは考えなくていい！　とにかく一秒でも早く！」

　船内では螢けいが操縦士を怒ど鳴なりつけ、船内の床を開いて機関部へ降りていった。

「だぁもうあのバカラミア！　なにあっさり罠わなに掛かってんのよ!!」

「おじさまは!?　いまどうなってるんですか!?」

　最大加速の音と揺れが走る船内で、燦さんが頭を抱え、燐りんが怜生の安否を問う。

『どうにか映像は出せそうだが……』

　史し紀きの躊躇ためらう声に構わず、燐りんが端末を操作すると、航空母艦の甲板が映像に出た。

『これより霊れい髄ずい摘出手術を始める。該当軀く体たいは霊媒手術の技能記憶を再確認』

　映像解析で得たフランケンシュタインの言葉が、機内で音声化される。

　手術台でうつ伏せになった怜生を、フランケンシュタインたちが固唾かたずを吞のんで見守る。そのうち執刀担当の軀体が四人、マスクとゴム手袋を装着していた。

『霊髄は肉体に対し、脳幹から脊せき髄ずいに付随する』

『ではまずその部位から摘出して、保存触媒へ』

『鬼き柳りゆう怜生の意識活動と、外部からの干渉は厳重に防ぐ』

『どんなに些さ細さいな異変も見逃すな。万が一のことがあってはならない』

　そうして、延べ十六本の魔手が、怜生の背に伸びていく。

「攻撃……いえ妨害は!?」

　血相を変えた燈あかりの声に、操縦席から「まだ遠すぎます！」と返される。

『……一いち文もん字じ卿きよう、連盟の衛星兵器で阻止することは？』

『北方師団と人類各国に防がれている。航空母艦も自分たちで対処するとの一点張りだ』

　灯とう矢やと史し紀きが通信で言葉を交わし、共に歯は嚙がみする。

「おい、待てよ……」

　そして直なお正まさが映像を見て顔を青くする。

　映像では既に、フランケンシュタインによる外科手術が始まっていた。

　怜れ生おの背中にメスが通り、皮膚が左右に分けられ、端が固定される。筋肉の束も適切に継ぎ目を外され除よけられていく。まるで魚のように、怜生の背中が『開き』になった。

　拳こぶしを握ったエドァルドの横で、アドリアナが歯嚙みする。

　凄せい惨さんさに耐性のありそうな炯あき人とや白しら羽はですら顔を顰しかめた。鬼き柳りゆう家の兵たちが、阻止する手段を議論し始めるが、名案は出ない。

『全身麻ま酔すい、生命維持装置を再確認』『問題なし』『では、骨格からの切除に入る』

　まるで自動車の整備をするように、怜生の体内から電気メスの煙が立つ。

「霊れい髄ずいだけでなく、脳幹と脊せき髄ずいごと持ってく気か……」

　炯人が奥歯を嚙む。燦さんと燐りんが表情を失った。

　自分の家族、あるいは友人が『解剖』されていく光景を、彼らは見せつけられていた。

　もう少し繊細な心の持ち主なら、目を覆おおうか卒倒しただろうが、幸か不幸か彼ら全員がそうではない。ただ、余裕を保てる人間も、一人もいなかった。

『骨格、切除』『同じく脊髄神経系、切除完了』『心臓装置は？　体外か？　体内か？』

　フランケンシュタインたちは、今頃になって脳への酸素供給について相談し始める。

　怜生の頭部が脊髄の尾を引いて体から引き抜かれる未来が、全員の脳裏を襲っていた。

　花か蓮れんはフロレンスの手中、怜生は魔力も意識も動く力も失って、仲間たちはまだ遠い。危ういところで助けに入ってくれるような援軍にも、心当たりすらない。

　絶体絶命と言える領域さえ、既に通り過ぎていた。

『待て』

　しかし──フランケンシュタインたちが手を止める。

『フロレンスの方に問題は？』『ない、龍りゆう神じんからの魔力供給は断たれている』

『体内に仕込まれた予備魔ま石せきではない』『第三者からの外部供給も観測できない』

　不可解な数値に直面したらしいフランケンシュタインたちが、次々に口を開く。。

『なら』『ならば──』『『『『この魔力は、なんだ？』』』』

　甲板にいたフランケンシュタインたちが、総じて同じ方向に首を傾かしげた、その直後、




　ドクン──と、心臓の鼓動めいたものが、天地に響き渡った。




　怜れ生おを中心に響いた鼓動が、フランケンシュタインたちに目を剝むかせる。

　続いて怜生の背中、摘出されようとしていた脊せき髄ずいの周辺から、赤い魔力光が火のように揺らめく。火は量を増して怜生の全身を包み、高く立ち上る。

　燦さんと燐りんだけが、映像でそれを見て、既視感を抱けた。

　半月前、怜生が〈王〉になる直前にも、あのような現象がなかったか──と。

「あ、ごめーん機長さん」「やっぱり、ゆっくりでいいかも……」

　双子が冷や汗を搔かいた直後──怜生の背から、大量の樹木が爆発的に放出された。

　フランケンシュタインたちが飛とび退のき、その現象を見上げる。

　怜生の背中、摘出されかけていた脊髄周辺から、赤く燃える木の枝が生えていた。

　太い根が飛び出し、脚のように甲板へ突き立てられ、手術台を崩壊させる。

　怜生の体は樹木の奔流に吞のみ込こまれ、巨樹の一部となっていく。乾いた音を立てながら伸びる枝から、多種多様な形の葉が茂り花が咲き誇り、全体が発光する。その光の中からは、鳥や魚といった生き物の影まで現れ、枝葉と共に広がり、天を覆おおっていった。

　生命の系統樹を立体的に描き上げたような巨大樹が、航空母艦の甲板上にそびえ立つ。

「なんだ、それは……」

　甲板上で、フランケンシュタインは啞あ然ぜんとしていた。

「魔力は彼の霊れい髄ずいから発生している」「否いな、人間は侶りよ魔ま以外から魔力を獲得できない」

　フランケンシュタインたちが言葉を交わして、最後の一人が呟つぶやく。

「何より……」

　フランケンシュタインたちの視線が、巨大樹の一点に集まる。

「──あの女は、誰だ？」

　巨樹の半ば、怜生の頭部が露出しているその少し上に、女の姿があった。

　盛り上がったその部分は、木彫り像のように女性の上半身を鮮明にしていく。

　赤い木像の女性は、幹から枝状の腕を分離させて、真下にいる怜生の顔に絡めた。

　同時に、巨大樹の『葉』が一部動き、葉の表面に『眼め』を見開く。

　葉の眼は周囲を、怜生を、フランケンシュタインを見る。

『──────────』

　解読不能な『声』らしきものが、航空母艦を震わせた。

　肉声でもなければ、念ねん声せいなどという人間の技に収まるものでもなく、自然界そのものが唐突に口を開いて語りかけたような、聴く者の内外で同時に生じる大音声だった。

　フランケンシュタインたちは、解読できないその声に、思わず身を引く。

　怯おびえていた──ある意味で死を超越している彼らが、本能的な恐怖に襲われていた。

　返事をしない彼らから、木像の女性は飽きたように目を離す。

　すると、巨大樹の根元から、赤い稲いな妻ずまが放出された。

　稲妻は全すべてフランケンシュタインたちを射抜き、その後、赤い枝として固体化する。

　四本腕の怪人たちが一斉に串くし刺ざしにされ、中空へ掲げられた。

「待て」「待て待て待て！」「これはなんだ」「これはなんだ鬼き柳りゆう怜れ生お！」

　頭の無事だったフランケンシュタインたちが、必死に追及する。

　体を貫いた枝は、更に分枝を続けて内から肉を破り、蔦つたが這はうように絡み付いていた。患部は赤く変色し、焼けるような音を立てて急速に乾いていく。

「乾燥？」「体液を吸い取って」「捕食？　捕食されているのか!?」「霊体も、魔力も！」

　フランケンシュタインたちは、我が身に起きた現象を口にしながら絶命していく。

「それはなんだ、鬼柳怜生……」

　いまだ意識のない怜生は答えず、尋ねたフランケンシュタインも木乃伊みいらのように乾いて粉状に分解されていく。

「君は！　いったい！　どこの異界からなにを連れ出した!?」

　そう叫んだ最後の一体が、赤い砂粒となって風に散る。

　甲板に残った巨大樹で、木彫りの女性が怜生を見下ろし、枝の手で両頰ほおを撫なでると、

『──────────』

　誰にも解読できない何かを言い残して、巨大樹ごと、赤い魔力光に霧散していく。

　枝と根の先から分解されていった樹きが、怜生を甲板に降ろす。その瞬間に巨樹が一斉に砕け散る。砂すな嵐あらしのような赤い光が過ぎ去ると、甲板には怜生だけが残された。

　切られた上着は元に戻らなかったが、背中にあったはずの傷は、全すべて塞ふさがっている。

　怜生の瞼まぶたが動き、見開かれると、慌てて飛び起きる。

（なんだ？　無事なのか？　奴やつらはどこに消えた？）

　フランケンシュタインに麻ま酔すい銃で撃たれ、意識が途絶えて──その過程が分からない。

（花か蓮れんの魔力は……戻ってきてない。まだ花蓮はフロレンスに捕まってる）

　続いて、不可解なことに姿が見えないフランケンシュタインを警戒すると、

『君には驚かされるなぁ、鬼柳怜生』

　やはり、まだ船内に残っていたフランケンシュタインが、通信魔術で語りかけてきた。

『尚なおの事こと、逃すわけにはいかなくなった』

　それと同時に、人造兵たちの部隊が甲板に現れる。

「人造兵ってことは……ご自慢の継つぎ接はぎボディは底をついてきたのか？」

　虚勢を兼ねて指摘すると、通信魔術を介して不愉快そうな呼吸が聞こえた。

　図星のようだ。もしかすると、いま話してる軀く体たいが最後の一体かもしれない。

　などと考えていると、怜生の傍そばに幻影画面が現れた。

『『鬼柳怜生さん！　人間卒業！　おっめでとーうっ!!』』

「いや意味が分からねぇぞ!?」

　この状況下で、怜生には訳の分からぬお祝いを述べたのは、燦さんと燐りんだった。

　画面の背景では〈鬼き神しん会かい〉の兵たちが、怜生にか双子にか、戦せん慄りつの目を向けている。

『まーとりあえず聞いてよ』

『いまからおじさま目掛けて突っ込みますので、潰されないでくださいね？』

　直後、風切る音すら置き去りにする速度で──〈小こ烏がらす丸まる〉が飛来した。

　宣言通り怜れ生おがいた場所へと鼻先を向けた飛行船が、人造兵たちの顔に影を落とす。

「うおおおおおおおおおおあああああっ!?」

　隕いん石せきの衝突としか思えない爆発音と衝撃波が、怜生を甲板の外側へ吹き飛ばす。

　船体へ落下する途中、人造兵たちがボーリングのピンのように舞い散る様が見えた。

　現れた〈小烏丸〉は、甲板から斜めに突き刺さり、船内へ突入する。

　勢いは止まらず、巨大戦艦の背を内から裂くように前進。被害を伸ばして停止した。

『……対艦突撃艇だと？』

　フランケンシュタインが、啞あ然ぜんとした声音で呟つぶやく。

　カミカゼではない。あれは敵の戦艦や基地へ突入して兵を送り届けるための突撃艇だ。

　その職能を果たした〈小烏丸〉から、

「奥義────なんかすごく光る剣!!」

　巨大な光剣が天に立ち上がり、戦艦を内側から割り開いた。

「鬼き柳りゆうっ、怜生ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　高空の風にも負けぬ、狼おおかみが吼ほえるような声。

　武む藤とう直なお正まさが、プロに先駆けて船上に現れ、遠く離れた怜生の方へ棍こん棒ぼうを向ける。

「これが俺たちの出した答えだ！　俺たちはいま、自分の意志で！　お前の行く道に足を踏ふみ入れたぞ！　決意表明と受け取れぃ!!」

　叫ぶ直正の姿に、怜生は言葉を失い、目を丸くしたまま立ち尽くした。

「そして！」

　片腕を横に振った直正に続き、怜生の知る顔が船上に現れる。

　燦さんと燐りんが、鬼火鉄てつ鎚ついを肩に掛けて、不敵に笑っていた。

　切きり花ばな白しら羽はが、らしくもなく緊張した面持ちで、こちらを見ていた。

　エドァルドは既に侶りよ魔まを憑ひよう依いさせ、二丁拳けん銃じゆうを手に外がい套とうをはためかせて決めポーズ。

　隣では、半人半骨のアドリアナが骨こつ鞭べんを手に、艶えん然ぜんと微笑ほほえんでいる。

　彼らの決断を、武藤直正がこう代弁した。

「──俺たちに！　手を、貸せとっ、言えぇぇぇぇぇ!!」

　蒼そう天てんの下、風に乗って轟とどろいた言葉が、弾丸のように怜生を打つ。

　怜生は目を見開き、続いて顔を歪ゆがめ、歯ぎしりするように俯うつむいた。

　そして最後に、諦てい観かんと決心を同時に済ませるような溜ため息いきを吐ついて、

「…………っ、とっとと手を貸せ馬鹿野郎ぉぉぉぉぉ!!」

　命じた──傲ごう慢まんにも自分のため命を懸かけろと言い、臆おく病びようにも助けてくれと願った。

　しかしそれは、怜生が彼らに望まれた傲慢さと臆病さだった。

　一同はこれを聞いて、それぞれ微笑する。

「いよっしゃあ！　いま行くぞ！」

　直正が棍棒を振り、先陣を切って走り出す。

「ぐへっ」

　その直なお正まさが前に倒れ、他の面子めんつが停止。直正はうつ伏せのまま、震える手を上げた。

「ごめん、あと五分待って？」

「「「「おい!?」」」」

　過半数の仲間たちがツッコんだ。




　フランケンシュタインは、その事態に溜ため息いきを吐ついていた。

　先ほど怜れ生おが考えた通り、この作戦に投入された軀く体たいの、最後の一体だ。

「予想外の事態があったとはいえ、手間取りすぎたか」

　飛行戦艦の指令室に居た彼は〈小こ烏がらす丸まる〉の突撃に天を仰ぐ。

　指令室では人造兵たちが機器の前で黙々と作業しており、飛行戦艦を動かしている。

「おまけに北方師団まで手の平を返した」

　指令室のレーダー画面には、〈小烏丸〉に続く新たな機影が続々と現れていた。

　ベーリング海を警備する北方師団が、先ほどまで匿かくまっていたナイチンゲール号に、いま突然現れたかのように攻撃を開始したのだ。船体が攻撃され、爆炎が咲き始める。

「国際社会へ潔白を装うため、ここで私を見限るか」

　人類各国もこうなった以上、飛行戦艦を制圧して自分たちの指紋を消さねばならない。

　更に領空外であることを承知で、連盟の航空警備隊まで南から現れる。

　どの国も原則を無視した軍事行動を起こし、いま世界に轟とどろく国際問題が描かれている。

「対空砲火、および航空魔動甲かつ冑ちゆうを展開。侵入した〈鬼き神しん会かい〉には、白兵部隊を再編制。予備兵力を全すべて出す。手術室は無事だろうな？」

　フランケンシュタインは人造兵に指示を出す。

　飛行戦艦から対空砲火や航空甲冑に無人機ドローンが放たれ、三国の空軍が互いに牽けん制せいしつつもこれを撃墜していく。潜水艦が海中から弾頭を放てば、飛行戦艦の底部からも対潜魚雷が撒まかれる。電子技術、幻影通信を介した情報の攻防も嵐あらしの如ごとしだ。

「かれこれ半世紀以上、逆境などいくらでも乗り越えてきた。この乱戦も利に変えよう」

　フランケンシュタインは白衣を翻ひるがえして、指令室から廊下へと出て行く。

「折しも、いい素材が向こうから来てくれている」

　彼が開いた画面には、船内に侵入した各勢力の人員が、光点で描かれていた。




　怜生は飛行船の上を走る。

　巨大戦艦は空に滞空しており、双胴型の船体も平たく走りやすい。魔術で強化できない足の遅さに歯は嚙がみしながらも、仲間との合流を急ぐ。

　だが、そんな怜生の周囲に、船内から現れた人造兵たちが十数人、銃を向ける。

　怜生は背筋を凍らせる。槍やりも念力も治癒魔術もない現状では拳けん銃じゆうすら危険だ。

　そんな彼の隣に──

「──失礼いたします」

　いつの間にか、切きり花ばな白しら羽はが控えていた。

　侶りよ魔まを憑ひよう依いさせた白羽は、伸びた銀髪とドレスアーマーの裾すそを風に揺らす。

　両手の指が長髪を梳くしけずると、指に絡んだ銀髪から二本の大おお鎌がまが作り出される。

　同時に、切花流障壁術の花弁が、怜れ生おと彼女の周囲で、透明な花吹雪を描いた。

　人造兵による十字砲火が、全すべて花弁障壁に弾はじかれる。そればかりか弾丸は反射されて、同士打ちを引き起こす。

　人造兵たちは怯ひるまず、しかし銃撃を諦あきらめて、棍こん棒ぼう型や短剣型の触媒で接近戦を挑んだ。

　だがそれは、切花白羽に対して最も愚おろかな選択だ。

「────」

　白羽は気合いも決め台詞ぜりふも口にせず、静かな呼気だけを吐いて、両手の大鎌を動かす。

　変幻自在の柄つかが、三日月型の刃やいばを立体的に振り回した。

　人造兵が振り下ろした棍棒を大鎌で受けると、鎌の曲線に滑らせるだけで棍棒が両断。達人の形成魔術で作られた刃は、蜻蛉かげろうが止まれば切れるといった類の逸話を実現する。

　更に柄が伸縮して刃を動かす。柄が伸びて大鎌が前に進めば人造兵の首が落ち、縮めて引き戻せば腰から腹が両断される。

　そこから先は、まるで剣けん閃せんの花吹雪だ。

　四方から殺到した人造兵団が、音すら僅わずかに、全て斬ざん殺さつされていく。

　呆ぼう然ぜんとする怜生の顔に、人造兵の返り血が一滴、風に流されて近付いた。

　白羽の鎌がそこに割り込み、刃やいばで血を受け止め、無礼になる前に顔から離れていく。

「鬼き柳りゆうくん」

　どこか緊張した白羽の声音に、怜生は弟子入り時代を思い出して背筋を正す。

　一瞬にして一個小隊をバラした死女神は、どこか意を決するように息を吐ついて、

「いえ、マスター……〈緋あけの龍りゆう王おう〉鬼柳怜生閣下」

　白羽はその場で片膝ひざをつくと、王に謁えつ見けんする騎士の風情で、胸の前に片手を添える。

「この切花白羽、いまこのときより、御おん身みの近衛このえ騎士を務めさせていただきます」

　流麗な口く調ちようは、許可を求めるのではなく、そうするという断言だった。

「この身、この刃、この盾を賭として、御身をお守りすることをお許しください」

　平へい坦たんな口調に、これまでにない感情の熱があることを、怜生は聞き取る。

　彼女の胸中で何が起きたのか怜生は知らない。ただ、護衛を解任した時に告げた怜生の思いを知った上で、彼女は近衛騎士になると言っている。それだけは分かった。

　それについて感じ入る間もなく、戦艦の上に新たな人造兵たちが現れる。

　航空魔動甲かつ冑ちゆうまで現れ、先ほど以上の人数と火力で、怜生を狙ねらっていた。

　白羽が気付いていないわけもない。それでも彼女は、怜生の返答を待っている。

「っ、見せてみろ！」

「イエス・マスター」

　怜れ生おが降参するように叫んだ直後、白い死神が立ち上がる。

　四方八方と斜め上から来た銃弾を、花弁障壁が次々と反射していく。

　反射された弾たまは別の弾に衝突、逸そらされた弾丸がまた別の弾丸を妨げる。ビリヤードのように弾雨を弾はじき合わせることで、障壁への物量負荷すら予防していた。

　たとえ千の弾丸が降り注いでも、切きり花ばな白しら羽はの花弁障壁は、主あるじに風すら届かせない。

「はーい皆さん声を揃そろえてー」

　そして、怜生と白羽の耳に、まるで保母さんのような燈あかりの声が響くと、

「「ふぁいぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」」

　燦さんと燐りん、そして〈鬼き神しん会かい〉の兵たちによる砲火が、人造兵たちに炸さく裂れつした。

　橙だいだい色いろと青色のハロウィン火球を先頭に、焼しよう夷い魔術やプラズマ弾が水平の豪雨となる。

　先の白羽とは対極的な、荒々しい爆発音と猛火が、人造兵団を面単位で砕いていく。

「「いやっほー♪」」

　砲撃の戦列から、燦さんと燐りんが飛び出した。

　鉄てつ槌ついを下に向けて片足を掛けると、下のカボチャとカブに火を噴かせて推進、驚異的なバランス感覚で推進力と体重を釣り合わせ、滑るように飛行してくる。

　そのまま怜生の左右を抜けて、鉄槌を横殴りに振り抜くと、光学迷彩で透明化していた人造兵が二体、頭部を粉砕された。

「ちょっと切花せんぱーい。駄目よーホムンクルスって手足ちょん切ったくらいじゃ戦意喪失しないんだから。こうやって頭ぐちゃっと潰つぶしとかないと！」

「駄目だよお姉ちゃん！　そこはお洋服が汚れないように遠くから消し炭でしょ!?」

　燦さんと燐りんはそう言って火球をばらまき、白羽の障壁範囲内に入る。

「燦さん、燐りん……」

　当たり前のようにやってきた双子だが、怜生が関かかわらせまいとしていた子たちだ。

「きゃーっ、おじさんだ！　ちょっと前までは俺の世界に関わるなベイベーみたいなこと言ってたくせにいざとなったら助け求めちゃったおじさんだー♪」

「大丈夫ですおじさま、私たちそんなことちっとも気にしてませんから！　さあ安心して土下座してください♪　さっき臓物とか踏ふんだ靴でいい子いい子してあげますよ？」

「悪かったよ！　俺が身の程を弁わきまえないクソオジキだったよ！」

　左右から身を寄せて揶や揄ゆする燦さんと燐りんに、怜生は自分の愚おろかさを詫わびた。

　しかし、燦さんと燐りんはふと無言になり、怜生の体を観察すると、腹や背をぺたぺた触る。

　外傷がないか確かめると、双子は左右から、怜生の体に抱きついた。

「な、なんだよ？」

「「うぅ～」」

　顔を見せず、不満そうに唸うなりながら、燦さんと燐りんは怜生の胸に額を擦こすりつけた。

　自分が意識を失っている間に、フランケンシュタインが何をしたのか、そして燦さんと燐りんが何を見たのかを、怜生は知らなかった。だが、二人の様子から察することはできた。

「その……悪い、心配させて」

「モンブラン」「栗くりの葛くず焼やき」

「山ほど作る」

　燦さんと燐りんの頭に手を置いて約束した。

　敵はそれに構わない。今度は上空から魔動甲かつ冑ちゆうが飛来する。

　航空魔動甲冑は〈鬼き神しん会かい〉の砲撃を浴びて火を噴いていたが、死ぬまで戦う人造兵は、迷わず特攻と自爆を選択。怜れ生おたちの元へと飛来するが──

「礼儀がなってないな」「〈王〉の御前であるぞ」

　エドァルドとアドリアナが、それぞれ魔動甲冑の突撃を横から撃墜した。

　更に、エドァルドは後続の魔動甲冑を睨にらむと、片手の銃型侶りよ魔まを握りこむ。

「我が血肉を喰くらい骨を貪むさぼれ──汝なんじの真名は〈杭くい打うちに処す者〉！」

　右手に握られた牡お牛うしの杭打銃が、黒炎を噴いて変へん貌ぼうした。

　牡牛の頭部から背骨と肋ろつ骨こつが伸びて、エドァルドの右腕を嚙かみ、突き刺さる。

　絞められた外がい套とうの袖そでが音を立て、骨から伸びた血管らしきものが絡んで脈動する。

　そして鉈なたの銃剣が大剣ほどに広がり、大型の魔動甲冑を一太刀で上下に両断した。

「ぐ、おおおおおお！」

　エドァルドはマスクの下から苦く悶もんの声を上げて、巨大化した骨銃を振り回す。

　その過程で連射された杭が、後続の魔動甲冑や航空無人機を貫き、爆発四散させた。

（銃型の侶魔を、腕に融合憑ひよう依いさせたのか？）

　異様な容よう貌ぼうと異様な火力に、怜生は目を剝むく。

「あれぞ、妾わらわと肩を並べる冥めい界かい十三亜あ神しん〈杭打ちに処す者〉の第二形態じゃ」

　反対側では、アドリアナの鞭むちと巨大骨手が、魔動甲冑を打ち砕いていた。

「……いままでの火力は本気じゃなかったのかよ」

「むしろここから第三形態まであったりするのだが──」

　右腕を巨大な骨の魔物に変えたエドァルドは、額に汗を搔かきながら、怜生に答えた。

「コココこの技を使うと亜神に精神を侵食されて頭がタタタ大変なことにニニニッ!!」

「しっかりせよ我が君！　意識を奪われてはならぬ！　冥めい王おうの誇りを思い出すのじゃ！」

　目を爛らん々らんと光らせて仰のけ反ぞるエドァルドに、アドリアナが必死に呼び掛けていた。

　エドァルドが左手で右腕を摑つかんで押さえ込むと、骨銃が元に戻る。

　軽いクライマックスを経て正気に戻ったエドァルドは、咳せき払ばらいして、決め顔を作った。

「一つ貸し、とは言わん。臣従を口にした者として、当然の選択だ」

「敵でも味方でも厄介そうだな」

　軽く銃を構えて首だけ振り返るポーズを取ったエドァルドに、怜生は微苦笑した。

　とはいえ敵兵はまだ残っており、艦上で包囲されている状況は変わらない。

　それどころか、航空母艦の艦上連装砲が向きを変え、怜生たちの方に照準していた。

　流石さすがに艦載砲は危険なのか、白しら羽はが警告しようとしたが、

「あれ？」「止まった？」

　燦さんと燐りんが目を瞬しばたたく。怜れ生おたちを狙ねらう人造兵と連装砲が、一斉に動きを止めていた。

『ま、間に合ったぁぁぁ……』

「っ、アリスか!?」

　幻影画面で顔を出したのは、アリス・カステラだ。

　情報魔術師であるアリスは、もちろん学院船に置いてきたが、どうやら遠く離れたこの航空母艦にクラッキングを仕掛けたらしい。

「これは驚いた。〈小こ烏がらす丸まる〉を中継したのだろうが、戦艦の武装制御に枝を付けるとは」

　エドァルドが、普段ならからかい半分なところを、世辞抜きで感嘆していた。

『その戦艦はいま各国から情報的に袋ふくろ叩だたきだから、その隙すきを突いただけよ』

　アリスは得意げに胸を張ると、こう続けた。

『何より情報魔術戦の恐怖は、大量の魔力を用いた力押しが利くところにあるの。これだけいれば、一点突破くらいはなんとかなるわよ』

「……これだけいれば？」

　怜生の疑問に、アリスは片目を閉じてこう答える。

『アンタを助けるために協力してくれた、この船に乗っている生徒全員よ』

　怜生たちがここから見ることは叶かなわなかったが、怜生や〈小烏丸〉が去った学院の船、その甲板上に、乗船していた生徒たちが集まっていた。

　彼らは、アリスの組んだ情報魔術を共有、神霊学部で鍛えられた魔力性能を発揮して、集団での大魔術を行使していた。その中には、仏頂面のラシード青年もいる。

『色々言いたいことはあるけど、これで貸し借りなしよ！　とっとと戻ってきなさい！』

「っ、ああ、恩に着る……皆にそう伝えてくれ」

　怜生は、目頭の熱さを隠すために顔を背けて、息を整えながらそう言った。

「マスター、いまは味方との合流を」

　白しら羽はの声で我に返り、怜生は彼女らと共に、燈あかりたちの方へ走る。

（……どこかで、世界を敵に回した気でいた。自分一人で、全部やらなきゃって）

　自分は〈王〉だから、花か蓮れんや、家族や、鬼き柳りゆう家の全員を守り、他の〈王〉や人類各国の圧力をたった一人で受け止めなければならないのだと、そう思っていた。

（どこの自惚うぬぼれ屋だよ！　そんな勘違いしてたのは！）

　怜生は、笑みとも悔いともつかぬ顔で走り、燈たちと合流した。

　鬼柳家の兵たちがすぐさま防御円陣を作り、自分たちの〈王〉を守る。

「よう」「ああ」

　魔力切れから復活していた直なお正まさが拳こぶしを上げ、怜生も拳を合わせる。

　どちらも言葉巧みな男ではない。だから短い言葉と動作に万感を込めた。

「皆、すまな──いや、よく来てくれた」

　詫わびから言い換えた感謝の言葉に、一同が小さく笑った。

「花か蓮れんがフロレンスに連れ去られた。俺は魔力を横取りされて魔術が使えない」

　怜れ生おが伝えると、燈あかりが拳けん銃じゆうで航空無人機を撃墜しつつ応じる。

「こちらの勝利条件は、怜生くんと花蓮さんの奪還ね。それと後顧の憂いを断つために、〈青の医術師団〉の重要情報の確保、これは炯あき人とが部隊を連れてやってるところ」

　姿の見えない炯人は、精鋭部隊を連れて司令部に向かったそうだ。

「フランケンシュタインを殲せん滅めつするのは徒労です。条件を満たし次第脱出しましょう」

　白しら羽はの言葉に、怜生も他の仲間も異論はない。

『割り込み失礼、お兄ちゃんだ。司令部に端末は仕込んだ、後は情報抜くだけだ』

　そこで、炯人の声が通信に加わった。

「兄貴、そっちは無事か」

『気味が悪いくらい何もねぇ。人類各国の部隊を、そっちでどれか一国でも見たか？』

　いいや？　と答えた怜生は、間を置いてその不自然さに気付く。

『おかしいよな？　俺らが一番乗りだったとはいえ、最寄りにいた北方師団だって借り物競争に参戦してる。なのに居ねぇ。この乱戦で、奴やつらどこで油売ってる』

　炯人が違和感を覚えたのはそこだ。他の面々も、同じ疑問を抱いて顔を見合わせる。

『第六感が疼うずいたんで道草食ってみたところ、異なる国の部隊が遭遇戦を演じたと思おぼしき痕こん跡せきを発見した。生存者も死体もねぇ。漁夫の利を得た何者かが生死問わず連れ去ったと見えるんだが……これ、嫌な予感しかしねぇよな』

　炯人が苦笑いすると、怜生の頰ほおを冷や汗が伝った。

　いまこの戦艦でそういう真ま似ねができるのは、炯人たちでなければ一人だけだ。

　そのとき、白羽がハッとして空を見上げると、全員に警告する。

「対爆障壁！」

　北方師団の要請した──衛星兵器だった。

　一機の球状宙船が、成人男性も納まりそうな大型弾頭を射出する。

　弾頭は遠隔式の魔術触媒であり、大気摩擦を防ぐ障壁を張り、標的の動きに応じて落下地点を微調整、外殻をパージしながら地球上へと到達する。

　落下した中心弾頭は運動力をまき散らし、航空母艦を貫いて粉砕するだろう。

　怜生たちも無事では済まないそれが──司令塔の頂上に展開した障壁に、止められた。

　曼まん荼だ羅らのような印象を受ける、多重の円盤型障壁だった。

　戦艦上空で傘状に発生した極彩色の曼荼羅は、地下数百メートルまで達するという衛星弾頭の物理力を受け止め、力系魔術によって弾着の威力を全方位に跳ね返した。

　隕いん石せき衝突と同等の物理エネルギーは、空域を丸ごと破裂させる。

　周辺の戦闘機は紙吹雪のように散った。海は弾はじけた大気に叩たたかれて泡立ち白く染まる。

　北方師団の洋上戦艦も、大爆風に次つぐ高波で横転寸前まで傾き、航行不能となった。

　本来は船を貫通して海底まで落ち、海を緩衝材として周辺の被害を緩和する予定だった弾頭が、上空で炸さく裂れつしてしまったが故ゆえの大被害だ。

『マスター、マスターっ！』

　明滅する視界と激しい耳鳴りに襲われていた怜れ生おは、白しら羽はの声で目を覚ます。

　先の衝撃のせいで耳が聞こえない。だから白羽も念ねん声せいで呼びかけている。

　怜生たちがいるのは航空母艦の中だ。白羽が味方の情報魔術師の警告を受け、全員で〈小こ烏がらす丸まる〉の方へ走った直後、先の衝撃に襲われたのだ。

　他の面子めんつも退避が間に合ったらしく、顔は歪ゆがめているが死傷者はいない。

「衛星からの対地弾頭が発射されたようですが……船上で障壁に防がれました」

　各々の耳が復活した頃、白羽の声が先の出来事を推測する。

「地形を変えるという対基地弾ではなく、多少威力を抑えた対艦弾頭だったようですが、それを逸そらすのでも撃墜するのでもなく『防ぐ』など、〈王〉に等しい魔力が必要です」

　怜生は、すぐさま〈小烏丸〉の船体を駆け上がり、確認に行く。

　船上には大爆風からの『戻り』で強風が荒れ狂っていたが、視界は明めい瞭りようだ。

　すると、司令塔の方から魔力光が煌きらめく。

　目を向けると、上空に向けて白色の魔力光が放たれ、柱となっていた。

（情報魔術の魔力波？　衛星兵器を無力化したのか……？）

　先ほど、アリスと神霊学部の生徒たちが行ったのと同じ、情報魔術の攻撃だ。

　だが、衛星兵器を沈黙させる出力を、魔術師単体から放つとなれば話は変わる。

　そんな〈王〉に匹敵する大魔術を成し遂げた者の姿に──怜生たちは言葉を失った。

「んー、悪くない。これは最高傑作と言ってもいいかもしれないね」

　フランケンシュタインの声が風に乗る。

　阿あ修しゆ羅ら──三さん面めん六ろつ臂ぴの巨人だった。

　即すなわち顔は前と左右に三つ、両肩から伸びた六本の腕。

　三面の頭部は普通の人間より太く巨大だが、顔の造形はどれも壮そう麗れいな美丈夫だ。三面の間に継ぎ目など見えず、頭部からは長大な白い髪が風に靡なびいている。

　白い布を羽衣のように巻いた上半身は、六本腕を操るために尋常ではなく分厚い。蠟ろうのように白い肌に浮かぶ筋骨は、もはや人間とは別種の領域で肉体美を創造していた。

　そこだけで大型動物のような上半身を、相応に太い腰と両足が支えている。

　片足だけでも、細身の人間ほどの太さと長さがある。白い腰巻に包まれた足の先では、足首から三方向へ『甲』が分かれて、巨体を安定させていた。

　身長は約二・八メートル、六本腕が掲げる武器は剣・杖つえ・曲剣・長ちよう杖じよう、他は素手だ。

　容よう貌ぼう怪かい異いにして勇壮。神話で神々に挑み時に勝利も摑つかみ取とるという、三面六臂の武神・阿修羅が、この地上で再現されていた。

「ああ、そこにいたのか。我が愛いとしの君、鬼き柳りゆう怜生」

　そんな三面六臂が、中央の顔を怜生に向けた。

「フランケンシュタイン……なのか？」

「もちろん、レオ・フランケンシュタインだ。この体、悪くないだろう？」

　遠い司令塔から届いたのは、驚いたことにフランケンの声だった。

　浮遊魔術で緩やかに降下した巨体が、まるで六枚翼を広げた天使のように着地する。

「お前、その体は、どうやって……」

「ああ、これは──」

　怜れ生おの質問に笑顔で答えようとしたフランケンは、直後、右手で何かを受け止めた。

　再び現れた曼まん荼だ羅ら障壁に止められたのは、人間ほどもある、艦載砲の弾たまだ。

　肉眼では到底目視できなかったが、それはベーリング海の端に待機していた北方師団の洋上戦艦による、大型電磁砲の弾頭だ。念力で受け止められ、虚空に静止している。

「外野は静粛に願おう」

　フランケンシュタインは、その一発を送り返す。

　受け止めていた六腕の一つが、念力で弾頭を反転させる。

　更に杖つえと剣を持つ手が、弾を挟むように掲げられ、弾頭との間に紫電を走らせる。

　そうして杖と刃やいばを砲身のような形にすると、武器を持たない手が弾の背をノックした。

　音速突破の衝撃波を撒まいて、弾頭が叩たたき返される。

　先日、白しら羽はは障壁術で狙そ撃げき弾だんを一キロ先へ反射したが、フランケンシュタインはそれを艦載砲でやってのけたのだ。二発目が来ないということは、命中したのだろう。

「あの曼荼羅障壁には覚えがあります。現行魔術の障壁で最高峰とされる高度術式です」

　障壁という分野での頂点を見せられ、白羽が啞あ然ぜんとしていた。

「膨大な魔力を要求するため〈王〉か上位眷けん属ぞくしか使用できない至高の盾を、生身で？」

　大おお鎌がまを握る手が軽く震えるほど、白羽は衝撃を受けていた。

「さて、この体の話だったかな？」

　フランケンシュタインが話を戻し、三つの爪つま先さきを持つ足で踏ふみ出す。

「人類各国が特殊作戦部隊を送り込むことは分かっていた。世界的な猛も者さたちの襲来も、私に言わせれば、これ以上ないというほどの援軍だった」

　怜生は目を凝らして、フランケンシュタインの三さん面めん六ろつ臂ぴを観察する。

「お前、まさか……」

「ああ、この艦に送り込まれた精鋭部隊を全て、この体の材料にさせてもらった」

　今度は上空から放物線を描いて、弾頭が船上に飛来した。

　先の艦載砲とは逆方向からの砲撃だったが、フランケンは六腕の一本から曼荼羅障壁を展開、多数の砲弾を同時に防ぐ。続いて杖がひと振りされると、砲弾が全すべて砕かれる。

　恐らくその手に持っている武器も、材料にされた隊員が使っていた業物だ。

「追求しうる限り最高の肉体と霊体を鍛え上げていた彼らから、涙を堪こらえる思いで部位を選よりすぐり、この三面六臂を織り上げた。鬼き柳りゆう怜生、君なら見えるだろう？　この肉体に張り巡らされた大樹の如ごとき霊脈が！　ただの人体では百年鍛えても届かぬ至高の器だ！」

　六腕の一つで、フランケンシュタインは自分の胸を示す。

　エドァルドがそんなフランケンシュタインに二丁拳けん銃じゆうを向けながら、顔を歪ゆがめる。

「たとえ〈王〉であっても、肉体や霊体を鍛えるには、人間としての天井がある。人間が走って出せる時速が三〇キロ前後であるのと同じように。その限界を、精鋭魔術師の体を継つぎ接はぎにすることで、強引に超えたのか……っ！」

「体もそうじゃが、問題は魔力源じゃ。あの死体泥棒め、龍りゆう神じんの魔力まで使っておる」

　エドァルドの台詞せりふに、アドリアナの不愉快そうな声が続く。

　そう──フロレンスが花か蓮れんの魔力を横取りしているなら、その契約者であるフランケンシュタインが、その魔力を扱えるのも道理だ。

「いや、それってさ……」「普通の〈王〉よりも、ずっと上ってことじゃないですか？」

　燦さんと燐りんですら血の気を引かせていた。

　最高位の魔術師を結集させた体に、最高位の神霊である龍神の力が備わっているのだ。体は人間だった鳴なる海みよりも、未熟な契約者の怜れ生およりも、高い水準に達している。

「確かにそうだが、所しよ詮せんはただの魔力だ」

　いまや地上最強に迫るフランケンシュタインは、そんな『力』には満足していない。

「〈王〉の座に就いてはいない。新たな魔術を生み出すためには、真実、神霊との契約を結ぶ必要がある。君の霊れい髄ずいを手に入れなければ、私は〈王〉になれない」

　三さん面めん六ろつ臂ぴの肉体も、花蓮を閉じ込めたことも、全すべてはそのための下準備だ。

「私と医学の未来を切り開くため、その王座を私に譲れ、鬼き柳りゆう怜生……っ！」

　邪魔者も概おおむね排除され、試運転も済んだ。次はこちらへ攻め込んでくる。

「私なら君よりこの力を使いこなせる！　私なら君より速くこの力を広められる！　君の志に敬意を払ってそれを受け継ぎ、一いち文もん字じ卿きようの下らぬ思惑での禁きん呪じゆ指定を撥はね除のけ、連盟の経済戦略に左右されることもなく、医療技術を躍進させ無む辜この民を救ってみせよう！」

　フランケンシュタインは、視界の中の怜生を摑つかむように、五指を握り込んだ。

「もし君が世界を癒いやすため礎いしずえとなる覚悟なら、その身を私に託したまえ！」

　怜生は思う──確かにあの男は、自分より上を行っている。

　人外の道を選び、半世紀以上に渡って絶やさなかった執念がある。

　この戦場でも、連盟と人類各国を出し抜き軍事力をも撥ね除けた、強さがある。

　もし彼が〈王〉なら、医療魔術という一点で、怜生を超える成果を出せる。だが──

「断る」

　フランケンシュタインは怜生の返答に眉まゆを動かす。

　断られたからではなく、怜生の顔色に『哀れみ』のようなものを見て取ったからだ。

「お前がこの先どんな魔術を発明しても、お前はレオ・ケルナーにはなれない。とっくの昔に死んじまった人間を取り戻すことなんて、できやしないんだ」

　怜生はこれまでのことで見み出いだした、フランケンシュタインの願い自体を否定する。

「死人に成り代わろうなんて考えず、ただの『お前』として、フロレンスと一緒に生きていればよかったんだ……そうすれば、お前らはここまで歪ゆがまなかった」

　怜生の痛切な面持ちを見て、フランケンシュタインは軽く目を見開き、寂しげに笑う。

「…………ああ、そうだったかもしれないな」

　どこか、伸ばした手を振り払われたような顔で、フランケンは呟つぶやく。

　自分は真実レオ・ケルナーであり生きている。フランケンシュタインのそんな叫びは、やはり、それを願っているフロレンスのための言葉だったのだ。

　彼も当初は自分のルーツとして、そう信じたのだろう。しかし時が経たつにつれて、彼は自分が死者の代理人であることに、時に空虚なものを感じたのではないか。

　そのとき、代替ではない単なる『彼』として、フロレンスと向き合えていれば。

　彼女が愛した男の死を受け入れ、目の前の『彼』を、第二の伴はん侶りよとして愛せたなら。

　レオ・ケルナーという死者を挟む形での関係から脱却していれば、こんなことには。

「それでも、私は私を生き返さなければならないのだ」

　そう宣言して、フランケンシュタインの阿あ修しゆ羅ら体が地を踏ふみしめる。

「そうと誓ったあの日を裏切っては、私は本当に、ただの……いや、もう止よそう」

　頭を振ったフランケンシュタインが、再び目に闘志を灯ともす。

　言葉では止まらない。彼の半世紀に渡る歩みを止める言葉など、怜れ生おにも誰にもない。

「……〈王〉として〈鬼き神しん会かい〉に命じる」

　フランケンシュタインが攻撃を仕掛ける前に、怜生は鬼き柳りゆう家の兵たちに声を向ける。

「奴やつを止めろ！　そして誰も死ぬな！」

　決死であるよりも高難度な防衛戦を、〈緋あけの龍りゆう王おう〉が配下に命じた。

「ボケ、そこは『倒せ』って命令しろよ」

　鬼柳炯あき人とが──声と共に現れて、フランケンシュタインを不意打ちする。

　迷彩魔術で姿を隠していた炯人の旋棍トンフアーを、フランケンの障壁が防ぐ。

　炯人に続く形で、彼の率いていた精鋭部隊が、各々の武器と魔術を叩たたき込んだ。

　六本腕で防がれはしたが、三さん面めん六ろつ臂ぴの巨体を後退させることには成功した。

「策があるなら急げよ大将、でねぇと出番なくなんぞ」

　火を噴いた旋棍を軽く上げて、炯人は不敵に言う。

「……任せる！」

　怜生は彼らを信じ、幻影通信を開く。

　そして怜生の意識は、現実との時間差がある幻影空間へと飛び込んでいった。

　──幻影空間の中に、怜生たちの仮想体が構築される。

　現実と同じ姿の仮想体は、怜生の他、白しら羽は・燦さん・燐りん・エドァルド・アドリアナ・直なお正まさと延べ七人。それが、緑色の光線が舞う宇宙のような景色に立つ。

「うおっ、なんだ？　俺らは戦わなくていいのか？」

「現実との時間差がある幻影空間……とりあえずここで作戦会議か」

　直正が軽く慌てて、エドァルドが問いかける。

「一秒でも早く実行したいけど、予あらかじめ同意を得る必要があるんだ」

　怜生が言うと、幻影空間に新たな客人が現れた。

　緑色の発光と共に構築されたのは、一いち文もん字じ史し紀きだ。必要な面子めんつは揃そろった。

「これから──お前たちを俺の眷けん属ぞくにする」




　その頃──神域に捕らわれた花か蓮れんはといえば。

「おりゃおりゃおりゃおりゃおりゃおりゃ！」

　童話のような景色の中を、稲いな妻ずまのように乱反射していた。

「空間跳躍を速力で追ってくるというのは、流石さすがに愚直すぎるのでは？」

　ワープ移動を繰り返していたフロレンスが、瓦が礫れきの裏側に蜘く蛛もの足を立てて微笑ほほえむ。

「んもーっ、ならば！　全体攻撃！」

　花蓮は頭上に小太陽を作り出し、溢あふれ返った光と熱で、神域全体を熱していく。

「そのように雑な魔力、操作は容易たやすい」

　フロレンスは慌てず五指を動かす。

　花蓮の力を利用して作られた蜘蛛の巣模様の障壁が、花蓮と小太陽を球状に包み込み、光と熱を内部に封殺した。花蓮が小太陽を消すと、障壁も消える。

「むきゃーっ！　なにをやっても当たらないーっ！」

　これまで同じような試みを完封され続けてきた花蓮は、頭を抱えて絶叫した。

「あなたが持つ創世の権能は、確かに脅威です」

　浮遊島の裏から上に歩行して、フロレンスは語る。

「それこそ思い描いたものは大抵現れる。あたかも、推理小説の世界に絵本の魔法使いがいるかのような理不尽さ──しかし、万能も時として弱点となります」

　このこのこの！　と、花蓮はフロレンスに色々なものを投げ付ける。

　具体的には赤いプラズマ火球だったり、ミサイルだったり、導火線に火が付いた古風な爆弾だったり、黄色い星型の物体だったりする。フロレンスは全すべて避よける。

「森羅万象に通じる龍りゆう神じんの魔力ゆえに、誰でも抵抗なく利用できる。相手が他の神霊であれば、私もこれほど手玉に取れなかったでしょう」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに挑発するフロレンスだが、内心は冷や汗を搔かいている。

　花蓮の大魔力を巧みに利用する──逆に言えば、手元が狂えば全て破は綻たんするのだ。

　現世で起きるフランケンシュタインの圧倒は、彼女のこうした綱渡りで成立していた。

「うぅぅぅ……怜れ生おさーん！　たすけてーっ！」

　涙目になった花蓮は、電波塔の模型を作り出して周囲に掲げ、怜生との交信を試みる。

「助けを請うのですか。それほどの力を持っていながら……」

　追い詰めているのはフロレンスだというのに、彼女の顔に憤怒が燃える。

「あの時……私に、その力があれば……っ!!」

　歯を食いしばるフロレンスの眼めには、契約者を継つぎ接はぎした惨劇の記憶が映っていた。

「問います龍神。あなたは、半世紀以上も前に失われた命を、蘇よみがえらすことができますか？」

「無理です！　そんな大昔に死んだ人の魂なんて、どこ行ったのか分かりません！」

　フロレンスの問いに、花か蓮れんは焦りながらも即答した。

　彼女は命の理ことわりを司つかさどる龍りゆう神じんの化身、理屈ではなくそれが分かるのかもしれない。

「だから、もう──」

「諦あきらめたりなどするものか!!」

　説得しようとした花蓮に、フロレンスの、らしからぬ怒声が叩たたき付けられた。

「分かっています！　分かってるんです！　先生が死んだことなんて、この手で直接……あの方がもはや別人であることも、そうと知りながら、私を責めないことも……っ！」

　フロレンスの顔が歪ゆがみ、指先が己を呪のろうように美び貌ぼうを搔かく。

「だったら──時計の針を巻き戻してみせる、輪りん廻ねの向きを逆転させてみせる、この世を一から作り直してでも、私は彼をこの地上に蘇よみがえらせてみせる!!」

　そのために龍神の力を使う気だと、花蓮にも分かる。

「そ、そんなことしたら……」

「それで世界がどうなろうと知ったことではない！」

　フロレンスは叫び、美貌に涙を零こぼして、頰ほおに指を絡める。

「だって……あの人のいない、世界なんて……っ!!」

　悲ひ愴そうと執念が渦巻く彼女の六眼を見て、花蓮は理解した。

　彼女は、愛した人の死を受け止められないのだ。なまじ半端な蘇そ生せいに成功したせいで、行われるべき人生の切り替えが起きず、心に致命的なズレが生じたのだろう。












（同じなんだ……あのとき、怜れ生おさんが死にかけたときの私と、同じなんだ……）

　自分が彼女の立場なら同じことを言う──花か蓮れんはそう確信したがために、手を止める。

　フランケンシュタインが怜生の悪あしき未来像なら、彼女は、花蓮が辿たどったかもしれない未来の自分だった。

『──醜態だな、蜘く蛛も女。おかげで隙すきだらけだったぞ』

　唐突に聞こえた高圧的な女の声に、花蓮とフロレンスが顔を上げる。

「詩し乃のさん!?」

「っ、大図書館の王妃！」

　現世のどこかからこの神域に干渉してきたらしい、詩乃の声だった。

『花蓮様、ご無事でなによりです──そして久しぶりだな、泥棒蜘蛛。因果の綺き羅らを編む〈結ばれた方〉の系譜でありながら、よもや龍りゆう神じんと龍りゆう王おうの契りに蜘蛛の糸を絡め、御み力ちからを盗み取ろうとは。いったい何度殺せばいいのやら』

　詩乃は花蓮の無事を喜び、フロレンスには嫌悪の言葉を並べた。

「詩乃さん！　それより怜生さんは！」

『ご無事です。ですが戦況は芳かんばしくありません』

　記録を司つかさどる詩乃の権能によってか、現世の出来事が一瞬の夢となり、花蓮の脳裏を駆け抜ける。百言を費やすより早く、多くの情報が伝達された。

『旦だん那な様には花蓮様の助けが必要です。直ただちにその神域から脱出を』

「でも！　どんなに『えいっ』てしても、乙おと姫ひめさんのときみたいに割れないんです！」

『現世と繫つながる魔力路を起点に突破するという手法は、間違っておりません。あの蜘蛛はそこに網を張って防いでいるのです』

　擬音と身振りで説明する花蓮だが、流石さすがというか詩乃は論旨を解読する。

『策をお伝えします。蜘蛛の糸に集つどう亡者どもを、まとめて地獄に蹴け落おとすための策を』

　この状況を打開するための策を、花蓮に聞かせていく。




「君たちと花蓮さんとの間に新たな魔力経路を作り、神域に穴を穿うがつ」

　一いち文もん字じ史し紀きが策を語ると、直なお正まさが首を傾かしげて、エドァルドが顎あごに指を絡めた。

「フロレンスは、怜生と花蓮嬢を結ぶ魔力経路を掌握している。このため神域を脱出しようとする花蓮嬢の試みも、力を叩たたき込んだ傍そばから吸収されて実を結ばない──ならば新しい魔力経路を何本も結び、それを梃て子こに神域へ穴を穿つわけか」

　怜生や白しら羽は、燦さんと燐りんは、その手段に納得の頷うなずきを見せた。

「妾わらわたちが龍王陛下の眷けん属ぞくとなれば、それが文字通り突破口になるということじゃな」

　渋面の直正に、アドリアナが要点のみを簡潔に伝えた。

「一見フロレンスは花蓮さんの魔力を自在に操っているが、実際はかなり余裕がない」

　史紀の説明に、怜生は強く頷く。

　怜生に限らず〈王〉なら分かる。神霊の魔力という暴れ馬は、容易に制御できない。

「ここで新たな魔力路を築けばフロレンスも対処しきれない。さすれば決壊寸前のダムの壁に複数の穴を穿うがつが如ごとく、花か蓮れんさんを捕らえる神域は崩壊する」

「具体的にやることは、神霊学部の契約魔術と同じだ。俺を中継して花蓮と契約する……霊脈には強い負担が掛かる。下手すると、深刻な霊脈破裂で後遺症が残る」

　史し紀きと怜れ生おの言葉を聞いて、全員の顔付きに緊張が走った。

「眷けん属ぞく契約は、本来様々な下準備をして行う。この土壇場では命懸がけになるのも当然か」

　神霊契約にトラウマのあるエドァルドが、流石さすがに渋面を浮かべていた。

「無理強いはしない。逃げても責めない」

　怜生は背筋と声音を正して、一同に告げた。

「もし上う手まく行っても……眷属となった以上、今後〈王〉の世界に無関係じゃ済まない。人生が危険な方向に変わっちまう。怖いと感じたなら、それが正しいんだ」

　これは、怜生が味わってきた痛み、危険、激変を、彼らにも強いる計画だった。

「その上で、頼む」

　この飛行戦艦まで助けに来てくれた彼らだからこそ提案して、最後の選択肢を与える。

「俺たちが生きて帰るための道が、他に見当たらない──助けてやる、だから助けろ」

　罪深い言葉であることを承知で、怜生は絞り出した。

「しょうがないなー」「高くつきますよ？　おじさま」

　燦さんと燐りんが、笑って頷うなずいた。

　誰かのため身を挺ていにする性格ではない彼女たちが、真っ先に名乗りを上げていた。

「私の意志は固まっております。この身は〈王〉の近衛このえ騎士、命は既に捧ささげたもの」

　白しら羽はは軽く一礼して、騎士としての忠誠を示した。

　初めからそのつもりだったというような白羽に、怜生も胸を打たれる思いで礼を言う。

「お、男・武む藤とう直なお正まさにも二言はねぇ！　眷属にしてくれって頼んだのは俺だしな！」

　腕組みした直正の体は、武者震いに襲われていた。

「私の意志も、あのとき示した通りだ。多少の危険も覚悟はしている」

「妾わらわも契約者と、そしてお主らと運命を共にしよう」

　かくして全員が作戦参加を決意すると、史紀が頷く。

「眷属となるための契約魔術は私が、僭せん越えつながら牧師を務めさせてもらおう」

　高度な契約魔術を結ぶ際の牧師役は、〈大図書館の主あるじ〉一いち文もん字じ史紀が請け負った。

「花蓮さんにも、詩し乃のさんから策は伝わった。後は実行に移すのみだ」

　準備は整っているという史紀に、怜生は頷き返す。

「始めるぞ──なぁに、霊脈破裂の治療なら慣れてる。死なすことだけはねぇよ」




（皆さんを、私たちの、仲間に？）

　神域で、花蓮は現世からの契約魔術を感じていた。

　眷属の意味も、仲間という概念すらも、花蓮はよく知らない。

　彼女の世界は、これまで怜れ生お一人だった。言い方を変えれば、それこそ世界など怜生の『ついで』でしかなかった。だが、いまは──

（私と怜生さんだけじゃ、駄目なんだ）

　自分と怜生だけでは、自分たちを守れない。

　これまでの体験で花か蓮れんはそれを学び、集団や互助の概念を認識しつつあった。

　それは、子供が大人に成長していく過程で、不可欠なステップの一つだった。

（助けて──怜生さんを、私を──私たちを、助けて！）

　花蓮は祈る。指を組んで、神の身で祈る。

　祈る花蓮が緋ひ色いろの光に包まれると、光は線となって伸び、神域の天地に突き刺さる。

「この状況で眷けん属ぞくを!?」

　そして、目を剝むいたフロレンスが周囲を見回す。

　花蓮を中心に四方へ伸びた赤い糸は、フロレンスが構築した神域に亀き裂れつを走らせた。

「いまなら、なんとなく分かります。あなたたちの間違ってるところが」

　童話のような楽園が崩壊していく様を背景に、花蓮はフロレンスに語り掛ける。

「お互いしかいないんです。二人で一人で、世界は自分たちのためにしかないんです」

　世界に二人しかいないかのような熱愛は、心地よいだろうし羨うらやましい。

　だが、それが許されるのは、せいぜい出来立てのカップルくらいのものだ。

　伴はん侶りよではない。夫婦ではない。二人で一人の単位となった後、それ以外との結び付きが作られていない。それがなければ、二が一に減っただけの、マイナスの愛に落ちる。

「愛さえあれば、他のことはどうなってもいいだなんて、お子様すぎたんです！」

　つい先日まで自分がそうであった花蓮は、それと決別するように言い切った。

「戯たわ言ごとを！」

　フロレンスの悔しげな声は、作戦失敗に対してか、花蓮の言葉に対してか。

（この神域はもう維持できない。ならせめて、彼女が脱出するまで時間を掛けさせる！）

　フロレンスが指を動かすと、崩れかけていた神域が変化していく。

　花蓮の作った現世への出口を、フロレンスは徹底的に、遠ざける。

　神域は筒状になり、童話世界が螺ら旋せんを描き、花蓮の作った『罅ひび』を最奥へ運んでいく。

　そうしてフロレンス自身は、自らを繭まゆに包んで姿を消した。

（出口が、星みたいに遠くされた!?）

　フロレンスが残した出口への距離は、光年単位の移動を強いるものだった。

（だったら速く、とにかく速く──）

　花蓮は爆発的に加速する。音速は最初の段階で超え、光速をも凌りよう駕がして時間の概念すら貫く。人間界にある法則の枷かせから解き放たれる神域において、神霊はそれを成し遂げる。

（宇宙よりも速く！）

　花蓮の全身は赤い発光体となり、通り過ぎた空間を打ち砕き、粒子状の光へ変えた。

　世界を貫く神速で、花蓮は怜生のもとへ飛び立つ。




　飛行戦艦の上に、赤しやつ光こうの柱が立ち上がった。

　光柱は複数。怜れ生お、燦さんと燐りん、白しら羽は、直なお正まさ、エドァルドから。

　フランケンシュタインが目を見開き、頭部から出血して倒れていた炯あき人とは口角を引き、燈あかりが振り返ると──赤光を引きながら、鬼き柳りゆう怜生が疾駆する。

「フランケンシュタイィィィィィン!!」

　魔力を取り戻した怜生は、念力格闘ＰＫＣで疾走しながら、形成魔術で武装を作る。

　種から生まれた一対の蛇が絡まり合って、二本の穂先を伸ばす、二ふた叉またの樹じゆ槍そう。

　黒く分厚い生体甲かつ冑ちゆう、体内に作られる筋繊維や高性能血球、強化繊維の外がい套とう。

　そして穂先の間から放たれる、雷火の砲撃。

　これをフランケンシュタインの曼まん荼だ羅ら障壁が受け止める。

　槍やりが障壁に触れた直後の、零距離射撃めいた雷火砲が、障壁の球面に沿って割れる。

　矛盾の喩たとえさながら、槍が貫くか盾が弾はじくかの激突だ。

　しかし怜生は花か蓮れんの魔力を取り戻した。ならばフランケンシュタインに横流しされていた魔力も急減する。結果、高コストな曼荼羅障壁が破は綻たん、三面六臂フランケンシユタインの巨体が飛ばされる。

「立て！」

　怜生は命令すると同時に、総員へ治癒魔術を掛けた。

　負傷者の傷が塞ふさがり、別の医療魔術で骨折や火傷やけども処置されていく。

　単体ではなく多数への治癒魔術。それは、怜生が自分の治癒魔術をこれまでより高度に扱いこなしていることの証左だった。

　何より、フランケンシュタインの猛威を撥はね除のけて、自分たちを復活させたその姿は、目にした者が〈王〉の威風を感じ取るのに充分なものだった。

「全部の傷が治ったわけじゃない、動けない奴やつを運べ、特に兄貴は脳まで損傷してるから慎重にだ！　義ね姉えさんたちは脱出の準備を頼む！」

　フランケンシュタインとの死闘で頭ず蓋がい骨こつまで割れていた炯人に、怜生は歯は嚙がみした。

　燈はその指示で、娘たちのことを思い出す。

　燦さんと燐りんを始め、白羽・直正・エドァルドの姿が、艦上に倒れていた。

　怜生の眷けん属ぞくとなったことで花蓮の魔力が流入し、霊脈破裂を起こして、気絶している。怜生の魔術で傷は完治しているが、意識は戻っていない。

　各々の侶りよ魔またちも同様に、霊体化状態で気絶しているようだ。

「いつでも出発できるわよ！」

　航空母艦の中から、〈小こ烏がらす丸まる〉が推進装置の駆動音を鳴らしながら浮上する。

　船が後部ハッチを開くと、復活した〈鬼き神しん会かい〉の兵たちが、意識のない少年少女たちを搬送していく。体を張ってくれた若人わこうどたちを見る兵の目には、確かな敬意があった。

「っく……！」

「切きり花ばなさん！」

　その一人、切きり花ばな白しら羽はが苦く悶もんの声を零こぼして動くと、燈あかりが呼び掛ける。

　彼女は顔を上げると、自分が無傷であることに不思議そうな顔をした。

「あの方は……いったい、何者なのですか……」

　自分の身に起きた変化を前提に、白羽は怜れ生おの背を見て戦せん慄りつする。

「こんな、我が身が破裂するような痛みを、いままで何度も……？」

　白羽は服の胸元を摑つかみ、眷けん属ぞくとなった身に荒ぶる大魔力と、霊脈破裂の激痛を語る。

「体験しなければ、気付かなかった……彼は、尋常ではなく痛みに強い」

　白羽の言葉を聞いて、意識のある者たち全員が、険しい目で怜生を見た。

（死ぬことと、死ぬほど痛いこと──前者より後者を恐れる人間は少なくない）

　軍人は時に殉職より拷問を恐れ、自殺志願者は痛みを最小限にすることを思い悩む。

（あなたは、そうではないのですか……）

　死ぬのが一番怖いのだ。死ぬほど痛いことより、死ぬことの方が怖いのだ。

（だから死線で痛みを浴びても足を止めることはなく、活路に走れる。治癒魔術を当てにした強引な戦い方は、殉職より激烈な痛みを飲み干すことで成り立っているのですか！）

　命を救うためなら血に塗まみれ、癒いやすためなら時に傷より激しい痛みを是とする──医療というものの苛か烈れつな一面を、その身で物語るかのように。

（だとしたら……あなたは、戦ってはならない！　そんな戦い方をさせてはならない！）

　前に出る怜生の背に歯を食いしばって、白羽は震える体を起き上がらせた。

「休んでろ、後は俺がやる。もし動けるなら皆を守ってくれ」

　怜生はそんな白羽を振り返って、他の兵たちも下がらせた。

　傷は癒えても、疲労や魔力切れで大半の兵たちは動けない。白羽たち眷属もつい先ほどそうなったばかりで、花か蓮れんの魔力を扱いこなせないだろう。

（アイツらは命懸がけで助けに来て活路をくれた。兄貴たちも限界まで戦ってくれた──）

　怜生の胸中に闘志が満たされ、全身から立ち上った赤い魔力が槍やりに集まる。

　柄つかはより太くなり、龍りゆう蛇じやが絡み合うような造形へ変へん貌ぼうしていく。

　先端には五ご鈷こ杵しよの穂先が開き、その五鈷杵から赤い雷火が放出されて、そのまま矛状に保たれる。噴出する粒子とも、輝く宝石とも付かない、太く分厚い刃やいばが作られていた。

　雷火を穂先とした、赤い龍りゆうの槍。

　自らの異名〈緋あけの龍りゆう王おう〉を体現するような武器を手に、彼は前へと進んでいく。

（こっからは、俺の仕事だ！）

　そうして睨にらんだ先に、フランケンシュタインが立ち上がる。

「眷属とは……一いち文もん字じ卿きようの入れ知恵か。あの狸たぬきはいつも安全圏から人を矢面に立たせる」

　勇壮だった阿あ修しゆ羅らの体も、いまや凄せい惨さんだった。

　炯あき人とたちとの死闘と、怜生の雷火砲により、三面のうち左の顔が焼け落ちて、六本腕のうち二本を失い、武器も破損している。花蓮から掠かすめていた魔力も激減していた。

「その体、もう限界だろ」

　怜れ生おは、目立つ外傷よりも内部を検診したように指摘する。

「元から継つぎ接はぎの体だ、大魔力を運用してれば霊脈の断絶や破裂も起きやすいだろう。性能は高くできても、持続性がないんだよ、その方法は」

「問題はない。君の残ざん骸がいから霊脈を回収して『受肉』を取り入れれば、より完かん璧ぺきになる」

「退ひく気はないってことか……」

「世界各地に予備体を残している。この体はここで使い切って構わんさ」

　相変わらず破滅的な論理で、フランケンシュタインは死を恐れなかった。

　ならば怜生も覚悟を固める。

　最悪命を奪うことになっても、ここで倒すという闘気が、怜生の目を染めた。

「行くぞ──〈緋あけの龍りゆう王おう〉！」

「来いよ、〈継ぎ接ぎ公爵〉！」

　両者が、航空母艦の中央で激突する。

　多腕で武器を操るフランケンシュタインに、怜生は一本の穂先を伸ばす雷らい火か槍そうだ。

　手数で劣る怜生が不利かと、見る者を不安が襲ったが、それは瞬く間に覆された。

　フランケンシュタインの、武器が砕かれる。

　炯あき人とたちとの戦いだけでなく、扱っていた龍りゆう神じんの大魔力に、武器が耐え切れなかったのだろう。罅ひび割われていた魔ま杖じようは、怜生の雷火槍を防いだだけで砕ける。振り抜かれた魔剣は雷火槍に弾はじかれただけで折れた。続く怜生の一突きが、六腕中の一本を焼き払う。

「「っっっ!!」」

　フランケンシュタインは目を剝むき、怜生は押し切るために前進した。

　しかし──怜生の顔に影が落ちる。

「その方に、触れるな！」

　フロレンスが、花か蓮れんより一足先に、神域から現世へ帰還していた。

　上空から襲来したフロレンスは、刃やいばと鋏はさみの前脚を振り下ろしながら、六脚で着地する。

　槍やりで防いだ怜生と、槍を逃れたフランケンシュタインが、彼女を挟む形で後退した。

「先生は死なせない……もう、二度と！」

　両目と四眼を見開いたフロレンスにも、これまで以上の覇気があった。

　彼女の両手が動くと、怜生の手足に糸が絡み、引き寄せる。引き寄せられた先には刃と鋏の前脚だ。驚いた怜生は、即座に自分の手足を切り捨てる覚悟を固めたが、

「我が〈王〉を離せ、無礼者」

　切きり花ばな白しら羽はが──怜生を拘束していた糸を、舞い踊るように切り払った。

　龍王の眷けん属ぞくとなった影響か花弁結界に赤みが宿り、半透明な薔ば薇らの花吹雪を思わせる。

「先輩!?　バカヤロウ魔術使うな！　自壊するぞ！」

　助けられた怜生だが、思わず罵ば倒とうする。

　白羽はいま〈王〉になった直後の怜生と同じで、龍神の大魔力を使いこなせておらず、少しでも魔術を使えば霊脈破裂を起こす。

「確かに凄すさまじい出力ですが、慎重に扱えば問題ありません……ご心配なく、そういった機械的な加減には慣れております」

　白しら羽はは、治療されたはずの肌に青い内出血を増やし、一部からは出血させていた。

　だが、美び貌ぼうを汚す痛ましい姿だというのに、白羽は静かな笑みで振り返る。

「何より──この身は貴方あなたに捧ささげられた盾と剣、後ろで震える姫ではございません」

　そうであることを誇るような口く調ちように、怜れ生おの顔が歪ゆがみ、唸うなるように息を吐つく。

　そんな笑い方ができるようになったなら、引退して化粧にでも凝ればよかったろうに、彼女が選んだのは戦士の血化粧、〈緋あけの龍りゆう王おう〉の騎士となる道だった。

「なら……」

　怜生は息を吐いて、白羽の隣に並び立つ。その位置が自分の答えだと言うように。

「あんま怪け我がすんなよ。治すのも楽じゃねえんだ」

「イエス・マスター」

　怜生の言葉を心地よさそうに受け止めて、白羽は誓うように答えた。

　そうして二人は、各々の武器を構えて並び立つ。

「君は撤退したまえ、フロレンス」

「いいえ、先生。龍りゆう神じんが神域を脱するまで、いましばらく時間があります。これが最後の好機です。何より……置いて去ることはできません」

　フランケンシュタインとフロレンスの間でも、似たようなやり取りが起きていた。

「……フロレンスを頼めるか？」

「はい。マスターもご武運を」

　怜生と白羽が言葉を交わし、フランケンシュタインとフロレンスも前を向く。

　一拍の間、双方は眼光を競い合い──大気を弾はじくほどの勢いで、衝突した。

　怜生の雷らい火か槍そうが、フランケンシュタインの曼まん荼だ羅ら障壁と火花を散らす。

　その隣で、白羽の双そう鎌れんと、フロレンスの前脚が切り結び、多重の金属音をまき散らす。

　赤しやつ光こうを噴く槍やりが乱舞すれば、三さん面めん六ろつ臂ぴの曼荼羅が城壁の如ごとく弾はじき返かえす。

　蜘く蛛も女の前脚と巨大針が豪雨のように突けば、死女神の双鎌と花弁障壁が受けて立つ。

　二組の攻防で散る魔力光と火花は、航空母艦の上で二輪の華となる。

　北方師団と連盟警備隊の戦闘機が、互いに牽けん制せいし合いながら、その光景を見た。

　そんな兵を介して、人類各国と妖よう精せい都市連盟が、この戦いに目を凝らしていた。

　いまここは、誇張抜きで世界の中心──それを舞台に、彼らの全身全霊が鬩せめぎ合う。

「まだ──」

　互角に見えた均衡は、フランケンシュタインの方から崩れ始めた。

　怜生が指摘した通り肉体の自壊が始まっており、縫合魔術で繫つなぐことで崩壊を延ばしていたそれが、とうとう表に出始めたのだ。それでも彼は止まらない。

「私は死んでなどいない！　この意志は、断じてレオ・ケルナーの模造品ではない!!」

　それが、極限状態で露あらわになった、彼の魂の声なのだと、怜生は感じ取る。

　彼の声を聞いたフロレンスが、一瞬だけ切なそうな顔をするのを、白しら羽はは見た。

「彼女が私を蘇よみがえらせたのだ──私は、まだ、生きている!!」

　全すべての武器を砕かれたフランケンシュタインは、まだ動かせる三本の腕で戦う。

　素手ではなく、拳こぶしを軸に曼まん荼だ羅ら障壁を張って、怜れ生おの雷らい火か槍そうと打ち合っている。

「人がどこまで生きられるか、そしていつ死ぬのかは医者が決めるのだ！　私にまだ己を生かす力があり、死を認めない限り、私はまだ死んでいない！」

　フランケンシュタインは、体の継ぎ目から出血していた。

　霊脈破裂が内臓にも生じ始めたのだろう、血を吐きながら多腕を連打する。

　防ぎきれなかった一発を顔に受け、怜生は後ろに飛ばされるが、宙返りして着地した。

「誰よりも生きようとする私を！　死者だと断じるこの世界の方が間違っている!!」

　フランケンシュタインは叫ぶ。自分は動く死体ではなく、生きた人間だと。

　それがどれほど歪ゆがんだ有りようだろうと、この口が存命を訴えるなら死は断じさせない。

「はっきり言うが──」

　怜生はその叫びを全て聞いた上で、雷火槍を片手で構えながら、

「そんなこたぁお前の好きにしろ!!」

　空いた手にもう一本の槍やりを作り出し、五ご鈷こ杵しよの穂先から雷火砲を放つ。

　不意を打たれたフランケンシュタインの腕が、また新たに消し炭となった。

「な……っ」

　怜生は、霊脈破裂で顔半分から出血しながら、言葉を重ねる。

「俺がいつお前をゾンビ扱いしたよ？　ああ生きてるとも、死にたくねぇと主張してるんなら他になんだってんだよ？　これまで倒した『お前ら』が作り物なら、俺だってもっと気が楽だったろうよ！　レオ・ケルナーは知らんが、お前は生きている」

　急造の短たん槍そうは雷火砲の威力に耐え切れず、怜生の指ごと炭化していた。

「ただお前の無法を擁護する気もなけりゃ、俺の大事な医学ちからをくれてやるつもりもない。嫁にも仲間にも部下にも家族にも指一本触れさせねぇ！　そんだけのこった」

　指を治癒しながら、怜生は言葉を重ねる。

「お前はとっととその体を牢ろう屋やにぶち込んで延命治療を受けろ。生き延びてりゃそのうち俺の治癒魔術も世に出るだろうから好きに使え。なんなら治療法の研究に協力してやる。その継ぎ接ぎの体、一つ残らず、俺が必ず治してやる！」

　怜生の宣言に、全員が目を瞬しばたたいた。

　彼は、この期に及んでも戦士ではなく医師として、フランケンシュタインを敵ではなく患者として、治してみせると宣言していた。

「ああ、君は、本当に……」

　フランケンシュタインが、どこか微苦笑するように息を吐ついた。

　怪人として生きてきた彼が、ふと平凡な人間に戻ったかのようにも見えた。

　それは、彼の由来となった医療魔術師レオ・ケルナーの笑みと、よく似ていた。

「その純粋さも、信念も……いずれ衆愚と連盟の欲望に毒される。それは見るに耐えん。そうなる前に、私が──っ」

　吐血で言葉が切れる。もはや怜れ生おが与えた傷より、自壊による出血の方が多い。

「私が、君を、私の医道へ連れて行く！　その命を寄よ越こせ、鬼き柳りゆう怜生!!」

　残された体力と耐久力の全すべてを使い切る思いで、フランケンシュタインは突撃した。

「俺は、お前と同じなんかじゃない！　ここで生まれ変われ、フランケンシュタイン!!」

　怜生もまた、全力をもって応じる。

　五ご鈷こ杵しよの槍やりが大きく穂先を開き、極大の雷火を放出する。

　紫電と灼しやく熱ねつの赤しやつ光こうは、五鈷杵から巨大な円えん錐すい形けいに、騎士の突撃槍を巨大化させたような形状で放出され、槍を突く動作と共に天を穿うがつ。

　航空母艦をも串くし刺ざしにするような赤光の大槍が、龍りゆうの咆ほう哮こうを思わせる轟ごう音おんと共に、天下に描かれた。

　それは、この戦いの中で、怜生が〈王〉として殻からを破ったことを証明するようであり、世界の耳目が集まるこの戦場で、〈緋あけの龍りゆう王おう〉の名を突き付けるようだった。

「先生！」

　赤光の槍が過ぎ去った後、蜘く蛛も女・フロレンスが空間跳躍で現れる。

　彼女がその手に摑つかんだのは、怜生の光こう槍そうに体を焼き払われた、フランケンシュタインの頭部だった。かき抱いた彼女は、両目と額の四眼で、怜生を睨にらみ付ける。

「ここは私が──」

　怜生に代わって白しら羽はが、フロレンスを仕し留とめるべく迫る。

　フロレンスとの戦いでか、霊脈破裂によってか、銀の髪と鎧よろいは血に塗まみれていた。しかしその動きは以前よりも苛か烈れつさを増している。

　フロレンスから巨大針が放たれるが、花弁障壁で逸そらした白羽は、体を削られながらも直撃だけは避よけて、肉薄してのけた。

　フロレンスの前足が刃やいばと鋏はさみを上げ、白羽の双そう鎌れんと鍔つば迫ぜり合いになる。

（ここが切所、押し切る！）

　白羽は両腕と大おお鎌がまに魔力を込め、剛力と鋭さを同時に生み出す。

　そこから両手を広げるように大鎌を一いつ閃せんすると、フロレンスの前脚が切り落とされた。

　長年積み重ねてきた機械の正確さに、燦さん・燐りんとの戦いで得た剛気が重なり、切きり花ばな白羽の刃を更なる高みへ至らせたのだ。

「「っ！」」

　フロレンスの表情に危機感が走り、白羽の表情に快心が過よぎる。

　いまこそ、この長い戦いに決着がつく瞬間だと、白羽は意気を高めて刃を振るう。

　直後──白羽の全身から、血飛沫が爆ぜた。

「あ……」

　起きた瞬間、白羽は己の失態を悟り、緩やかに前へ倒れていく。

　フロレンスの反撃ではなく霊脈破裂による自壊だ。大魔力を精密に操るための集中が、勝利を目前にした焦りで、ここに来て乱れたのだ。

　それは、彼女が機械であることをやめたが故ゆえの皮肉な出来事と見るべきか、或あるいは長年追っ手を逃れてきたフランケンシュタインとフロレンスが摑つかんだ悪運と言うべきか。

「白しら羽は!!」

　声を上げた怜れ生おが、そんな白羽の元へと走り、片手で彼女を抱きとめて槍やりを薙なぎ払はらう。

　対してフロレンスは、六脚で地を蹴けり大きく後ろへ跳躍していた。

『いいだろう──ここでの勝ちを譲ろう、〈緋あけの龍りゆう王おう〉』

　フロレンスに抱かれたフランケンシュタインの首から、彼の言葉が念ねん声せいで響く。

『奪い取れないなら仕方ない。いまは身を潜め、君が新たな医術を広める日を待とう』

　既にフロレンスは繭まゆを作り出しており、脱出の準備を整えていた。

『その頃には、きっと君も、私と同じような化物になっているだろうさ』

　フロレンスの腕の中で、フランケンシュタインが口角を釣り上げる。

　そうして繭が閉じられると、二人の姿は船上から姿を消した。

　今日まで生き延びてきた彼らは、今回も、最後の最後でしぶとく逃げ延びたのだ。

　後顧の憂いを断てなかったことに、怜生は歯は嚙がみする。

　しかし、いまはそれより、腕の中の白羽だった。

「だから怪け我がすんなって言っただろうが……もう休んでろ」

　怜生は白羽を寝かせ、片手で背中を支えながら、治癒魔術を掛ける。

　体内外の傷が同時に癒えていく。こと霊脈破裂に関して、怜生は既に専門医同然だ。

（……ああ、なるほど）

　失いかけた意識を復帰させた白羽は、怜生を見上げて思う。

（こういう構図は、無縁だろうと思っていましたが、なかなか……）

　逞たくましい腕で姫のように抱き抱えられ、強く案じられ、怒られながら癒いやされる。

「悪くない」

　微笑して呟つぶやいた白羽に、怜生は意味が分からず目を瞬しばたたく。

「名前……呼んで、いただいた……」

　少し頰ほおを染めた白羽は、満足そうに呟いて、目を閉じた。

　劇的な戦死を疑う構図だが、傷は完治している。単なる体力と魔力の限界だ。

　いずれにせよ、フランケンシュタインとフロレンスの逃亡で、この戦いは決着した。

（後は……）

　怜生は白羽を下ろして周囲を見回す。

「怜生さ～ん！」

　案の定、空間を割って現世に戻ってきた花か蓮れんの声が近づいてきていた。

　怜生が背後からの声に振り返ると、猛速で飛び込んだ半人半蛇が、彼を攫さらっていく。

　衝突音が船上に響き、仲間たちが二人の姿を目で追った。

「怜れ生おさーん！　怖かったぁー、無事でよかった～っ！」

「いやいや落ちてる落ちてる！　もう大丈夫だと言いたいけどここに来て絶体絶命！」

　彼女の指摘通り、怜生と花か蓮れんは艦上から飛び出し、自由落下の只ただ中なかにあった。

「おい花蓮っ、飛べっ、飛べって早く！」

「……キス」

　極寒のベーリング海に落下中の怜生は、抱き着いている花蓮の肩を叩たたくが、花蓮は腕の中からこちらを見上げて、むくれた顔で言う。

「いやキスってお前、この状況で──」

「キ～ス～っ！」

　花蓮はなんとこの状況を利用してご褒美を迫った。

　確かにそのご褒美は約束していたし、頭上に迫る海面は躊躇ためらう暇も与えない。

　幸か不幸か、飛行戦艦から落下しているおかげで、船上の知人たちには見えない。

　ただその代わり、事態を注視していた人類各国や連盟警備隊が、しかと見た。

　上下逆さまに落下する少年と半人半蛇が、傾きかけていた日と輝く海を背景に、互いの顔を寄せあった。

　直後──海面に落着する寸前、怜生と花蓮が戦艦上空へ舞い上がる。

　上空で弧を描いた二人は〈小こ烏がらす丸まる〉の近く、仲間たちの間に戻ってきた。

「おお、怜生……大丈夫か？　流石さすがに限界か」












　船上では直なお正まさたちが目を覚ましており、怜れ生おを案じる。

「こいつ、初回から舌使ってきやがった、しかも長なげぇし」

「舌？」

「いや、なんでもねえ」

　直正に答えた怜生は、高所落下からの急上昇で青い顔をしていた。

「ねー、おじさん？　なんか花か蓮れんが気色悪い顔で笑ってんだけどぶん殴っていい？」

「なにが起きたのか分かりませんけど、なんでかぶち殺したくなりますね」

　直正と同じく復活していた燦さんと燐りんが、血管を浮かせて花蓮を指差す。

　花蓮はといえば、両頰ほおを押さえて「うぇへ、うぇへ」と品のない顔で笑っていた。

　エドァルドとアドリアナは肩を竦すくめ、白しら羽はは気を遣って何も言わないのかと思いきや、こっそり足元にある船体の破片を蹴けっていた。

　そんな一同を乗せて、ようやく〈小烏丸〉が、航空母艦の上から飛び立つ。

　怜生たちを乗せた飛行船は、連盟警備隊の護衛を受けながら、戦場を後にした。

「あー、そういえば……」

　窓からベーリング海の夕暮れを眺めて、怜生はふと気づいた。

　腕に抱きついてご満悦な様子の花蓮を一度見た後、誰にともなく呟つぶやく。

「これ……絶対世界中にバレたよなぁ」

　その日──〈緋あけの龍りゆう王おう〉鬼き柳りゆう怜生の存在は、全世界の有力者に知られることとなった。






終章　謁えつ見けん






　魔術と妖よう精せい人じんの発祥地〈箱舟〉──それを中心とする浮遊都市群。

　怜れ生おたちと、神霊学部の生徒らは、事件の後、当初の目的地であったここに運ばれた。

　眷けん属ぞくとなった白しら羽はたちや、炯あき人とを始めとする負傷者たちはすぐに精密検査へ回された。幸い仲間たちに死者はなく、全員意識も明めい瞭りようだったが、怜生は安静を厳命した。

　その折、鬼き柳りゆう家の兵たちに、怜生のことを「坊ちゃん」から「閣下」や「大将」などと呼び改めた者が多数見られた。

「作戦通り、航空母艦からは〈青の医術師団〉と人類各国に繫つながる証拠を入手することができた。以降は連盟が、これを梃て子こに〈青の医術師団〉を追い詰められる」

　浮遊都市にあるホテルの一室で、怜生は史し紀きと面談していた。

「人類各国は追及を躱かわすため〈青の医術師団〉を切り捨て、黙もつ過かしていた潜伏先を検挙、『世界が一致団結して禁きん呪じゆ結社を打倒した』という英名に変えるだろう。これでフランケンシュタインたちは孤立無援となり、今回のように大それた手段を取ることはできない。禁呪結社〈青の医術師団〉も致命傷を負った。君の奮闘に、改めて感謝する」

「お役に立てたなら幸いですが、一いち文もん字じさんたちが後方で動いてくれたからこそです」

　怜生は社交辞令の笑みでそう言った。

　発言を悪意的に訳すと、『ちゃっかり餌えさに使いやがってコノヤロウ』だ。

「何度も術式を狙ねらわれてきた〈大図書館〉としても、これで安心して眠れる。連盟としても、人類各国の術式入手経路を一つ潰つぶせたことになる。今回の一件は言わば〈緋あけの龍りゆう王おう〉最初の武勲と言ってよいだろう」

「自分は一文字さんに世話になりっぱなしですから。その恩をお返しできたと思えば」

　これも訳すと『これで貸し借りなしだぞ古本狸だぬき』だ。

「……連盟と人類各国は、今後どうなるでしょうか？」

「いま鬼柳くんが懸念しているような、大規模な武力衝突は、むしろ遠ざかっただろう」

　怜生の問いに、史紀は意外な答えを返した。

「今回の一戦は、連盟警備隊と北方師団の間接的な交戦でもあった。激突はなかったが、両陣営の軍事力を間近で実演し合った結果、連盟の航空戦力は、いまだ人類各国に対して技術的優位を持つことが明示された。そして何より花か蓮れんさんの突撃は、人類各国の兵器が神霊に対して無力に等しいことを証明した。そんな連盟との軍事衝突は危険すぎる」

　と、各国元首は判断しただろう。怜生と花蓮は、列強の伸ばした指を折ったのだ。

「何より、現代の戦争理論は、武力衝突がコンパクトであることを尊ぶ。人類各国が今後手を打つとすれば、なるべく小規模に君を狙うか、連盟への内紛工作となるだろう」

　つまり手を引いてくれたわけではないのだと、怜生は小さく溜ため息いきを吐ついて、

「受けて立ちます」

　凛りん然ぜんとした表情での宣言に、史紀は「いい返事だ」と、少し複雑そうに微笑ほほえんだ。

「さて、忘れないうちに……君に頼まれた『フランケンシュタインの診療記録』だ」

　史し紀きが差し出したのは、鞄かばんほどもある大型の記録媒体だった。

「ああ、ありがとうございます」

「あの航空母艦にこれがあると、確信していたのかね？」

「奴やつにとって最優先すべき患者は自分自身。カルテは常に持ち歩いているはずですから」

　憧あこがれの選手のサインでも受け取ったような顔の怜れ生おに、史紀は少し不安そうに尋ねる。

「次に彼と会ったとき、治療するためかね？」

「ええ、それもあります。なにより──」

　この場でのデータ閲覧は我慢して、怜生は記録媒体を脇に置く。

「フランケンシュタインの医学は歪ゆがんでましたが、人間の各部位がどこまで交換可能かを徹底的に検証していました。人の生き死にを分ける絶対の基準、命の定義を見み出いだす上で、奴は極めて貴重な被検体でした──できれば一体だけでも、捕らえておくべきだった」

　心底から悔やんでいる様子の怜生に、史紀は沈黙する。

「…………それが、あの怪物に対する、君の回答か」

「いえ、人権を無視するようなことは決して。奴の人格は最悪でしたが……牢ろう屋やに入って罪を償うのなら、できるだけ長生きさせて、議論を戦わせてもよかったな、と」

　どこか嚙かみ合わないものを感じる会話に、史紀は冷や汗を流す。

　怜生は、あのフランケンシュタインすら『医学の発展』に結び付けようとしていた。

　それは、フランケンシュタインが怜生を狙ねらったことと、どの程度の差があるのか。

「存外、君と彼は、気の合う友人か好敵手になれたかもしれないね」

「それは、ちょっと笑えない冗談です」

　冗談と解釈して微苦笑する怜生に、史紀はそれ以上なにも言わなかった。




「あー、つっかれたぁ」

　史紀との対談を終えた怜生は、ホテルの一室でベッドに倒れた。

「はーい怜生さん、膝ひざ枕まくらならぬとぐろ枕ですよ～」

「あー、もうこの際それでもいいや」

　やたら大きなベッドへ寝転がった怜生は、先回りしていた花か蓮れんにより、白い寝台の上で巻かれた蛇体に頭を乗せられる。鱗うろこがやや硬いが、悪くはない。

「えへへ～、今日は大変でしたね～。えへっ。怜生さんが無事で安心しました、うぇへ」

「ご機嫌だな、お前」

「も～っ、だってだって～っ！　うぇへへへへ」

　察するにキスのことだろう。思い出す度に、花蓮の顔がだらしなくニヤける。

「頑張ってくれたのには感謝してるけど、人前ではしないからな」

「あ、じゃあいまは人前じゃないからセーフですね！　もう夜も遅いですし、いい感じのホテルですし、これはもうやることは一つですよね！」

「おい待て尻尾しつぽで締め付けんな。そういうのは大人になってからって──」

「では尻尾以外の場所で怜れ生おさんの局部に締め技をいだだだ尻尾の雑ぞう巾きん絞りらめぇっ!?」

　青少年として守るべき一線のために、怜生は花か蓮れんの尾を軽く絞っておいた。

「つーか、マジ限界、今日の戦いはハード過ぎた。泥のように眠りたい……」

「むー、仕方ないですね。時間も機会もたっぷりありますし、今日は添い寝だけで」

　花蓮もいまのところはキスで満足しているようだ。

　それ以上については、せめて彼女が人型で実体化できてからにしてほしい。

「「お邪魔します!!」」

　燦さんと燐りんが、豪快に扉を開いて現れた。

「双子か？　どうした」

　パジャマ姿で枕まくらを片手に持った燦さんと燐りんは、花蓮と同じベッドに入ろうとしている怜生を半眼で睨にらむ。いつもなら牙きばを剝むいて怒るか、怜生を変態と嘲あざ笑わらうところだが、

「「寝る」」

「いや、俺もそのつもりだけど……」

「ちょ、姪めいっ子こちゃんたちまさか、みきゃーっ!?」

　燦さんと燐りんはベッドに近づくと、二人で花蓮の尾を摑つかみ、一本釣りで後方へ放ほうり投げる。

　そうして燦さんと燐りんは、左右からベッドに潜り込んできた。豪華客室の広いベッドなので、スペースには余裕があるが、怜生も目を白黒させるばかりだ。

「ちょっと姪っ子ちゃんどういうことですか！　ここからは夫婦の時間ですよ!?」

「うっさい」「今日はここで寝るんです」

　燦さんと燐りんはいつになく拗すねたような口く調ちようで返すと、怜生の両腕を引いてベッドに倒し、そのまま腕を抱いて身を寄せた。まるで子供だ。

「……どうした？」

「べーつにー」「まさか部屋に帰れなんて言いませんよね？」

　怜生が尋ねると、燦さんと燐りんは頰ほおを膨らませながら、怜生の腕を抱き寄せた。

　今日に限っていつもの着ぐるみパジャマではなく、普通のシャツなので、色々と感触が気になる。とはいえ、どうやら双子にも思うところあって、露骨に甘えに来たようだ。

「もーっ、怜生さん!?　双子ちゃんが左右にいたら私どこで寝ればいいんですか！」

「え、あー、じゃあ、真ん中？」

　試しに言ってみると、花蓮は「その手が！」と目を光らせ、ベッドに足の方から入り、掛け布団の中を蛇行して、怜生の体に乗り、顔の前まで頭を到達させた。

「えへへ～、腕枕ならぬ胸板枕、これはこれで……」

　花蓮は怜生の上半身にうつ伏せとなって寝るつもりらしかった。

　左右の燦さんと燐りんに加え、前からも質量過多な胸が押しつぶされて、非常に困る。

　だが燦さんと燐りんが何やら対抗し始めて、掛け布団の中で怜生の腕をより強く引き寄せると、怜生の手首を腿ももで挟むようにして拘束した。

「いや待てなんだこの突然の桃とう源げん郷きようは。花か蓮れん……こいつ本気でこのまま寝てやがる」

　花蓮は花蓮で疲れもあったのか、怜れ生おの上で寝息を立て始めていた。

「……まあ、それで気が済むならいいけどよ」

　怜生が左右に言うと、燦さんと燐りんが、頷うなずくようにして怜生の肩に額を擦こすりつける。

（あー、駄目だ、俺も本格的に、ねみぃ……）

　どうやら燦さんと燐りんは一緒に寝られれば満足なようなので、怜生も瞼まぶたを閉じた。

「死にそうになるな」「バカ……」

　眠りに落ちる直前、燦さんと燐りんの呟つぶやきが聞こえた気がした。




「マスター、朝でございます。ご起床ください」

　翌朝、怜生は白しら羽はの声で目を開く。

　慣れない人物に起こされたことで、意識はすぐさま覚かく醒せいし、ベッドの傍かたわらに立つ白羽に目を向ける。短い銀髪と制服姿で、白羽は怜生の部屋を訪れていた。

「先輩？　ああそっか、起きないとな……」

　寝過ごせる立場ではないことを思い出した怜生は、しかし起き上がれない。

「……暑い」

「左様でございましょうとも」

　寝息を立てる花蓮と双子に囲まれた怜生へ、白羽は少しだけ棘とげのある声で微笑ほほえんだ。

「じゃあ、今後は先輩限定で、〈切きり花ばな〉との契約延長って形になるのか」

「はい。正確には情報魔術師などの支援役を含めた少数で、マスターの親衛を務めます」

　花蓮たちの拘束をどうにか脱した怜生は、白羽の差し出した水で喉のどを潤す。

　寝室に残された花蓮と双子は、互いの手を握って熟睡中だ。それぞれ、相手を怜生だと思っているのだろう。目覚めた時に渋面を浮かべることは間違いない。

「そして私は既にマスターの眷けん属ぞく。いずれ〈切花〉ではなくマスターの作る結社に属する魔術師となるでしょう」

「ああ……詫わびるべきじゃないんだろうけど、急に進路を変えさせちまって済まない」

　本来、白羽が怜生を護衛する契約は、今日で切れる予定だった。

　だが怜生の眷属となったため、彼女は〈切花〉を出て、まだ本格的に発足してもいない『鬼き柳りゆう怜生の結社』に移籍することになってしまった。

「私が自ら望んだことです。どうかお気に病まず」

「分かった。せめて、殉職だけはさせないって、約束する」

「では私も、マスターより後には死なぬとお約束いたします」

「そうなるよな。なら、二人で老人になるまで生き延びるか」

「……イエス・マスター。この白羽、生涯お供いたします」

　遠回しなプロポーズとも解釈できる会話に、白羽は少し頰ほおを染めた。

　記録魔術、保護、保存……などと、白羽はこっそり呟いて拳こぶしを握る。

（相変わらず真面目まじめだけど、前より感情が出てるな）

　今更ながら、怜れ生おは白しら羽はから慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな感が失うせていることに気付く。

　怜生のために紅茶を入れている横顔も、どこか鼻歌を奏でそうに見えた。

「白羽」

「ひゃい！　いえ、失礼──お呼びでしょうか、マスター」

　なにやら返答を嚙かんだ白羽だが、すぐに澄まし顔で振り返る。

「あー、やっぱり名前では呼ばない方がいいかな？　眷けん属ぞくとはいえ先輩だし」

「いえ、そのようなことは。ただ、主従であることを鑑かんがみれば、他の目があるところでは『切きり花ばな』とお呼びいただくのがよろしいかと」

「そっか、意識しとくよ。でだ──近々、親御さんに挨あい拶さつしに行ってもいいか？」

　今度はティーセットごと転倒しそうになった白羽が、慌てて立ち直る。

「ああいや、言うなれば俺は〈切花〉から白羽を引き抜いた形になるわけだから、最低限挨拶っつうか、筋は通しておくべきじゃないかと……」

「お、お気遣いは無用です！　家族には話が済んでおります！　むしろ〈王〉の近衛このえともなれば〈切花〉でも至上の名誉ゆえ、ご懸念されるようなことはないかと……！」

　白羽はカップに角砂糖を次々と運びながらそう答えた。

　むしろこの豹ひよう変へんについて相談すべきかもしれない……と、怜生は激甘のミルクティーを口にしながら思うのだった。












　その後、目覚めた花か蓮れんたちと朝食を済ませた怜れ生おは〈箱船〉に向かう。

　道筋は、浮遊都市群から橋や柱状エレベーターを介し、都市群の中心に座す〈箱船〉へというものだ。

　怜生が〈箱船〉に来たのは〈王〉に認定されるためだが、対外的には神霊学部の研修となっている。そのため燦さん・燐りんとはホテルで別れ、代わって直なお正まさやエドァルドと合流した。

「マスター、その進路は狙そ撃げき可能区域です。進路を右に修正してください」

「ああ、うん、気を付けるけど、障壁の全力展開はやりすぎなんじゃ……」

「マスター、六時方向の少女の視線に基準値以上の感情を検出しました。排除の許可を」

「出さねぇよ。神霊学部の同級生だよ」

「切きり花ばなより狙撃手αへ、前方三〇〇メートルに野鳥を観測、不浄なものを落とされる前に焼しよう夷い魔術で跡形もなく焼却してください」

「するなよ！　文字通り炎上沙ざ汰ただよ！」

　朝から過剰な警護を続ける切花白しら羽はに、怜生は辟へき易えきとし始めていた。

「なんつうか、前より地の性格が出てきたっぽいけど……」

「予想以上に過保護なタイプだったようだな」

　直正とエドァルドが呆あきれ笑いを浮かべていた。

「失礼しました。先日の失態を取り戻そうと、気が逸はやっていたようです」

　と言って咳せき払ばらいする白羽は、フロレンスを取り逃がしたことを省みていた。

「いやー、気にすることねぇって。俺なんて終わるまで気絶したままだったし！」

「はい、眷けん属ぞくとしてあるまじき醜態です。武む藤とうもマルチネスも戦いに無駄が多すぎます。後日集中的に鍛錬を行いますのでそのつもりで」

　励ます直正に、白羽は手厳しい目を向けた。

　軍隊的な訓練しか予想させない口く調ちように、エドァルドも「藪やぶ蛇へびだな」と微苦笑する。

　そんな彼らは、〈箱船〉内部を列車や高速エレベーターで移動していく。

　超巨大立方体である〈箱船〉内は、広大な階層都市となっているため、道は複雑だ。

「さて、俺らは〈箱船〉から迎えが来てるらしいから、また後でな」

　怜生は直正・エドァルドと道を分かった。白羽は護衛として同道する。

　連盟警備隊の職員が怜生たちを案内し、周囲は一流のＳＰたちに固められる。

　要人というより護送される犯罪者の気分で進むこと、十数分後──

「怜生さん……誰かいます」

　案内されて辿たどりついた一室の前で、霊体化していた花蓮が、人型の幽体で姿を現した。

「誰かって？」

「その、上う手まく言えないですけど……詩し乃のさんや乙おと姫ひめさんみたいな感じがします」

　花蓮が神霊を例に挙げると、怜生と白羽は目を見合わせる。

　神霊に相当する何かがいるなら、〈王〉か眷属、ないしそれ相当の人物がいるのだ。

　怜生と白羽は顔を見合わせ、やがて腹を括くくって入室する。

「ようこそ──龍りゆう神じん・花か蓮れん様と、〈緋あけの龍りゆう王おう〉鬼き柳りゆう怜れ生おくん、ですね？」

　部屋で待っていたのは──虹にじの髪を伸ばす貴婦人だった。

　足元までありそうな長髪に、魔力による発光現象が、虹の清流を描いている。

　面持ちは穏やか、体つきは女性的、赤子のような白い肌に、千年老婆のような底知れぬ気配──それらを飾り気に乏しい白い法ほう衣えに包んだ、虹の貴婦人だった。

「私は〈三人の女王〉が白の座を預かりし〈結ばれた方〉──通り名をイトと申します」

　顔を見た時点で呆ぼう然ぜんとしていた怜生と白しら羽はが、その名乗りで我に返る。

「女王、陛下……っ！」

　怜生は目を限界まで見開き、花蓮は以前に聞いた女王の名を思い出した。

「非公式の訪問なので作法は無用です。何より尊き創世の龍神に頭を下げさせるわけにはまいりません。どうかお楽に」

　膝ひざをついて最敬礼しようとした白羽を、虹の貴婦人・イトは片手で制する。

（三女王の実質代表者〈結ばれた方〉……〈王〉だってバレた以上、誰か大物が来るとは思ってたけど、こんな頂点のまた頂点が最初に来るのかよ……っ!?）

　怜生は呼吸を止め、花蓮も『連盟で一番偉い人』を前に戸惑っていた。

「早速ですが、龍神夫妻のお二人に質問があります」

　そんな怜生と花蓮に、虹の貴婦人・イトは、お茶にでも誘うような笑顔でこう尋ねる。

「──地球人の滅亡に、興味はありませんか？」
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　皆様、お久しぶりでございます。絵え戸ど太た郎ろうです。

　はじめましてだよ、という方は、ひとつ一巻もよろしくお願いいたします。

　このたびは、ありがたいことに『境域のアルスマグナ』の二冊目を世に送り出すことが叶かないました。手にとってくださった読者の皆様に、心から感謝申し上げます。

　曰いわく、二巻とは多くの作家にとって『試練』なのだとか。

　なかなか筆が進まなかったり、逆に書きすぎてしまったり、一巻を読んでくれた読者の期待を裏切ってはいないかと悩んだり、なにかと頭を抱えることが多くあります。

　私は書きすぎてしまう例でした。今回、一巻以上にボリューム満点となっております。読者の皆様におかれましては、目が疲れる形となってしまい、申し訳ないです……！

　おかげであとがきも１ページしかないので、ここからは謝辞を。

　イラストレーターのパルプピロシ様、新たな人外が現れた本巻でも、美麗なイラストを仕上げてくださいました。他、この本の刊行にあたってご尽力くださった全ての方々に、改めてお礼申し上げます

　そして、この蛇行しながら加速していくモンスター小説を目で追ってくださった読者の皆様に、改めて感謝の言葉を。ありがとうございました！
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